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Ⅰ．研究の目的等 

1．研究の目的

（概要）

本研究は、メインストリームの生徒集団から違和感・疎外感等を感じ、学校適応上の困難

を抱え、いじめや排斥の対象となりやすい生徒（＝バルネラブル（vulnerable）な状況に置か

れた生徒）を対象とし、彼／彼女らの学校から社会への移行支援の在り方を探るための国際

比較研究を実施するものである。本研究の特質は、日本の特別支援教育の枠組みでは十分な

指導支援が提供されてこなかった者に対象を絞った点に特質を有する。具体的には、

① 外国にルーツをもつなどにより公用語指導等の必要な者

② 性的少数者（LGBTQ と総称される性自認・性的指向をもつ者）

③ 歴史的・社会的な背景から出自・居住地・人種・民族等を理由にいじめや排斥等の対

象となる傾向が強い者

を中核対象とする。

これらの生徒らが、自己肯定感を損なわずに学校生活を送り、学校教育から社会へ円滑に

移行し社会参画をするための指導支援等はどうあるべきか、また、そのような支援指導等を

シームレスに提供するための仕組みはどのように整えられるべきか。本研究は、日本・韓国・

アメリカ・カナダ・イギリス・ドイツ・フランス・デンマークを対象とした国際比較研究を

通してこれらを追究することを目的とする。

（本文）

（1）本研究の学術的背景、研究課題の核心をなす学術的「問い」

2007 年 11 月 26 日、国際連合はその総会において 2 月 20 日を「世界社会正義の日（World 

Day of Social Justice）」とすることを宣言した。性別・年齢・人種・民族・宗教・文化・障害

などを問わず、誰しもが公正な処遇を受けることを当然とする社会の構築は世界各国が共

有すべき理念と言えよう。無論、このような理念は、日本の憲法第 14 条が一つの典型であ

るように、多くの国において法令上は明示的な規定を伴って確立されている。しかし、現実

は理念を体現したものとなっていない。とりわけ、2000 年代以降の社会的変容は、従来の

枠組みでは捉えることのできなかった、あるいは、捉える必然性の認識すら十分に醸成され

てこなかったバルネラブル（vulnerable）な人々の存在を顕在化させている。「世界社会正義

の日」の制定は、このような現状を象徴する事象の一つであろう。

このような社会正義の実質的な確立にとって、教育は欠くことのできない営みである。こ

の意味で、1994 年のサラマンカ宣言が果たした役割は極めて大きい。サラマンカ宣言は、

「教育に関わる者は誰でも、万人のための教育を文字通り“すべての人々”、とりわけ最も

バルネラブルな、最もそれを必要としている人々に保障することに向けた挑戦と活動に取

り組まねばならない」と宣言し、これを受け、日本を含む多くの国において、障害のある者
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への差別的な処遇を排したインクルーシブ社会の構築に向けて特別支援教育の充実のため

の努力が重ねられている。

一方、これまでの特別支援教育において中核的な対象とはされてこなかったバルネラブ

ルな児童生徒たちへの指導や支援は立ち後れてきたと言わざるを得ない。様々な社会的な

変容と並行して社会正義の認識が高まる今日において、特別支援教育の枠外に置かれてき

た「最もバルネラブルな、最も教育を必要としている人々」が、必要とする指導や支援を受

け、個々の尊厳を損なうことなく社会参画を果たせるようにすることは喫緊の課題である。 

この課題を達成するための教育の在り方とはいかなるものなのか。――本研究の中核的

な問いはここにある。

（2）本研究の目的

2-1 研究目的

本研究は、バルネラブルな状況に置かれていながら、日本の特別支援教育の枠組みでは十

分な指導支援が提供されてこなかった生徒及び中途退学者等を対象とした学校教育から社

会への移行支援の在り方を探るための国際比較研究を実施するものである。

本研究では、これまで多く用いられてきた「不利な立場に置かれた者」「社会的弱者」等

に替えて、「バルネラブルな状況に置かれた者」等「バルネラブル（vulnerable）」という用

語・概念を使用する。バルネラブルとは、その語義である「攻撃されやすい、傷つきやすい

等」をもとに英語圏の社会科学の各分野で広く用いられる概念であり、社会のメインストリ

ーム層を「利」あるいは「強」として捉えることを避けつつ、メインストリームから疎外・

排斥された（あるいはそれらの可能性が高い）当事者の「生きづらさ」や「心理的な苦痛」

に焦点を当てるものである。

2-2 研究課題

上記「2-1」に示した研究目的を達成するために、本研究では、

① 外国にルーツをもつなどにより公用語指導等の必要な者

② 性的少数者（LGBTQ と総称される性自認・性的指向をもつ者）

③ 歴史的・社会的な背景から出自・居住地・人種・民族等を理由にいじめや排斥等の対

象となる傾向が強い者

を中核対象として、これらの生徒及び中途退学者等が、自己肯定感を損なわずに学校生活を

送り、学校教育から社会へ円滑に移行し社会参画をするための指導支援等はどうあるべき

か、また、そのような支援指導等をシームレスに提供するための仕組みはどのように整えら

れるべきか。本研究は、日本・韓国・アメリカ・カナダ・イギリス・ドイツ・フランス・デ

ンマークを対象とした国際比較研究を通してこれらを追究する。

2-2-1 中核的対象となる生徒及び中途退学者等の選定理由

本研究では、日本の学校教育の改善に資することを重要な役割として捉え、中核対象の選
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定にあたっては次のような国内状況に着目した。

① 公用語指導等の必要な者：2019 年 4 月、外国人労働者の受け入れ拡大を目的とした

新在留資格「特定技能」を定めた改正出入国管理法が施行されたことが典型的に示す

ように、今後、日本語指導が必要な生徒の一層の増加が予測される。また、日本企業

の海外進出の活性化等に伴い、海外での生活期間の長い生徒の増加も同様に予測さ

れる。

② 性的少数者：2015 年 4 月、「性同一性障害に係る児童生徒に対するきめ細かな対応の

実施等について・27 文科初児生第３号」が発出されるなど、LGBTQ への配慮の萌芽

が確認されるが、学校での支援は暗中模索の段階にあり、ニーズに対応できていない。 

③ 歴史的・社会的な背景からいじめ等の対象となりやすい者：1969 年の同和対策事業

特別措置法制定以降継続してきた国による同和対策事業は、その役割を終えたこと

を理由に 2002 年に終焉を迎えた。しかしその後も、旧同和地区在住の生徒や在日韓

国朝鮮人へのいじめや就職差別が根絶したとは言い難い状況にある。

2-2-2 国際比較の対象となる国の選定理由

調査対象国の主たる選定理由は以下の通りである。

○ 韓国：2015 年 6 月の「キャリア教育法」を機に、学校教育から社会への移行支援の充

実が図られ、かつ、その一環として北朝鮮出身生徒への支援拡充施策も執られている。 

○ アメリカ：オルタナティブ教育などバルネラブルな状況にある生徒を対象とした制度

構築の歴史があることに加え、2018 年 7 月に「21 世紀にふさわしく職業教育を強化

する法」が制定され、「special population」を対象とした職業教育と移行支援に対する

連邦補助金提供規定が設けられた。

○ カナダ：1971 年に世界に先駆けて「多文化主義政策」の原則を採用し、今日でも社会

正義を基軸としたキャリア教育推進施策を積極的に展開している。

○ イギリス：ニートに対する「社会的排除ユニット（SEU）」（内閣府が 1998 年に設置）

による大規模調査、コネクションズ・サービス（2001 年に設置）による一対一の領域

横断的な若者支援が注目を浴びるなど、今日でもバルネラブルな状況にある若年層を

対象とした先駆的な教育・雇用支援政策が展開されている。

○ ドイツ：学校と労働局「職業情報センター(Berufsinformationszentrum)」との連携によ

る移行支援が提供され、若年層移民への職業教育訓練制度の拡充などがなされている。 

○ フランス：電子ポートフォリオ等の活用による個に応じたキャリア形成支援がなされ

ると同時に、「優先教育地区（ZEP）」の指定などバルネラブルな状況にある若年層に

対するきめ細やかな指導支援が提供されている。

○ デンマーク：学校と移行支援機関との連携による体系的なキャリア形成支援が提供さ

れると同時に、中退者等へのアウトリーチや、移行困難な若年層を対象とした「生産

学校(Produktionsskole)」の設置などの手厚い支援がなされている。
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（3）何をどのように、どこまで明らかにしようとするのか

－本研究の学術的独自性と創造性

本研究における研究目的（上記 2-1）及び研究課題（同 2-2）を達成するために、本研究で

は、二つの分析枠組を設ける。これまで、本研究で焦点を当てるバルネラブルな生徒及び離

学者に対する指導支援については、その必要性や理念を論じる理論的研究と個別具体の実

践報告に二極化しており、関連する法令・行政施策を踏まえつつ、構造的な分析枠組みをも

って実践の国際的な動向と特質を明らかにしようとする研究はなされてこなかった。以下

に示す分析枠組と視点は、本研究の学術的独自性と創造性の根幹であり、それによって浮き

彫りにされる各国の実践の在り方は、日本の今後の学校教育改善に大きく資するものと確

信する。

3-1 分析枠組１ ＝ 提供される指導支援の在り方に関する分析の枠組

まず、提供される指導支援の在り方に関する分析枠組【分析枠組１】を図１として示す。

本研究では、まず、バルネラブルな状況にある生徒及び離学者に対して、「誰が（Who）、 

どのような機会に（When）、どのような場で（Where）、どのような支援を（What）、どの 

ような方策によって（How）」提供しているのかについて、 

○ 中等教育機関（前期中等学校・後期中等学校）において在学者を対象になされる支援

○ 移行支援機関によって、i)中等教育機関の在学者を対象になされる支援、ii)オルタナ

ティブな教育支援・職業訓練等提供機関の在籍者を対象になされる支援、iii)移行困

難に直面したままの離学状況にある若年者を対象としてなされる支援

を対象として分析を加える（分析視点１a）。 
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さらに、提供される指導支援（分析視点１a）のうち、中等教育機関在籍中の支援をめぐ

っては、当該支援の内実（what）についてさらに詳細に、学校心理学を基盤とした 3 段階の

支援に区分してそれぞれの特質を明らかにする（分析視点１b）。 

○ すべての生徒を対象として実施されるバルネラブルな状況に関する正しい理解と尊

重を深化させるための｢一次的支援｣、

○ バルネラブルな状況に置かれた生徒を対象として系統的・体系的に実施される学校

から社会への移行のための「二次的支援」

○ バルネラブルな状況に起因して中途退学の可能性が高い生徒に対して個別的に実施

される危機介入的な「三次的支援」

次に、上記の各指導支援の提供のためになされる中等教育機関相互及び移行支援機関と

の連携の在り方について、

○ 対象となる生徒及び中途退学者等の個人情報の共有・引継ぎとプライバシーの保護

○ 提供した指導支援、及び、提供しようとする指導支援に関する情報の共有

○ 中等教育機関における支援提供者に対する移行支援機関からの専門的コンサルティ

ングの提供

を各国共通の基礎分析視点として据え、それぞれの国における実践の特質に合わせて適宜

新たな視点を加えつつ分析を加える（分析視点２）。

3-2 分析枠組２ ＝ 推進施策の立案から実践・検証・評価・改善に至る分析の枠組

次いで、上記の【分析枠組１】によって明らかにした指導支援実践を PDCA サイクルか

ら俯瞰し、推進施策の立案から実践・検証・評価・改善に至るプロセスの実態を明らかにす

る。

この分析枠組に基づいて明らかにした各国の実態から得られる示唆は、PDCA サイクルを

基盤とした教育改善を指向する今日の日本において、バルネラブルな生徒及び中途退学者

等
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に対する移行支援を活性化する上での鍵を提供することとなろう。

（4）研究代表者、研究分担者、研究協力者等の具体的な役割

4-1 研究代表者、研究分担者、研究協力者一覧

研究代表者
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白幡 真紀 （仙台大学 体育学部）
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立石 慎治 （筑波大学 図書館情報メディア系）
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研究協力者
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ライアン 優子 （静岡大学 国際連携推進機構）

フランス調査班

京免 徹雄 （筑波大学 人間系）

高橋 洋行 （立正大学 社会福祉学部）

ドイツ調査班

坂野 慎二 （玉川大学 教育学部）

藤田 駿介 （流通経済大学 経済学部）

デンマーク調査班

藤田 晃之 （筑波大学 人間系）

吉川 実希 （筑波大学 大学院人間総合科学学術院）

２．交付決定額 

44,720 千円 （直接経費: 34,400 千円、間接経費: 10,320 千円） 

令和５（2023）年度: 11,700 千円 （直接経費: 9,000 千円、間接経費: 2,700 千円） 

令和４（2022）年度: 13,780 千円 （直接経費: 10,600 千円、間接経費: 3,180 千円） 

令和３（2021）年度:  7,670 千円 （直接経費: 5,900 千円、間接経費: 1,770 千円） 

令和２（2020）年度: 11,570 千円 （直接経費: 8,900 千円、間接経費: 2,670 千円） 

３．新型コロナウィウルス感染症パンデミックの影響による研究期間延長について

2019 年末より、急性呼吸器疾患等を引き起こす新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

が世界的な広がりをみせ、当該ウイルスの流入及び感染症の拡大を防ぐため、世界各国では

入国制限等の措置が執られ、日本国内においても厳しい移動制限が講じられた。そのため、

本研究においても、2020 年度及び 2021 年度内の国内外の調査は全面的に見送らざるを得な

い状況に直面した。これを受け、本研究では、日本学術振興会に対して交付金の事故繰越し

申請を行い、1 年間の研究期間延長が認められた。 
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実施した調査の概要
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1. 日本国内調査（担当：立石）

なし

2. 海外調査（国名/英語表記によるアルファベット順）

○ カナダ第一次調査 令和 5（2023）年 2 月 14 日〜3 月 2 日（担当：岡部・安里）

 主な実地調査機関：ルイーズ・ディーン高校（カルガリー）、ハリー・アインレー

高校（エドモントン）、カルガリー大学教育学部、南アルバータ工科専門学校

○ カナダ第二次調査 令和 6（2024）年 2 月 3 日〜2 月 18 日（担当：岡部）

 主な実地調査機関：エルクアイランド・カトリック学校区、アルバータ大学 、カル

ガリー・カトリック学校区、カルガリー大学、メディスンハット学校区

○ カナダ第三次調査 令和 7 年（2025）年３月２日〜３月 12 日（担当：岡部）

 主な実地調査機関：ピース・ワピチ学校区（グランド・プレーリー）、ホールデン・

ルーラル・アカデミー、フュージョン・カレッジエイト（カルガリー）

○ ドイツ第一次調査 令和 5（2023）年 6 月 11 日～6 月 16 日（担当：藤田（駿））

 主な実施調査機関：学校の質と教師教育センター・カールスルーエ地区事務所、エ

スリンゲン雇用エージェンシー、シューロス・ギムナジウム・キルヒハイム・ウン

ター・テック

○ ドイツ第二次調査 令和６（2024）年 2 月 22 日～2 月 25 日（担当：藤田（駿））

 主な実施調査機関：学校の質と教師教育センター・本部、ヴァークシュタットシュ

ーレ

○ フランス調査 令和 4（2022）年 3 月 13 日～3 月 19 日（担当：京免）

 主な実地調査機関：国立労働・職業指導研究所（INETOP）、オルネ―・ス・ボワ情

報・進路指導センター、ジェラール・フィリップ中学校、ロマンヴィル市役所、モ

ンペリエ中央情報・進路指導センター、モンペリエ東情報・進路指導センター、ピ

エール・マンデス・フランス職業高校

○ デンマーク第一次調査：令和 4（2022）年 12 月 16 日～12 月 22 日（担当：藤田（晃）・

𠮷𠮷𠮷𠮷

 主な実地調査機関：LGBT+ DANMARK、 オーフス市多様性・平等委員、LGBT+

HUSET、ドイツ南シュレースヴィ協会、オーベンロー市教育課、コペンハーゲン市

平等部門

○ デンマーク第二次調査：令和 5（2023）年 3 月 6 日～3 月 9 日（担当：藤田（晃）・𠮷𠮷

川）

 主な実地調査機関：コペンハーゲン市若者教育ガイダンスセンター、社会的責任基
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金、オーフス市若者教育ガイダンスセンター、オーフス・トランビャウ国民学校

○ デンマーク第三次調査：令和 5（2023）年 10 月 31 日～11 月 4 日（担当：藤田（晃）・

吉川）

 主な実地調査機関：コペンハーゲン市若者教育ガイダンスセンター、Sex & Samfund、

Sabaah、コペンハーゲン・ヒンゲーエ若者学校

○ 韓国第一次調査：令和５（2023）年 5 月 2 日～5 月 5 日（担当：三村・宮古・田中・峯）

 主な実地調査機関：韓国青少年政策研究所、ソウル特別市教育庁、オデッセイ学校、

松坡区学校外青少年支援センター、クムトゥル学校、江北ヌルプルン教育センター

○ 韓国第二次調査：令和６（2024）年 9 月 1 日～9 月 4 日 （担当：三村・宮古）

 主な実地調査機関：ジャンデナン中学校・高等学校、ガラム中学校、釜山大学、ア

ジア共同体学校

○ イングランド第一次調査 令和 4（2022）年 9 月 20 日～9 月 23 日（担当：ライアン）

 主な実地調査機関：ロンドン大学キングスカレッジ、ダービー大学、ファインアー

ツカレッジ・ロンドン

○ イングランド第二次調査 令和 6（2024）年 2 月 26 日～3 月 1 日（担当：ライアン）

 主な実地調査機関：キャリアアンドエンタープライズカンパニー、東ロンドンキャ

リアハブ、エルムコートスクール

○ アメリカ第一次調査 令和 5（2023）年 3 月 5 日〜3 月 9 日（担当：石嶺・芦沢）

 主な実地調査機関：フランクリン郡教育支援センター、オハイオ州立大学、オハイ

オ州教育省、イーストランド・キャリアセンター

○ アメリカ第二次調査 令和 6 年（2024）年 3 月 3 日〜3 月 13 日（担当：石嶺・芦沢）

 主な実地調査機関：オハイオ州教育省、オハイオ州立大学、セントラル・オハイオ

教育支援センター、サウスウエスタン学区教育委員会、ファスト・フォーワード復

学支援センター、サウスウエスタン・キャリアアカデミー、デラウェア・エリア・

キャリアセンター、ニュー・オールバニー・ミドルスクール
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Ⅲ 

これまでに発表した 

調査対象国別の研究成果一覧
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日本 

【口頭発表】

宮古 紀宏, 立石 慎治, 八並 光俊「学校環境（風土）における School Connectedness の

構造といじめ加害経験との関連：生徒指導の充実・改善に関する学校保護要因の探索」

日本生徒指導学会第 23 回大会、個人研究発表、2022 

宮古 紀宏, 立石 慎治, 八並 光俊「学校風土における School Connectedness に関する学

校保護要因と学校の組織・風土との関連に関する研究」日本生徒指導学会第 24 回大会、

個人研究発表、2023 

【論文】

立石 慎治「第９章 母子世帯における家計，高校生活，進路状況及び支援制度利用の

実態について」国立教育政策研究所『高校生の高等教育進学動向に関する調査研究

第一次報告書』185-200，2021 

立石 慎治「第１章 大学入試改革の論理の外で起きること：「キャリア・パスポート」 

と「JAPAN e-Portfolio」」倉元直樹監・久保沙織編『再考 大学入試改革の論理』 

2-17，2023

カナダ

【口頭発表】

岡部 敦「バルネラブルな若者の学びの機会保障に関する研究―カナダ・カルガリー市

ルイーズ・ディーン高校の事例―」日本キャリア教育学会第 42 回大会（会場：筑波大

学・オンライン）口頭発表 2020.10

岡部 敦「School to Work から Social Inclusion へ―カナダ・アルバータ州における高校

中退対策―」日本キャリア教育学会第 43 回（金沢工業大学・オンライン）2021.11

岡部 敦「重層的な生きづらさを抱える若者の学びの機会保障に関する研究：-カナダ・

アルバータ州における Teen Mothers のための高校の取り組み-」日本キャリア教育学会

北海道東北地区部会 2023 年度第 1 回研究会・北海道キャリア教育研究会 2023 年度第 1

回学習会（北海道大学・オンライン）2023.6

岡部敦・安里ゆかし「バルネラブルな若者の個別のニーズに特化した学校における移行

支援―カナダ・アルバータ州における 10 代の母のための高校に着目して―」日本キャ

リア教育学会第 45 回研究大会個人研究発表（愛知教育大学）,2023.10

岡部敦「公教育における公正と質保障についてーカルガリー市の 10 代の母親のため

の高校の事例を中心にー」カナダ教育学会第 62 回研究会兼 日本カナダ学会学際研究

ユニット 2024 年度第 1 回研究会, 2024.6

岡部敦・安里ゆかし High School Diploma or Baby?: Justifiable paternalism based on the

capability Approach International Association for Educational and Vocational Guidance 2024

Conference in Finland, 2024.11
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【論文】

なし

ドイツ 

【口頭発表】

坂野慎二「2020 年代のドイツにおける教育政策」日本比較教育学会第 60 回大会、個 

人研究発表、2024 

藤田駿介「ドイツの公用語指導を必要とする若者へのキャリア形成支援方策と意義 ―

準備クラス期間における KooBO-Z の実践に着目して―」日本キャリア教育学会第 

46 回研究大会、個人研究発表、2024 

【論文】

坂野 慎二「学校システムと職業能力・資格の獲得―ドイツの職業教育・訓練システム

と高等教育の分析を通して―」玉川大学教育学部紀要『論叢』第 20 号 29-50 頁、2021

年

坂野 慎二「エビデンスに基づく教育政策の検証―ドイツと日本の比較から―」

玉川大学教育学部紀要『論叢』 第 21 号 2021，pp. 13～34 2022 年 

坂野 慎二「ドイツにおける中等教育制度分類の転換―分岐型から修了資格による課

程数への変化に着目して―」玉川大学教育学部紀要『論叢 2024』掲載決定、2025 

年（ページ数未確定）

フランス

【口頭発表】

京免徹雄「フランスのキャリアガイダンスにおける地域主導のジレンマ―『職業に関す

る未来を選択する自由』法の影響に着目して―」フランス教育学会第 40 回大会、個人

研究発表、2022 

京免徹雄「フランスにおける外国語を母語とするニューカマー児童生徒の就学支援 ―

情報・進路指導センターの役割に着目して―」日仏教育学会 2023 年度研究大会、個人

研究発表、2023 

【論文・報告・書籍等】

Kyomen, T.  A Comparative Study of Career Support Institutions for Vulnerable Young People 

in Japan and France: Significance and Issues from the Perspective of Social Justice. Collection 

of Papers of AASVET 2020 (16th Conference in Japan) "Study and Training for Work and 

Vocation in Society 5.0 (4.0)", 213-218, 2020 

京免徹雄「【フランス教育事情】社会正義の実現に向けたキャリア支援とキャリア・カ

ウンセラーの役割―2020 年日仏合同セミナーに基づく考察―」『日仏教育学会年報』28

号、52-57、2022



－ 21 －

京免徹雄「教師を支える多様な専門職の役割とアイデンティティ」園山大祐監修・監訳、

田川千尋監訳、京免徹雄・小畑理香編著『教師の社会学 フランスにみる教職の現在と

ジェンダー』勁草書房、368-378、2022 

京免徹雄「世界におけるキャリア教育の展開」稲垣応顕・山田智之編著『生徒指導論・

キャリア教育論』ミネルヴァ書房、177-195、2023

京免徹雄「キャリア教育と特別活動のクロスオーバー―学校文化史からみた日本型教

育としての特質―」三村隆男・高野慎太郎・京免徹雄・小境幸子・宮古紀宏編著『日本

キャリア教育事始め』風間書房、121-142 頁、2024

京免徹雄「フランスにおける地域圏主導の進路指導がもたらすジレンマ―「職業に関す

る未来を選択する自由」法の影響に着目して―」『筑波大学教育学系論集』49 巻 2 号、

印刷中、2025 

京免徹雄「フランスにおける外国語を母語とするニューカマー生徒の就学支援―情報・

進路指導センターの役割に着目して―」『日仏教育学会年報』第 31 号、印刷中、2025 

京免徹雄「【フランス教育事情】フランスにおけるニューカマー生徒に対する言語指導

とキャリア支援―「外国語を母語とするニューカマー生徒のための教育単位」（UPE2A）

の授業観察―」『日仏教育学会年報』第 31 号、印刷中、2025 

京免徹雄『特別活動学―関係性の教育学の構築に向けて―』IPC 出版センター、印刷中、

2025 

デンマーク 

【口頭発表】

藤田晃之・𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷

援団体の支援体制と学校との連携に着目して―」日本キャリア教育学会第 45 回研究大

会、2023 

藤田晃之・𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷

制―受け入れクラスにおけるキャリア形成支援に着目して―」日本キャリア教育学会

第 46 回研究大会、2024 

【論文】

なし

韓国 

【口頭発表】

なし

【論文】

峯 啓太朗「韓国における学業中断の問題を抱えた児童生徒に対する移行支援―ソウル

特別市の支援体制に焦点をあてて―」日本キャリア教育学会第 45 回研究大会、個人 
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研究発表、2023 

イギリス

【口頭発表】

白幡真紀「イギリスにおける若者支援の構図 ―キャリア・ガイダンスの制度転換を中

心に―」2024 年度第 4 回現代イギリス教育研究会, 研究報告, 2024/12/4. 

白幡真紀「イギリスにおけるキャリア・ガイダンス制度の転換の特徴と課題」日本教育

制度学会第 31 回大会, 個人研究発表, 2024/11/23. 

白幡真紀「イギリスにおける支援の必要な子どもに対する個別支援と相談体制の課題

―スクールカウンセリングとガイダンスに焦点を当てて―」日本比較教育学会第 60 回

大会, 個人研究発表, 2024/6/30. 

白幡真紀「イギリスにおける移行支援の構図と課題－バルネラブルな子どもたちへの

支援に焦点を当てて－」日本比較教育学会第 59 回大会, 個人研究発表, 2023/6/18. 

白幡真紀「イギリスの学校における包摂と排除の考察 ―学校から弾かれる子どもの移

行支援に焦点を当てて―」, 2022 年度第 4 回現代イギリス教育研究会, 研究報告, 

2022/12/14. 

白幡真紀「イギリスにおける学校の停・退学（exclusion）をめぐる課題―社会的養護

（Looked after Children）の生徒の支援に焦点を当てて―」2021 年度第 5 回現代イギリ

ス教育研究会, 研究報告, 2021.12.8.

白幡真紀「支援が必要な生徒の包摂と排除に関する考察―イギリスの中等学校の停・退

学に焦点を当てて―」日本国際教育学会第 31 回研究大会, 個人研究発表, 2021.10.9. 

白幡真紀「イギリスにおける学校の停・退学（exclusion）に関する現状と課題―バルネ

ラブルな生徒の教育支援に焦点を当てて―」東北教育学会第７７回大会, 個人研究発表,

2021.3.13.

ライアン優子「イングランドのキャリア教育施策とバルネブルな生徒への支援実践」日

本キャリア教育学会第 44 回研究大会、個人研究発表、2022

ライアン優子「Careers Education and Guidance for Disadvantaged Pupils: Insights from

Secondary Schools in England and Implications for Japan」日本キャリア教育学会第 45 回研

究大会、個人研究発表、2023

ライアン優子「イングランドのキャリアガイダンスに関わる学校外機関」日本キャリア

教育学会第 46 回研究大会、個人研究発表、2024

【論文】

白幡真紀「イギリスの中等学校における包摂と排除の考察―義務教育段階の停・退学と

支援の必要な生徒に焦点を当てて―」東北教育学会『東北教育学会研究紀要』第 25 

号, pp.15-28, 2022. 
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白幡真紀「イギリスにおける『支援の必要な生徒』に対するスクールカウンセリングと

ガイダンスの課題」『仙台大学教職支援センタージャーナル』第 1 号, pp.18-32, 2024. 

【口頭発表】

なし

【論文】

石嶺ちづる「米国のハイスクールにおける非白人生徒への移行支援の特徴－NYC P-

TECH の教員の人種・民族構成の多様化方策を中心に－」愛知教育大学『愛知教育大学

研究報告(教育科学編)』74、掲載決定(ページ数未定)、2025(3 月刊行予定) 

アメリカ
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Ⅳ 

これまでに発表した 

研究組織としての研究成果
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ババルルネネララブブルルなな生生徒徒・・中中途途退退学学者者等等にに対対すするる  
学学校校かからら社社会会へへのの移移行行支支援援にに関関すするる国国際際比比較較  

－－第第 11 次次報報告告－－  

話題提供者：〇立石慎治 （筑波大学 教学マネジメント室） 
川口 純 （筑波大学 人間系） 
才鴈武也 （筑波大学 大学院人間総合科学学術院） 

〇峯啓太朗 （筑波大学 大学院人間総合科学学術院） 
三村隆男 （早稲田大学 教育・総合科学学術院） 
宮古紀宏 （国立教育政策研究所 生徒指導・進路指導研究センター） 
田中光晴 （文部科学省 総合教育政策局） 

○石嶺ちづる（愛知教育大学 教育科学系）
芦沢柚香 （筑波大学 大学院人間総合科学学術院/日本学術振興会特別研究員） 

○岡部 敦 （清泉女学院大学 人間学部）
安里ゆかし（筑波大学 大学院人間総合科学学術院）

○白幡真紀 （仙台大学 体育学部）
ライアン優子（静岡大学 国際連携推進機構）

〇京免徹雄 （筑波大学 人間系） 
高橋洋行 （立正大学 社会福祉学部） 

〇藤田駿介 （筑波大学 大学院人間総合科学学術院/日本学術振興会特別研究員） 
坂野慎二 （玉川大学 教育学部） 

〇藤田晃之 （筑波大学 人間系） 
吉川実希 （筑波大学 大学院人間総合科学学術院/日本学術振興会特別研究員） 

司 会： 藤田晃之 （筑波大学 人間系） 
企 画 者： 藤田晃之 （筑波大学 人間系） 

企企画画趣趣旨旨 
 本シンポジウムでは、科学研究費補助金・基盤研究（A）を受けて進行中の国際比較研究の第一次報告を
行う（課題番号 20H00093）。本研究は、日・韓・米・加・英・仏・独・丁抹の 8 カ国を対象としつつ、学校
適応上の困難を抱え、いじめや排斥の対象となりやすい生徒及び中退者を対象とした、学校から社会への移
行支援の在り方を探るための国際比較研究を実施するものである。特に、➀外国にルーツをもつなどにより
公用語指導等の必要な者、②性的少数者、③歴史的・社会的背景として出自・居住地・人種・民族等を理由
にいじめや排斥等の対象となる傾向が強い者を中核対象としている。今回は、2022 年度に実施した調査を中
心にその成果を報告し、ディスカッションを行う。 

日本キャリア教育学会第45回研究大会－会員企画シンポジウム２－　2023年10月29日
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韓国ソウル特別市における学業中断生徒への支援施策の特徴 

◯峯啓太朗 三村隆男 宮古紀宏 田中光晴 

（筑波大学大学院） （早稲田大学） （国立教育政策研究所） （文部科学省）

問題と目的 

本報告の目的は、韓国おける学校適応上の困

難を抱え、いじめや排斥の対象となりやすい生

徒を対象とした、学校から社会への移行支援の

特徴を、ソウル特別市の取り組みに焦点を当て

て明らかにすることである。 

具体的には、韓国における学校外青少年の枠

組みにおける中学校、高等学校段階の年齢の子

どもを対象の中心におき、社会への移行支援に

関する施設の実情を分析することで、学校から

社会への移行支援施策の特徴を考察する。 

方法 

ソウル特別市教育庁へのヒアリング、および

代案学校等の各施設への訪問調査をもとに、そ

の取り組みを分析する。 

結果 

今回の調査では、歴史的・社会的背景として

出自・居住地・人種・民族等を理由にいじめや

排斥等の対象となる傾向が強い者に焦点を当て

た。具体的には、貧困世帯の子ども、虐待を受

けている子どもなどである。しかし実際には、

個別の要因に対して個別の政策がなされている

わけではなく、学業を中断する可能性があるか

否かが対応の基準であった。そのため以下に示

す取り組みは全て、その理由に関わらず学業を

中断する可能性のある生徒を対象としている。 

11.. WWeeee  PPrroojjeecctt

個人的危機（軽犯罪・非行、家出、セクシュ

アリティ、暴力など）、家庭的危機（貧困、両親

の離婚、多文化家族など）、教育的危機（学業不

振、中退など）にある生徒に対して、「診断-カ

ウンセリング-治療」のサポートシステムを提供

することを目的としている。ソウル特別市で

は、各学校に設置されている相談室である Wee

Class、 アセスメント、教育、ケア（治療）を

行う Wee Center、各専門機関の支援ネットワー

クである Wee ネットワークの三層構造で運営さ

れている。主な対象は学校不適応のリスクがあ

る生徒である。

22.. 学学業業中中断断熟熟慮慮制制

学業中断の兆候または意思を明らかにした小·

中·高校生および保護者に対して、一定期間学業

中断について考えることを勧める制度である。

学校長は学業中断の恐れがある生徒に対して制

度を案内する義務があり、生徒は制度を利用す

るかどうか選択することができる。生徒が熟慮

制の利用を選択した場合、1～7週間程度 Wee 

Center などの外部専門機関でのカウンセリング

を通し学業中断について検討することになる。 

33.. 委委託託型型代代案案学学校校

学業中断の危機に瀕した生徒の中途脱落予防

のため、一般学校とは異なる教育課程（代案教

育）を実施する委託教育機関である。対象者は

ソウル特別市教育庁管内の小学校、中学校、高

等学校の在学生のうち、学校生活が難しい生徒

および学業中断の危機にある生徒（学籍のある

生徒のみ）である。出欠および成績処理は委託

機関で取得したものを原籍校でそのまま認定し

ており、学籍を失うことなく代案教育を受ける

ことができる仕組みとなっている。

44.. 学学校校外外青青少少年年支支援援セセンンタターー

このセンターは教育支援、心理相談、キャリ

ア支援の 3つの役割を持っている。まず教育支

援については、小学校および中学校教師を派遣

教師として配置し授業を実施しており、いつで

も一般の学校に戻れるように一般の授業（必修

科目）を提供できる体制を構築している。次に

心理相談では、青少年だけでなく保護者も対象

となっている。その理由は、自分の子どもが学

校外青少年になったことによるショックに対す

るケアや、進路啓発における家庭の役割を果た

してもらうための支援が必要であるからであ

る。最後に進路支援では、体験的なプログラム

を実施することで、青少年の自尊感情を高める

とともに社会の学校外青少年に対するイメージ

を変える取り組みをしている。

考察 

ソウル特別市の取り組みでは、学校内での相

談体制の充実による学業中断予防のほか、代案

学校を公教育の中に取り込むなど、支援対象生

徒をできるだけ原籍校に在籍させたままで、多

様な学びが受けられるよう保障している。以上

のような、学校適応上の困難の解決もしくは公

教育外の学びの認証により、社会への移行段階

へとつなげている。 



－ 30 －

米国における非白人生徒に対する移行支援の特徴 
―非白人教員に対する期待と P-TECH の教員採用を事例として― 

○石嶺ちづる 芦沢柚香 

（愛知教育大学） （筑波大学大学院・日本学術振興会特別研究員）

問問題題とと目目的的  

 本報告では、アメリカ合衆国(以下：米国)の

学校から職業への移行支援における非白人生徒

(本シンポジウムのカテゴリー③に相当)の生徒

に対する支援の特徴を教員採用に焦点を当て

て、明らかにする。STEM 分野の高大接続プログ

ラム P-TECH((Pathways in technology early

college high school)を事例とする。

米国の公立学校では、非白人の割合が増加傾

向にある(Institute of Education Sciences 

2023)。一方で、1980 年代末以降、白人生徒と非

白人生徒の学力達成の差は拡大している。非白

人の中でも、特にヒスパニック系、黒人/アフリ

カ系に対する支援の充実が喫緊の課題である。

特に、後者は歴史的に米国社会のメインストリ

ームから排除されてきた。

方方法法  

本報告では、以下の研究課題を設定する。 

研究課題Ⅰ：米国における非白人教員に対する

期待と比率を高める方策を明らか

にする。 

研究課題Ⅱ：P-TECH 実践校における教員多様化

戦略と非白人教員の採用状況を明

らかにする。  

研究課題Ⅰについては、文献調査で明らかに

する。研究課題Ⅱについては、文献調査および

ニューヨーク市教育委員会が web サイトで公開

しているデータを用いて明らかにする。

結結果果  

(1)非白人教員に対する期待と比率を高める方策

米国では非白人教員に対して、①非白人児童

生徒のロールモデルとなること、②非白人児童

生徒に対する期待が高いこと、③白人教員と非

白人児童生徒の葛藤の克服が期待されている

(Education Trust-New York 2017)。一方で、非

白人生徒の在籍比率に対して、非白人教員の在

籍比率は低い傾向にあり、南部諸州における黒

人/アフリカ系教員の不足は 1960 年代から続く

不平等の問題である(Fenwick 2022)。 

 非白人教員増加方策として、Education 

Trust-New York は、①教員養成、②教員採用、

③現職非白人教育関係者(教員・管理職)支援(キ

ャリアの高度化含む)を挙げている(Education

Trust-New York 2017)。 

(2) P-TECH 実践校における教員採用戦略と非白

人教員の採用状況

P-TECH 実践校における教員多様化戦略の特徴

は①非白人校長のリーダーシップ、②潜在的な

リソース(連携校の人材)の活用、③メンター制

度の活用を通した多様化の促進の 3点にまとめ

られる(Litow & Kelley 2021)。

 上記のような戦略に基づき、ニューヨーク市

教育委員会が管轄する P-TECH 実践校では、市内

のハイスクール全体の傾向と比較して、非白人

生徒と非白人教員の在籍比率がより近似するよ

うになっていることが、同市教育委員会が公開

する人種・民族別構成比率(NYC DOE 2022・

2023)の検討から明らかになった。 

考考察察  

 米国における非白人生徒に対する移行支援の

特徴から、バルネラブルな状況にある子ども達

と同じ属性/背景の教員の比率を高めるという示

唆が得られた。米国では養成・採用・採用後の

支援で様々な戦略がとられているが、本発表で

は特に採用方策に着目した。日本と比較して、

米国では教員採用に関する校長の裁量権が大き

いことがニューヨーク市の P-TECH 実践校におけ

る成果につながっていると考えられる。また

は、都市部における教員レジデンシープログラ

ムなど米国では教員養成に関する教育委員会の

積極的な関与も影響していると示唆される。

引用文献 
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Institute of Education Sciences (2023) 

Report on the Condition of Education 
2023. Institute of Education Sciences 

Litow, S. S., & Kelley, T. (2021)Breaking 
Barriers: How P-TECH SCHOOLS Create a 
Pathway From High School to College and 
Career. Teachers College Press. 

NYC DoE (2023) 2017-18 2021-22 Demographic. 
NYC DoE (2022) Report on School-Based Staff 

Demographics. 
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カナダにおける高校段階での学校から仕事への移行支援
―カルガリー市・ルイーズ・ディーン高校の事例を中心に―

○岡部 敦

（清泉女学院大学） 

安里ゆかし 

（筑波大学大学院） 

問題と目的 
本報告では、カナダ・アルバータ州カルガリー

市の 10 代で妊娠・出産を経験した若者に特化した

高校であるルイーズ・ディーン高校（L.D.校）に

おける移行支援の取り組みに焦点を当てる。 
 10 代での妊娠・出産は、複合的な困難の帰結と

して経験される傾向にあるだけではなく、学業継

続と妊娠継続及び育児の両方において困難が生じ

る（e.g. 落合・杉山, 2020）。また、アルバータ州

においては、先住民族にルーツを持つ若者がこう

した課題に直面する場合が多い。本発表では、本

研究プロジェクトの３つの対象のうち①「歴史

的・社会的な背景から出自・居住地・人種・民族

等を理由にいじめや排斥等の対象となる傾向が強

い者」について取り上げ調査及び分析を試みる。 
方法 

第一に、L.D.校が、妊娠・出産した生徒に対応し、

妊娠継続と学業継続の両立を可能とするための仕

組みを、組織面から分析する。 
 第二に、妊娠及び子育てという課題を抱える生徒

が学びの意味をどのように認識し、学業を継続する

意欲を高めるかについて、L.D.校の教育課程上の特

徴及び教員やスタッフの役割について、分析し明ら

かにする。 
調査は、主にアルバータ州教育省の早期離学者対

策に関連する政策文書及び学習指導要領などを対

象とした文献研究を前段階とし、2023 年 2 月 22 日

と月 2 月 25 日に実施した現地での聞き取りによっ

て構成される。2 月 22 日は、L.D.校において、心

理カウンセリングや福祉的支援を担当するNPOス

タッフへの半構造化インタビューを行い、2 月 25
日は、Louise Dean 校の卒業生 2 名を対象として、

2 月 25 日カルガリー市内において行なった。対象

者には、研究の趣旨や調査への参加・中断について

の同意を得た上で、心理的負担を軽減するため、非

構造化面接の形式で行なった。 

結果と考察 
 現在のアルバータ州の早期離学対策は、2001 年

に州政府が発表した政策文書「高校修了の壁を取

り除く（Removing Barriers to High School 
Completion）」に基づくものであり、その基本概

念は、「生徒を学校に合わせるのではなく、学校を

生徒に合わせる」としている。さらに、早期離学

対応の鍵となるのが、カリキュラムの柔軟性と個

別のニーズに合わせた支援である。L.D.校では、

在籍者が抱える複合的な課題に対処するため、通

常の教育活動に加えて医療的支援、福祉的支援、

子育て支援など、教員以外の専門性を持った組織

やスタッフによるホリスティックな支援体制が成

立している。これらは、州保健省、NPO 組織など

の他機関・他組織連携を基盤とするものであり、

L.D.校の運営組織の特徴である。 
さらに、教育課程においては、妊娠、出産、子

育て、キャリア教育など、学習者が直面している

具体的な課題に深く関わるコンテンツを含む学び

を提供している。これらは、州のカリキュラムで

ある職業技術系科目 Career and Technology 
Studies(CTS)を組み合わせたものであり、この取

り組みが L.D.校の特徴であると同時に、他の高校

においても導入可能なものであるとも言える。 
また、卒業生への聞き取りからは、教員やスタ

ッフの継続的な支援により学業を継続することが

できたこと、L.D.校での学びの中に、自分達が抱

える課題と高校での学びの内容との関連を認識

し、学びへの意欲が高まったことを示唆する回答

を得ることができた。 
引用文献 

落合賀津子・杉山尚子 2020 妊娠をした高校生に

対する養護教諭の支援のあり方 学校保健研究, 
6622, 122-132. 

Alberta Education.2001 Removing Barriers to 
high school completion: final report. AB: 
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イギリスにおけるバルネラブルな生徒への移行支援
―中等学校におけるキャリア・ガイダンスを中心に―

○白幡 真紀 ライアン優子

（仙台大学） （静岡大学）

問題の所在と報告の概要 

若者の早期離学と社会的排除はイギリス歴代

政権にとって優先順位の高い課題である。特に

教育から排除される子ども達は何かしらの深刻

な困難を複数抱える事例が多い。本報告は、こ

うした排除のリスクの高いバルネラブルな生徒

に対する移行支援の態様を、特に本シンポジウ

ム共通分析対象の中の「③歴史的・社会的背景

として出自・居住地・人種・民族等を理由にい

じめや排斥等の対象となる傾向が強い者」に焦

点を当て検討する。

イギリス（イングランドを指す）においてバ

ルネラブルな生徒に対する移行支援は、学校の

キャリア・ガイダンス（以下、CG）の一環とし

て行われてきた経緯がある。ここでは第一に、

検討対象としての主に中等前期段階までのバル

ネラブルな生徒について、第二に、移行支援と

しての CG の展開（一般生徒を含む）について、

第三に、バルネラブルな生徒への支援枠組みの

概要について示す。

研究対象としてのバルネラブルな生徒 

2010 年平等法により、イングランドの学校は

性別、人種、障がい、宗教・信条、性的指向を

理由に違法な差別が禁止されている。同法によ

る定義に加えて、以下の生徒を本報告は「バル

ネラブル」として議論する。

学校生活に困難を抱える生徒は、特別な教育

的ニーズ（以下、SEN）を有する生徒と認定され

る。ここでは身体的 SEN は除き、社会的・感情

的・社会的困難（BESD）や、問題行動の多い

（challenging）生徒として SEN 認定を受ける生

徒を中心に扱う。さらに社会的養護（LAC）や

無料給食（FSM）などの、地方当局の支援を受

ける「困難を抱える（Children in Need）」児童生

徒全般に加え、ブラック・カリビアンや移動民

族などの特に停・退学のリスクの高い民族・人

種グループも検討対象とする。 

移行支援としてのキャリア・ガイダンス 

1970 年代以降本格化した CG（当時から 2011
年まではキャリア教育・ガイダンス）は、学校

と外部機関である国のキャリア・サービスとの

両輪で提供されてきた。学校がキャリア教育

を、キャリア・サービスはガイダンスと周辺支

援を提供する体制（UK システム）は高い評価を

受けてきた。2001 年からはキャリア・サービス

のコネクションズが本格稼働し、困難を抱える

者へのワン・ストップ・サービスとして若者の

複合的な問題解決に大きな助力となった。 
コネクションズは、リスクを抱える若者にタ

ーゲットを絞った集中的支援と 1 対 1 のガイダ

ンスサービスであったがコスト負担が大きく、

後に地方当局（LA）にその業務を移譲する。

2010 年の政権交代以降は学校が一般生徒に対す

る CG の責任を一元的に担うこととなる。 その

一方で、困難を抱える若者のキャリア支援は地

方当局が責任を持つこととなった。

バルネラブルな生徒への支援枠組み 

イングランドの CG は、特に地域を基盤とした

関係者及び関係機関の連携のあり方に特徴があ

る。個人の支援をめぐる専門家らの連携と学校

内外と地域の連携という重層的ネットワーク、

その中にハブの役割を担う各アクターがいる。 
SEN 生徒の CG は地方当局が行う義務があ

る。これらの CG は主に生活支援・行動指導、セ

ラピーとしての側面があり、学校の SEN コーデ

ィネーターを中心に、関係する専門家と連携し

ケース会議などで方向性が決定される。

CG に関しては、学内ではキャリア・コーディ

ネーターやキャリア・リーダーが CG の提供に責

任を持ち、CG の提供には外部アクターが大きな

役割を担う。イギリスでは民間企業やボランテ

ィア団体（チャリティ）などによる巨大キャリ

ア市場が築かれているが、コネクションズの業

務を引き継いだナショナル・キャリアズ・サー

ビス（NCS）と政府系企業のキャリアズ・エン

タープライズ・カンパニー（CEC）が CG 提供と

支援の中核である。バルネラブルな生徒には、

地方当局がこれら外部機関と連携しつつキャリ

ア支援を提供する。学校ごとの取り組みの差を

軽減するため、質的保障の基準となる「ギャツ

ビー基準」による提供やキャリア・リーダーの

育成、教育視学局（OFSTED）による視学など、

CG の質的担保と公正性確保が進められている。
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フフラランンススににおおけけるる公公用用語語指指導導がが必必要要なな生生徒徒のの初初期期キキャャリリアア支支援援
――言言語語指指導導とと進進路路指指導導をを連連動動ささせせるる組組織織トトラライイアアンンググルル――  

〇京免 徹雄   高橋 洋行____  

（筑波大学人間系）   （立正大学社会福祉学部）

問題と目的 

本報告の目的は、フランスにおける外国語を母

語とするニューカマー児童生徒（EANA）の初期

キャリア形成支援のしくみを明らかにすること

である。2020 年度に来仏した EANA は 6 万 4,564
人で、1,000 人あたり 6.5 人に相当する。その 97%
が就学し、うち 91％がフランス語のサポートを受

けており、70％は「外国語を母語とするニューカ

マー児童生徒のための教育ユニット」（UPE2A）に

所属している。

EANA のキャリア形成は、組織間の連携によっ

て支えられている。全生徒を対象とした一次的支

援では、学級活動で「権利と義務の憲章」の作成

や、道徳・公民科で差別との闘いの学習などが行

われる。EANA に対する二次的支援は、学校（特

に UPE2A）、情報・進路指導センター（CIO）、「外

国語を母語とするニューカマー児童生徒および

旅行者の子どもための大学区センター」

（CASNAV） の連携によって展開される。さらに、

就学できなかったり中途退学したりした児童生

徒に対しては、早期離学対策窓口（MLDS）や地

域若者サポートステーションに相当するミッシ

ョン・ローカル（ML）において、言語能力向上や

就労に向けた三次的支援が提供される。 
 本報告では、前期中等教育段階を対象に、当事

者に対する二次的支援を構成する 3 つの組織の連

携に焦点を当て、意義と課題を検討する。 

方法 

公文書と先行研究に基づく文献調査に加えて、

2023 年 3 月 13 日から 17 日にかけてパリ（郊外を

含む）とモンペリエで、インタビューおよび相談

員による面接と UPE2A の授業の参与観察を行っ

た。対象者は、以下の通りである。 
対象者 所属機関 場所 

A 相談員 CIO Saint Denis パリ 
B 相談員 CIO Aulnay-sous-bois パリ 
C 相談員 CIO Aulnay-sous-bois（所長） パリ 
D 相談員 CIO Montpellier Centre（所長） ﾓﾝﾍﾟﾘｴ

E 教員 X 中学校（Aulnay-sous-bois） パリ 

結果 

第１に、CIO では国民教育心理相談員（PsyEn）
が EANA を受け入れ、面談と配置テストを実施す

る。面談において相談員は、図解資料を用いてフ

ランスの学校制度を説明することで視覚的理解

を促すとともに、子どもの学習履歴を把握してい

る。必要のある場合には、ソーシャルワーカーや

児童相談所と連携する。学力を評価する配置テス

トは、来仏前の居住地域がフランス語圏であるか

どうか、および就学経験の有無によって種類が異

なる。フランス語圏以外の出身者や就学経験のな

い子どもは、ほとんどが UPE2A に振り分けられ

る。

第 2 に、UPE2A の生徒は最長 1 年間、「第二言

語としてのフランス語」（FLS, 週 12 時間）と、言

語能力に応じて指定された科目をこのユニット

で学び、その他の科目では通常学級にインクルー

シブされる。UPE2A で最も特徴的な授業が劇場プ

ロジェクトであり、動作を発話練習に結び付ける

ことで、言語を効率的に記憶できる。また、コミ

ュニケーションに対する自信をつけさせ、学習意

欲を高めるために、母語を話す機会も設けられて

いる。さらに、相談員は担任教師と連携して進路

指導を行う。学業的成功の妨げになる文化的偏見

や言語的困難をアセスメントし、生徒がそれらを

解決できるよう支援する。

第 3 に、リソース・センターである CASNAV は、

配置テストの開発や現職研修を担っており、教師

や相談員による直接支援をバックアップする。特

に UPE2A の正規教師になるには、FLS の付加免

許が必要であり、CASNAV は試験対策講座を開講

している。 

考察 

 UPE2A の担任教師と相談員が連携することで、

言語指導と進路指導が結びつき、生徒の多様なニ

ーズに応じた支援を届けることができる。特に生

徒の「最初の対話者」である相談員との面談は、

文化的・社会的障壁を取り除こうとする承認的正

義に貢献している。こうした直接的な支援の質は、

CASNAV による間接的な支援によって保証され

ている。多言語・多文化主義の視点から批判され

てきた UPE2A であるが、進路指導という視点を

加味することで、従来と違った評価をすることが

できる。一方で課題も残されており、UPE2A の設

置が少ない地域の住民は、支援ネットワークから

排除されている。また EANA のうち、障害のある

生徒や就学経験のない年長生徒に対する支援は

不十分である。
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ドイツにおける公用語準備クラスでのキャリア形成支援 
―職業に関する体験学習の充実に向けた取り組みに着目して― 

 坂野慎二  〇藤田駿介 

（玉川大学教育学部） （筑波大学大学院／日本学術振興会特別研究員（DC2））

問題と目的 

ドイツでは異文化間教育に関する議論が展開

され、移民の背景を持つ者を含めたマイノリテ

ィな特徴を有する生徒を包含するための施策が

実施されてきた。特に、ドイツ語習得のための

支援が必要な者に対しては、「第二言語としての

ドイツ語（Deutsch als Zweitsprache）」として

言語準備クラスが設置されるなど、社会への適

応にむけた公用語習得のための支援が図られて

いるが、キャリア形成に際しては不利を被る部

分も少なくない。 

そこで本報告においては、こうした移民等の

背景を持つことに起因する、公用語習得支援が

必要な中等教育段階に相当する若者一般に対し

て、いかなるキャリア形成支援が実施されてい

るのかを整理し、その特徴と課題に言及する。

なおドイツは各州で教育制度が異なるため、こ

こでは事例としてバーデン＝ヴュルテンベルク

州（以下、BW州）を取り上げる。 

方法 

 関連資料を用いた文献調査に加え、2023 年 6

月 11 日～15 日にドイツ BW 州において関係者へ

のインタビューを含む現地調査を実施した。 

結果 

BW 州において、公用語指導の必要な若者に対

しては、前期中等教育段階の者を対象とする準

備クラス（Vorbereitungsklassen, VKL)と、職

業訓練への移行を主たる目的とした、後期中等

教育段階に相当する若者を対象としたグループ

（Vorqualifizierungsjahres Arbeit/Beruf mit 

Schwerpunkt Erwerb von Deutschkenntnissen, 

VABO）の 2種類が存在する。在学期間は 1年を

基本としており、基本的には修了後に通常クラ

スへ移行するか、デュアルな職業訓練システム

へ移行することとなる。

学校におけるすべての生徒を対象とする一般

のキャリア形成支援に着目すれば、特に前期中

等教育段階において、BORS や BOGY と呼称される

学校種別のキャリア教育の体系化が図られてい

る。準備クラスは学校に設置され、通常クラス

の在籍者と一部授業での交流を実施する場合も

あるが、準備クラス固有のキャリア教育は一般

的には存在していない。これは複数の関係者が

語ったように、ドイツ語の習得こそがキャリア

形成、特に職を手にするための最善の手段であ

るという考えに基づくといえる。まずはドイツ

語を習得し、通常クラスに移行した後で先に挙

げたようなキャリア教育を受けることとなる。 

こうした状況の中でも注目に値するのが、準

備クラスを対象とした職業に関する体験学習と

して、「新移民のためのコーオプ職業オリエンテ

ーション（Kooperative Berufsorientierung 

für neu Zugewanderte ,KooBO-Z)の推進が図ら

れ始めていることである。VKL 及び VABO の在籍

者を対象として、学校の質と教師教育センター

（Zentrum für Schulqualität und Lehrer-

bildung）の主導の下、企業や地域諸機関との連

携において、職業との関わりや体験を中核とす

るさまざまな実践が展開されている。 

考察 

BW 州では一般に、公用語指導を必要とする若

者に対しては、キャリア形成支援上においても

ドイツ語の習得を最優先とする状況にあるが、

KooBO-Z のような職業関連の体験学習が推進され

ており、準備クラス在籍時からの支援の可能性

が示されている。その特徴として、通常クラス

におけるプロジェクトを応用し、準備クラスに

まで対象を広げることで実施されており、次年

度には 100 を超える実践が予定されているよう

に実施の拡大傾向がみてとれる。その一方で、

すべての準備クラスが対象となるわけではな

く、応募による実施となるために財政面を含め

た学校の意向や教師の意欲に左右されること

や、優良事例は提示されるものの、実践の一般

化には至っていない点は課題といえるだろう。 

引用文献 

伊藤亜希子 2019 移民とドイツ社会をつなぐ教

育支援 異文化間教育の視点から九州大学出

版.  
Heinzelmann, S.& Stegner,K. 2018 

Modellversuch zur Neugestaltung des 
Übergangs von der Schule in den Beruf in 
Baden-Württemberg Abschlussbericht. 
Prognos AG. 
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デンマークにおける性的少数者の生徒に対する移行支援 

○藤田晃之 吉川実希 

（筑波大学人間系） （筑波大学大学院人間総合科学学術院） 

問問題題とと目目的的  

性的少数者の子ども・若者は、学校でメインス

トリームの生徒集団に対し違和感・疎外感等を感

じ不登校等の学校適応上の困難を抱えることや差

別やいじめの対象になりやすい。デンマークは他

国に先んじて性的少数者に対する支援施策を整備

してきた経緯があり（Regeringen, 2018）、性的少

数者に対する社会的な寛容度が高いことが広く知

られている。その一方で、同性愛が法的な罪に問

われる地域からの移民間での制定少数者に対する

暴力事件は根絶しておらず、トランスジェンダー

の若者の就職に伴う困難も解消されていない。 

よって今回は、性的少数者への移行支援、特に

民間団体が学校との連携による支援の実態を明ら

かにすることを目的とした。 

方方法法  

 2022 年 12 月 16-22 日にコペンハーゲン及びオ

ーフスを中心とした実地調査を行った。 

結結果果  

((11))性性的的少少数数者者のの子子どどもも・・若若者者がが抱抱ええるる困困難難

デンマーク国内での複数の調査により、制定少

数者は、学校内での差別やいじめの経験、精神面

の問題（孤独感、過度な喫煙や飲酒、薬物乱用、

自傷行為・自殺率の高さ等）、進学・就労上の問題、

職場でのカミングアウトの難しさといった点が明

らかにさている。本研究における実地調査におい

ても、これらの問題が依然として残されていると

いう認識が共有されていることが明らかとなった。

日本の中学校に相当する学年でのいじめや排斥な

どが生じやすく、特にトランスジェンダーの生徒

や、性的少数者でありエスニックマイノリティで

もある二重のマイノリティの生徒に問題が生じや

すいという認識が持たれていた。 

((22))学学校校内内外外のの支支援援体体制制

 初等中等段階の大多数の学校において学級担任

制がとられるデンマークにおいて、性的少数者の

生徒が問題に直面した際に最初に介入するのは学

級担任である。公立の義務学校での必修領域「健

康・性教育及び家庭教育（sundheds- og seksual

undervisning og fam-iliekundskab）」において

教員が活用できる教材が広く活用されている。 

なお、性的少数者の生徒が抱える問題に学校内

で対処しきれない場合、公的制度内にこれに特化

した支援体制は存在していない。したがって、「教

育心理相談体制」「学校-社会部局-警察間協働体制

などの既存の公的支援体制が活用されている。 

 また、性的少数者支援に関する代表的な民間団

体では、教員に対する研修活動、学校への訪問授

業、性的少数者の若者を対象とした体験活動や居

場所の提供、また個別のカウンセリング活動等、

多様な支援を行っている。 

考考察察  

 デンマークでは、民間団体が中心となって性的

少数者の子ども・若者を対象に学校外の相談体制

や居場所づくりを充実させていることに加え、こ

れらが性教育や教員研修の枠組みにおいて学校内

に密に関与し、教職員や全生徒を対象として性の

多様性に関する理解促進を図っている。性的少数

者の生徒を不登校や離学といった社会的移行にお

ける困難に追い込むことがないよう、学校全体に

働きかけ包摂的な環境づくりを目指す、プロアク

ティブな支援方策として捉えることができる。 

引引用用文文献献  

Regeringen 2018 Handlingsplan til fremme af 

tryghed, trivsel og lige muligheder for L-

GBTI-personer.(https://www.regeringen.dk/m

edia/5348/lgbti-handlingsplan.pdf) 
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日
本本

キキ
ャャ
リリ
アア
教教

育育
学学

会会
第第

44
55
回回

研研
究究
大

会会
会会

員員
企企

画画
シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム

企
画

趣
旨


本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（

A）
を
受
け
て
進
行
中
の
国
際
比
較
研
究
の
第
一
次

報
告
を
行
う
（
課
題
番
号

20
H0

00
93

）
。


本
研
究
は
、
日
本
・
韓
国
・
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
デ
ン
マ
ー
ク
の

8 
カ
国
を
対
象
と
し
つ
つ
、

学
校
適
応
上
の
困
難
を
抱
え
、
い
じ
め
や
排
斥
の
対
象
と
な
り
や
す
い
生
徒
及
び
中
退
者
を
対
象
と
し
た
、
学
校
か

ら
社
会
へ
の
移
行
支
援
の
在
り
方
を
探
る
た
め
の
国
際
比
較
研
究
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。


特
に
、
こ
れ
ま
で
の
特
別
支
援
教
育
の
枠
組
み
を
基
盤
と
す
る
移
行
支
援
に
お
い
て
は
対
象
と
さ
れ
ず
に
来
た

①
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
な
ど
に
よ
り
公
用
語
指
導
等
の
必
要
な
者
、

②
性

的
少

数
者

、
③
歴
史
的
・
社
会
的
背
景
と
し
て
出
自
・
居
住
地
・
人
種
・
民
族
等
を
理

由
に
い
じ
め
や
排
斥
等
の
対
象
と
な
る

傾
向

が
強

い
者

を
中
核
対
象
と
し
て
い
る
。


今

回
は

、
20

22
年
度
に
実
施
し
た
調
査
を
中
心
に
そ
の
成
果
を
報
告
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

話
題

提
供

者
等


話
題
提
供
者

〇
立
石
慎
治

（
筑
波
大
学

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
）

川
口

純
（
筑
波
大
学

人
間
系
）

才
鴈
武
也

（
筑
波
大
学

大
学
院
人
間
総
合
科
学
学
術
院
）

〇
峯
啓
太
朗

（
筑
波
大
学

大
学
院
人
間
総
合
科
学
学
術
院
）

三
村
隆
男

（
早
稲
田
大
学

教
育
・
総
合
科
学
学
術
院
）

宮
古
紀
宏

（
国
立
教
育
政
策
研
究
所

生
徒
指
導
・
進
路
指
導
研
究
セ
ン
タ
ー
）

田
中
光
晴

（
文
部
科
学
省

総
合
教
育
政
策
局
）

○
石
嶺
ち
づ
る
（
愛
知
教
育
大
学

教
育
科
学
系
）

芦
沢
柚
香

（
筑
波
大
学

大
学
院
人
間
総
合
科
学
学
術
院

/
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

○
岡
部

敦
（
清
泉
女
学
院
大
学

人
間
学
部
）

安
里
ゆ
か
し
（
筑
波
大
学

大
学
院
人
間
総
合
科
学
学
術
院
）

○
白
幡
真
紀

（
仙
台
大
学

体
育
学
部
）

ラ
イ
ア
ン
優
子
（
静
岡
大
学

国
際
連
携
推
進
機
構
）

〇
京
免
徹
雄

（
筑
波
大
学

人
間
系
）

高
橋
洋
行

（
立
正
大
学

社
会
福
祉
学
部
）

〇
藤
田
駿
介

（
筑
波
大
学

大
学
院
人
間
総
合
科
学
学
術
院

/
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

坂
野
慎
二

（
玉
川
大
学

教
育
学
部
）

〇
藤
田
晃
之

（
筑
波
大
学

人
間
系
）

吉
川
実
希

（
筑
波
大
学

大
学
院
人
間
総
合
科
学
学
術
院

/
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）


司
会
及
び
企
画
者

藤
田

晃
之

（
筑

波
大

学
人

間
系

）

研
究

の
目

的


本
研

究
は

、
バ

ル
ネ
ラ
ブ
ル

な
状

況
に
置

か
れ

て
い
な
が

ら
、
日

本
の

特
別

支
援

教
育

の
枠

組
み

で
は

十
分

な
指

導
支

援
が

提
供

さ
れ

て
こ
な
か

っ
た
生

徒
及

び
中

途
退

学
者

等
を
対

象
と
し
た
学

校
教

育
か

ら
社

会
へ

の
移

行
支

援
の

在
り
方

を
探

る
た
め
の

国
際

比
較

研

究
を
実

施
す
る
も
の

で
あ
る
。


本

研
究

で
は

、
こ
れ

ま
で
多

く
用

い
ら
れ

て
き
た
「
不

利
な
立

場
に
置

か
れ

た
者

」
「
社

会
的

弱
者

」
等

に
替

え
て
、
「
バ

ル
ネ
ラ
ブ
ル

な
状

況

に
置

か
れ

た
者

」
等

「
バ

ル
ネ
ラ
ブ
ル

（
vu

ln
er

ab
le
）
」
と
い
う
用

語
・
概

念
を
使

用
す
る
。
バ

ル
ネ
ラ
ブ
ル

と
は

、
そ
の

語
義

で
あ
る
「
攻

撃
さ

れ
や

す
い
、
傷

つ
き
や

す
い
等

」
を
も
と
に
英

語
圏

の
社

会
科

学
の

各
分

野
で
広

く
用

い
ら
れ

る
概

念
で
あ
り
、
社

会
の

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム

層
を
「
利

」
あ
る
い
は

「
強

」
と
し
て
捉

え
る
こ
と
を
避

け
つ
つ
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
か

ら
疎

外
・
排

斥
さ
れ

た
（
あ
る
い
は

そ
れ

ら
の

可
能

性
が

高
い
）
当

事
者

の
「
生

き
づ
ら
さ
」
や

「
心

理
的

な
苦

痛
」
に
焦

点
を
当

て
る
。


研

究
目

的
を
達

成
す
る
た
め
に
、
本

研
究

で
は

、
日

本
の

学
校

教
育

の
改

善
に
資

す
る
こ
と
を
重

要
な
役

割
と
し
て
捉

え
、

①
外

国
に
ル

ー
ツ
を
も
つ
な
ど
に
よ
り
公

用
語

指
導

等
の

必
要

な
者

②
性

的
少

数
者

（
LG

BT
Q
と
総

称
さ
れ

る
性

自
認

・
性

的
指

向
を
も
つ
者

）

③
歴

史
的

・
社

会
的

な
背

景
か

ら
出

自
・
居

住
地

・
人

種
・
民

族
等

を
理

由
に
い
じ
め
や

排
斥

等
の

対
象

と
な
る
傾

向
が

強
い
者

を
中

核
対

象
と
し
て
、
こ
れ

ら
の

生
徒

及
び
中

途
退

学
者

等
が

、
自

己
肯

定
感

を
損

な
わ

ず
に
学

校
生

活
を
送

り
、
学

校
教

育
か

ら
社

会

へ
円

滑
に
移

行
し
社

会
参

画
を
す
る
た
め
の

指
導

支
援

等
は

ど
う
あ
る
べ

き
か

、
ま
た
、
そ
の

よ
う
な
支

援
指

導
等

を
シ
ー
ム
レ
ス
に
提

供

す
る
た
め
の

仕
組
み

は
ど
の

よ
う
に
整

え
ら
れ

る
べ

き
か

。
本

研
究

は
、
日

本
・
韓

国
・
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
デ

ン
マ
ー
ク
を
対

象
と
し
た
国

際
比

較
研

究
を
通

し
て
こ
れ

ら
を
追

究
す
る
。
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研
究
の
枠
組

総
括

的
な
枠

組

支
援

の
機

能
に
着

目
し
た
枠

組

一
次
的
支
援

二
次
的
支
援

三
次
的
支
援

す
べ
て
の
生
徒
を
対
象
と
し
て
実

施
さ
れ
る
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル

な
状
況

に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
尊

重
を

深
化
さ
せ
る
た
め
の
支
援

バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
状
況
に
置
か
れ

た
生
徒
を
対
象
と
し
て
系

統
的
・

体
系
的
に
実
施
さ
れ
る
学
校
か
ら

社
会
へ
の
移
行
支
援

バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
状
況
に
起
因
し

て
中
退
の
可
能
性
が
高
い
生
徒

、
既
に
中
退
し
た
者
に
対
し
て
個
別

的
に
な
さ
れ
る
危
機
介
入
的
支
援

20
22

年
度
に
お
け
る
各
国
調
査
の
中
心
的
な
対
象


今
回
の
会
員
企

画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
調
査
対
象

8カ
国

に
お
け
る
第

1次
調

査
の

結
果

を
も
と
に
、
そ
れ

ぞ
れ
焦
点
を
当
て
た
対
象
に
対
す
る
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
と
課
題
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

東
ア
ジ
ア

北
ア
メ
リ
カ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

日
本

韓
国

カ
ナ

ダ
(ア

ル
バ
ー
タ
州
)

ア
メ
リ
カ

デ
ン
マ
ー
ク

フ
ラ
ン
ス

ド
イ
ツ

イ
ギ
リ
ス

(イ
ン
グ
ラ
ン
ド
)

外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
な

ど
に
よ
り
公
用
語
指
導
等

の
必
要
な
者

✓
✓

✓

性
的
少
数
者

✓
✓

歴
史
的
・
社
会
的
背
景
と

し
て
出
自
・
居
住
地
・
人

種
・
民
族
等
を
理
由
に
い

じ
め
や
排
斥
等
の
対
象
と

な
る
傾
向
が
強
い
者

✓
✓

✓
✓

✓

1
2

3
4

5
6

7
8

課
題
の
設
定


報

告
の

目
的

：

日
本
に
お
け
る
「
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
状
況
に
置
か
れ
た
生
徒
」
の
移
行
支
援
を
構
想
す
る

国
際
比
較
研
究
に
資
す
る
分
析
枠
組
み
の
導
出


日
本
の
「
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
状
況
に
置
か
れ
た
生
徒
」
を
取
り
巻
く
課
題
を
提
示


①
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
な
ど
に
よ
り
公
用
語
指
導
等
の
必
要
な
者
，
②
性
的
少
数
者
（
LG
BT
Qと

総
称
さ
れ
る
性
自
認
・
性
的
志
向
を
も
つ
者
）
，
③
歴
史
的
・
社
会
的
な
背
景
か
ら
出
自
・
居
住

地
・
人
種
・
民
族
等
を
理
由
に
い
じ
め
や
排
斥
等
の
対
象
と
な
る
傾
向
が
強
い
者
，
で
あ
る
．


ス

コ
ー

プ
の

限
定

：

そ
れ
ぞ
れ
に
膨
大
な
研
究
蓄
積
が
存
在
し
て
い
る


国
際
比
較
に
向
け
て
の
枠
組
み
の
導
出
と
い
う
限
定
の
も
と
で
，
敢
え
て
こ
れ
ら
３
つ
の

グ
ル
ー
プ
す
べ
て
を
扱
う


各
グ
ル
ー
プ
の
移
行
支
援
上
の
課
題
と
，
今
後
の
議
論
に
向
け
て
の
論
点
を
提
案
す
る
．
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根
本

的
問

題
：

教
育

制
度

の
機

能
不

全


政
策
的
理
念
と
資
源
制
約
が
あ
る
学
校
現
場
と
の
乖
離


日

本
の

場
合

は
，

個
別

最
適

な
教

育
の

提
供

を
理

念
と

し
て

お
り

，
こ

れ
を

（
文

字
通

り
に

）
実

現
す

る
た

め
に

は
多

種
多

様
な

教
育

形
態

を
用

意
す

る
必

要
が

あ
る

．
学

習
者

側
が

自
ら

に
適

し
た

教
育

を
選

び
取

れ
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

は
，

提
供

側
は

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
な

い
と

い
け

な
い


理

念
に

対
し

て
，

現
実

に
は

資
源

（
人

，
経

験
，

予
算

，
権

限
？

）
が

不
足

し
て

い
る

．
対

象
者

は
急

速
に

増
え

る
一

方
で

，
理

念
に

よ
る

ビ
ジ

ョ
ン

メ
イ

キ
ン

グ
だ

け
が

対
処

の
案

に
な

っ
て

い
る

ケ
ー

ス
も

（
後

述
，

「
教

師
の

声
」

）
．


結

果
と

し
て

，
現

場
の

教
員

が
理

念
と

現
実

の
乖

離
に

苦
し

む


学
校
・
教
育
委
員
会
と
教
員
の
間
に
も
乖
離
が
あ
る


背
景
要
因
：


移

民
の

制
限

や
L
G
B
T
Q
に

対
す

る
無

理
解

，
特

別
な

ニ
ー

ズ
の

狭
い

定
義

な
ど

に
よ

り
，

こ
れ

ま
で

解
決

す
べ

き
課

題
と

し
て

考
え

て
こ

な
か

っ
た

こ
と

が
，

変
化

へ
の

対
応

を
阻

ん
で

い
る

．

日
本

の
教

育
環

境


悪
化
す
る
状
況


教

育
関

連
予

算
・

事
務

職
員

の
減

少
，

教
員

の
多

忙
化


サ

ポ
ー

ト
が

必
要

な
バ

ル
ネ

ラ
ブ

ル
な

子
（

”
し

ん
ど

い
子

”
）

の
増

加


外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
な
ど
に
よ
り
公
用
語
指
導
等
の
必
要
な
者
：

58
,3
07
人
（
20
21
年
度
）
．
20
08
年
度
と
比
べ
て
1.
7倍

以
上
増
加
．


性
的
少
数
者
（
LG
BT
Qと

総
称
さ
れ
る
性
自
認
・
性
的
指
向
を
も
つ
者
）
：

公
的
統
計
は
な
し
．
8-
10
%程

度
と
推
測


歴
史
的
・
社
会
的
な
背
景
か
ら
出
自
・
居
住
地
・
人
種
・
民
族
等
を
理
由
に
い
じ
め
や
排
斥
等
の
対
象
と
な
る
傾
向
が
強
い
者
：

13
4,
18
5人

（
20
19
年
度
）
．
増
加
ト
レ
ン
ド
に
あ
る
．
（
た
だ
し
，
日
本
の
文
脈
上
極
め
て
重
要
な
在
日
外
国
人
を
現
時
点
で
は
含
め
ら
れ
て
い
な
い
）

[f
ig

ur
e3

] 
い

じ
め

や
排

斥
等

の
対

象
と

な
る

傾
向

が
強

い
者

の
統

計
的

ト
レ

ン
ド

[f
ig
ur
e1
] 
教
育
関
連
予
算
の
ト
レ
ン
ド

[f
ig

ur
e2

] 
日
本

語
指

導
が
必
要

な
児

童
生
徒
数

の
推

移

学
校

内
・

外
の

機
関

ア
ク

タ
ー

中
等

教
育

機
関
の

在
学

者
を
対
象

に
な

さ
れ
る
支

援

1次
的

支
援

２
次

的
支

援
３

次
的

支
援

学
校

日
本

語
指

導
担

当
者

・
①

「
特

別
の
教

育
課

程
」
を
踏

ま
え

た
指

導
・

実
践

・
2
次

的
支

援
と

の
明

確
な

区
別

が
な

い
。

在
籍

学
級

担
当

者

・
「

総
合

的
な
学

習
の

時
間

」
を
中

心
と

し
た

多
文
化

共
生

教
育

、
人
権

教
育

・
①

学
校

の
受
入

れ
体

制
づ
く
り

、
「

特
別

の
教

育
課
程
」

の
編

成
・
実
施

・
③

キ
ャ

リ
ア
教

育
・

進
路
指
導

学
校

管
理

者

・
共

生
の

取
組

（
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
）

・
③
特
別
入
学
の
割
当
(q
uo
ta
s)
の
設
定

学
校

外
の

機
関

都
道

府
県

教
育

委
員

会

・
多

文
化

共
生
を

目
指

す
施

策
の
策

定

市
町

村
教

育
委

員
会

・
学

校
に

お
け
る

多
文

化
共

生
社
会

の
実

現
を

目
指
す

取
り

組
み

の
推
進

・
日

本
語

と
教
科

の
統

合
学
習
（

J
S
L
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

）
の
授

業
研

究
・

①
「

特
別
の
教

育
課

程
」
の
編

成
・

実
施

の
支

援
・

③
進
路

説
明

会
の

開
催
.

外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
な
ど
に
よ
り
公
用
語
指
導
等
の
必
要
な
者

オ
ル

タ
ナ

テ
ィ
ブ

な
教

育
支
援
・

職
業

訓
練

等
提

供
機
関
の

在
籍

者
を
対
象

に
な

さ
れ

る
支

援

移
行

困
難

に
直
面

し
た

ま
ま
の
離

学
状

況
に

あ
る

若
者
を
対

象
と

し
て
な
さ

れ
る

支
援

社
会

教
育

施
設

行
政

の
異

文
化
交

流
担

当
部

局
市

町
村

教
育
委
員

会

・
学

習
支

援
，
高

校
へ

の
移

行
支
援

・
母

語
修

得
支
援

・
②

小
・

中
学
校

新
入

学
相
当
年

齢
の

外
国

人
の

子
供
が
い

る
家

庭
に
対
す

る
就

学
案

内
・

②
外

国
人
の
子

供
の

編
入
対
応

ア
ク
タ
ー

中
等

教
育

機
関

の
在

学
者

を
対

象
に

な
さ

れ
る

支
援

1
次

的
支

援
２

次
的

支
援

３
次

的
支

援

学
校

学
級

担
任

・ホ
ー

ム
ル

ー
ム

担
任

・
い

じ
め

や
差

別
を

許
さ

な
い

適
切

な
生

徒
指

導
・
人

権
教

育
・
悩

み
や

不
安

を
抱

え
る

児
童

生
徒

の
良

き
理

解
者

・2
次

的
支

援
と

の
明

確
な

区
別

が
な

い
。

学
校

管
理

職
・
児

童
生

徒
が

相
談

し
や

す
い

環
境

の
整

備
・
教

職
員

等
の

間
で

の
情

報
共

有
体

制
の

整
備

・
組

織
的

な
対

応
を

可
能

に
す

る
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

や
支

援
委

員
会

，
ケ

ー
ス

会
議

の
設

置

養
護

教
諭

・
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
・
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

や
支

援
委

員
会

へ
の

参
画

学
校

外
の

機
関

医
療

機
関

・
ケ

ー
ス

会
議

へ
の

参
画

と
助

言

都
道

府
県

知
事

・
都

道
府

県
教

育
委

員
会

・
市

町
村

教
育

委
員

会

・
域

内
の

学
校

や
下

位
の

教
育

委
員

会
等

に
対

す
る

通
知

等
の

趣
旨

の
周

知
徹

底
及

び
指

導
助

言
・
人

権
教

育
担

当
者

や
生

徒
指

導
担

当
者

、
養

護
教

諭
を

対
象

と
し

た
研

修
等

の
活

用

・
域

内
の

学
校

や
下

位
の

教
育

委
員

会
等

に
対

す
る

通
知

等
の

趣
旨

の
周

知
徹

底
及

び
指

導
助

言

文
部

科
学

省
・学

習
指

導
要

領
の

改
訂

性
的
少
数
者

（
LG
BT
Qと

総
称
さ
れ
る
性
自
認
・
性
的
指
向
を
も
つ
者
）

⇒
教
職
員
等
に
対
す
る
普
及
啓
発
及
び
学
校
内
外
の
連
携
の
推
進

オ
ル

タ
ナ

テ
ィ

ブ
な

教
育

支
援

・職
業

訓
練

等
提

供
機

関
の

在
籍

者
を

対
象

に
な

さ
れ

る
支

援

移
行

困
難

に
直

面
し

た
ま

ま
の

離
学

状
況

に
あ

る
若

者
を

対
象

と
し

て
な

さ
れ

る
支

援

適
応

指
導

教
室

就
労

支
援

機
関

就
労

支
援

機
関

地
域

若
者

サ
ポ

ー
ト

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

N
P

O
・
民

間
企

業

・特
に

L
G

B
T

Q
で

あ
る

こ
と

を
考

慮
し

た
支

援
が

行
わ

れ
て

い
る

事
例

は
見

受
け

ら
れ

な
い

A
ll
y
 へ

の
啓

も
う

活
動

等

L
G

B
T

Q
フ

レ
ン

ド
リ

ー
な

企
業

へ
の

就
職

活
動

を
支

援
す

る
株

式
会

社
あ

り
．
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歴
史
的
・
社
会
的
な
背
景
か
ら
出
自
・
居
住
地
・
人
種
・
民
族
等

を
理
由
に
い
じ
め
や
排
斥
等
の
対
象
と
な
る
傾
向
が
強
い
者

⇒
教
育
環
境
の
整
備
，
教
師
の
専
門
性
の
向
上
，
I
CT
利
活
用
に
よ
る
教
育
の
質
向
上
，
関
係
機
関
の
連
携
強
化

に
よ
る
切
れ
目
な
い
支
援
の
充
実

ア
ク

タ
ー

1
次

的
支

援
2
次

的
支

援
3
次

的
支

援

学 校 内 の 支 援

教
員
（
全

校
種
）

「
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

シ
ス

テ
ム

（
I
n
c
l
u
si

v
e

E
d
u
ca

t
io

n
S
y
s
te

m
）

」
等

の
理
念

継
続
的
な

教
育
相
談

そ
の

時
点

で
そ

の
子

供
に

最
も

必
要

な
教

育
を
提
供

継
続
的
な

教
育
相
談

学
校
管
理

者
「

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
シ

ス
テ

ム
（

I
n
c
l
u
si

v
e

E
d
u
ca

t
io

n
S
y
s
te

m
）

」
等

の
理
念

そ
の

時
点

で
そ

の
子

供
に

最
も

必
要

な
教

育
を
提
供

学
び

の
場

の
見

直
し

に
当

た
っ

て
の

本
人

及
び
保
護
者

と
の
合
意
形

成

学 校 外 の 支 援

市
町
村
教

育
委
員
会

連
続

性
の

あ
る

多
様

な
学

び
の

場
の

一
層

の
充
実
・
整

備
連

続
性

の
あ

る
多

様
な

学
び

の
場

の
一

層
の

充
実
・
整

備
在

籍
校

と
教

育
委

員
会

が
連

携
し

た
学

び
の

場
の
変
更

都
道
府
県

教
育
委
員
会

連
続

性
の

あ
る

多
様

な
学

び
の

場
の

一
層

の
充
実
・
整

備
連

続
性

の
あ

る
多

様
な

学
び

の
場

の
一

層
の

充
実
・
整

備
在

籍
校

と
教

育
委

員
会

が
連

携
し

た
学

び
の

場
の
変
更

就
労
関
係

機
関

就
労
支
援

等
の
充
実

就
労
支
援

等
の
充
実

教
師

の
声

(パ
イ
ロ
ッ
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
)


人

員
が

圧
倒
的
に
不
足
し
て
お
り
，
抜
本
的
改
善
に
進
む
こ
と
を
阻
む
状

況
に

あ
る
．
加
え
て
，
教
員
間
の
温
度
差
が
あ
る
．


と
に
か
く
学
校
現
場
は
皆
さ
ん
ご
多
用
で
、
中
々
じ
っ
く
り
と
理
想
的
な
教
育
が

出
来
て
い
な
い
。
脆
弱
な
子
ど
も
に
対
す
る
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
全
体
的
に
そ

う
感
じ
る
。
日
々
、
流
さ
れ
て
い
る
と
い
う
か
（
A教

員
）


学
校
の
中
に
核
と
な
る
先
生
が
い
て
、
そ
の
先
生
を
中
心
に
ご
指
示
に
従
っ
て
動

い
て
い
る
。
結
構
、
教
員
の
中
に
“
温
度
差
”
が
あ
る
。
や
る
気
の
あ
る
先
生
、

工
夫
を
し
よ
う
と
い
う
先
生
と
そ
う
で
な
い
先
生
の
差
が
激
し
い
よ
う
に
感
じ
て

い
る
（
B教

員
）


（
学
校
外
機
関
と
の
連
携
に
関
し
て
）
何
処
ま
で
外
部
に
聞
い
て
、
何
処
ま
で
自

分
た
ち
で
解
決
す
る
べ
き
な
の
か
、
そ
の
線
引
き
は
結
構
、
難
し
い
。
最
も
大
事

に
し
て
い
る
の
は
、
本
人
の
意
向
。
で
も
結
局
は
保
護
者
の
意
向
か
な
（
B教

員
）

多
角

的
な

改
善

の
必

要
性


多

角
的

な
改

善
が

必
要

な
状

況

教
師
の
研
修
や
配
置
，
学
校
経
営
そ
し
て
教
師
と
生
徒
，
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
，


教
師
：
人
手
不
足
に
よ
る
負
荷
が
状
況
改
善
を
阻
む
要
因
の
ひ
と
つ


直
接
「
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
状
況
に
置
か
れ
た
生
徒
」
に
接
す
る
立
場
で
あ
り
喫
緊
の
課
題


個
々
の
学
校
：
資
源
の
充
当
や
学
校
経
営
上
の
裁
量
権
の
拡
大
，
教
師
を
補
佐
す
る
ス

タ
ッ
フ
の
増
員
や
IC
T技

術
を
利
用
し
た

教
育
の
質
向
上
，
関
連
組
織
と
の
連
携
の
強
化
な

ど


ス

ム
ー

ズ
な

サ
ポ

ー
ト

体
制

を
確

立
を

目
的

と
し

た
改

善

学
校
内
に
つ
い
て
は
，
教
師
が
生
徒
に
対
し
て
よ
り
効
果
的
な
指
導
・
支
援
が
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
る
べ
き


学
校
外
に
つ
い
て
の
，
関
連
組
織
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
強
化
も
，
支
援
の
手

か
ら
滑
り
落
ち
る
の
を
防
ぐ
点
に
重
点
を
置
く
べ
き

３
つ
の

対
象

に
か
か
る
課

題


外

国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
な
ど
に
よ
り
公

用
語

指
導

等
の

必
要

な
者


法

制
度

の
不

備
，
人

材
や
予

算
の

不
足

，
「
特

別
の

教
育

課
程

」
の

編
成

・
実

施
の

困
難

さ


性

的
少

数
者

（L
G
B
T
Q
と
総

称
さ
れ
る
性

自
認

・性
的

指
向

を
も
つ
者

）


教
職

員
等

に
対

す
る
啓

発
及

び
学

校
内

外
の

連
携

の
推

進


歴

史
的

・社
会

的
な
背

景
か
ら
出

自
・居

住
地

・人
種

・民
族

等
を
理

由
に
い

じ
め
や
排

斥
等

の
対

象
と
な
る

傾
向

が
強

い
者


排

斥
さ
れ
る
児

童
集

団
に
対

し
て
「
教

員
の

目
が

届
き
難

い
」
、
「
手

が
十

分
に
回

っ
て
い
な
い

」
，
「
し
ん
ど
い

子
ど
も
」
の

増
加

，
子

ど
も
の

「
居

場
所

の
喪

失
」
，
／

教
育

環
境

の
整

備
，
教

師
の

専
門

性
の

向
上

，
IC

T
利

活
用

に
よ
る
教

育
の

質
向

上
，
関

係
機

関
の

連
携

強
化

に
よ
る
切

れ
目

な
い

支
援

の
充

実


注
目
す
べ
き
点
：


連

携
の

在
り

方
：


教

育
シ

ス
テ

ム
内

（
教
育
委
員
会
，
学
校
，
教
師
間
）
の

連
携

／
学

校
以

外
の

支
援

組
織

（
日
本
で
あ
れ
ば
地
域

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
適
応
指
導
教
室
）
と

の
連

携


危

機
介

入
的

な
三

次
的

支
援

の
在

り
方


三

次
的

支
援

が
脆

弱
で

あ
り

，
二

次
的

支
援

の
プ

ロ
バ

イ
ダ

に
依

存
す

る
構

図

⇒
３
次

支
援

の
在

り
方

に
つ

い
て
は

，
特

に
諸

外
国

の
経

験
か

ら
学

ぶ
意

義
が

あ
る
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本
発

表
で

扱
う

対
象

に
つ

い
て


対

象
③

：
歴

史
的

・
社

会
的

な
背

景
か

ら
出

自
・
居

住
地

・
人

種
・
民

族
等

を
理

由
に

い
じ

め
や

排
斥

等
の

対
象

と
な

る
傾

向
が

強
い

者


具
体

的
に

は
、

貧
困

世
帯

の
子

ど
も

、
虐

待
を

受
け

て
い

る
子

ど
も

、
外

国
に

ル
ー

ツ
を

持
つ

子
ど

も
な

ど
が

い
る


し

か
し

、
日

本
と

同
じ

く
排

斥
リ

ス
ク

要
因

を
複

数
有

す
る

子
ど

も
が

多
く
、

個
別

の
要

因
に

対
し

て
個

別
の

政
策

が
な

さ
れ

て
い

る
わ

け
で

は
な

い


対

応
の

基
準

と
な

る
の

は
学

業
を

中
断

す
る

可
能

性
が

あ
る

か
否

か

→
そ

の
背

景
に

関
わ

ら
ず

、
学

業
中

断
の

問
題

を
抱

え
た

学
生

は
す

べ
て

後
述

す
る

枠
組

み
で

対
応

す
る


調

査
方

法
：

20
23

年
5月

2日
～

5日
韓

国
・
ソ

ウ
ル

に
て

実
地

調
査

本
発

表
で

扱
う

取
り

組
み

の
位

置
づ

け

対
象

中
等

教
育

機
関

移
行

支
援

機
関

一
次

的
支

援
二

次
的

支
援

三
次

的
支

援
中

等
教

育
機

関
在

学
者

支
援

オ
ル

タ
ナ

テ
ィ

ブ
な

教
育

機
関

等
在

籍
者

支
援

離
学

者
支

援

歴
史

的
・
社

会
的

な
背

景
か

ら
出

自
・
居

住
地

・
人

種
・
民

族
等

を
理

由
に

い
じ

め
や

排
斥

等
の

対
象

と
な

る
傾

向
が

強
い

者

１
．

W
e
e
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

３
．

委
託

型
代

案
学

校

４
．

学
校

外
青

少
年

支
援

セ
ン

タ
ー

２
．

学
校

中
断

熟
慮

制

１
．

W
ee

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト


健

全
な

「
教

育
Ed

uc
at

io
n」

を
通

じ
て

生
徒

の
健

全
な

心
と

「
感

性
Em

ot
io

n」
を

育
む

た
め

に
、

「
私

た
ち

W
e」

が
共

同
し

て
行

動
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

生
徒

へ
の

「
診

断
・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

・
治

療
」
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
20

08
年

開
始


ソ

ウ
ル

市
で

の
実

践
例

：
W

ee
ク

ラ
ス

・
W

ee
セ

ン
タ

ー
・

W
ee

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク


W

ee
ク

ラ
ス

：
各

学
校

に
設

置
さ

れ
て

い
る

相
談

室


W

ee
セ

ン
タ

ー
：
ソ

ウ
ル

市
内

に
26

か
所

設
置

。
ア

セ
ス

メ
ン

ト
、

教
育

、
ケ

ア
（
治

療
）
を

行
う


W

ee
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
：

49
の

治
療

機
関

、
16

9の
相

談
機

関
、

38
人

の
諮

問
医

師
を

委
嘱

し
、

支
援

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

他
に

学
校

外
青

少
年

支
援

セ
ン

タ
ー

、
青

少
年

相
談

福
祉

セ
ン

タ
ー

、
代

案
教

育
委

託
教

育
機

関
な

ど
と

連
携


主

な
対

象
：
学

校
不

適
応

の
リ

ス
ク

が
あ

る
児

童
・
生

徒
（
危

機
学

生
）


個

人
の

危
機

（
軽

犯
罪

・
非

行
、

家
出

、
セ

ク
シ

ュ
ア

リ
テ

ィ
、

暴
力

な
ど

）


家

族
の

危
機

（
貧

困
、

両
親

の
離

婚
、

多
文

化
家

族
な

ど
）


教

育
の

危
機

（
成

績
不

振
、

学
校

中
退

な
ど

）

→
利

用
す

る
子

ど
も

の
背

景
は

、
交

友
関

係
の

悩
み

や
、

憂
う

つ
感

が
多

い

交
友

関
係

に
は

い
じ

め
の

他
、

友
達

と
ど

う
つ

き
あ

っ
た

ら
い

い
か

わ
か

ら
な

い
な

ど
の

軽
い

内
容

も
含

ま
れ

る


学

級
担

任
の

先
生

や
教

科
担

任
の

先
生

が
観

察
に

よ
り

行
い

、
そ

の
後

W
ee

 ク
ラ

ス
な

ど
で

専
門

相
談

教
師

が
相

談
し

、
継

続
的

な
支

援
が

必
要

か
ど

う
か

判
断

す
る
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２
．
学

業
中

断
熟

慮
制


学

業
中

断
の

兆
候

ま
た
は

意
思

を
明

ら
か

に
し
た
小

·中
·高

校
生

お
よ
び
保

護
者

に
対

し
て
、
一

定
期

間
（
１
～

７
週

間
程

度
）
学

業
中

断
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
を
勧

め
る

制
度 
学
校
長
は
学
業
中
断
の
恐
れ
が
あ
る
生
徒
に
対
し
て
制
度
を
案
内
す
る
義
務
が
あ
り
、
生
徒

は
制
度
を
利
用
す
る
か
ど
う
か
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る


熟
慮
制
の
利
用
を
選
択
し
た
場
合
は
、

W
ee
セ
ン
タ
ー
や
青
少
年
相
談
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

外
部
専
門
機
関
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通
し
、
学
業
中
断
に
つ
い
て
検
討
す
る


熟

慮
制

を
利

用
せ

ず
退

学
す
る
学

生
に
対

す
る
支

援
の

あ
り
方

が
課

題


20
15

-1
6年

の
対
象
者
の
う
ち
、
制
度
を
利
用
し
た
の
は
約

20
%
に
と
ど
ま
る
（
ジ
ョ
ン

20
21

）

熟
慮
制
を
利
用
す
れ
ば
、
効
果
が
一
定
程
度
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
ホ

20
21

）


退

学
し
た
者

は
教

育
行

政
の

領
域

か
ら
出

て
し
ま
う
が

、
こ
れ

に
対

し
て
支

援
で
き
る

法
的

根
拠

が
あ
る


学
校
外
青
少
年
支
援
法
も
し
く
は
ソ
ウ
ル
特
別
市
が
制
定
し
た
条
例
に
よ
り
支
援
が
可
能

３
．
委

託
型

代
案

学
校


学

業
中

断
の
危
機
に
瀕
し
た
生
徒
の
中
途
脱
落
予
防
の
た
め
、
一
般
学
校
と

は
異

な
る
教
育
課
程
（
代
案
教
育
）
を
実
施
す
る
委
託
教
育
機
関


公

教
育

の
外
で
展
開
さ
れ
た
代
案
教
育
を
公
教
育
の
中
に
吸
収
す
る
形
で
発

展
し
て
き
た


対

象
者

：
ソ
ウ
ル
特
別
市
教
育
庁
管
内
の
初
等
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校

の
在

学
生
の
う
ち
、
学
校
生
活
が
難
し
い
学
生
及
び
学
業
中
断
危
機
学
生
（
学

籍
の

あ
る
学
生
の
み
）


出

欠
及

び
成
績
処
理
は
委
託
機
関
で
取
得
し
た
も
の
を
原
籍
校
で
そ
の
ま
ま

認
定

す
る

４
．
学

校
外

青
少

年
支

援
セ
ン
タ
ー


教
育
支
援


小

学
校

お
よ
び
中

学
校

教
師

を
派

遣
教

師
と
し
て
配

置
し
、
授

業
を
実

施


い
つ
で
も
一

般
の

学
校

に
戻

れ
る
よ
う
に
一

般
の

授
業

（
必

修
科

目
）
を
提

供
で
き
る
体

制
を
構

築
し
て
い
る


プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
参

加
者

（
満

9～
18

歳
）
に
は

「
教

育
参

与
手

当
」
を
現

金
支

給


ね
ら
い
と
意
義


ひ
き
こ
も
り
な
ど
を
は

じ
め
と
す
る
学

校
外

青
少

年
を
家

か
ら
出

さ
せ

る


生
徒
・
学
生
と
い
う
身
分
を
失
う
と
学
割
な
ど
の
社
会
的
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
少
し
で
も
生
活
の
足
し
に
し
て
も
ら
う


社

会
と
の

つ
な
が

り
を
経

験
さ
せ

、
自

分
の

お
金

を
自

分
で
管

理
す
る
経

験
を
さ
せ

る


心
理
相
談


青

少
年

だ
け
で
な
く
保

護
者

も
対

象


自
分
の
子
が
学
校
外
青
少
年
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す
る
ケ
ア


進

路
啓

発
に
お
け
る
家

庭
の

役
割

を
果

た
し
て
も
ら
う


大

学
生

が
参

加
す
る

1対
1の

メ
ン
タ
リ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
を
実

施


学
業

の
サ

ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
大

学
生

と
い
う
ロ
ー
ル

モ
デ
ル

を
見

せ
る
こ
と
で
少

し
で
も
将

来
像

を
描

い
て
も
ら
う


進
路
支
援


体

験
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施


例
え
ば
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
参
加
し
公
演
を
行
う
こ
と
で
、
青

少
年

の
自

尊
感

情
を
高

め
る
と
と
も
に
社

会
の

学
校

外
青

少
年

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
変

え
る
取
組

な
ど
を
し
て
い
る

ま
と
め


公

立
学

校
を
中
心
と
す
る
公
教
育
体
制
が
発
達
し
て
い
る
韓
国
で
は
、
公
教

育
か

ら
な
ん
ら
か
の
理
由
で
離
脱
す
る
子
ど
も
が
課
題
と
な
っ
て
い
る


こ
れ

に
対

し
ソ
ウ
ル
特
別
市
教
育
庁
（
地
方
教
育
行
政
）
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

機
能

の
強

化
（

W
ee

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
や
学
業
中
断
を
再
考
さ
せ
る
こ
と
の
制
度

化
（
学

業
中
断
熟
慮
制
）
、
公
教
育
外
で
の
学
び
の
認
証
（
委
託
代
案
教
育
）

な
ど
の

政
策
を
展
開
し
て
い
た


こ
れ

ら
の

政
策
を
通
し
、
教
育
行
政
と
福
祉
行
政
の
は
ざ
ま
に
あ
る
子
ど
も
の

社
会

へ
の

ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
段
階
的
に
支
援
す
る
体
制
の
構
築
が
目
指
さ

れ
て
い
た
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W
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ジ
ェ
ク
ト
ホ
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ム
ペ
ー
ジ

（
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w.
w

ee
.g

o.
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/h
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e/
cm

s/
cm

sC
on

t.d
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cn
tn
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_s

n=
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最
終

確
認

20
23

/1
0/

25
）


学

校
外

青
少

年
支

援
セ
ン
タ
ー

学
業

中
断

熟
慮

制
（

ht
tp

s:/
/w

w
w.

kd
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am
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r.k
r:4

46
/u

se
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su
b/

su
b0

4/
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b0
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p
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最

終
確
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23
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 ）

ソ
ウ
ル
特
別
市
教
育
庁
代
案
教
育
委
託
教
育
機
関
案
内

（
ht

tp
s:/

/d
ae

an
ce

nt
er

.se
n.

go
.k

r/
13

06
73

/s
ub

M
en

u.
do

、
最

終
確

認
20

23
/1

0/
25

 ）

本
発
表
で
は
、
以
下
を
対
象
と
す
る

タ
イ
プ
３
：
歴
史
的
・
社
会
的
な
背
景
か
ら
出
自
・
居
住
地
・
人
種
・
民
族
等
を
理
由
に
い
じ
め
や
排
斥
等
の

対
象
と
な
る
傾
向
が
強
い
者

*い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
カ
ナ
ダ
で
の
重
要
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
人
種
差
別
な
ど
の
課
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
本
発
表
で

は
、
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
若
者
へ
の
支
援
と
い
う
社
会
包
摂
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
る
。

カ
ナ
ダ
に
お
い
て
、
公
教
育
が
直
面
し
て
い
る
課
題

;
先
住
民

(F
NM

I: 
Fi

rs
t N

at
io

ns
, M

et
is,

 In
ui

t)に
ル
ー
ツ
を
持
つ
若
者
の
抱
え
る
課
題

-1
99

0年
代
ま
で
の
同
化
政
策
（
寄
宿
舎
学
校

re
sid

en
tia

l s
ch

oo
l)に

起
因
す
る

宗
教
、
文
化
、
言
語
、
生
活
習
慣
、
家
族
の
破
壊

ド
ラ
ッ
グ
・
ア
ル
コ
ー
ル
・
ゲ
ー
ム
中
毒

-保
護
者
か
ら
の
影
響
な
ど

少
年
犯
罪 -ギ

ャ
ン
グ
集
団
で
の
犯
罪
行
為
な
ど

若
年
妊
娠
（
妊
娠
継
続
と

10
代
の
母
）

-不
安
定
な
家
庭
、
貧
困
、
精
神
的
な
課
題
な
ど
に
起
因
す
る

バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
若
者
へ
の
支
援
（
学
校
お
よ
び
学
校
外
で
の
取
り
組
み
）
：

ア
ル
バ
ー
タ
州
・
カ
ル
ガ
リ
ー
市
の
事
例

一
次
的
支
援

一
般
の
高
校

(lo
ca

l h
ig

h 
sc

ho
ol

)
（
教
育
課
程

)
1)
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
単

位
習

得
の

弾
力

化
2)

Ca
re

er
 a

nd
 Te

ch
no

lo
gy

 S
tu

di
es

3)
オ
フ
キ
ャ
ン
パ

ス
教

育
(カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ

)
1)
ガ
イ
ダ
ン
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

2)
グ
ラ
デ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
チ

3)
FN

M
I コ

ー
チ

二
次
的
支
援

オ
ー
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
高
校

（
教
育
課
程

)
1)
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
単

位
習

得
の

弾
力

化
2)

Ca
re

er
 a

nd
 Te

ch
no

lo
gy

 S
tu

di
es

3)
オ
フ
キ
ャ
ン
パ

ス
教

育
4)
弾

力
的

な
学

習
方

法
5)
個

別
ニ
ー
ズ
へ

の
対

応
(ワ

ン
・
ス
ト
ッ
プ
・
サ

ー
ビ
ス

)
1)
臨

床
心

理
士

2)
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
ワ
ー
カ
ー

3)
キ
ャ
リ
ア
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

4)
看

護
師

5)
 医

師

三
次
的
支
援

特
別
支
援
学
校

(少
年

矯
正

施
設

)
少

年
院

（
中

高
併

設
保

護
観

察
セ
ン
タ
ー
（
中

高
併

設
）

(若
年

精
神

保
健

サ
ー
ビ
ス

)
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
（
学

校
併

設
）

(性
的

搾
取

被
害

者
)

シ
ェ
ル

タ
ー
（
学

校
併

設
）

(中
退

者
へ

の
支

援
)

オ
ン
コ
ー
（
中

退
者

へ
の

介
入

）

本
発
表
で
扱
う
事
例

Lo
ui

se
 D

ea
n 

Sc
ho

ol
10

代
の

母
親

を
受

け
入

れ
る
高

校
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Lo
ui

se
D

ea
n

Sc
ho

ol
の
概
要

州
教

育
省

カ
ル

ガ
リ
ー
教

育
委

員
会

カ
ル

ガ
リ
ー
・
カ
ト
リ
ッ

ク
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
基

金
(2

02
01

年
に
キ
ン
ド

レ
ッ
ド
に
改

称
)

カ
ル
ガ
リ
ー
教
育
委
員
会
（

Ca
lg

ar
y 

Bo
ar

d 
of

 E
du

ca
tio

n)
管
轄
内
の
オ
ー
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
高
校

＝
妊
娠
継
続
を
選
択
し
た
学
生
を
対
象
と
し
た
教
育
機
関
（

9学
年
か
ら

12
学
年
ま
で
）

10
代
の
母
親
の
背
景
：
家
族
の
崩
壊
、
貧
困
、
ド
ラ
ッ
グ
・
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
、
性
的
搾
取
の
被
害
な
ど

→
複
合
的
・
重
曹
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る

NP
O 

学
校

区
レ
ベ
ル

州
レ
ベ
ル

(P
ro

vi
nc

ia
l) 

多
機
関
連
携
の
仕
組
み

州
保

健
省

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開

発
就
学
支
援
（
財
政
的
支
援
）

医
療
的
支
援
（
看
護
師
常
駐
）

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

子
育
て
支
援

教
員

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

カ
ル

ガ
リ
ー
市

市
町

村
レ
ベ
ル

学
校
教
育
に
対
す
る
財
政

的
支
援

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
常

駐
）

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
（
常

駐
）

Lo
ui

se
 D

ea
n 

Sc
ho

ol
の

教
育

課
程

必
修
科
目
（
卒
業
資
格
取
得
の
た
め
）

英
語

10
, 2

0,
 3

0.
   

   
 社

会
10

, 2
0,

 3
0

科
学

10
生

物
20

 ま
た

は
化
学

20
 ま

た
は

物
理

20
ま
た
は

科
学

20
体
育

, C
AL

M
(C

ar
ee

ra
nd

Li
fe

M
an

ag
em

en
t)

選
択
科
目

C
ar

ee
ra

nd
Te

ch
no

lo
gy

St
ud

ie
s

(C
TS

)
美
術
、
体
育
、
ワ
ー
ク
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス

*C
TS

美
容

, 食
物

, 服
飾

, 心
理
学

, 法
律

…

高
校

卒
業

要
件

＝
10

0 
単

位
取

得
(う

ち
必

修
科

目
54

単
位
）

学
校
必
修
科
目

全
て
の
生
徒

Li
fe

Sk
ills

：
lif

e
st

yl
e

im
pr

ov
em

en
ts

to
 ra

is
e

th
ei

rc
hi

ld
re

n
Le

ar
ni

ng
St

ra
te

gy
：

re
m

ov
e

ba
rri

er
st

o 
le

ar
n

Tu
rn

in
g

Po
in

ts
：

ST
EP

 (S
tu

de
nt

Tr
an

si
tio

ns
, E

du
ca

tio
n/

Em
pl

oy
m

en
t, 

Pa
re

nt
ho

od
)

妊
娠

中
の

生
徒

Pa
re

nt
al
：

re
ad

y
fo

r c
hi

ld
bi

rth
子
育
て
中
の
生
徒

Pa
re

nt
in

g
Le

ve
l1

, L
ev

el
2

C
TS

の
一

部
=H

R
H

 (健
康

・
レ

ク
レ

ー
シ

ョ
ン

) ク
ラ

ス
タ

ー
中

の
科

目
（

例
）

H
C

S3
06

0 
妊

娠
・

出
産

・
育

児
H

SS
10

20
 栄

養
と

ウ
エ

ル
ネ

ス
H

SS
20

20
⼦

育
て

H
SS

20
40

家
族

H
SS

31
10

幼
児

教
育

と
育

児
１

上
記

の
科

⽬
は

、
州

教
育

省
の

正
規

科
⽬

で
あ

る
。

Lo
ui

se
 D

ea
nの

イ
メ

ー
ジ

ル
イ

ー
ズ

・
デ

ィ
ー

ン
校

に
在

籍
す

る
⽣

徒
の

多
く

は
先

住
⺠

族
（

FN
M

I）
に

ル
ー

ツ
が

あ
る

。
彼

⼥
た

ち
の

⽂
化

や
伝

統
を

尊
重

し
、

歓
迎

す
る

雰
囲

気
を

作
る

た
め

に
、

校
内

に
は

い
く

つ
か

の
展

⽰
品

が
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
展

⽰
は

、
カ

ナ
ダ

全
⼟

の
ほ

と
ん

ど
の

⾼
校

で
⾒

ら
れ

る
。

卒
業

生
へ

の
聞

き
取
り
調
査
か
ら
・
・
・

聞
き

取
り

対
象

者
:3

0代
前

半
の

⼥
⼦

２
名

ナ
ラ

テ
ィ

ブ
・

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

と
フ

ォ
ー

カ
ス

・
グ

ル
ー

プ
の

併
⽤

卒
業

⽣
A:

 1
7で

最
初

の
⼦

を
出

産
, 卒

業
⽣

B:
 1

5歳
で

第
⼀

⼦
、

17
歳

で
第

⼆
⼦

を
出

産
現

在
の

状
況

:  
両

者
と

も
、

L.
D.

校
卒

業
後

に
、

中
等

後
教

育
機

関
（

医
療

分
野

）
へ

進
学

“
理

科
の

授
業

で
は

、
…

お
む
つ
の

実
験

、
例

え
ば

お
む
つ
の

詰
め
物

を
全

部
出

し
て
、
ど
の

く
ら
い
の

量
が

入
っ
て
い

る
の

か
を
見

て
み

る
と
か

、
そ
う
い
う
こ
と
も
や

っ
た
。
親

と
し
て
も
、
科

学
の

学
習

と
し
て
も
面

白
か

っ
た
。
教

育
と
子

育
て
の

２
つ
の

世
界

を
融

合
さ
せ

る
と
い
う
の

は
、
ど
の

授
業

で
も
や

っ
た
と
思

う
。
”

“
…

〔
L
.D
.校

が
他

の
学

校
と
〕
違

っ
た
の

は
、
私

が
自

分
自

身
を
諦

め
て
い
た
と
き
も
、
先

生
た
ち
は

私
の

こ
と
を
諦

め
な

か
っ
た
こ
と
。
先

生
た
ち
は

、
私

が
半

年
も
返

事
を
し
な
く
て
も
、
手

を
差

し
伸

べ
、
つ
な
が

ろ
う
と
し
続

け
て
く
れ

た
。
.”

子
育
て
と
い
う
実
社
会
で
の
体
験
と
学
び
を
結
び
つ
け
る
機
会

→
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
工
夫
（
内
発
的
動
機
付
け
）

教
師
か
ら
の
積
極
的
な
介
入

→
他
者
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
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1）
学
校
に
お
け
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス

教
育
・
福
祉
・
医
療
な
ど
の
他
機
関
が
連
携
・
協
働
し
、
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
若
者

2)
リ
ア
ル
・
ワ
ー
ル
ド
で
の
経
験
を
基
盤
と
し
た
教
育
内
容

子
育
て
で
の
経
験
が
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
学
び
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識

（
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
：

C
TS

）

3)
支
援
者
・
教
師
と
被
支
援
者
・
生
徒
と
の
間
の
信
頼
関
係
の
構
築

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

, ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
加
え
て

, 教
員
に
よ
る
積
極
的
な
働
き

か
け
に
よ
る
支
援
（
介
入
）

ま
と
め
と
日
本
へ
の
示
唆

学
校
か
ら
仕
事
へ
の
移
行
支
援
に
関
わ
る
３
つ
の
要
素

Re
fe

re
nc

es
Al

be
rta

 E
du

ca
tio

n(
20

10
), 

Pr
og

ra
m

Ph
ilo

so
ph

y
an

d
R

at
io

na
le

C
ar

ee
ra

nd
Te

ch
no

lo
gy

St
ud

ie
s,

 A
B:

Ed
m

on
to

n

C
al

ga
ry

Bo
ar

d
of

Ed
uc

at
io

n(
20

15
), 

W
el

co
m

e
to

 L
ou

is
e 

D
ea

n:
 C

ou
rs

e
R

eg
is

tra
tio

n
G

ui
de

 S
ep

te
m

be
r2

01
6,

 
AB

:C
al

ga
ry

.

Si
m

ps
on

, B
., 

& 
C

ha
rle

s,
 H

.(2
00

8)
, T

en
-Y

ea
r L

on
gi

tu
di

na
l S

tu
dy

 o
f A

do
le

sc
en

t M
ot

he
rs

 a
nd

 T
he

ir 
C

hi
ld

re
n.

 
C

at
ho

lic
 F

am
ily

 F
ou

nd
at

io
n 

of
 C

al
ga

ry
 a

t L
ou

is
e 

D
ea

n 
C

en
tre

, A
B:

C
al

ga
ry

.

St
at

is
tic

s 
C

an
ad

a,
 2

02
0,

 E
du

ca
tio

n 
In

di
ca

to
rs

 in
 C

an
ad

a:
 A

n 
In

te
rn

at
io

na
l P

er
sp

ec
tiv

e 
20

20
.

Ta
yl

or
, A

., 
20

16
, V

oc
at

io
na

l E
du

ca
tio

n 
in

 C
an

ad
a,

 O
xf

or
d 

U
ni

ve
rs

ity
 P

re
ss

.

岡
部

敦
(2

02
2)

,「
カ

ナ
ダ

・
ア

ル
バ

ー
タ

州
に

お
け

る
早

期
離

学
問

題
へ

の
対

応
ー

カ
ル

ガ
リ

ー
市

教
育

委
員

会
の

取
り

組
み

ー
」

横
井

敏
郎

編
『

教
育

機
会

保
障

の
国

際
⽐

較
：

早
期

離
学

防
⽌

政
策

と
セ

カ
ン

ド
チ

ャ
ン

ス
教

育
』

勁
草

書
房

藤
原

瑞
穂

, ⼩
⻄

か
お

る
(2

01
2)

, 「
在

学
し

た
ま

ま
妊

娠
を

継
続

す
る

⼥
⼦

⾼
校

⽣
の

⼼
理

に
つ

い
て

の
エ

ス
ノ

グ
ラ

フ
ィ

ー
ー

学
校

と
地

域
の

専
⾨

職
へ

の
⾯

接
調

査
か

ら
ー

」
『

⽇
本

健
康

相
談

活
動

学
会

誌
』

Vo
l.7

 N
o.

1,
 p

p.
61

-7
0

⽂
部

科
学

省
(2

01
8)

,公
⽴

の
⾼

等
学

校
に

お
け

る
妊

娠
を

理
由

と
し

た
退

学
等

に
係

る
実

態
把

握
の

結
果

等
を

踏
ま

え
た

妊
娠

し
た

⽣
徒

へ
の

対
応

等
に

つ
い

て
（

通
知

）

○
石

嶺
ち

づ
る

(
愛

知
教

育
大

学
)

芦
沢

柚
香

(
筑

波
大

学
大

学
院

・
日

本
学

術
振

興
会

特
別

研
究

員
)

連
携

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
タ
イ
プ
3の

若
者
に
対
す
る
支
援
の
全
体
像

総
合
制
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

AT
C(
Ar
ea
 T
ec
hn
i
ca
l 
Ce
nt
er
)

(
総
合
制
ハ
イ

ス
ク
ー
ル

外
の
教
育
機

関
)

対
象

全
て

の
生

徒
(第

一
次

)
特

定
の

生
徒

(
第

二
次
)

課
題

を
抱

え
る

生
徒

(
第

三
次
)

特
定

の
生

徒
(
第

二
次
)

課
題

を
抱

え
る
生

徒
(
第

三
次
)

支
援

生
徒

達
の

現
在
籍

校

総
合
制
ハ

イ
ス
ク
ー
ル

オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
・

ス
ク
ー
ル

復
学
支
援

セ
ン
タ
ー

CT
E
(C
ar
ee
r 
an
d
 T
ec
hn
ic
al
 E
du
ca
ti
on
) 
に

対
す

る
強

い
期

待
(
S
h
u
me

r
,
 R

.
 D

.
, 
O
’

C
o
n
no

r
, 
P
.
 
J.

,
 &

 
Wi
t
h
i
ng

t
on

,
 C
.
 
2
01

7
)

CT
E科

目
(キ

ャ
リ
ア

・
ア

カ
デ

ミ
ー

/ 
テ

ッ
ク

・
プ
レ

ッ
プ

)

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
教
員
に
よ
る
支
援

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
支
援

テ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
教
員
(l
ab
-i
ns
tr
uc
to
rs
)に

よ
る
支
援

テ
ッ
ク
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
支
援

C
T
E
科

目

総
合
制
ハ

イ
ス
ク
ー
ル

の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー

オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
・
ス

ク
ー
ル
の

カ
ウ
ン
セ

ラ
ー

復
学
支
援

セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ

公
民

科

ア
メ
リ
カ
史

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・

ス
ク
ー
ル

キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト

(そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
)

表
1 
:ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
タ
イ
プ
3の

若
者
に
対
す
る
支
援
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ア
メ
リ
カ
の
公
立
学
校
に
お
け
る
多
様
性

*:
20
31
年
の
デ
ー
タ
は
予
測
値

表
2 
: 
公
立
初
等
・
中
等
教
育
に
お
け
る
入
学
者
の
比
率

(I
ns

ti
tu

te
 o

f 
Ed

uc
at

io
n 

Sc
ie

nc
es

 2
02

3)

ア
メ

リ
カ

ン
・

イ
ン

デ
ィ

ア
ン

/ア
ラ

ス
カ

・

ネ
イ

テ
ィ

ブ

1
% ア

ジ
ア
系

5
%

ア
フ
リ
カ

系 1
5
%

ヒ
ス
パ
ニ

ッ
ク
系

2
8
%

太
平
洋
諸

島
系

0
%

白
人

4
6
%

2
つ

以
上

の
人

種

5
%

20
21

ア
メ
リ
カ

ン
・
イ

ン
デ

ィ
ア

ン
/
ア

ラ
ス
カ
・

ネ
イ

テ
ィ
ブ

1
%

ア
ジ
ア
系

5
%

ア
フ
リ
カ

系 1
6
%

ヒ
ス
パ
ニ

ッ
ク
系

2
3
%

太
平
洋
諸

島
系

0
%

白
人

5
3
%

2
つ

以
上

の

人
種 2
%

20
10

ア
メ

リ
カ

ン
・

イ
ン

デ
ィ

ア
ン

/ア
ラ

ス
カ

・
ネ

イ

テ
ィ

ブ

1
%

ア
ジ
ア
系

6
%

ア
フ
リ
カ

系 1
4
%

ヒ
ス
パ
ニ

ッ
ク
系

3
0
%

太
平
洋
諸

島
系

0
%

白
人

4
3
%

2
つ

以
上

の
人

種

6
%

20
31
*

太
平
洋
諸
島
系
: 
四
捨
五
入
す
る
と
０

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
・
ギ
ャ
ッ
プ


白
人
生
徒
と
非
白
人
児
童
生
徒
の
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
・
ギ
ャ
ッ
プ
：


誰
に
対
す
る
支
援
の
充
実
が
必
要
か
?


黒

人
/ア

フ
リ
カ
系


ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
が
低
く
(2
01
9-
20

年
度
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
卒
業
率

8
1
%
、
20
21
年
度
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
中
退
率
：
5
.
9
%
)
、

貧
困
率
が
高
い
(
2
0
2
1
年
の
貧
困
率
3
1
%
 ;
 
I
E
S
 2
0
2
3
)


歴
史
的
に
ア
メ
リ
カ
社
会
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
か
ら
の
排
除
さ
れ
る
傾
向
が


ヒ
ス
パ

ニ
ッ
ク
系


ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
が
低
く
(
2
0
1
9
-
2
0年

度
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
卒
業
率
83
%
、
20
21

年
度
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
中
退

率
:
7
.
8
%
)
 、

貧
困
率
が
高
い
(
2
0
2
1
年
の
貧
困
率
2
3
%
 ;
 
I
E
S
 2
0
2
3
)

19
80

年
代

末
以

降
、
拡

大
傾

向
に
あ
る

参
考
：

•
20

19
年
度
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
卒
業
率

•
全
米
平
均
：

87
%
、
白
人
：

90
%

•
20

21
年
度
中
退
率
：

•
全
米
平
均
：

5.
2%

、
白
人
：

4.
1%

•
貧
困
率

(2
02

1年
)

•
全
米
平
均
：

17
%
、
白
人
：

10
%

非
白

人
教

員
(T

ea
ch

er
s 

Of
 C

ol
or

)に
対

す
る
期

待

非
白
人
教
員
に
対
す
る
期
待
 
(E
du
ca
ti
on

 T
ru
st
-n
ew
 Y
or
k 
20
17
) 
:

1.
非

白
人

児
童

生
徒

の
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
に

な
る

:

自
身

の
キ

ャ
リ

ア
(
学

校
生

活
と

職
業

等
)
に

つ
い

て
、

子
ど
も

達
に

語
る

こ
と

を
通

し
て

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

と
な

る

非
白

人
の

子
ど

も
に

と
っ

て
、

教
師

は
同

じ
人

種
等

で
大

卒
で

仕
事

に
就

い
て

い
る

唯
一

の
身

近
な

存
在

で
あ

る
こ

と
が

多
い

。

2.
非

白
人

児
童

生
徒

に
対

す
る

高
い

期
待

:
 
ア

チ
ー

ブ
メ

ン
ト

ギ
ャ

ッ
プ

を
縮

小
す

る


白

人
教

員
：

こ
の

子
は

非
白

人
だ

か
ら

、
こ

ん
な

難
し

い
内

容
が

理
解

で
き

る
わ

け
な

い


非

白
人

教
員

：
こ

の
子

だ
っ

て
、

や
れ

ば
で

き
る

(
こ

の
子

が
非

白
人

だ
か

ら
と

い
っ

て
、

難
し

い
内

容
が

理
解

で
き

な
い

と

決
め

つ
け

な
い

)
。

3.
白

人
教

員
と

非
白

人
児

童
生

徒
の

葛
藤

の
克

服
:
自

身
の

文
化

的
背

景
を

理
解

し
、

子
ど

も
達

と
学

校
の

架

け
橋

と
な

る

白
人

教
員

：
ど

う
し

て
ヒ

ス
パ

ニ
ッ

ク
系

の
子

ど
も

の
家

庭
は

こ
ん

な
に

頻
繁

に
学

校
を

欠
席

さ
せ

る
の

だ
ろ

う
？

ヒ
ス

パ
ニ

ッ
ク

系
教

員
：

そ
の

理
由

は
・

・
・

白
人

教
員

(
ヒ

ス
パ

ニ
ッ

ク
系

教
員

の
説

明
を

聞
い

て
)
：

な
る

ほ
ど

！
そ

う
い

う
文

化
的

背
景

が
あ

る
の

か
！

(
子

ど
も

や
家

庭
へ

の
眼

差
し

が
変

わ
る

)

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0%

生
徒

教
員

ア
ジ
ア
系

黒
人

/
ア
フ
リ
カ
系

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系

白
人

系

非
白

人
教

員
(
T
e
a
c
h
e
r
s
 
O
f
 
C
o
l
o
r
)
現

実

非

白
人

教
員

の
不
足


ア
メ
リ
カ
で
最

も
非

白
人

教
員

の
採

用
に
積

極
的

な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市


市
内
の
公
立
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
在
籍
す
る
非
白
人
の
生
徒
の
割
合
(2
02
2年

度
)
：
86
%


市
内
の
公
立
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
勤
務
す
る
非
白
人
教
員
の
割
合
(2
02
2
年

度
)
：4
2
%


南

部
諸

州
の

黒
人

/ア
フ
リ
カ
系

の
生

徒
に
と
っ
て
は


19

60
年
代
か
ら
続
い
て
い
る
不
平
等
の
問
題
(
F
e
n
w
i
c
k
 2
0
2
2
)

表
3
 :
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
け
る

生
徒
-
教
員
の
人
種
比
率

(2
02
2)

4
2
%

8
6
%
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非
白
人
教
員
増
加
方
策

(E
du
ca
ti
on
 T
ru
st
-n
ew
 Y
or
k 
20
17
)

1
.

教
員

養
成
 
:
 
t
e
a
c
h
e
r
s
 a
n
d
 l
e
a
d
e
r
s
 o
f
 
c
o
l
o
r
の

候
補

者
の

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

を
太

く
す

る


ハ

イ
ス

ク
ー

ル
か

ら
始

め
る

:


教

職
の

キ
ャ

リ
ア

・
パ

ス
ウ

ェ
イ

の
整

備


大

学
生

に
対

す
る

ア
プ

ロ
ー

チ
:


教

員
養

成
の

奨
学

金
制

度
や

見
習

い
訓

練
制

度
の

充
実


学

校
で

働
く
準

専
門

職
、

学
習

支
援

員
、

そ
の

他
の

学
校

職
員
:


教

職
に

就
く
た

め
の

パ
ス

ウ
ェ

イ
の

創
設

2
.

教
員

採
用
 
:
 学

区
単

位
で

の
教

員
採

用
シ

ス
テ

ム
の

改
善

3
.

現
職

支
援
(
キ

ャ
リ

ア
の

高
度

化
含

む
)


非

白
人

教
員

の
労

働
環

境
の

改
善


非

白
人

教
育

関
係

者
の

コ
ー

ホ
ー

ト
を

組
織

し
、

コ
ー

ホ
ー

ト
に

対
す

る
支

援
の

提
供


非

白
人

教
育

関
係

者
の

メ
ン

タ
ー

制
度

の
充

実
と

キ
ャ

リ
ア

・
ラ

ダ
ー

の
確

立

P-
TE
CH
：
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
た
若
者
の
た
め
の
ST
EM
プ
ロ
グ
ラ
ム

(P
a
t
h
w
a
y
s
 
i
n
 
t
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
e
a
r
l
y
 
c
o
l
l
e
g
e
 
h
i
g
h
 
s
c
h
o
o
l
)

•
6年

一
貫
プ
ロ
グ
ラ
ム
:第

9学
年
か
ら
第
14
学
年
(ハ

イ
ス
ク
ー
ル
か
ら
2年

制
カ
レ
ッ
ジ
)

•
生
徒
に
は
職
場
学
習
(W
or
k 
Ba
se
d 

Le
ar
ni
ng
)の

機
会
が
与
え
ら
れ
る

•
生
徒
は
カ
レ
ッ
ジ
の
単
位
を
60
単
位
(準

学
士
取
得
に
必
要
)ま

で
取
得
で
き
る

•
学
費
等
は
無
償

ハ
イ
ス
ク
ー
ル

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
科
目
の
速
習

州
統
一
テ
ス
ト
の
受

職
業
教
育
科
目
の
履
修

カ
レ
ッ
ジ

カ
レ
ッ
ジ

見
学
/

準
備

は
じ
め
て
の

カ
レ
ッ
ジ
科

目
の
履
修

カ
レ
ッ
ジ
の
共
通
教

育
科
目
の
履
修

カ
レ
ッ
ジ
の
専
門
科
目

の
履
修

Co
ll
eg
e/
ca
re
er
 t
ra
ns
it
io
n 

su
pp
or
t

仕
事

(
W
B
L
)

発
見
と
気
づ
き
:

•
職
場
見
学

•
職
業
人
講
話

•
職
業
人
に

よ
る
メ
ン
タ

ー
制
度

探
索
と
訓
練

•
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ

•
有
償
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

出
典

：
R
o
s
e
n
 
,
R
.
 
e
t
 
a
l.
(2
02
0)
、
p.
8 

1
.

非
白

人
校

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
 
:


多

く
の

実
践

校
の

校
長

は
p
r
i
n
c
i
p
a
l
s
 o
f
 c
o
l
o
r


多

様
性

の
あ

る
教

員
集

団
を

作
る

こ
と

を
試

み
る

傾
向

が
あ

る

2
.

教
員

採
用

に
お

け
る

潜
在

的
な

リ
ソ

ー
ス


多

く
の

実
践

校
は

学
校

内
学

校
(
s
c
h
o
o
l
s
 w
i
t
h
i
n
 s
c
h
o
o
l
s
)


校

長
は

す
で

に
P
-
T
E
C
Hに

つ
い

て
理

解
の

あ
る

教
職

員
を

採
用

す
る

こ
と

が
で

き
る


連

携
校

で
働

く
教

員
の

移
籍


連

携
校

の
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
や

学
校

職
員

の
活

用

3
.

メ
ン

タ
ー

制
度

の
活

用
を

通
し

た
多

様
化

の
促

進
:


ハ

イ
ス

ク
ー

ル
生

活
を

通
し

て
、

生
徒

が
多

様
な

大
人

と
関

わ
る

機
会

を
創

設
す

る
手

段
と

し
て

、
連

携
企

業
に

よ
る

メ
ン

タ
ー

制
度

を
活

用


実
践

校
校

長
の

コ
メ

ン
ト


ヒ

ス
パ

ニ
ッ

ク
系

の
生

徒
に

と
っ

て
、

ヒ
ス

パ
ニ

ッ
ク

系
の

メ
ン

タ
ー

に
つ

く
こ

と
は

有
益

で
あ

る
。

な
ぜ

な
ら

、
メ

ン
タ

ー
か

ら
自

身
の

キ
ャ

リ
ア
(学

校
生

活
を

含
む
)
に

つ
い

て
聞

く
こ

と
が

で
き

る
か

ら
だ

。
(
L
i
t
o
w
&
 
K
e
l
l
e
y

2
0
2
1
)

P
-T
EC
H
実

践
校

に
お

け
る

教
員

多
様

化
戦

略
(
L
i
t
o
w
&
 K
e
l
l
e
y
 2
0
2
1
)

表
4：

NY
C 
P-
TE
CH
実
践
校
に
お
け
る
生
徒
-教

員
の

人
種
・
民
族
構
成
別
在
籍
比
率
(2
02
2)

(N
YC
 D
OE
 2
02
3,
 N
YC
 D
OE
 2
02
2)

4
2
%

(
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
市

の
ハ
イ

ス
ク

ー
ル

で
勤
務

す
る

非
白

人
教
員

比
率
)

8
6
%

(ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク

市
全
体

の
ハ
イ

ス
ク

ー
ル
に
在

籍
す
る

非
白

人
生
徒
比

率
)

ア
ジ

ア
系

生
徒

ア
フ

リ
カ

系
生

徒

ヒ
ス

パ
ニ

ッ
ク

系
生

徒

白
人

生
徒

白
人

教
員

ヒ
ス

パ
ニ

ッ
ク

系
教

員

ア
フ

リ
カ

系
教

員

ア
ジ

ア
系

教
員

0
%

1
0%

2
0%

3
0%

4
0%

5
0%

6
0%

7
0%

8
0%

9
0%

1
00

%

生
徒

教
員

生
徒

教
員

生
徒

教
員

生
徒

教
員

生
徒

教
員

生
徒

教
員

生
徒

教
員

P
-
T
E
C

H
E
n
e
rg

y 
T
e
ch

H
.E

.R
.O

.
In

w
o
o
d 

E
C

 f
o
r

H
e
al

th
 a

n
d

In
fo

rm
at

io
n

T
e
c
h
no

lo
gy

M
E
C

A
B

-T
E
C

H
C

it
y 

P
o
ly

te
c
h
n
ic

 H
S

o
f 

E
n
gi

ne
e
rr

in
g,

A
rc

hi
te

ct
u
re

, 
an

d

T
e
c
h
n
o
lo

gy

ア
ジ

ア
系

黒
人

/
ア

フ
リ

カ
系

ヒ
ス

パ
ニ

ッ
ク

系
白

人
系
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本
報
告
を
踏
ま
え
た
日
米
比
較

•支
援
を
担
う
人
材
(特

に
教
員
)
の
確
保

•
教
員
採
用
に
関
す
る
校
長
の
裁
量
権
が
影
響
し
て
い
る

•
日

本
：

大
き

く
な

い

•
ア

メ
リ

カ
：

大
き

い

•
学
校
に
お
け
る
教
員
の
多
様
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
寄
与

•
教
員
養
成
に
関
す
る
教
育
委
員
会
の
関
与
(本

発
表
で
は
十
分
に
言
及
し
て
い
な
い
)

•
日

本
：

限
定

的

•
ア

メ
リ

カ
：

都
市

部
で

は
積

極
的

に
関

わ
っ

て
い

る
(
教

員
レ

ジ
デ

ン
シ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

)

•
地
域
の
教
育
課
題
の
解
決
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
持
つ
教
員
の
育
成
が
可
能
？

引
用
文
献

•
Ed

uc
at

io
n 

Tr
us

t
-N

ew
 Y

or
k(

20
17

) 
Se

e 
Ou

r 
Tr

ut
h.

 E
du

ca
ti

on
 T

ru
st

-N
ew

 Y
or

k

•
Fe

nw
ic

h,
 L

.T
.(

2
02

2)
Ji

m 
Cr

ow
’

s 
Pi

nk
 S

li
p.

 
H
a
r
v
a
r
d
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
P
r
e
s
s

•
In

st
it

ut
e 

of
 E

d
uc

at
io

n 
Sc

ie
nc

es
(2

02
3)

 
Re

po
rt

 o
n 

th
e 

Co
nd

it
io

n 
of

 E
du

ca
ti

on
 2

02
3.

In
st

it
ut

e 
of

 E
du

ca
ti

on
 S

ci
en

ce
s

•
Li

to
w,

 S
. 

S.
, 

& 
Ke

ll
ey

, 
T.

(2
02

1)
Br

ea
ki

ng
 B

ar
ri

er
s:

 H
ow

 P
-T

EC
H 

SC
HO

OL
S 

Cr
ea

te
 a

 P
at

hw
ay

Fr
om

 H
ig

h 
Sc

ho
ol

 t
o 

Co
ll

eg
e 

an
d 

Ca
re

er
. 

Te
ac

he
rs

 C
ol

le
ge

 P
re

ss
.

•
N
e
w
 
Y
o
r
k
 
C
i
t
y
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 
o
f
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
(
2
0
2
2
)
 2
01

7-
18

 2
02

1-
22

 D
em

og
ra

ph
ic

.

•
N
e
w
 
Y
o
r
k
 
C
i
t
y
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 
o
f
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
(
2
0
2
2
)
 R
ep

or
t 

on
 S

ch
oo

l-
Ba

se
d 

St
af

f 
De

mo
gr

ap
hi

cs
.

•
Ro

se
n,

 R
. 

et
 a

l.
. 

Br
id

gi
ng

 t
he

 S
ch

oo
l-

to
-W

or
k 

Di
vi

de
 I

nt
er

im
 I

mp
le

me
nt

at
io

n 
an

d 
Im

pa
ct

Fi
nd

in
gs

 f
ro

m 
Ne

w 
Yo

rk
 C

it
y’

s 
P-

TE
CH

 9
-1

4t
h
Sc
ho
ol
s.

 
M
D
R
C
.
 
2
0
2
0
.

ht
tp

s:
//

ww
w.

md
rc

.o
rg

/s
it

es
/d

ef
au

lt
/f

il
es

/P
-T

EC
H_

Re
po

rt
_2

02
0.

pd
f
 (

ac
ce

ss
ed

 J
un

e 
15

, 
20

23
)

•
佐

藤
仁

(
2
0
1
9
)
 
「

ア
メ

リ
カ

に
お

け
る

教
員

養
成

と
採

用
の

関
係

ー
教

員
採

用
の

実
態

と
教

員
レ

ジ
デ

ン
シ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
観

点
か

ら
」

、
福

岡
大

学
『

福
岡

大
學

人
文

論
叢

』
、

5
0
巻

4
号

、
p
p
.
9
6
1
-
9
7
8

•
Sh

um
er

, 
R.

 D
.,

 
O’

Co
nn

or
, 

P.
 J

.,
 &

 
Wi

th
in

gt
on

, 
C.

 (
20

17
) 

Pu
bl

ic
 E

du
ca

ti
on

, 
Ca

re
er

 a
nd

Te
ch

ni
ca

l 
Ed

uc
at

io
n,

 a
nd

 D
ro

po
ut

 P
re

ve
nt

io
n 

: 
A 

Na
ti

on
al

 D
ro

po
ut

 P
re

ve
nt

io
n 

Ce
nt

er
/

Ne
tw

or
k 

Wh
it

e 
Pa

pe
r.

 
N
a
t
i
o
n
a
l
 
D
r
o
p
o
u
t
 
P
r
e
v
e
n
t
i
o
n
 
Ce

nt
er

/ 
Ne

tw
or

k 
at

 C
le

ms
on

 U
ni

ve
rs

i
t
y
.

バ
ル

ネ
ラブ

ル
な

⽣
徒

とは
•学

校
や

社
会

に
排

除
され

る
リス

クの
⾼

い
⼦

ども
な

ど
→

イギ
リス

の
場

合
、特

別
な

教
育

的
ニー

ズ
（

Sp
ec

ia
l E

du
ca

tio
na

l
Ne

ed
s:

 S
EN

）
、無

料
給

⾷
（

FS
M

）
な

ど、
その

脆
弱

性
ゆ

え
に

地
⽅

当
局

や
学

校
か

ら公
的

な
⽀

援
を

受
け

る
⽣

徒
→

⾝
体

的
SE

Nは
除

き
、⾏

動
的

・感
情

的
・社

会
的

困
難

（
BE

SD
）

や
、い

わ
ゆ

る
問

題
⾏

動
の

多
い

（
ch

al
le

ng
in

g）
な

⽣
徒

や
社

会
的

養
護

（
Lo

ok
ed

 a
fte

r 
Ch

ild
re

n:
 L

AC
)な

ど、
地

⽅
当

局
の

⽀
援

を
受

け
る

「困
難

を
抱

え
る

（
Ch

ild
re

n 
in

 N
ee

d、
以

下
in

 N
ee

dの
⽣

徒
）

」児
童

⽣
徒

全
般

•こ
こで

は
、特

に
義

務
教

育
段

階
で

、停
・退

学
の

リス
クの

⾼
い

グ
ル

ー
プ

を
取

り
上

げ
る



－ 48 －

●
SE

Nサ
ポ
ー
ト
や
無

料
給
⾷
、
エ
ス
ニ
シ

テ
ィ
（
カ
リ
ビ
ア
ン
、

移
動
⺠
族
等
）
に

よ
っ
て
退
学
率
が
⾼

く
な
る
。

●
社
会
的
養
護
は
退

学
率
は
低
い
が
、
停

学
率
は

1割
を
超
え
る
。

●
停
・
退
学
の
リ
ス

ク
要
因
は
複
合
的
で

あ
り
、
リ
ス
ク
要
因

が
重
な
る
ほ
ど
⾼
い

H
M

SO
, 2

01
9:

 3
1の

表
3よ

り
。
出

典
は
教

育
省
の

調
査
で

あ
る
。

ht
tp

s:/
/w

w
w.

go
v.

uk
/g

ov
er

nm
en

t/c
ol

le
ct

io
ns

/st
at

ist
ic

s-
ex

cl
us

io
ns

ht
tp

s:/
/w

w
w.

go
v.

uk
/g

ov
er

nm
en

t/c
ol

le
ct

io
ns

/st
at

ist
ic

s-
lo

ok
ed

-a
fte

r-c
hi

ld
re

n

⼀
般

の
⽣

徒
へ

の
キ

ャリ
ア

・ガ
イダ

ンス
と

バ
ル

ネ
ラブ

ル
な

⽣
徒

へ
の

キ
ャリ

ア
・ガ

イダ
ンス

•
キ

ャリ
ア

・ガ
イダ

ンス
に

は
キ

ャリ
ア

教
育

を
含

む
•

中
等

学
校

、学
校

とは
公

⽴
維

持
学

校
（

m
ai

nt
ai

ne
d 

sc
ho

ol
）

、ス
ペ

シ
ャル

・ス
クー

ル
（

特
別

⽀
援

学
校

、s
pe

ci
al

 s
ch

oo
l）

、ア
カデ

ミー
（

ac
ad

em
y）

を
指

す
。

•
メ
イ
ン
ス
トリ
ー
ム
の
学
校

全
員

共
通

の
キ

ャリ
ア

・ガ
イダ

ンス
→

学
校

が
責

任
を

持
つ

SE
N⽣

徒
の

キ
ャリ

ア
・ガ

イダ
ンス

→
地

⽅
当

局
との

連
携

•
ス
ペ
シ
ャル
・ス
ク
ー
ル

で
の

キ
ャリ

ア
・ガ

イダ
ンス

→
地

⽅
当

局
との

連
携

•
オ
ル
タ
ナ
テ
ィブ
学
習
機
関

（
Al

te
rn

at
iv

e
Pr

ov
is

io
n）

で
の

キ
ャリ

ア
・ガ

イダ
ンス

→
地

⽅
当

局
と

の
連

携

SE
N⽣

徒
の

キ
ャリ

ア
・ガ

イダ
ンス

に
関

わ
る

政
府

⽅
針

地
⽅

当
局

の
役

割
とし

て
、

SE
N⽣

徒
の

キ
ャリ

ア
・ガ

イダ
ンス

や
移

⾏
⽀

援
の

情
報

提
供

に
関

す
る

以
下

の
事

項
が

義
務

付
け

られ
て

い
る

（
20

14
年

SE
ND

実
施

規
則

）
。

•⼦
ども

・⻘
少

年
、保

護
者

が
国

や
地

⽅
で

利
⽤

可
能

な
リソ
ー
ス
や
⽀
援
に
つ
い
て
の

情
報
を
提
供

す
る

。
•個
々
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
と利

⽤
者
へ
の
説
明

を
⾏

う（
例

え
ば

、評
価

や
レ

ビュ
ー

へ
の

協
⼒

、ボ
ラン

タリ
ー

・セ
クタ

ー
で

提
供

され
る

サ
ー

ビス
を

含
む

、必
要

に
応

じた
追

加
⽀

援
サ

ー
ビス

に
関

す
る

指
導

な
ど）

。
•

移
⾏

の
準

備
の

た
め

の
情

報
や

ア
ドバ

イス
は

、⽣
徒

た
ち

に
直

接
提

供
す

る
。当

事
者

と
直

接
相

談
す

る
だ

け
で

は
な

く、
学

校
、⼤

学
、そ

の
他

の
義

務
教

育
後

プ
ロバ

イダ
ー

とも
、

教
育

とケ
ア

の
⾒

直
しの

た
め

に
相

談
を

⾏
う。

学
校
が
取
り組

む
こと
が
推
奨
さ
れ
る
キ
ャリ
ア
・ガ
イ
ダ
ン
ス

•⽣
徒

た
ち

の
仕

事
に

対
す

る
理

解
を

深
め

、就
労

へ
の

希
望

を
持

た
せ

る
こと

•職
業

プ
ロフ

ィー
ル

（
vo

ca
tio

na
l p

ro
fil

es
）

を
作

成
す

る
こと

•職
業

体
験

（
w

or
k 

ex
pe

rie
nc

e）
•⾒

習
い

教
育

訓
練

（
ap

pr
en

tic
es

hi
ps

）
ま

た
は

⻘
年

研
修

制
度

（
yo

ut
h 

tr
ai

ne
es

hi
ps

）
•⽀

援
付

（
su

pp
or

te
d）

イン
ター

ンシ
ップ

全
国

イン
クル

ー
ジ

ョン
推

進
チ

ー
ム

（
Na

tio
na

l D
ev

el
op

m
en

t T
ea

m
 fo

r 
in

cl
us

io
n）

リー
フレ

ット
よ

り
Na

tio
na

l D
ev

el
op

m
en

t T
ea

m
 fo

r 
in

cl
us

io
n 

(N
DT

i) 
ʻH

ow
 to

 s
up

po
rt

 y
ou

ng
 p

eo
pl

e 
w

ith
 s

pe
ci

al
 e

du
ca

tio
na

l n
ee

ds
 in

to
 w

or
k.̓
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⽀
援

付
イン

ター
ンシ

ップ
とは

•⽀
援

付
イン

ター
ン

シ
ップ

は
、特

に
ス

テ
ー

トメ
ン

トや
EH

Cプ
ラン

、学
習

困
難

評
価

（
LD

A）
の

⽣
徒

に
推

奨
され

る
計

画
的

職
業

学
習

プ
ログ

ラム
で

あ
る

。期
間

中
は

、英
語

や
数

学
の

資
格

取
得

の
機

会
も

設
け

られ
、個

別
の

学
習

プ
ログ

ラム
が

組
ま

れ
る

。期
間

は
最

低
6か

⽉
か

らで
、給

与
の

⽀
払

い
は

な
い

が
、プ

ロ
グ

ラム
終

了
後

に
有

給
雇

⽤
に

移
⾏

す
る

こと
が

出
来

る
。

•⾒
習

い
教

育
訓

練
や

⻘
年

研
修

制
度

との
違

い
は

、主
に

サ
ポ

ー
トの

⼿
厚

さで
あ

る
。ジ

ョブ
・コ

ー
チ

は
職

場
で

の
訓

練
の

ほ
か

に
職

場
外

の
学

習
に

も
関

わ
る

。ま
た

、⻘
年

研
修

制
度

よ
り期

間
が

⻑
く設

定
され

て
お

り、
⾒

習
い

教
育

訓
練

の
よ

うに
さま

ざ
ま

な
資

格
要

件
は

必
要

とさ
れ

な
い

。

専
⾨

家
との

連
携

－
ロン

ドン
A校

の
事

例
•A

校
で

は
継

続
的

に
問

題
⾏

動
の

あ
る

⽣
徒

に
対

し（
LA

C⽣
徒

に
限

定
しな

い
）

、複
数

機
関

に
よ

る
評

価
を

実
施

し、
⽀

援
の

必
要

性
に

つ
い

て
毎

週
の

イン
クル

ー
ジ

ョン
・

ミー
テ

ィン
グ

で
議

論
す

る
。

•⽀
援

と評
価

を
依

頼
す

る
第

三
者

機
関

は
、ソ

ー
シ

ャル
ケ

ア
、⼦

ども
・⻘

年
メン

タル
ヘ

ル
ス

・サ
ー

ビス
（

Ch
ild

 a
nd

 A
do

le
sc

en
t M

en
ta

l H
ea

lth
 S

er
vi

ce
s:

CA
M

HS
）

、ハ
ウン

ズ
ロー

区
ユ

ー
ス

・カ
ウン

セ
リン

グ
、⼼

理
学

専
⾨

家
、教

育
福

祉
⾏

政
、職

業
セ

ラピ
ス

ト、
⼼

理
セ

ラピ
ス

ト、
⾔

語
・ス

ピー
チ

セ
ラピ

ス
トな

どで
あ

る
。

多
様

な
ル

ー
トの

分
岐

•ル
ー
トと
して
の
多
様
性
の
提
⽰
→
実
質
的
な
複
線
教
育
と分

岐

•S
EN

で
な

い
⽣

徒
の

16
歳

時
点

で
の

進
路

決
定

率
が

95
％

、S
EN

⽣
徒

は
90

％
。特

に
SE

Nの
中

で
も

特
に

グ
レ

ー
ゾ

ー
ンの

⽣
徒

の
教

育
機

関
進

学
率

は
低

い
。

•訓
練

ル
ー

トで
は

⾒
習

い
訓

練
（

Ap
pr

en
tic

es
hi

ps
）

の
敷

居
は

⾼
く、

バ
ル

ネ
ラブ

ル
な

⼦
ども

た
ち

の
選

択
肢

とし
て

は
難

しい
。

•学
校

か
ら弾

か
れ

た
⽣

徒
た

ち
は

オ
ル

タナ
テ

ィブ
学

習
機

関
へ

転
学

す
る

が
、元

い
た

学
校

に
再

び
戻

る
こと

は
ほ

とん
どな

い
。
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ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
⽣
徒
の
受
⼊
れ
状
況

•
2
0
2
0
年
度
に
6
万
4,
56
4⼈

、
⽣
徒
1,
00
0⼈

あ
た
り

6.
5⼈

•
3
3
%
の
⽣
徒
は
就
学
経
験
な
し


就
学
は
国
内
に
居
住
す
る
全
て
の
⼦
ど
も

の
権
利
で
あ
り
義
務
（
教
育
法
典
）


97

%
が
就
学
、

3％
が
外
部
⽀
援
機
関


就
学
者
の

91
%
が
何
ら
か
の
⾔
語
⽀
援
を
受

け
て
お
り
、

70
%
が
「
外
国
語
を
⺟
語
と
す

る
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
⽣
徒
の
た
め
の
教
育
ユ

ニ
ッ
ト
」
（

UP
E2

A）
に
所
属

図
1

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
⽣
徒
の
就
学
先
（

DE
PP

, 2
02

2a
）

研
究
⽅
法

•2
0
2
3
年

3
⽉
に
、
パ
リ
郊
外
と
モ
ン
ペ
リ
エ
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実

施
対
象
者

所
属
機
関

内
容

場
所

⽇
付

時
間

A相
談
員

C
IO

Sa
in

tD
en

is
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

パ
リ

3⽉
13
⽇

60
分

B相
談
員

C
IO

Au
ln

ay
-s

ou
s-

bo
is

参
与
観
察

パ
リ

3⽉
14
⽇

45
分

C
相
談
員

C
IO

Au
ln

ay
-s

ou
s-

bo
is
（

所
⻑
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

パ
リ

3⽉
17
⽇

30
分

D
相
談
員

C
IO

M
on

tp
el

lie
r

C
en

tre
（
所

⻑
）

参
与
観
察

モ
ン
ペ
リ

エ
3⽉

17
⽇

60
分

E教
員

X中
学
校
（

Au
ln

ay
-s

ou
s-

bo
is
）

参
与
観
察

パ
リ

3⽉
14
⽇

15
0分

表
1

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
お
よ
び
参
与
観
察
の
対
象
者

組
織
連
携
に
よ
る
包
括
的
⽀
援
シ
ス
テ
ム

中
等
教
育
機
関

情
報
・
進
路
指
導

セ
ン
タ
ー

通
常
学
級

UP
E2

A

教
員
、
⽣
徒
指
導
専
⾨
員
な
ど

外
国
語
を
⺟
語
と
す
る
⽣
徒
お
よ
び
旅
⾏
者
の
⼦
ど

も
た
め
の
⼤
学
区
セ
ン
タ
ー
（

CA
SN

AV
）

早
期
離
学
対
策

窓
⼝
（

M
LD

S）
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
M

L）

⼀
次
的
⽀
援

⼆
次
的
⽀
援

三
次
的
⽀
援

国
⺠
教
育
⼼
理
相
談
員

診
断

振
り
分
け

ガ
イ
ダ
ン
ス

カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ

リ
ソ
ー
ス
と
研
修
の
提
供

「
学
級
活
動
」
に

お
け
る
権
利
と
義

務
の
憲
章
の
作
成

「
道
徳
・
公
⺠

科
」
に
お
け
る
差

別
と
の
闘
い
の
学

習

⼆
次
的
⽀
援
の

ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル

情
報
・
進
路
指
導
セ
ン
タ
ー
で
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

国
⺠
教
育
⼼
理
相
談
員
：

学
習
履
歴
に
関
す
る
⾯
談

相
談
員
＋
教
師
：
配
置
テ
ス
ト

（
フ
ラ
ン
ス
語
、
数
学
、
15
⾔
語
対
応
ブ
リ
ッ
ジ
テ
ス
ト
）

フ
ラ
ン
ス
語
圏

⾮
フ
ラ
ン
ス
語
圏

就
学
経
験
な
し

就
学
経
験
あ
り

就
学
経
験
な
し

就
学
経
験
あ
り

UP
E2

A-
NS

A／
早
期
離
学
対
策

窓
⼝

通
常
学
級
あ
る
い

は
UP

E2
A

UP
E2

A-
NS

A／
早
期
離
学
対
策

窓
⼝

UP
E2

A

国
⺠
教
育
⼼
理
相
談
員
：
通
常
学
級
へ
の
移
⾏
（
コ
ー
ス
選
択
）
に
向
け
た
⾯
談

通
常
学
級

振
り
分
け
委
員
会

振
り
分
け
委
員
会
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•
2
0
1
2
年
に
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
た
め
の
「
学
級
」
を
廃
⽌
し
、
通
常
学
級
に
所
属
し
た
上

で
フ
ラ
ン
ス
語
（
1
2時

間
）
や
⼀
部
教
科
を
学
ぶ
「
ユ
ニ
ッ
ト
」
に
再
編
成


標
準
定
員

15
名
、
最
⼤
で

1年
間
在
籍
（
就

学
経
験
な
し
の
場
合

2年
間
）


劇
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
動
作
を
発
話
練
習

に
結
び
付
け
る
こ
と
で
、
⾔
語
⾏
為
を
よ

り
よ
く
記
憶
さ
せ
る


⽣
徒
が
⺟
語
を
話
す
機
会
の
確
保
：
⾃
信

と
学
習
意
欲
の
向
上

図
1

X中
学
校
に
お
け
る
劇
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
⼀
場
⾯

①
昨
⽇
、
私
は
⾷
べ
ま
し
た
。
こ
れ

は
複
合
過
去
形
で
す

②
昨
⽇
、
私
は
⾷
べ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
半
過
去
形
で
す

③
今
⽇
、
私
は
⾷
べ
ま
す
。
こ
れ
は

現
在
形
で
す
。

④
明
⽇
、
私
は
⾷
べ
る
つ
も
り
で
す
。

こ
れ
は
未
来
形
で
す
。

U
P
E
2
A
に
お
け
る
⾔
語
指
導

•
国
⺠
教
育
⼼
理
相
談
員
に
よ
る
個
別
⾯
談
：
学
業
的
成
功
の
妨
げ
に
な
る
⽂
化
的
偏
⾒

や
⾔
語
に
関
わ
る
困
難
を
明
確
化
す
る

•
通
常
学
級
に
移
⾏
後
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
数
学
に
つ
い
て
各
2時

間
の
継
続
⽀
援

•
UP
E2
Aの

担
任
教
員
に
よ
る
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

•
卒
業
前
の
⾯
談
：
フ
ラ
ン
ス
語
を
習
得
し
て
い
れ
ば
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
ろ
う
コ
ー
ス

と
、
能
⼒
不
⾜
か
ら
ア
ク
セ
ス
が
難
し
い
コ
ー
ス
を
区
別
す
る

•
ネ
イ
テ
ィ
ブ
同
様
、
UP
E2
A出

⾝
者
の
4割

が
職
業
コ
ー
ス
に
進
学

•
UP
E2
A出

⾝
者
に
、
希
望
す
る
コ
ー
ス
選
択
の
優
先
権
を
付
与

中
学
校
に
お
け
る
連
携
に
基
づ
く
進
路
指
導

•移
⺠
の
⼦
ど
も
の
学
校
へ
の
ア
ク
セ
ス
保
障
を
⽬
的
に
、
19
75
年
に
各
⼤

学
の
教
員
養
成
施
設
に
付
設
さ
れ
る


多
様
化
し
た
任
務
を
⾔
語
教
育
に
収
斂
さ
せ
る
た

め
、
20
02
年
⼤
学
区
の
直
轄
機
関
と
な
る


リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
教
員
・
家
庭
に
対

す
る
教
材
や
情
報
を
提
供
す
る


学
⼒
を
診
断
す
る
配
置
テ
ス
ト
の
開
発


UP
E2
Aの

正
教
員
に
な
る
た
め
に
必
要
な
「
第
⼆

⾔
語
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
付
加
免
許
状
」
の

試
験
に
向
け
た
研
修

表
2

試
験
対
策
コ
ー
ス
と
試
験
内
容

C
A
S
N
A
V
（
⼤
学
区
セ
ン
タ
ー
）
の
役
割

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習

12
時
間

⼤
学
区
間
会
議
へ
の
参
加

3時
間

グ
ル
ー
プ
協
議
と
リ
ソ
ー
ス
の
共
有

18
時
間

授
業
観
察

3時
間

合
計

36
時
間

試
験
内
容

第
⼆
⾔
語
の
習
得
過
程
、
教
授
法
、
多
⾔

語
・
異
⽂
化
教
育
に
関
す
る
動
向
、
⾔
語
能

⼒
の
評
価
、
個
別
の
教
育
⽅
法
の
開
発
、
な

ど

•
UP
E2
Aの

教
員
と
相
談
員
の
連
携
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
指
導
と
進
路
指
導
の

両
輪
が
駆
動

•
「
最
初
の
対
話
者
」
に
よ
る
、
⽂
化
的
・
社
会
的
な
障
壁
を
除
去
し
よ
う
と
す
る

承
認
的
正
義
の
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

•
最
も
⽀
援
を
必
要
と
す
る
⼈
に
必
要
な
⽀
援
を
届
け
る
、
正
確
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト

•
CA
SN
AV
に
よ
る
間
接
⽀
援
が
、
直
接
⽀
援
の
質
を
保
証
す
る

•
UP
E2
Aの

設
置
が
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
増
加
に
追
い
つ
い
て
い
な
い

•
障
害
者
、
年
⻑
の
就
学
未
経
験
者
に
対
す
る
⽀
援
の
不
⾜

•
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
価
値
追
求
と
多
⾔
語
・
多
⽂
化
主
義
と
の
対
⽴

⽀
援
シ
ス
テ
ム
の
意
義
と
課
題
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参
考
：
フ
ラ
ン
ス
と
⽇
本
と
の
⽐
較
（

1）
⽐
較
の
視
点

フ
ラ
ン
ス

⽇
本

教
育
の
位
置
づ
け

権
利
で
あ
り
義
務
（
全
員
就
学
）

義
務
な
し
（
多
数
の
就
学
不
明
者
）

就
学
情
報
の
発
信

CA
SN

AV
に
よ
る
多
⾔
語
対
応

教
育
委
員
会
に
よ
る
温
度
差

ア
セ
ス
メ
ン
ト

⾯
談
、
学
⼒
テ
ス
ト
に
よ
る
配
属

な
し
（
居
住
地
の
学
校
に
配
属
）

就
学
場
所

UP
E2

A／
通
常
学
級

通
常
学
級
／
特
別
⽀
援
学
級

公
⽤
語
指
導

UP
E2

Aで
⼩
学
校
で
週

9時
間
、
中
学
校
で
週

12
時
間

「
特
別
の
教
育
課
程
」
で
の
取
り
出
し

指
導
／
約

3割
は
指
導
な
し

指
導
担
当
教
師

付
加
免
許
状
（
国
家
資
格
）
を
も
っ
た
専
任

教
師

⺠
間
資
格
（

20
23
年
に
国
家
資
格
化
）

／
有
資
格
指
導
者
の
不
⾜
／
多
く
が
⾮

常
勤
職
員

現
職
研
修

CA
SN

AV
で
系
統
的
に
実
施

国
に
よ
る
指
導
者
養
成
研
修

⺟
語
教
育

⼀
部
の
例
外
を
除
い
て
な
し

な
し

参
考
：
フ
ラ
ン
ス
と
⽇
本
と
の
⽐
較
（

2）
⽐
較
の
視
点

フ
ラ
ン
ス

⽇
本

進
路
指
導

教
師
と
専
⾨
職
に
よ
る
伴
⾛
⽀
援

通
常
学
級
の
教
師
に
よ
る
⽀
援

進
路
優
遇
措
置

UP
E2

A出
⾝
者
に
職
業
コ
ー
ス
の
学

科
選
択
に
お
い
て
ポ
イ
ン
ト
付
与

少
数
の
⾼
校
で
⼊
学
試
験
に
お

け
る
配
慮
措
置

連
携
体
制

UP
E2

A（
教
師
）
、
情
報
・
進
路
指

導
セ
ン
タ
ー
（
相
談
員
）
、

CA
SN

AV
の
緊
密
な
連
携

⽇
本
語
指
導
担
当
教
師
、
在
籍

学
級
担
当
者
、
学
校
管
理
者
の

三
者
の
連
携
が
不
⼗
分

財
源

国
家
予
算

各
⾃
治
体
予
算
（
財
源
不
⾜
）

A
c
a
d
é
m
i
e
 d
e
 
C
r
é
t
a
i
l
（

2
0
1
7
）
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M
o
d
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s
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i
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t
 
d
e
 s
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l
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d
e
s
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v
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s
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p
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e
s

n
o
u
v
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l
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n
t
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i
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s
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E
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ht
tp

:/
/c

as
na

v.
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cr
et

ei
l.

fr
/s

pi
p.

p
hp

?a
rt

ic
le

90
2 
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02

2.
4.

25
).

Ci
rc

ul
ai

re
 n

o 
20

12
-1

41
 d

u 
2-

10
-2

01
2.

Ci
rc

ul
ai

re
 n

o 
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12
-1

43
 d

u 
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10
-2

01
2.

D
E
P
P
 
=
 
D
i
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e
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t
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o
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d
e
 
l
’

év
al

ua
ti

on
, 

de
 l
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iv

e 
et

 d
e 

la
 p

e
rf
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nc
e 
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02
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).

 
No

te
 d
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nf
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N
o
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.
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7
,
 
D
E
P
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.
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P
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e
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al
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de
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Re
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st
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0
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1
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re
s 
, 

18
-3

.

K
y
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m
e
n
,
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0
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om
pa
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ti

ve
 S
t
u
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y
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f
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Su
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st
it

u
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Pe
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d
 
F
r
a
n
c
e:
 S
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d
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s
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s
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o
m
 
th
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Pe
rs
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ct

iv
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of
 S
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ia

l 
Ju

s
ti

ce
. 
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ll

ec
ti

on
 o

f 
Pa

pe
rs

 
of

 A
AS

VE
T 

20
20

 (
16

th
 C
on

fe
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nc
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in
 J

ap
an
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分
析

の
対

象
•
対
象
グ
ル
ー
プ

: 
①
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
な
ど
に
よ
り
公
⽤
語
指
導
等
の
必
要
な
者

•
対
象
州

: 
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州

（
以
下
、

BW
州
）

・
総
⼈
⼝
：
約

1,
11

3万
⼈

(2
02

1)

・
外
国
⼈
⼈
⼝

: 
約

18
2万

⼈
(2

02
1)

・
移
⺠
の
背
景
を
持
つ
者

: 
約

37
0万

⼈
(2

02
1)

⇒
連
邦
内
で

5番
⽬
の
割
合
（
総
⼈
⼝
⽐
）

(
K
u
h
n
k
e
2
0
2
1
)

•
⽅
法
：

関
連
資
料
を
⽤
い
た
⽂
献
調
査
に
加
え
、

20
23
年

6⽉
11
⽇
〜

15
⽇
に

ド
イ
ツ

BW
 州

に
お
い
て
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
含
む
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

B
W
州

に
お

け
る

三
段

階
の

⽀
援

の
概

要

〖
⼀
次
的
⽀
援
〗

〖
⼆
次
的
⽀
援
〗

〖
三
次
的
⽀
援
〗

・
「
多
様
性
の
教
育
」

・
教
育
計
画
に
お
け
る

主
要
な

6つ
の
観
点
の
１

つ 「
寛
容
さ
と
多
様
性
の

受
容
の
た
め
の
教
育
」

中
等
教
育
段
階
の
学
校

通
常
ク
ラ
ス

（
公
⽤
語
に
関
す
る
）

準
備
ク
ラ
ス

(V
or

be
re

itu
ng

kl
as

se
n)

キ
ャ
リ
ア
教
育

(B
er

uf
s-

un
d 

St
ud

ie
no

rie
nt

ie
r

un
g(

BO
RS

 / 
   

BO
GY

))

⾼
等
教
育
（
⼤
学
等
）

（
デ
ュ
ア
ル
な
）
職
業
訓
練
シ
ス
テ

ム

学
校
の
質
と
教
師
教
育

セ
ン
タ
ー

(Z
en

tr
um

 fü
r S

ch
ul

qu
al

itä
t 

un
d 

Le
hr

er
bi

ld
un

g)

若
者
雇
⽤
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

( Ju
ge

nd
be

ru
fs

ag
en

tu
r)

AV
du

al

Ko
oB

O-
Z

(K
oo

pe
ra

tiv
e

Be
ru

fs
or

ie
nt

ie
ru

ng
fü

r n
eu

 Z
ug

ew
an

de
rt

e)

当
該
機
関
は
、
雇
⽤
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、

ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
、
⻘
年
局
か
ら
構
成
さ

れ
る
。

地
域
諸
機
関
と
の
連

携

⼀
次

的
⽀

援

〖
⼀
次
的
⽀
援
〗

・
「
多
様
性
の
教

育
」

・
BW

州
教

育
計

画
に

お
け

る
主

要
な

6つ
の

観
点

の
１

つ
「

寛
容

さ
と

多
様

性
の

受
容

の
た

め
の

教
育

」

中
等
教
育
機
関

通
常
ク
ラ
ス


連

邦
レ

ベ
ル

: 「「
多多

様様
性性

のの
教教

育育
」」


19

80
年

頃
か

ら
、

⽅
向

性
は

「
ド

イ
ツ

⼈
へ

の
統

合
」

か
ら

「
移

⺠
の

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

の
保

護
」

へ
と

変
化

し
た

。
（

平
⾼

20
08

; 伊
藤

20
19

)


BBWW

州州
::  教教

育育
計計

画画
にに

おお
けけ

るる
「「

寛寛
容容

ささ
とと

多多
様様

性性
のの

受受
容容

のの
たた

めめ
のの

教教
育育

」」
（（

Bil
du

ng
für

 To
ler

an
zu

nd
 Ak

ze
pta

nz
vo

n V
iel

fal
t))」


こ

の
主

導
的

観
点

は
、

⾃
分

と
は

異
な

る
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
に

触
れ

る
こ

と
で

多
様

性
が

社
会

的
現

実
で

あ
る

こ
と

を
知

る
と

と
も

に
、

異
⽂

化
間

お
よ

び
諸

宗
教

間
な

ど
の

国
際

的
な

⽂
脈

に
お

け
る

異
な

る
⽴

場
や

対
⽴

に
関

し
て

、
対

話
を

重
視

し
た

平
和

的
な

⽅
法

で
対

処
す

る
た

め
の

能
⼒

の
獲

得
を

⽬
指

す
も

の
で

あ
る

。

三
次

的
⽀

援

〖
三
次
的
⽀
援
〗


連

邦
レ

ベ
ル

: 若
者

雇
⽤

エ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
( (JJuu

ggee
nndd

bbee
rruu

ffssaa
ggee

nntt
uurr

::JJBB
AA))

  


各
州

で
設

置
さ

れ
、

雇
⽤

エ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
(A

ge
ntu

r f
ür

 
Ar

be
it)

、
ジ

ョ
ブ

セ
ン

タ
ー

(Jo
bc

en
ter

)、
⻘

年
局

(Ju
ge

nd
am

t)
で

構
成

さ
れ

る
。


BW

州
:


5つ

の
地

域
に

は
事

務
所

（
“O

ne
-S

to
p-

Go
ve

rn
m

en
t”）

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。
⇒

⼀
⽅

で
、

多
く

の
若

者
雇

⽤
エ

ー
ジ

ェ
ン

シ
ー

は
事

務
所

を
持

た
な

い
“チ

ー
ム

”と
し

て
の

実
態

。


例
え

ば
、

エ
ス

リ
ン

ゲ
ン

（
Es

sli
ng

en
）

で
は

、
⻘

年
局

に
事

務
所

が
設

置
さ

れ
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
を

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
組

織
さ

れ
て

い
る

。
若

者
向

け
の

W
eb

サ
イ

ト
を

運
営

。

雇
⽤
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー

(A
ge

nt
ur

 fü
r 

Ar
be

it)

若
者
雇
⽤
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

( Ju
ge

nd
be

ru
fs

ag
en

tu
r)

ジ
ョ
ブ
セ
ン

タ
ー

(Jo
bc

en
te

r)

⻘
年
局

( Ju
ge

nd
am

t)



－ 54 －

三
次

的
⽀

援

〖
三
次
的
⽀
援
〗 雇
⽤
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー

(A
ge

nt
ur

 fü
r 

Ar
be

it)

若
者
雇
⽤
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

( Ju
ge

nd
be

ru
fs
ag

en
tu
r)

ジ
ョ
ブ
セ
ン

タ
ー

(Jo
bc

en
te

r)

⻘
年
局

( Ju
ge

nd
am

t)

He
rz

lic
h 

w
ill

ko
m

m
en

 |
 Ju

ge
nd

be
ru

fs
ag

en
tu

r L
an

dk
re

is 
Es

sli
ng

en
 (j

ug
en

d-
go

es
.d

e)

⼆
次

的
⽀

援


連
邦

レ
ベ

ル
: 第

⼆
⾔

語
と

し
て

の
ド

イ
ツ

語
(D

eu
tsc

h a
ls

Zw
eit

sp
ra

ch
e; 

DDaa
ZZ)


公

⽤
語

習
得

に
関

し
て

、
Da

Z教
育

の
重

要
性

が
連

邦
レ

ベ
ル

で
⽰

さ
れ

る
。


BW

州
: 公

⽤
語

取
得

の
た

め
の

準
備

ク
ラ

ス
に

お
け

る
指

導


⽣
徒

は
基

本
的

に
は

1年
の

⾔
語

教
育

を
公

⽤
語

の
準

備
ク

ラ
ス

で
受

け
る

。
・

中 中
等等

教教
育育

段段
階階

のの
学学

校校
：

VVKK
LL （

Vo
rb

ere
itu

ng
sk

las
se

n）
)

・
職職

業業
訓訓

練練
準準

備備
年年

：
VVAA

BBOO
（

Vo
rq

ua
lifi

zie
ru

ng
sja

hr
es

 
Ar

be
it/

Be
ru

f 
mi

t S
ch

we
rp

un
kt 

Er
we

rb
 vo

n 
De

uts
ch

ke
nn

tni
ss

en
）


そ

の
後

、
彼

ら
は

通
常

ク
ラ

ス
へ

と
移

⾏
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

学
校

種
に

応
じ

た
キ

ャ
リ

ア
教

育
（

BO
RS

／
BO

GY
）

を
受

け
る

こ
と

と
な

る
。

〖
⼆
次
的
⽀
援
〗

中
等
教
育
機
関

通
常
ク
ラ
ス

キ
ャ

リ
ア

教
育

(B
eru

fs-
un

d 
St

ud
ien

ori
en

ti
eru

ng
(B

OR
S 

/  
  BO

GY
))

Ko
oB

O-
Z

準
備
ク
ラ
ス

(V
KL

)

⼆
次

的
⽀

援

〖
⼆
次
的
⽀
援
〗

中
等
教
育
機
関

通
常
ク
ラ
ス

キ
ャ

リ
ア

教
育

( B
eru

fs-
un

d 
St

ud
ien

ori
en

ti
eru

ng
(B

OR
S 

/  
  BO

GY
))

Ko
oB

O-
Z

準
備
ク
ラ
ス

(V
KL

)


連

邦
レ

ベ
ル

: 雇
⽤

エ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
所

属
の

職職
業業

カカ
ウウ

ンン
セセ

ララ
ーー

（（
BBee

rruu
ffssbb

eerraa
tteerr

//iinn
））

にに
よよ

るる
⽀⽀

援援


職
業

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

は
学

校
に

も
⼀

定
期

間
滞

在
し

、
⽣

徒
に

対
し

て
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
。

（
場

合
に

よ
っ

て
は

、
職

業
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

担
当

教
諭

に
よ

る
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

も
実

施
さ

れ
る

。
）


各

地
域

の
雇

⽤
エ

ー
ジ

ェ
ン

シ
ー

に
出

向
き

、
職

業
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
及

び
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
受

け
る

場
合

も
あ

る
。

さ
ら

に
は

、
隣

接
の

職
業

情
報

セ
ン

タ
ー

（
BI

Z）
も

利
⽤

可
能

と
な

っ
て

い
る

。


BW

州
：

上
記

の
⽅

向
性

に
準

ず
る

か
た

ち
で

実
施

。

⼆
次

的
⽀

援

〖
⼆
次
的
⽀
援
〗

中
等
教
育
機
関

通
常
ク
ラ
ス

キ
ャ

リ
ア

教
育

( B
eru

fs-
un

d 
St

ud
ien

ori
en

ti
eru

ng
(B

OR
S 

/  
  BO

GY
))

Ko
oB

O-
Z

準
備
ク
ラ
ス

(V
KL

)


BW

州
: X

ギ
ム

ナ
ジ

ウ
ム

の
実

情


公
⽤

語
準

備
ク

ラ
ス

は
ウ

ク
ラ

イ
ナ

移
⺠

の
た

め
に

開
か

れ
て

お
り

、
基 基

本本
的的

にに
はは

、、
ドド

イイ
ツツ

語語
・・

英英
語語

・・
数数

学学
のの

みみ
を

取
り

扱
う

。 ⇒
通

常
ク

ラ
ス

へ
の

円
滑

な
移

⾏
こ

そ
が

最
⼤

の
⽬

的
。


希

望
が

あ
れ

ば
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
拒

む
こ

と
は

な
い

消
極

的
⽀

援
。 ⇒

キ
ャ

リ
ア

移
⾏

⽀
援

は
通

常
ク

ラ
ス

へ
移

⾏
し

て
か

ら
。

（
ド ド

イイ
ツツ

語語
習習

得得
ここ

そそ
が

、
彼

ら
の

キキ
ャャ

リリ
アア

形形
成成

をを
よよ

りり
よよ

いい
もも

のの
とと

すす
るる

[[＝＝
職職

業業
訓訓

練練
にに

際際
しし

たた
訓訓

練練
席席

のの
獲獲

得得
のの

]]たた
めめ

のの
最最

重重
要要

要要
素素

で
あ

る
と

い
う

考
え

。
）


キ

ャ
リ

ア
移

⾏
⽀

援
が

ほ
と

ん
ど

不
在

で
あ

る
状

況
に

対
し

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
担

当
教

師
は

彼
ら

に
対

し
て

可
能

で
あ

れ
ば

積
極

的
な

⽀
援

が
必

要
で

あ
る

と
も

考
え

て
い

る
。
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⼆
次

的
⽀

援
•KK

oooo
BBOO

--ZZ
  ((新新

移移
⺠⺠

のの
たた

めめ
のの

ココ
ーー

オオ
ププ

キキ
ャャ

リリ
アア

教教
育育

))
(K

oo
pe

ra
tiv

e 
Be

ru
fs

or
ien

tie
ru

ng
 fü

r n
eu

 Z
ug

ew
an

de
rte

n)

•
Ko

oB
O-

Zは
10

歳
か

ら
20

歳
ま

で
の

公
⽤

語
準

備
ク

ラ
ス

（
VK

Lも
し

く
は

VA
BO

）
を

対
象

と
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

⇒
通

常
ク

ラ
ス

を
対

象
と

し
た

Ko
oB

Oの
対

象
を

拡
⼤

し
た

実
践

で
あ

る
。

•
企

業
や

地
域

諸
機

関
と

の
連

携
に

よ
っ

て
、

⽣
徒

に
体

験
的

な
キ

ャ
リ

ア
形

成
⽀

援
を

提
供

す
る

。
•

こ
の

実
施

は
義

務
で

は
な

く
、

各
学

校
の

申
請

に
よ

る
。

•
連

邦
教

育
研

究
省

（
BM

BF
）

の
助

成
に

よ
っ

て
実

施
さ

れ
、

「
学

校
の

質
と

教
師

教
育

セ
ン

タ
ー

（
Ze

nt
ru

m
 fü

r S
ch

ul
qu

ali
tä

t u
nd

 L
eh

re
rb

ild
un

g：
ZS

L）
」

に
よ

っ
て

統
括

さ
れ

て
い

る
。

⇒
実

際
の

調
整

は
、

各
連

携
対

象
の

事
業

所
や

地
域

諸
機

関
と

実
施

校
の

間
で

⾏
わ

れ
る

。

⼆
次

的
⽀

援
•K

oo
BO

-Z
に

お
け

る
優

良
事

例
•

20
17

/1
8 

年
度

実
施

。
•

シ
ュ

ツ
ッ

ト
ガ

ル
ト

に
お

け
る

準
備

ク
ラ

ス
（

VK
L）

の
第

6・
7学

年
の

16
⼈

の
⽣

徒
が

参
加

し
た

。

•
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
：

学
校

の
図

書
室

の
新

設
⇒

⽣
徒

は
本

棚
や

図
書

室
の

レ
イ

ア
ウ

ト
を

作
成

。
⇒

そ
れ

に
際

し
、

市
⽴

図
書

館
な

ど
関

係
機

関
を

訪
問

。
•

こ
れ

ら
の

実
践

を
通

じ
て

⽣
徒

た
ち

は
、

家
具

職
⼈

、
イ

ン
テ

リ
ア

・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
、

図
書

館
司

書
な

ど
の

職
業

と
接

触
す

る
機

会
を

得
る

。
ht

tp
s:/

/w
w

w.
km

-
bw

.d
e/

ko
ob

o,
Ld

e/
St

ar
ts

ei
te

/In
fo

rm
at

io
n/

Be
st

+P
ra

ct
ice

ま
と

め
（

⼆
次

的
⽀

援
を

中
⼼

に
）

•
公

⽤
語

準
備

ク
ラ

ス
及

び
Ko

oB
O-

Zの
特

徴
と

課
題

•
公

⽤
語

準
備

ク
ラ

ス
を

個
別

の
対

象
と

し
た

“⼆
次

的
な

”キ
ャ

リ
ア

形
成

⽀
援

は
ほ

と
ん

ど
実

施
さ

れ
て

い
な

い
。

⇒
基

本
的

に
は

、
彼

ら
が

通
常

ク
ラ

ス
へ

移
⾏

し
た

後
に

、
⼀

般
的

な
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

受
け

る
こ

と
を

⽬
指

し
て

い
る

。
（

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
で

は
な

い
。

）
•

Ko
oB

O-
Zは

今
年

度
は

10
0を

超
え

る
場

所
で

の
実

施
が

予
定

さ
れ

て
い

る
よ

う
に

、
体

験
学

習
を

中
核

と
し

た
キ

ャ
リ

ア
形

成
⽀

援
の

広
が

り
を

み
せ

て
い

る
。

⇒
現

⾏
の

通
常

ク
ラ

ス
に

お
け

る
実

践
を

応
⽤

す
る

こ
と

で
導

⼊
で

き
る

可
能

性
。

•
し

か
し

な
が

ら
•

優
良

事
例

が
存

在
し

な
が

ら
も

、
そ

れ
ら

が
⼀

般
化

さ
れ

て
い

な
い

。
•

地
域

連
携

体
制

を
前

提
と

す
る

た
め

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

が
必

要
。

•
Xギ

ム
ナ

ジ
ウ

ム
へ

の
調

査
か

ら
は

、
学

校
に

よ
っ

て
は

Ko
oB

O-
Z 

を
実

施
す

る
た

め
の

学
校

予
算

の
確

保
が

容
易

で
は

な
い

こ
と

も
あ

る
。

参
考

⽂
献

•
伊

藤
亜

希
⼦

（
20
19

）
『

移
⺠

と
ド

イ
ツ

社
会

を
つ

な
ぐ

教
育

⽀
援

異
⽂

化
間

教
育

の
視

点
か

ら
』

九
州

⼤
学

出
版

•
平

⾼
史

也
（
2
0
1
8）

「
ド

イ
ツ

に
お

け
る

移
⺠

の
受

け
⼊

れ
と

⾔
語

教
育
―

ド
イ

ツ
語

教
育

を
中

⼼
と

し
て
―

」
『

⽇
本

語
教

育
』
13
8
号

、
pp
.4
3-
52

•
An
de
rs
so
n,
 M
.,
 L
en
z,
 J
. 
& 
Ne
um
a
nn
, 
M.
 (
20
18
) 
Mo
de
ll
ve
rs
uc
h 
zu
r 
Ne
ug
es

ta
lt
un
g 
de
s 
Üb
er
ga
ng

s 
vo
n 
de
r 
Sc
hu
le
 i
n

de
n 
Be
ru
f 
in
 B
ad
en
-W
ür
tt
em
be
rg
 A
bs
ch
lu
ss
be
ri
ch
t.
 P
ro
gn
os
 A
G.

•
Ku
hn
ke
, 
C.
 (
20
21
) 

Mi
gr
at
io
ns
hi
nt
er
gr
un
d 
–
Di
e 
zu

ge
wa
nd
er
te
 B
ev
öl
ke
ru
ng
 i
n 
Ba
de
n-

Wü
rt
te
mb
er
gZ
uw
an
de
ru
ng
sm
ot
iv
e 
u
nd
 d
ie
 w
ic
ht
ig
st
en
 H
er
ku
nf
ts
lä
nd
er
. 
St
at
is
ti
sc
he
s 
Mo
na
ts
he
ft
 B
ad
en
-

Wü
rt
te
mb
er
g 
6+
7/
20
21
.

•
Fö
rd
er
au
fr
uf
 v
om
 1

4.
04
.2
02
3 
Al
lg
em
ei

ne
 A
us
sc
hr
ei
bu
ng
 d
es
 Z
en
tr
um
s 
fü
r 
Sc
hu
lq
ua
li
tä
t 
un
d 
Le
hr
er
bi
ld
un
g 
(Z
SL
)

an
 B
il
du
ng
st
rä
ge
r 

zu
r 
Ei
nr
ei
ch
un
g 
vo
n 
Pr
oj
ek
ta
nt
rä
ge
n 
zu
r 
Fö
rd
er
un
g 
vo
n 
ne
u 
zu
ge
wa
nd
er
te
n 
Sc
hü
le
ri
nn
en
 u
nd

Sc
hü
le
rn
 i
m 
Ra
hm
en

 d
es
 P
ro
je
kt
s.

(h
tt
ps
:/
/w
ww
.k
m-
bw
.d
e/
si
te
/p
bs
-b
w-
km
-

ro
ot
/g
et
/d
oc
um
en
t
s_
E9
54
88
74
06
/K

UL
TU
S.
Da
ch
ma
nd
an
t/
KU
LT
US
/P
ro
je
kt
e/
KO
OB
O/
F%
C3
%B
6r
de

ra
uf
ru
f%
20
KO
OB
O-

Z%
20
ko
mp
ak
t%
20
20
23
-2
02
4.
pd
f)
 （

最
終

ア
ク

セ
ス

：
2
0
23
/
10
/
25

）

•
He
rz
li
ch
 w
i
l
l
k
o
m
m
e
n
 J
u
g
e
n
d
b
e
r
u
f
s
a
g
e
n
t
u
r
 L
a
n
d
k
r
e
i
s
 E
s
s
l
i
n
g
e
n
 (
j
u
ge
nd

-g
oe
s.
de
) 

（
最

終
ア

ク
セ

ス
：

2
0
23

/1
0
/2
5
）

•
Hi
er
 f
in
de
n 
Si
e 
Be
st
-P
ra
ct
ic
e-
Be
is
pi
el

e 
vo
n 
be
re
it
s 
du
rc
hg
ef
üh
rt
en
 P
ro
je
kt
en
.(
ht
tp
s:
//
ww
w.
km
-

bw
.d
e/
ko
ob
o,
Ld
e/
St
ar
ts
ei
te
/
In
fo
rm
at
io
n/
Be
st
+P
ra
ct
ic
e)
 （

最
終

ア
ク

セ
ス

：
2
0
23
/
10
/
25

）

•
Vo
rb
er
ei
tu
ng
sk
la
ss

en
 (
VK
L)
 -

Vo
rq
ua
li
fi
zi
er
un
gs
ja
hr
 A
rb
ei
t/
Be
ru
f 
mi
t 
Sc
hw
er
pu
nk
t 
Er
we
rb
 v
on

De
ut
sc
hk
en
nt
ni
ss
en
 (
VA
BO
) 
(h
tt
ps
:/
/w
ww
.s
ch
ul
e-
bw
.d
e/
th
em
en
-u
n
d-
im
pu
ls
e/
mi
gr
at
io
n-
in
te
gr
at
io
n-

bi
ld
un
g/
v
k
l
_
v
a
b
o
)
 （

最
終

ア
ク

セ
ス

：
2
0
23
/
10
/
25

）
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LQ
BT

の
権

利
保

障
先

進
国

と
し
て
の

デ
ン
マ
ー
ク


ILG

A-
Eu

ro
pe

: E
ur

op
ea

n 
Re

gi
on

 o
f t

he
 In

te
rn

at
io

na
l L

es
bi

an
, G

ay
, B

ise
xu

al
, T

ra
ns

 a
nd

 In
te

rs
ex

 A
ss

oc
ia

tio
n

指
標

カ
テ
ゴ
リ
ー


平
等
と
差
別


家
族
（
婚
姻
等
を
含
む
）


憎
悪
犯
罪
と
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ


法
的
性
別
承
認


性
分
化
疾
患

(in
te

rs
ex

)の
身
体
的
完
全
性


市
民
と
し
て
の
社
会
参
画
の
場


保
護
機
関
・
シ
ェ
ル
タ
ー

そ
の

一
方

で
厳

し
い
側

面
も
否

定
で
き
な
い


デ
ン
マ
ー
ク
福

祉
調

査
分

析
セ
ン
タ
ー
（

20
22

）
『
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
ゲ
イ
、
バ

イ
セ
ク
シ
ュ

ア
ル

、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

生
活

環
境

と
社

会
参

加
の

現
状

』


LG
BT

グ
ル

ー
プ
は

、
異

性
愛

者
全

体
と
比

較
し
て
、
管

理
職

（
10

％
：

14
％
）
お
よ
び
一
般
従
業
員

（
40

％
：

51
％
）
に
占
め
る
割
合
が
有
意
に
低
い
。
逆
に
、

LG
TB

グ
ル

ー
プ
の

失
業

者
率

は
有

意
に
高

い
（

8％
：

5％
）
。

経
済
的
困
窮
（
男
女
別
、
性
的
指
向
別
）

経
済
的
理
由
に
よ
り
、

こ
の

3年
の
間
に
普
通

の
生
活
が
で
き
な
く

な
っ
た

処
方
さ
れ
た
薬
が

買
え
な
か

っ
た

必
要
な
心
理
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た

過
去

4年
以
内
に
自
発

的
な
転
職
を
し
た
者

LG
BT

の
生

徒
に
対

す
る
支

援
の

全
体

像


コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
及

び
オ
ー
フ
ス
に
お
け
る
調

査
（

20
22

年
12

月
16

日
-2

2日
）に

基
づ
く
概

略
図

一
次
的
支
援

二
次
的
支
援

三
次
的
支
援

必
修

領
域

「
健

康
・
性

教
育

及
び
家

庭
教

育
（

su
nd

he
ds

-
og

se
ks

ua
lu

nd
er

vi
sn

in
g

og
fa

m
ili

ek
un

ds
ka

b）
」
を
通

し
た

共
通

理
解

の
醸

成


主

軸
と
し
て
の

教
員


民

間
組

織
に
よ
る

支
援

「
教

育
心
理
相
談
体
制
」

「
学

校
-社

会
部
局

-警
察
間
協
働
体
制
」

な
ど
の
既
存
の
公
的
支
援
体
制
の
活
用

民
間
組
織
に
よ
る
個
別
相
談
・

居
場
所
提
供
支
援

※
午
後
の
個
人
研
究
発
表

2（
藤
田
・
吉
川
）
で
詳
細
を
報
告
す
る
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一
次
的
支
援
の
中
核
と
し
て
の

必
修
領
域
「
健
康
・
性
教
育
及
び
家
庭
教
育
」


デ
ン
マ
ー
ク
子
ど
も
・
教
育
省

初
等
学
校
（

GR
UN

DS
KO

LE
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム


教
科
（

Fa
g）


芸

術

生

物

就

学
前

教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム


デ
ン
マ
ー
ク
語

（
国

語
）


第

二
言

語
と
し
て
の

デ
ン
マ
ー
ク
語


英

語

フ
ラ
ン
ス
語


物

理
・
化

学

地

理

歴

史


工

芸
・
デ
ザ

イ
ン


体

育


キ
リ
ス
ト
教


食

育


母
語

教
育


音

楽


自
然

・
技

術


公
民

（
市

民
科

）


ド
イ
ツ
語


必
修
領
域
（

Ob
lig

at
or

isk
e

em
ne

r）

交

通
安

全
教

育


健

康
と
性

教
育

及
び
家

庭
教

育
（

Su
nd

he
ds

-o
g 

se
ks

ua
lu

nd
er

vi
sn

in
g 

og
 fa

m
ili

ek
un

ds
ka

b）


進

学
と
仕

事
（
キ
ャ
リ
ア
教

育
，

Ud
da

nn
el

se
og

jo
b）

一
次
的
支
援
の
中
核
と
し
て
の

必
修
領
域
「
健
康
・
性
教
育
及
び
家
庭
教
育
」

第
1段

階
：

就
学

前
か

ら
3年

生
ま
で

第
2段

階
：

4年
生

か
ら

6年
生
ま
で

第
3段

階
：

7年
生

か
ら

9年
生
ま
で

健
康

と
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
健
康
と
幸
福
を
促

進
す
る
の
か
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

学
校
生
活
を
通
し
て
、
自
ら
の
健
康

と
幸
福
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

民
主
主
義
と
人
権
保
障
の
原
則
に

基
づ
い
て
、
自
己
及
び
他
者
の
健
康

と
幸
福
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
身

体
・

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
身
体
に
関
す
る
多
様

性
に
つ
い
て
、
自
分
自
身
の
生
活
に

基
づ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
身
体
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
多
様
性
を
分
析
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
身
体
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
に
関
す
る
規
範
や
権
利
を
社
会

的
な
視
点
か
ら
評
価
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

本
領
域
を
通
し
て
身
に
付
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能
力
（

Ko
m

pe
te

nc
eo

m
rå

de
t）

※
サ

ブ
領

域
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
身

体
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
に
関

す
る
資

質
・
能

力
観

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
身
体
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
能
力
領
域
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
身
体
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
、
人
々
の
自
己
認
識
と
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
重
要
な
側
面
で
あ
り
、
人
間
の
健
康
と
幸
福
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

身
体
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、
生
物
学
的
、
心
理
学
的
、
人
間
関
係
的
、
文
化
的
、
社
会
的
な
側
面
を
持
つ
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

ま
た
、
そ
れ
ら
は
人
々
の
生
活
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
側
面
で
あ
り
、
生
涯
を
通
じ
て
発
展
・
変
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
表
現
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
身
体
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
連
し
た
多
様
性
と
権
利
に
つ
い
て
の
指
導
は
、
こ
の
能

力
領
域
の
中
心
に
位
置
付
く
。
（

Bø
rn

e-
og

Un
de

rv
isn

in
gs

m
in

ist
er

ie
t, 

20
19

）

一
次
的
支
援
の
中
核
と
し
て
の

必
修
領
域
「
健
康
・
性
教
育
及
び
家
庭
教
育
」


全
て
の
教
育
活
動
を
通
し
た
実
践
と
学
校
行
事
型
実
践
と
の
融
合


全

て
の

教
育

活
動

を
通

し
た
実

践


学

校
行

事
型

実
践

: U
GE

 S
EX

（
年
頭
か
ら
数
え
て
第

6週
［
ウ
ー
・
セ
ッ
ク
ス
・

2月
］
）
に
お
け
る
集

中
的

実
践

学学
習習

教教
材材

資資
質質

能能
力力

各各
教教

科科
各各

テテ
ーー
ママ

担担
当当

教教
員員
のの
連連
携携

CF
U 

Da
nm

ar
k,

 S
SF

ko
m

pa
s(

ht
tp

s:/
/s

sf
ko

m
pa

s.d
k/

om
-s

sf
-k

om
pa

s/
) 

一
次
的
支
援
の
中
核
と
し
て
の

必
修
領
域
「
健
康
・
性
教
育
及
び
家
庭
教
育
」


鍵
と
な
る
民
間
組
織
と
の
連
携
、
支
援
提
供

教
師
用
指
導
資
料

教
材
（
動
画
資
料
・
読
み
物
教
材
等
）
配
信
サ
イ
ト

こ
の
サ
イ
ト
は
、
以
下
の
各

組
織
に
よ
っ
て
共
同

作
成

さ
れ

ま
し
た
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LG
BT

の
生

徒
に
対

す
る
支

援
の

全
体

像
－

今
後

の
研

究
課

題
－


コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
及

び
オ
ー
フ
ス
に
お
け
る
調

査
（

20
22

年
12

月
16

日
-2

2日
）に

基
づ
く
概

略
図

一
次
的
支
援

二
次

的
支

援

三
次

的
支

援

必
修
領
域
「
健
康
・
性
教
育
及
び
家
庭
教

育
」
を
通
し
た
共
通
理
解
の
醸
成


主
軸
と
し
て
の
教
員


民
間
組
織
に
よ
る
支
援

「
教

育
心

理
相

談
体

制
」

「
学

校
-社

会
部
局

-警
察
間
協
働
体
制
」

な
ど
の
既
存
の
公
的
支
援
体
制
の
活
用

民
間
組
織
に
よ
る
個
別
相
談
・

居
場
所
提
供
支
援

学 校

学 校 外 の 場

学
校
か
ら
離
学
（
卒
業
・
中
退
・
長
期
不
登
校
を

含
む
）
し
た
ま
ま
、
孤
立
・
疎
外
状
況
に
あ
る

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
は
？

移
行
に
関
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
を
担
う

「
基
礎
自
治
体
支
援
組
織
（

Ko
m

m
un

al
Un

ge
in

ds
at

s,
KU

I／
若

年
教

育
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
：

UU
の
後
継

組
織
）
」
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
役

割
は
？

課
題

1

移
民
で
あ
り

LG
BT

で
も
あ
る
「
二
重
の

バ
ル
ネ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
」
に
直
面
す
る
子
ど
も
・

若
者
へ
の
支
援
は
？

課
題

2

引
用

文
献

等
一

覧


Bø

rn
e-

og
Un

de
rv

isn
in

gs
m

in
ist

er
ie

t, 
EM

U:
 D

an
m

ar
ks

Di
gi

ta
le

Læ
rin

gs
po

rt
al

(G
RU

ND
SK

OL
E)

, 
ht

tp
s:/

/e
m

u.
dk

/g
ru

nd
sk

ol
e（

20
23

年
10

月
27

日
最
終
閲
覧
）


Bø

rn
e-

og
Un

de
rv

isn
in

gs
m

in
ist

er
ie

t(
20

19
) S

un
dh

ed
s-

og
se

ks
ua

lu
nd

er
vi

sn
in

g
og

fa
m

ili
ek

un
ds

ka
b

–
Læ

se
pl

an


CF

U 
Da

nm
ar

k,
 S

SF
ko

m
pa

s,
 h

ttp
s:/

/s
sf

ko
m

pa
s.d

k/
om

-s
sf

-k
om

pa
s/

 （
20

23
年

10
月

27
日
最
終
閲
覧
）


Eu

ro
pe

an
 R

eg
io

n 
of

 th
e 

In
te

rn
at

io
na

l L
es

bi
an

, G
ay

, B
ise

xu
al

, T
ra

ns
 a

nd
 In

te
rs

ex
 A

ss
oc

ia
tio

n,
 R

ai
nb

ow
 M

ap
 &

 
In

de
x,

 tt
ps

://
w

w
w.

ra
in

bo
w

-e
ur

op
e.

or
g/
（

20
23

年
10

月
27

日
最
終
閲
覧
）


Gr

ev
e,

 J.
, V

er
ns

tr
øm

, S
., 

An
de

rs
en

. M
, &

 T
ho

m
se

n,
 M

. (
20

22
) K

or
tlæ

gn
in

g
af

ho
m

o-
og

bi
se

ks
ue

lle
ss

am
t

tr
an

s-
pe

rs
on

er
sl

ev
ev

ilk
år

og
sa

m
fu

nd
sd

el
ta

ge
lse

, D
et

 N
at

io
na

le
Fo

rs
kn

in
gs

-o
g

An
al

ys
ec

en
te

rf
or

 V
el

fæ
rd


Se

x &
 S

am
fu

nd
(2

01
9)

 U
ND

HE
DS

-O
G 

SE
KS

UA
LU

ND
ER

VI
SN

IN
G 

O
G 

FA
M

IL
IE

KU
ND

SK
AB

 In
sp

ira
tio

n 
til

un
de

rv
isn

in
g

fra
0.

-9
. k

la
ss

e
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ババルルネネララブブルルなな生生徒徒・・中中途途退退学学者者等等にに対対すするる

学学校校かからら社社会会へへのの移移行行支支援援にに関関すするる国国際際比比較較 －－第第 2 次次報報告告－－

話題提供者：

司   会：

企 画 者：

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

立石 慎治 （筑波大学 教学マネジメント室）

才鴈 武也 （筑波大学 大学院人間総合科学学術院/日本学術振興会特別研究員） 
宮古 紀宏 （国立教育政策研究所 生徒指導・進路指導研究センター）

三村 隆男 （早稲田大学名誉教授）

峯 啓太朗 （筑波大学 大学院人間総合科学学術院

田中 光晴 （文部科学省 総合教育政策局）

石嶺 ちづる （愛知教育大学 教育科学系）

芦沢 柚香 （常磐大学 人間科学部）

岡部 敦 （清泉女学院大学 人間学部）

安里 ゆかし （筑波大学 大学院人間総合科学学術院/日本学術振興会特別研究員） 
白幡 真紀 （仙台大学 体育学部）

ライアン 優子 （静岡大学 国際連携推進機構）

京免 徹雄 （筑波大学 人間系）

高橋 洋行 （立正大学 社会福祉学部）

藤田 駿介 （流通経済大学 経済学部）

坂野 慎二 （玉川大学 教育学部）

藤田 晃之 （筑波大学 人間系）

吉川 実希 （筑波大学 大学院人間総合科学学術院）

藤田 晃之 （筑波大学 人間系）

藤田 晃之 （筑波大学 人間系）

企企画画趣趣旨旨

本シンポジウムでは、科学研究費補助金・基盤研究（A）を受けて進行中の国際比較研

究の第二次報告を行う。本研究は、日・韓・米・加・英・仏・独・丁抹の 8 カ国を対象

としつつ、学校適応上の困難を抱え、いじめや排斥の対象となりやすい生徒を対象とし

た、学校から社会への移行支援の在り方を探るための国際比較研究を実施するものであ

る。特に、①外国にルーツをもつなどにより公用語指導等の必要な者、②性的少数者、

③歴史的・社会的背景として出自・居住地・人種・民族等を理由にいじめや排斥等の対

象となる傾向が強い者を中核対象としている。

今回は、主として 2022 年度・2023 年度に実施した調査に基づきつつ、中等教育段階の

学校から離学・中退した生徒を対象とした介入型の支援（三次的支援）の在り方に焦点

を当てて成果を報告し、ディスカッションを行う。

日本キャリア教育学会第46回研究大会－会員企画シンポジウム４－　2024年10月20日
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日本におけるヴァルネラブルな状況に置かれた生徒への支援の在り方 

○立石 慎治 才鴈 武也 

（筑波大学図書館情報メディア系） （筑波大学大学院・日本学術振興会特別研究員） 

問題と目的・方法 

本報告は，日本において，中途退学等のリス

クという点でヴァルネラブルな状況に置かれた

生徒への支援の在り方について考察することを

目的とする。生徒が直面するヴァルネラブルな

状況は多種多様であるが，本報告では,外国にル

ーツをもつなどにより公用語指導等の必要な者，

性的少数者，歴史的・社会的な背景から出自・

居住地・人種・民族等を理由にいじめや排斥等

の対象となる傾向が強い者の３対象に着目する。 

目的を達成するため，政府機関及び自治体の

ウェブサイトに掲載されている公的文書の調査

並びに文献調査で収集した情報に基づき考察す

る。このとき，支援の三層構造のフレームワー

クを参照する。すべての生徒を対象として実施

されるヴァルネラブルな状況に関する正しい理

解と尊重を深化させるための「１次支援」，ヴァ

ルネラブルな状況に置かれた生徒を対象として

系統的・体系的に実施される学校から社会への

移行のための「２次支援」，ヴァルネラブルな状

況に起因して中途退学の可能性が高い生徒に対

して個別的に実施される危機介入的な「３次支

援」に弁別する。 

結果 

紙幅により詳細は割愛するが，三層構造に照

らせば，１次支援や２次支援は施策として対応

されつつあるが，中途退学の可能性が高い生徒

に向けた３次支援については，限定的である。

加えて，学校以外のアクターによって供給され

る，中途退学した元高校生を対象とする施策も

存在はするが，特定自治体が実施しているもの

であるなど希少な部類に属する。すなわち，学

校においては特定属性を備えたハイリスクな状

態にある生徒への特別の対応が必ずしも制度化

されているわけではない。また，中途退学後の

支援が全国遍く施策化されているわけではなく，

ヴァルネラブルな状況に置かれた生徒のヴァル

ネラビリティを低減させる公的な仕組みには改

善の余地がある。 

考察 

ただし，これは何も対応がなされていないこ

とは意味しない。中途退学の予防に積極的な学

校等でなされている取組の対象に，結果的にヴ

ァルネラブルな状況にある生徒が含まれること

はありうる。あくまで，ヴァルネラブルな状況

に置かれやすい属性を直接的に施策対象として

いるかという点からの調査であることに留意が

要る。この，ヴァルネラビリティを捉える際の

『属性主義』的なパースペクティヴが今後の課

題であろう。公用語指導を例にとれば，臼井ほ

か（2016）は日本と英米豪を比較するなかで他

国では「学力調査の結果を用いて言語力の成熟

度を図っていることから，言語力の育成は，「外

国人」や「移民」といった属性に起因する固有

の教育課題とはみなされていない」ことを指摘

している。つまり，あくまで「公用語指導が必

要なもの」とは日本の「外国籍か否か」ではな

く，言語力育成支援が必要なものとして捉えら

れている。このように，３つの対象が直面する

リスクの在りようを捉え，そうした者たちが抱

えさせられているヴァルネラビリティとは何か，

支援の必要性を生じせしめているものは何かを

問うべきであることが示唆される。 

引用・参考文献 

臼井智美・佐藤博志・鞍馬裕美・末松裕基・照

屋邦大 2016 日本と英豪米における移民教

育政策の分析枠組み―言語習得と学力保障の

教育施策に着目して― 学校経営研究 4411，

33-47.

パトリシア・ヒル・コリンズ・スルマ・ビルゲ 

2021 インターセクショナリティ 人文書院． 
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バルネラブルな生徒等の支援人材としての進路進学相談教師制度 

三村隆男 峯啓太朗  田中光晴     〇宮古紀宏 

（早稲田大学） （筑波大学大学院） （文部科学省） （国立教育政策研究所） 

問題と目的 

児童の権利に関する条約第 28 条１－（ｄ）に

「すべての児童に対し、教育及び職業に関する

情報及び指導が利用可能であり、かつ、これら

を利用する機会が与えられるものとする」とあ

り、キャリア形成の支援はあらゆる子どもたち

に求められる。こうした機能を果たす人材は、

専門職のカウンセラーが携わる場合が多いが、

日本のように教師が担っている国もある。韓国

では、カウンセラーと教師の双方の特性を生か

した「進路進学相談教師」制度が機能している。 

ここでは、バルネラブルな子どもへのキャリ

ア形成支援人材の可能性と「進路進学相談教師」

制度の成立、特徴、機能について整理し、今後

の支援の在り方について検討していく。

方法 

韓国の進路教育の進展の中での「進路進学相

談教師」制度を捉え、文献調査及び「進路進学

相談教師」への聞き取り調査を通し、今後のバ

ルネラブルな子どもへのキャリア形成支援の可

能性を検討する。

結果 

1．進路教育の充実と進路進学相談教師の配置

キャリア形成を支援する教育は、「生涯進路開

発活性化５年（2007～2011）計画と「進路教育

総合計画（2009～2013）」によって本格的に着手

された。2009 年改正の教育課程に「進路と職業」

が導入されたと同時に。その科目を指導する人

材が求められた。同教育課程が適用された 2011

年に「進路進学相談教師」制度がスタートした。

ここでは新たな人材を制度化するのではなく、

既存の学校教師が 600 時間の進路進学相談教師

副専攻資格研修を受講して有資格者となった。

これに伴い「教員資格検定令施行規則」第 2条

第 2項が改正され、教師資格証掲載科目「進路

進学相談」が新設された。2015 年に定められた

進路教育法は、すでに進められている進路教育

の法律的な根拠となり、進路進学相談教師は法

的に位置付けられた。 

2.進路進学相談教師の役割の拡大

2016 年から中学校で自由学期制が全面導入

され、進路教育法上で強調されている体験を中

心とした進路教育が行われることになり、進路

進学相談教師の役割と範囲が学校内から学校外

へと拡張・強化された。 

進路教育法施行令により、①中学・高校の進

路進学相談教師は、担当科目表示が進路進学相

談である教師資格証を保有した教師を配置し、

②学校当たり 1名以上を配置しなければならな

い（規模により巡回勤務も可能）、③補職教師と

して配置できる、などの進路進学相談教師の規

定が存在する。

2023 年に策定された「進路教育活性化計画

（2023～2027）」では、外国にルーツがある生徒

や脱北青少年、学校外青少年に対する進路指導

の充実が盛り込まれ、進路教育の対象をバルネ

ラブルの生徒に拡大する動きが確認できる。

考察 

韓国も日本と同様に、生徒指導、進路指導に

おいて、教科教育を並行してそれぞれの教育課

程をマネジメントし、相談教務を担当する専門

相談教師が存在したが、学校教育における相談

教師は 1950 年代に「教導教師」という名称で初

めて導入され、1990 年代の一時期には「進路相

談教師」と呼ばれたが、1990 年代末に「専門相

談教師」へと名称が変更された。 

相談教師制度は 2004 年を節目に大きな変化

をみせた。従来、現職教員に限定されていた相

談教師の資格基準が 2004 年以降、相談・心理

関連分野の者に開かれるなど緩和され、2005 年

から相談教師の採用試験が導入された。こうし

た全体の流れの中で進路進学相談教師制度が確

立した。日本に比して進路教育が進んでいる要

因は。進路教育法が法制化し、学校における相

談活動への重視があげられる。こうした中で、

バルネラブルな児童生徒への支援においても進

路進学相談教師を含む進路教育が注目されてい

る。 

引用・参考文献 
金スンボ他、2013、小中等進路教育中長期発展方
案研究、ソウル： 韓国職業能力開発院. 
張信愛、2017、韓国における相談教師制度に関す
る研究 : 導入背景と変遷過程及び現状、学校経営
学論集 (5) 24-36. 
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米国のバルネラブルな若者に対する移行支援における学校外機関の役割 

―復学支援センターの役割を中心に― 

○石嶺ちづる 芦沢柚香 

（愛知教育大学） （常磐大学） 

問題と目的 

本報告では、アメリカ合衆国(以下：米国)を
事例として、バルネラブルな若者に対する移行

支援における学校外機関の役割について明らか

にする。具体的にはる学校外機関として、中途

退学者等への支援を復学支援センター

(Re-Engagement Center)を取り上げ、特に、英

語学習者(ESL：English as Second Language)に
対する支援の実態を明らかにする。 

方法 

 本報告では、ファスト・フォーワード・復学

支援センター (Fast Forward Re-Engagement
Center : FFREC)を事例として取り上げる。同

センターはオハイオ州デイトン市に所在し、モ

ンゴメリー郡学区教育委員会が設置・運営する

公的機関である。文献資料のほか、同機関の web
サイトで公開されている情報、2024 年 3 月に発

表者が実施した zoom によるオンライン・イン

タビュー調査を分析の対象とする。

結果 

復学支援センターは、基本的にはハイスクー

ル中隊者の学業復帰、もしくは中退の危機にあ

る生徒の早期把握と学業継続、キャリ形成への

支援を行う組織や施設、担当者の総称である(後
藤 2022)。本報告で取り上げる FFREC は、米

国で最も長期間継続している復学支援センター

の一つとされている。デイトン市とその周辺地

域はハイスクール中退率が高い課題先進地域で

あり、2001 年にセント・シンクレア・コミュニ

ティカレッジに設置された(Martin, N. and
Halperin, S.2006)。

FFREC は 15 歳以上のハイスクール中途退

学者/ハイスクール中途退学の可能性がある生

徒を支援の対象としている。ハイスクール卒業/
同等資格の取得とキャリア支援が同センターの

目標である。この目標を達成するため、同セン

ターは①アカデミック・コーチング、②若者の

復学支援を阻害する障壁を取り除くためのリソ

ースの提供、③アドボカシーを支援の 3 つの柱

として位置付けている。 
FFREC は英語学習者に対して言語運用能力

の獲得と就業等の支援に加えて、食糧支援や託

児サービス、メンタルヘルスケアなども提供し

ている。地域のハイスクールやオルタナティ

ブ・スクールとの連携を通して、中途退学の可

能性がある生徒の早期発見にも重要な役割を果

たしている。 

考察 

FFREC は、英語学習者の移行を阻害するさ

まざまな障壁を除去するために多様な機関と連

携している。1 つの機関で全ての支援を提供す

るのではなく、FFREC のコーディネートを通

して英語学習者が必要な移行支援を獲得するこ

とに当該機関の役割が見出せる。 

引用文献 

・後藤武俊 2022 米国における高校中退者への

教育機会保障の現状と課題－オルタナティ

ブ・スクールと復学支援センターに着目して

－ 横井敏郎編著 教育機会保障の国際比較

勁草書房 Pp.132-153
・Martin, N. and Halperin, S.(2006)Whatever it 

takes : how twelve communities are 
reconnecting out-of-school youth American
Youth Policy Forum



－ 63 －

カナダ・アルバータ州における段階的就学支援について

○岡部 敦 安里 ゆかし 

（清泉女学院大学人間学部） （筑波大学大学院・日本学術振興会特別研究員） 

問題と目的・方法 

本報告は、カナダ・アルバータ州における長

期欠席や中退リスクのある生徒に対する段階的

な就学支援の方法について分析し、バルネラブ

ルな状況に置かれた生徒への支援のあり方につ

いて考察することを目的とする。カナダは、今

世紀に入りグローバル経済の進展に伴う社会経

済的格差の拡大と移民政策の緩和による多様な

人種や文化的背景を持つ者の増加、カナダ国内

に長く存在する先住民族の不安定な就労および

生活状況などの多くの課題に向き合っている。

学校教育はそうした多様な児童・生徒を包摂し、

カナダ社会を支える人材として送り出すことを

目的とした教育政策が、各州政府によって進め

られている。ここでは、州政府の方針に従って、

実際の学校現場の指導方策を分析し、その背景

にある基本的な理念や理論を明らかにする。 

具体的には、州都アルバータ州近郊のカトリ

ック学校区（公立学校）の高等学校を訪問し、

担当教員および管理職への聞き取りを行い、収

集したデータを分析する。また、学校区が作成

した生徒の就学支援に関するガイドブックを参

考資料として用いる。この際に、すべての生徒

を対象とした１次支援、特定の課題を抱える生

徒に対する支援を２次支援、そして、危機的状

況にある生徒への支援を 3次支援とし、段階的

な支援の枠組みに当てはめて考察を試みる。 

結果 

アルバータ州では、高校教育が無償化されて

いるとともに、高校卒業・修了資格の階層化に

よって、教育機会の均等と、生徒の実情に応じ

た教育の質保障が目指されている。 

１次的支援にあたるものは、多様な生徒を包

摂する学校風土を醸成することに加えて、各科

目の教員により、生徒の出席状況をモニタリン

グすることになっている。また、この段階での

指導は欠席率が 10％未満の段階とされている。

２次支援にあたるものとして、欠席率が 10％を

超えるものを対象として、校内に設置された

Students Support Team を中心とし、該当生徒

に対する個別指導を提供する。同時に、保護者

に状況を知らせることになっている。この段階

で改善が見られない場合は、ケース会議をひら

き、次の段階へと移行する。３次支援は、主に

欠席率が 20％を超える生徒に対して行われる

ものである。この段階では、学校は教育委員会

（学校区）の担当者に連絡を取り、学校区から

州教育省の出席を管理する担当者に連絡を取る。

これにより、学校、地域教育行政機関、州政府

の教育省の３者が連携しながら、対処する。そ

れ以外に、地域社会において、若者支援を行っ

ている NPO や企業などが生徒支援に加わる。 

考察 

学校内での段階的支援は、複数の教員が協力

体制を構築し、組織的に対応することが基本と

なっている。しかし、実際には、各教科担当教

員が生徒の欠席状況をモニターすることが求め

られている。さらに、欠席数の割合に対応した

具体的な支援方法が明示されており、段階が上

がるにしたがって、管理職、教育行政などの関

与が加わってくる。この背景には、学びの質そ

のものを維持しながら、個別のニーズに合わせ

た配慮を施すという方針があると考えられる。 

引用参考文献 

Elk Island Catholic School Board 2023 ELK 
ISLAND CATHOLIC SCHOOLS: Seeing 
Christ in Everyone. 
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イギリスにおけるバルネラブルな若者に対する移行支援の構図

―SEN 生徒に対するキャリア・ガイダンスに焦点を当てて― 

〇白幡真紀 ライアン優子

（仙台大学） （静岡大学）

問題と目的 

イギリス（イングランドを指す）においては、

教育から排除されるリスクの高い子どもたちは

何かしらの深刻な困難を抱える事例が多い。学

校生活に困難を抱える彼/彼女らは、特別な教育

的ニーズ（Special Educational Needs: 以下 SEN）

を有する、あるいは何らかの形で「支援の必要

な」立場にある。本報告は、こうした子どもた

ちに焦点を当て、特に中等前期教育段階におけ

るキャリア・ガイダンスおよび移行支援の全体

的構図を明らかにすることを目的とする。

移行支援やガイダンスにおける各学校や個人

の責任が大きくなる中で、先行研究においては、

より排除のリスクの高い困難な立場にある子ど

もたちへの教育やキャリア・ガイダンスの公平

性について疑問が持たれてきた（Watts, 2013）。
イギリスにおいてキャリア・ガイダンスは他国

と異なり、若者支援と排除防止の中核として展

開してきた。キャリア・ガイダンスを支援枠組

み構築の重要な柱として、分析対象とすること

は有用である。

方法 

本研究の研究方法は、文献調査を中心に、

関係者への訪問聴取調査を実施した。当事者

である子どもたちへの直接的な聴取調査は行

わず、関係する直接的・間接的アクターの調

査を実施し、支援提供枠組みと全体的構図、

そしてその課題を明らかにするものとする。

結果 

2011 年教育法改正と続くナショナル・カリキ

ュラム改革によって、キャリア・ガイダンスは

大きな転換を迎えた。改正後の学校に対するキ

ャリア・サービスの役割が減少し、一般生徒の

一対一キャリア・ガイダンスは学校主導による

ものとなり、支援の必要な生徒のガイダンスは

地方当局が責任を有するという複線的な形にな

った。SEN 生徒に対しては独自の交付金が配分

され、学校はこうした予算を活用してキャリ

ア・アドバイザーやセラピストを雇用し、段階

別に個々の能力に合わせたキャリア・ガイダン

スやスキル習得がされる。先行研究等に見られ

る普通学校の一般生徒に対するキャリア・ガイ

ダンスに比較して、聴取調査では公的な支援が

必要な生徒に対しては支援体制・スタッフ・予

算等、非常に手厚い様子が見て取れた。また、

大きな特徴として個々の生徒をめぐる関係者

（SEN コーディネータ、福祉関係者、保護者、

病院等）の密な連携により、生徒の情報が共有

され、支援が提供される。そのため、支援に関

わるスタッフには高い専門性が求められている。 

考察 

学校によって取り組みのばらつきはあるが、

公的支援の枠組みや交付金等がある程度しっか

りしている SEN 認定保持者に比較して、困難の

程度が軽くなるほど地方当局の支援優先順位は

低くなる。そのため、こうした複線的制度にお

いては、支援の必要性の低いグレーゾーンの子

どもへの対応が課題となることが示唆される。

引用文献 

Watts, A. G. (2013). False dawns, bleak sunset: the 
Coalition Government’s policies on the career 
guidance. British Journal of Guidance & 
Counselling, 41(4), 442-453. 
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フランスにおける「普通教育としての職業教育」の移行支援機能

―前期中等教育「職業準備学級」に着目して― 

〇京免 徹雄 高橋 洋行  

（筑波大学人間系） （立正大学社会福祉学部） 

問題と目的 

本報告では、フランスにおいて前期中等教育

の最終学年に導入されている「職業準備学級」

（prépa-métiers）を対象に、バルネラブルな生徒

に対する学校から社会への移行支援という観点

から、普通教育としての職業教育の意義と課題

を明らかにする。

この仕組みは、義務教育段階における単線型

教育制度の例外として 1971 年に創設されて以

降、頻繁に名称を変更しながら継続されてきた。

堀内（1984, 1988）や夏目（1994）によってその

動向が論じられてきたが、2000 年代以降は言及

されておらず、また普通教育の代替としての可

能性や限界については検討されてこなかった。

方法 

第 1 に、法令および日仏の先行研究をもとに

歴史を整理し、その変化を通時的に解釈する。

第 2 に、国民教育省の『職業準備学級の指導の

手引き』を手がかりに、教育方法の特徴を示す。

第 3 に、2023 年 3 月 17 日にモンペリエ大学区

X 職業高校の職業準備学級で実施したインタビ

ュー調査に基づき（表 1）、その独自性がどのよ

うに機能しているのか分析する。

表表 1  イインンタタビビュューーのの調調査査のの概概要要 

対象 担当科⽬ 教職年数 
（担任） ⽅法 時間 

A 教員 地理歴
史・国語 

20 年 
（3 年） 

半構
造化 48 分 

B 教員 
＋⽣徒3名 

数学・物
理 

13 年 
（2 年） 

⾮構
造化 22 分 

結果と考察 

１１．．制制度度のの変変遷遷

2017 年度に、前身である職業教育準備学級に

参加した生徒は 3 万 2,300 人であり、中学校 4
年生全体の約 4％に相当する。2012 年度時点で、

生徒の約 60%が職業高校、約 25%が総合高校、

約 13％が中学校に設置された学級に通う。「学

びの道筋の個性化」「可逆性」という理念とは異

なり、学業不振の生徒―その多くは庶民階層―

を職業高校へと方向づけてきた。それに対して

2019 年に改変された職業準備学級は、基礎学力

の獲得に向けて普通科目を強化する一方で、職

業コースへのアクセスを目的化している。

２２．．教教育育方方法法のの革革新新

 設置が中学校か高校かにより、長所・短所が

異なる。後者の場合、過去を断ち切り、充実し

た設備を活用してケアを受けながら職業理解を

深めることができるが、これまで受けてきた普

通教育との接続は困難である。授業では、様々

な教科等を組み合わせて、知識の構築過程に生

徒を能動的に参加させる「プロジェクト学習」

が多用される。また、科目「職業と職業コース

の発見」が週 5 時間配当されており、校内実習

や企業体験を通して 2 つ以上の職業を探索する。 
３３．．X 校校のの事事例例かかららみみたた移移行行支支援援機機能能 
職業高校という環境を生かした多様な実習、

計 6 週間にも及ぶ職場体験、独創的・実践的な

プロジェクト学習は、生徒を学業に復帰させる

原動力になっている。ただし、それ以上に重視

されているのが、生徒の自分自身、家族、学校

に対する見方を変化させ、自尊感情と自信を回

復することである。在籍する生徒は、職業コー

ス志望者という法令の理念とは違い、通常学級

での離学者が多数を占める。教師は、生徒の「で

きないこと」ではなく「できること」に焦点化

してコンピテンシーを積極的に評価し、家庭に

も働きかけて進路に向けて動機づける。こうし

た再離学の予防・改善を基盤に、職業教育は移

行支援として機能している。
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ドイツの若者雇用エージェンシーによる離学者へのキャリア移行支援 

―公用語指導を必要とする移民の若者への支援を中心に― 

○藤田駿介 坂野慎二 

（流通経済大学） （玉川大学） 

問題と目的 

ドイツにおいて、正当な理由のない不登校は、

辻野・布川（2021）が指摘するように、「違法

な修学不履行（illegitime Schulversäumnisse）」
として、就学義務との関係から厳格な対応がと

られることとなる。こうした特徴を持つドイツ

では、2000 年代初頭より各州文部大臣会議にお

いて早期離学が問題視され、対策が講じられて

きた。同じく辻野・布川（2021）は対策の特徴

の一つに、「移民を背景とする若者を「不利な状

況にある若者」として注目したこと」を挙げる

ように、本研究が着目するバルネラブルな若者

（とりわけ公用語指導を必要とする若者）と早

期離学問題は密接な関係を有してきたといえる。 
 そこで本報告においては、ドイツ全域におい

て共通する、離学した若者に対する地域支援シ

ステムとして「若者雇用エージェンシー」をと

りあげ、その実態と課題について報告する。

方法 

関連資料を用いた文献調査に加え、2023 年 6
月 11 日～15 日にドイツ・バーデン＝ヴュルテ

ンベルク州（以下、BW 州）において関係者へ

のインタビューを含む現地調査を実施した。

結果 

2012 年にハンブルクで初めて設置された若

者雇用エージェンシー（Jugendberufsagentur）
は、現在では各州で設置されている。当該機関

の特徴として、雇用エージェンシー(Agentur
für Arbeit)、ジョブセンター(Jobcenter)、青年

局(Jugendamt)で構成されるように、既存の機

関の連携によって運営されている。その在り方

には地域差があり、州単位でも州としての戦略

の有無がある。例えば BW 州では、調査当時、 
5 つの地域に事務所（“One-Stop-Government”）
が設置されている一方で、そのほか多くの地域

では、若者雇用エージェンシーとしての事務所

は持たず、構成する機関それぞれが“チーム”

として当該機関の役割を果たしている。例えば、

BW 州エスリンゲン（Esslingen）地区では、青

年局に事務所が設置され、ソーシャルワーカー

をリーダーとして組織しており、若者向けの

Web サイトを窓口として、離学した若者に対す

るキャリア移行を支援していた。 
 当該地域を対象とした聞き取り調査において

は、上記のような支援システムが形成され、保

護者をはじめとした「不登校を把握している者」

によって職業や学校への移行支援へのアクセス

が可能となっている一方で、機関側からのアプ

ローチには困難を抱える現状が指摘された。

考察 

こうした困難が生じている背景として、辻

野・布川（2021）が指摘するような個人情報の

保護の観点からみえる「不登校の実態の把握の

困難さ」は一要因であるといえ、BW 州での調

査からも同様の実態が垣間見えた。加えて、早

期離学者自らが機関との連携をとれない場合、

彼らの保護者も移民であることに起因してドイ

ツのシステムを十分に把握できていない、ある

いはそもそも移住段階で保護者の存在がない状

況など、リーチが困難であることもまたドイツ

のバルネラブルな若者に対するキャリア移行支

援の課題といえる。

参考・引用文献 

Sittig, M. 2023 Förderung von heterogenen 
Zielgruppen im Übergang Schule ‒ Beruf : Eine 
empirische Untersuchung von Landes- 
strategien und regionalen Förderkonzepten der 
Beruflichen Orientierung, Bielefeld: wbv
Publikation. 

辻野けんま・布川あゆみ 2021 第 2 部 各国編第

6章ドイツの早期離学問題 就学義務の正当性

と射程 園山大祐 学校を離れる若者たち―

ヨーロッパの教育政策にみる早期理学と進路

保障― ナカニシヤ出版.
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デンマークのバルネラブルな若者に対する学外移行支援 

―FGU 並びに若者学校に着目して― 

○藤田 晃之 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷

（筑波大学 人間系） （筑波大学 人間総合科学研究群） 

問題と目的・方法 

本報告では、デンマークを事例として、バル

ネラブルな若者を対象とする学校外の移行支援

機関の役割について明らかにする。具体的には

バルネラブルな若者の一群として公用語指導等

を必要とする者に焦点化し、国民学校(初等・前

期中等教育段階)から青年期教育機関(後期中等

教育段階)への移行に際し多様なセカンドチャ

ンス教育を敷く当該国において(横井 2022)、
特に①「若者学校 (Ungdomsskole)」、並びに②

「FGU(Forberedende grunduddannelse, 予備

的基礎教育)」による支援体制の実態を明らかに

する。

本 報 告 で は 、「 ヒ ン ゲ ー デ 若 者 学 校

（Ungdomss-kolen i Hindegade、コペンハーゲ

ン市）」(A)、並びに「FGU 南東ユラン島（FGU
Sydøstjylland、スカナボー市）」(B)を、それぞ

れ事例として扱う。当該機関に関して子ども・

教育省や自治体が発刊する文書等の文献資料の

他、2023 年に行った実地調査の内容の分析・検

討より明らかにする((A)2023 年 3 月：参与観察、

(B)2023 年 11 月：職員に対するインタビュー

調査)。

結果 

①若者学校は、14～18 歳の若者を対象とした自

治体運営の無償の学校であり、プログラムは余

暇活動から社会的課題の解決を目的とするもの

まで多岐に渡り学校ごとに異なるが、近年では

特に後期中等教育への進学で準備が不十分な若

者に対する支援へと注力する傾向にある(佐藤

2022)。(A)は移民や難民の子どもを対象とした

デンマーク語指導に特化した学校であるととも

に、彼らの国民学校修了試験に向けた準備教育

も担っていた。加えて、地域の民間支援団体と

協働して就労支援や就業体験の機会も提供して

いた。当該学校における公用語・基礎学力に関

する指導が、生徒の FGU や青年期教育といっ

た次の進学機会に繋がるための基盤を形成して

いた。 
②FGU は、25 歳未満の若者を対象とし、彼ら

の職業教育課程を主とする青年期教育への進学

や就労を目標に、専門性・社会性・個性の側面

から指導する準備教育機関であり、「普通基礎教

育(agu)」「生産基礎教育(pgu)」「職業基礎教育

(egu)」の 3 トラックから構成される。(B)は外

国籍の子どもの国民学校修了後の進学先として

機能しており、科目として「第二言語としての

デンマーク語(Dansk som andetsprog）」が教授

されるが、これを含む教科学習が、実践を基調

とした授業の中で提供されることに特徴があっ

た。 

考察 

若者学校と FGU のそれぞれが、公用語指導

が必要な若者の国民学校修了後の受け皿として

機能しており、青年期教育への進学に向けた多

様な支援を提供していた。なお、国民学校と両

機関はガイダンスカウンセラー（vejleder）を通

して密に連携が図られていた。この点も含めて、

バルネラブルな生徒の青年期教育への移行を支

援する多様な支援機会を設け、各支援間の狭間

に生徒が陥ることのないよう、円滑な移行支援

体制を築いていることが、デンマークにおける

教育制度の一つの特徴として見出せる。 

引用・参考文献 

佐藤裕紀 2022 すべての若者の移行支援と多

層的な学びの場 坂口緑・佐藤裕紀・原田亜紀

子・原義彦・和気尚美 デンマーク式生涯学習

社会の仕組み  ミツイパブリッシング 
Pp.85-146

横井敏郎 2022 デンマークの早期離学防止政

策―社会投資国家における教育への包摂― 
横井敏郎編著 教育機会保障の国際比較 勁草

書房 Pp.67-87
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（
vu

ln
er

ab
le
）
」
と
い
う
用

語
・
概

念
を
使

用
す
る
。
バ

ル
ネ
ラ
ブ
ル

と
は

、
そ
の

語
義

で
あ
る
「
攻

撃
さ

れ
や

す
い
、
傷

つ
き
や

す
い
等

」
を
も
と
に
英

語
圏

の
社

会
科

学
の

各
分

野
で
広

く
用

い
ら
れ

る
概

念
で
あ
り
、
社

会
の

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム

層
を
「
利

」
あ
る
い
は

「
強

」
と
し
て
捉

え
る
こ
と
を
避

け
つ
つ
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
か

ら
疎

外
・
排

斥
さ
れ

た
（
あ
る
い
は

そ
れ

ら
の

可
能

性
が

高
い
）
当

事
者

の
「
生

き
づ
ら
さ
」
や

「
心

理
的

な
苦

痛
」
に
焦

点
を
当

て
る
。


研

究
目

的
を
達

成
す
る
た
め
に
、
本

研
究

で
は

、
日

本
の

学
校

教
育

の
改

善
に
資

す
る
こ
と
を
重

要
な
役

割
と
し
て
捉

え
、

①
外

国
に
ル

ー
ツ
を
も
つ
な
ど
に
よ
り
公

用
語

指
導

等
の

必
要

な
者

②
性

的
少

数
者

（
LG

BT
Q
と
総

称
さ
れ

る
性

自
認

・
性

的
指

向
を
も
つ
者

）

③
歴

史
的

・
社

会
的

な
背

景
か

ら
出

自
・
居

住
地

・
人

種
・
民

族
等

を
理

由
に
い
じ
め
や

排
斥

等
の

対
象

と
な
る
傾

向
が

強
い
者

を
中

核
対

象
と
し
て
、
こ
れ

ら
の

生
徒

及
び
中

途
退

学
者

等
が

、
自

己
肯

定
感

を
損

な
わ

ず
に
学

校
生

活
を
送

り
、
学

校
教

育
か

ら
社

会

へ
円

滑
に
移

行
し
社

会
参

画
を
す
る
た
め
の

指
導

支
援

等
は

ど
う
あ
る
べ

き
か

、
ま
た
、
そ
の

よ
う
な
支

援
指

導
等

を
シ
ー
ム
レ
ス
に
提

供

す
る
た
め
の

仕
組

み
は

ど
の

よ
う
に
整

え
ら
れ

る
べ

き
か

。
本

研
究

は
、
日

本
・
韓

国
・
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
デ

ン
マ
ー
ク
を
対

象
と
し
た
国

際
比

較
研

究
を
通

し
て
こ
れ

ら
を
追

究
す
る
。
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研
究

の
枠

組
総
括
的
な
枠
組

支
援
の
機
能
に
着
目
し
た
枠
組

一
次
的
支
援

二
次
的
支
援

三
次
的
支
援

す
べ
て
の
生
徒
を
対
象
と
し
て
実

施
さ
れ
る
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル

な
状
況

に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
尊

重
を

深
化
さ
せ
る
た
め
の
支
援

バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
状
況
に
置
か
れ

た
生
徒
を
対
象
と
し
て
系

統
的
・

体
系
的
に
実
施
さ
れ
る
学
校
か
ら

社
会
へ
の
移
行
支
援

バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
状
況
に
起
因
し

て
中
退
の
可
能
性
が
高
い
生
徒

、
既
に
中
退
し
た
者
に
対
し
て
個
別

的
に
な
さ
れ
る
危
機
介
入
的
支
援

課
題

の
設

定


報

告
の

目
的

：


日
本

に
お

い
て

，
中

途
退

学
等

の
リ

ス
ク

と
い

う
点

で
「

バ
ル

ネ
ラ

ブ
ル

な
状

況
に

置
か

れ
た

生
徒

」
へ

の
支

援
の

在
り

方
に

つ
い

て
考

察


着
目

す
る

日
本

の
「

バ
ル

ネ
ラ

ブ
ル

な
状

況
に

置
か

れ
た

生
徒

」
は

以
下

の
３

対
象

①
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
な
ど
に
よ
り
公
用
語
指
導
等
の
必
要
な
者
，

②
性
的
少
数
者
（
LG
BT
Qと

総
称
さ
れ
る
性
自
認
・
性
的
志
向
を
も
つ
者
）
，

③
歴
史
的
・
社
会
的
な
背
景
か
ら
出
自
・
居
住
地
・
人
種
・
民
族
等
を
理
由
に
い
じ
め
や
排
斥
等
の
対
象
と

な
る
傾
向
が
強
い
者
．


今

後
の

議
論

に
向

け
て

の
論

点
を

提
示


手

法
：


政

府
機

関
及

び
自

治
体

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

掲
載

の
公

的
文

書
並

び
に

研
究

論
文

等
を

対
象

と
し

た
文

献
サ

ー
ベ

イ


ス

コ
ー

プ
の

限
定

と
免

責
事

項
：


国

際
比

較
に

向
け

て
の

枠
組

み
の

導
出

と
い

う
限

定
の

も
と

，
前

半
は

こ
れ

ら
３

つ
の

グ
ル

ー
プ

す
べ

て
を

扱
い

，
後

半
で

は
「

外
国

に
ル

ー
ツ

を
も

つ
な

ど
に

よ
り

公
用

語
指

導
等

の
必

要
な

者
」

に
焦

点
を

絞
る


日

本
キ

ャ
リ

ア
教

育
学

会
第

4
5
回

大
会

で
の

会
員

企
画

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

報
告

を
ベ

ー
ス

に
，

加
筆

修
正

し
た

も
の

で
あ
る

前
提

と
な

る
状

況
：

対
象

増
と

資
源

制
約


悪
化
す
る
状
況


教
育
関
連
予
算
・
事
務
職
員
の
減
少
，
教
員
の
多
忙
化


サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
状
況
に
直
面
す
る
生
徒
の
増
加


外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
な
ど
に
よ
り
公
用
語
指
導
等
の
必
要
な
者
：

58
,3
07
人
（
20
21
年
度
）
．
20
08
年
度
と
比
べ

て
1.
7倍

以
上
増
加
．


性
的
少
数
者
（
LG
BT
Qと

総
称
さ
れ
る
性
自
認
・
性
的
指
向
を
も
つ
者
）
：

公
的
統
計
は
な
し
．
8-
10
%程

度
と
推
測


歴
史
的
・
社
会
的
な
背
景
か
ら
出
自
・
居
住
地
・
人
種
・
民
族
等
を
理
由
に
い
じ
め
や
排
斥
等
の
対
象
と
な
る
傾
向
が

強
い
者
：
部
落
差
別
等
に
関
す
る
人
権
相
談
；

40
0件

程
度
（
20
15
～
17
年
）
，
在
日
韓
国
・
朝
鮮
籍
の
人
口
：
37
万

5千
人

（
20

20
年

）


背
景
要
因
：


移
民
の
制
限
や
LG
BT
Qに

対
す
る
無
理
解
，
人
権
問
題
等
に
関
す
る
積
年
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
，
こ
れ
ま
で
解
決
す
べ
き
課
題
と
し
て
考
え
て
こ
な
か
っ
た
，
あ
る
い
は
，
今
な
お
解
決
の

途
上
で
あ
る
こ
と
が
，
変
化
へ
の
対
応
を
阻
ん
で
い
る
．


理
念
と
し
て
は
「
個
別
最
適
な
教
育
」
の
提
供
が
あ
る
も
の
の
，
現
実
に
は
資
源
（
人
，
経
験
，
予
算
，

権
限
等
）
が
不
足
．
対
象
者
は
急
速
に
増
え
る
一
方
で
，
理
念
に
よ
る
ビ
ジ
ョ
ン
メ
イ
キ
ン
グ
だ
け
が

対
処
の
案
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
．


結
果
と
し
て
，
現
場
の
教
員
が
理
念
と
現
実
の
乖
離
に
苦
し
む
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学
校

内
・

外
の

機
関

中
等

教
育

機
関
の

在
学

者
を
対
象

に
な

さ
れ
る
支

援
オ

ル
タ

ナ
テ
ィ
ブ

な
教

育
支

援
・

職
業

訓
練
等

提
供

機
関

の
在

籍
者

を
対
象

に
な

さ
れ

る
支

援

移
行

困
難

に
直
面

し
た

ま
ま

の
離

学
状

況
に
あ

る
若

者
を

対
象

と
し

て
な
さ

れ
る

支
援

２
次

的
支

援
３

次
的

支
援

公 用 語 指 導 が 必 要

な 者

学
校

学
校

の
受

入
れ
体

制
づ

く
り
，
「

特
別

の
教
育
課

程
」

を
踏
ま
え

た
指

導
・
実

践
，

「
特

別
の
教

育
課

程
」
の
編

成
・

実
施

キ
ャ

リ
ア

教
育
・

進
路

指
導
，
特

別
入

学
の
割
当

(q
uo

t
as

)の
設

定
2次

的
支
援

と
の

明
確

な
区
別

が
な

い

・
社

会
教

育
施
設

学
習

支
援

，
高
校

へ
の

移
行

支
援

・
行

政
（

異
文
化

交
流

担
当

部
局

）
母

語
修

得
支
援

・
市

町
村

教
育
委

員
会

小
・

中
学

校
新
入

学
相

当
年

齢
の

外
国

人
の
子

供
が

い
る

家
庭

に
対

す
る
就

学
案

内
，

外
国

人
の

子
供
の

編
入

対
応

学
校

外
の

機
関

日
本

語
と

教
科
の

統
合

学
習
（
J
S
Lカ

リ
キ

ュ
ラ

ム
）

の
授
業
研

究
「

特
別

の
教
育
課

程
」

の
編
成
・

実
施

の
支
援

進
路

説
明

会
の
開

催

性 的 少 数 者

学
校

悩
み

や
不

安
を

抱
え

る
児

童
生

徒
の

良
き

理
解

者
組

織
的

な
対

応
を

可
能

に
す

る
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

や
支

援
委

員
会

，
ケ

ー
ス

会
議

の
設

置
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

や
支

援
委

員
会

へ
の

参
画

2
次

的
支
援

と
の

明
確

な
区
別

が
な

い

・
就

労
支

援
機
関

等
特

に
L
GB

TQ
を
考

慮
し

た
支
援

等
は

見
当

た
ら
ず

・地
域

若
者

サ
ポ

ー
ト

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

A
ll
y
 へ

の
啓

も
う

活
動

等
・N

P
O

，
企

業
等

L
G

B
T

Q
フ

レ
ン

ド
リ

ー
な

企
業

へ
の

就
職

活
動

を
支

援
す

る
株

式
会

社
あ

り
．

学
校

外
の

機
関

ケ
ー

ス
会

議
へ

の
参

画
と

助
言

域
内

の
学

校
や

下
位

の
教

育
委

員
会

等
に

対
す

る
通

知
等

の
趣

旨
の

周
知

徹
底

及
び

指
導

助
言

歴 史 ・ 社 会 的 背 景

に よ り 排 斥 さ れ や

す い 者

学
校

＊
２

次
的

支
援

（
＝

バ
ル

ネ
ラ

ブ
ル

な
状

況
に

置
か

れ
た

生
徒

を
対

象
と

し
て

系
統

的
・

体
系

的
に

実
施

さ
れ

る
支

援
）と

し
て

明
確

な
も

の
は

見
当

た
ら

ず
．

割
愛

し
た

1
次

的
支

援
（対

象
を

問
わ

な
い

支
援

）と
し

て
は

，
人

権
教

育
等

が
該

当
す

る
（特

別
の

教
科

道
徳

，
総

合
的

な
学

習
・探

究
の

時
間

，
特

別
活

動
，
教

科
外

活
動

）
２

次
的

・
３
次
的

支
援

が
手

薄
・

朝
鮮

学
校

・
地

域
就

労
支
援

セ
ン

タ
ー

学
校

外

＊
２

次
的

支
援

（
＝

バ
ル

ネ
ラ

ブ
ル

な
状

況
に

置
か

れ
た

生
徒

を
対

象
と

し
て

系
統

的
・

体
系

的
に

実
施

さ
れ

る
支

援
）と

し
て

明
確

な
も

の
は

見
当

た
ら

ず
．

割
愛

し
た

1
次

的
支

援
（対

象
を

問
わ

な
い

支
援

）と
し

て
は

，
社

会
教

育
等

が
該

当
す

る

３
次
的
支
援
の
不
在

３
次
的
支
援
，
離
学
状
況
の
若
者
支
援
事
例
と
し
て
の

「
若
者
・
外
国
人
未
来
応
援
事
業
」

(愛
知
県
教
育
委
員
会
)


若
者
・
外
国
人
未
来
塾
（
20
17
～
）


無
料
の
学
習
支
援
及
び
相
談
・
助
言


高
校
中
退

者
等
を
対
象

と
し
た
高
等

学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験

（
高
卒
認
定

試
験
）
合
格

に
向
け
た
学

習
支
援


県
内
９
地
域
（
名
古
屋
，
豊
橋
，
豊
田
，
半
田
，
春
日
井
，
一
宮
，
蒲
郡
，
愛
西
，
知

立
）


中
学
卒
業
後
の
進
路
未
定
者
，
高
校
中
退
者
，
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
人
及
び
外
国
人
等
，

社
会
的
困
難
を
抱
え
る
若
者
が
対
象


日
本
語
習
得
の
不
十
分
な
外
国
人
の
た
め
，
学
習
言
語
と
し
て
の
日
本
語
学
習
支
援

も
実
施
（
た
だ
し
，
名
古
屋
，
豊
橋
，
豊
田
，
春
日
井
，
蒲
郡
，
知
立
の
６
会
場
の
み
）


た
だ
し
，
利
用
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
（

20
23
年
度
『
成
果
報
告
書
』
）


学
習
支
援
，
日
本
語
学
習
支
援
に
参
加
し
た
者
の
う
ち
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
者
の
数

は
令
和
5年

度
実
績
で
そ
れ
ぞ
れ
45
人
，
61
人
．


課
題
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
難
し
さ

（
ど
こ
に
も
所

属
し
て
い
な

い
こ
と
と
就

学
義
務
が
な

い
こ

と
ゆ

え
の

(
行

政
か

ら
の

)
関

与
の

難
し

さ
）
，
人
的
資
源
の
限
界
や
予
算
制
約
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
．

h
t
t
ps

:
//

w
ww
.
p
r
ef

.
ai
c
hi
.
j
p
/s

i
te

/
so
c
i
a
l-

e
du

c
at
i
o
n
/m

i
ra

i
-

o
u
e
n
.
h
t
m
l
（
最

終
閲

覧
日

:
2
0
2
4
年

7
月

2
3
日

）

１
次
的
支
援
・
２
次
的
支
援
に
集
中
す
る
各
種
施
策


帰

国
・

外
国

人
児

童
生

徒
教

育
等

に
関

す
る

施
策


指
導
体
制
の
整
備
（
日
本
語
指
導
の
た
め
の
教
員
定
数
を
基
礎
定
数
化
，
～
2
0
26
）
，
「
帰
国
・
外
国
人
児
童
生
徒
教
育
担
当
指
導
主
事
等
連
絡
協
議

会
」
，
「
外
国
人
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
日
本
語
指
導
者
養
成
研
修
」
(N
IT
S
)
，
「
学
校
教
育
に
お
け
る
J
S
Lカ

リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
開
発
，
「
帰
国
・
外

国
人
児
童
生
徒
等
教
育
に
対
す
る
き
め
細
や
か
な
支
援
事
業
」
，
調
査
研
究
事
業
等


h
tt
p
s:

//
w
ww
.m

ex
t
.g

o.
j
p/
a_

me
n
u/

sh
o
to
u/

cl
a
ri

ne
t
/0
03

/0
0
1.

ht
m


「

帰
国

・
外

国
人

児
童

生
徒

等
に

対
す

る
き

め
細

か
な

支
援

事
業

」
（

補
助

事
業

）
平

成
2
5
年

～


行
わ
れ
て
い
る
の
は
，
あ
く
ま
で
学
校
に
ア
ク
セ
ス
し
，
学
校
で
学
習
す
る
段
階
で
の
支
援
で
あ
り
，
必
ず
し
も
リ
ス
ク
の
高
い
層
に
焦
点
化
し
て
い
る

わ
け
で
も
な
く
，
学
校
か
ら
退
出
し
た
あ
と
を
視
野
に
入
れ
る
も
の
は
な
い

①
地

域
の

外
国
人
児

童
生

徒
等
指
導

体
制

の
推
進
に

係
る

運
営
協
議

会
・

連
絡
協
議

会
の

設
置
・
運

営
（

※
必
須
実

施
項

目
）

②
学

校
に

お
け
る
指

導
体

制
の
構
築

（
※

必
須
実
施

項
目

）

③
「

特
別

の
教
育
課

程
」

に
よ
る
日

本
語

指
導
の
実

施
（

※
必
須
実

施
項

目
）

④
成

果
の

普
及

（
※

必
須

実
施
項

目
）

⑤
学

力
保

障
・
進
路

指
導

【
重
点
実

施
項

目
】

⑥
小

学
校

入
学
前
の

幼
児

や
保
護
者

を
対

象
と
し
た

プ
レ

ス
ク
ー
ル

【
重

点
実
施
項

目
】

⑦
I
CT

を
活
用

し
た

教
育

・
支
援
【

重
点

実
施
項
目

】

⑧
高

校
生

等
に
対
す

る
包

括
的
な
教

育
・

支
援
【
重

点
実

施
項
目
】

⑨
日

本
語

能
力
測
定

方
法

等
を
活
用

し
た

実
践
・
検

証

⑩
日

本
語

指
導
が
で

き
る

、
又
は
児

童
生

徒
等
の
母

語
が

分
か
る
支

援
員

の
派
遣

⑪
共

生
社

会
に
お
け

る
共

に
学
び
成

長
す

る
授
業
等

の
在

り
方
に
関

す
る

調
査
研
究

の
実

施

⑫
親

子
日

本
語
教
室

の
実

施

⑬
そ

の
他

考
察


３

次
的

支
援
の
不
在
が
意
味
す
る
も
の
と
は
何
か


一
義
的
に
は
，
中
途
退
学
の
リ
ス
ク
が
極
め
て
高
い
生
徒
に
対
す
る
支
援
の
脆
弱

さ
を
意
味
す
る


た
だ
し
，
こ
れ
は
何
も
対
応
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
み
を
意
味
す
る
か
と
い

う
と
そ
う
と
も
言
い
切
れ
な
い


例

外
的

事
例

と
し

て
の

愛
知

県
事

業
，

た
だ

し
，

資
源

等
の

制
約

に
よ

り
ス

ケ
ー

ル
で

き
て

い
な

い
と

い
う

課
題

も
あ

り


ま
た
，
文
献
等
調
査
は
，
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
状
況
に
置
か
れ
や
す
い
属
性
を
直
接

的
な
施
策
対
象
と
し
て
い
る
か
と
い
う
点
で
行
わ
れ
て
い
る
．


見

落
と

し
て

い
る

可
能

性
は

ゼ
ロ

に
な

ら
な

い

→
バ
ル
ネ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
を
捉
え
る
際
の
『
属
性
主
義
』
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
効
性

と
限
界
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考
察


白

井
ほ

か
（

20
16

）
の

指
摘

公
用
語
指
導
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て
，
他
国
で
は
「
学
力
調
査
の
結
果
を
用
い
て
言
語
力
の

成
熟
度
を
図
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
言
語
力
の
育
成
は
，
『
外
国
人
』
や
『
移
民
』
と
い
っ
た

属
性
に
起
因
す
る
固
有
の
教
育
課
題
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
」

→
「
公
用
語
指
導
が
必
要
な
者
」
≠
「
外
国
籍
か
否
か
」

≒
 言

語
力
育
成
が
必
要
な
者

＊
た
だ
し
，
近
年
は
日
本
国
籍
で
あ
っ
て
も
指
導
が
必
要
な
者
は
施
策
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意


他

国
に

注
目

す
る

と
き

に
留

意
す

る
べ

き
点

：

危
機
介
入
的
な
３
次
的
支
援
の
在
り
方


日
本
で
は
３
次
的
支
援
が
脆
弱
で
あ
り
，
二
次
的
支
援
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
に
依
存
す
る
構
図


ど
の
よ
う
に
危
機
に
あ
る
若
者
を
特
定
し
て
い
る
か
，
あ
る
い
は
，
特
定
せ
ず
に
済
む
方
途
は
な
い

の
か

○
石

嶺
ち

づ
る

(愛
知

教
育

大
学

)
芦

沢
柚

香
(常

磐
大

学
)

本
報
告
の
目
的


ア
メ
リ
カ

合
衆
国

(以
下
：
米
国

)の
復
学
支
援

セ
ン

タ
ー

(R
e-

En
ga

ge
m

en
t C

en
te

r)
に
お
け
る
英

語
学
習
者

(E
SL
：

En
gl

ish
 a

s S
ec

on
d 

La
ng

ua
ge

)に
対

す
る

支
援


復
学
支
援
セ
ン
タ
ー
：
中
途
退
学
者
等
へ
の
支
援
を
実
施
す
る
学
校
外
機
関


ES

L(
En

gl
ish

 a
s S

ec
on

d 
La

ng
ua

ge
)：


外

国
に

ル
ー

ツ
を

も
つ

な
ど

に
よ

り
公

用
語

指
導

等
の

必
要

な
者


分
析
の
対

象

文
献
資
料


具
体
事
例
の

w
eb

サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
情
報


20

24
年

3月
に
発
表
者
が
実
施
し
た

zo
om

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
結
果

復
学
支
援
セ
ン
タ
ー

(R
e-

En
ga

ge
m

en
t C

en
te

r)と
は

(後
藤

20
22

) 16

•ハ
イ

ス
ク

ー
ル

(
H
S)

中
退

者
の

学
業

復
帰

、
も

し
く

は
中

退
の

危
機

に
あ

る
生

徒
の

早
期

把
握

と
学

業
継

続
、

キ
ャ

リ
形

成
へ

の
支

援
を

行
う

組
織

や
施

設
、

担
当

者
の

総
称

(後
藤

2
02
2)

•
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

•
学
業
と
の
つ
な
が
り
を
失
っ
た
若
者
を
最
適
な
(b
es
t
fi
t)
選
択
肢
へ
と
再
接
続

•
HS
卒
学
歴
の
取
得
を
支
援
す
る
職
員
の
配
置
さ
れ
た
窓
口

•基
本

的
な

機
能

①
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
：

支
援

対
象

者
に

メ
ー

ル
/
電

話
/
家

庭
訪

問
を

通
じ

て
接

触
し

、
関

係
を

築
き

な
が

ら
、

学
業

復
帰

に
向

け
て

粘
り

強
く

誘
い

出
す

②
ア
セ
ス
メ
ン
ト
：

H
S
卒

ま
で

に
必

要
な

単
位

取
得

状
況

を
把

握
し

、
本

人
の

学
業

復
帰

へ
の

意
欲

や
生

活
面

・
精

神
面

で
の

必
要

な
支

援
を

診
断

③
リ
フ
ァ
ー
：

本
人

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

学
校

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

接
続
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本
報
告
で
取
り
上
げ
る
事
例


フ
ァ
ス

ト
・
フ
ォ
ー
ワ
ー
ド
・
復
学
支
援

セ
ン

タ
ー

(F
as

t F
or

w
ar

d 
Re

-
En

ga
ge

m
en

t C
en

te
r :

 F
F支

援
セ
ン
タ
ー

)

所
在
地
：
オ
ハ
イ
オ
州
デ
イ
ト
ン
市


20

01
年

に
セ

ン
ト

・
シ

ン
ク

レ
ア

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
カ

レ
ッ

ジ
に

設
置

(M
ar

tin
, N

. a
nd

 H
al

pe
rin

,
S.

20
06

)。

米
国
で
最
も
長
期
間
継
続
し
て
い
る
復
学
支
援
セ
ン
タ
ー
の
一
つ


デ

イ
ト

ン
市

と
そ

の
周

辺
地

域
は

H
S
中

退
の

課
題

先
進

地
域


デ

イ
ト

ン
市

は
オ

ハ
イ

オ
州

内
で

も
積

極
的

に
移

民
を

受
け

入
れ

て
い

る


設
置
者
：
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
郡
学
区
教
育
委
員
会


支
援
対
象
：

15
歳
〜

24
歳
の

HS
中
退
者

/H
S中

退
の
可
能
性
が
あ
る
生
徒


ス
タ
ッ
フ
：


セ

ン
タ

ー
長

(1
)、

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

コ
ー

チ
(2

)、
エ

ン
リ

ッ
チ

メ
ン

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

主
任

(1
)

連
携

表
1：

米
国
に
お
け
る
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
状
況
に
置
か
れ
た
若
者
に
対
す
る
支
援
の
全
体
像

総
合
制
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

AT
C(
Ar
ea
 T
ec
hn
i
ca
l 
Ce
nt
er
)

(
総
合
制
ハ
イ

ス
ク
ー
ル

外
の
教
育
機

関
)

対
象

全
て

の
生

徒
(
第

一
次
支

援
)

特
定

の
生

徒
(
第

二
次
支

援
)

課
題

を
抱

え
る

生
徒

(
第

三
次
支

援
)

特
定

の
生

徒
(
第

二
次
支

援
)

課
題

を
抱

え
る
生

徒
(
第

三
次
支

援
)

支
援

生
徒

達
の

現
在
籍

校

総
合
制
ハ

イ
ス
ク
ー
ル

オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
・

ス
ク
ー
ル

復
学
支
援

セ
ン
タ
ー

基
盤

：
C
T
E(

C
a
r
e
e
r
 
a
n
d
 
T
e
c
h
ni
c
a
l
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
)
 に

対
す

る
強

い
期

待
(
S
h
u
me

r
,
 R

.
 D

.
, 
O
’

C
o
n
no

r
, 
P
.
 
J.

,
 &

 
Wi
t
h
i
ng

t
on

,
 C
.
 
2
01

7
)

CT
E科

目
(キ

ャ
リ
ア

・
ア

カ
デ

ミ
ー

/ 
テ

ッ
ク

・
プ
レ

ッ
プ

)

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
教
員
に
よ
る
支
援

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
支
援

総
合
制
ハ

イ
ス
ク
ー
ル

の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー

オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
・
ス

ク
ー
ル
の

カ
ウ
ン
セ

ラ
ー

復
学
支
援

セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ

公
民

科

ア
メ
リ
カ
史

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・

ス
ク
ー
ル

キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト

(そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
)

C
T
E
科

目

AT
C教

員
(l
ab
-i
ns
tr
uc
to
rs
)に

よ
る
支
援

AT
Cカ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
支
援

オ
ハ
イ
オ
州
に

お
け
る
移
行
支
援
の
枠
組
み
：

中
等

教
育

か
ら

生
涯

学
習

へ
(芦

沢
作

成
)

19

州
教

育
省

（
O
h
i
o
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 
o
f 

Ed
uc

at
io

n 
an

d 
Wo

rk
fo

rc
e）

C
T
P
D
:
 
単

独
学

区

学
区

教
育

委
員

会

C
T
P
D
:
 
J
V
S
D
（

J
o
i
n
t
 
V
o
c
a
t
i
o
n
a
l
 
S
c
h
o
o
l
 
D
i
s
t
r
i
c
t
）

学
区

教
育

委
員

会
学

区
教

育
委

員
会

学
区

教
育

委
員

会

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

H
S

H
S

地
域
職
業
教
育
セ
ン
タ
ー

（
A
T
C
）

H
S

M
S

M
S

A
T
C

A
T
C

資
金
の
提
供
・
質
保
証

資
金
の
提
供
・
質
保
証

資
金
の
提
供

教
育
参
加
へ
の

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

学
区
・
学
校
の

実
態
に
応
じ
た

CE
Tの

充
実

AT
Cを

中
核
と
し
た
JV
SD
全
体
と
し
て
の

CT
Eの

機
会
確
保
の
整
備

生
徒
の
受
入
・
CE
T教

員
の
派
遣
・
CT
Eプ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
支
援

契 約 ・ サ ー ビ ス の 提 供

契 約 ・ サ ー ビ ス の 提 供

H
S

M
S

ビ
ジ

ネ
ス

・
パ

ー
ト

ナ
ー

M
S

WB
L・

職
業
資
格
の
質
保
証

キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ウ
ェ
イ
に
基
づ
く

ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
の
確
保

キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ウ
ェ
イ
に
基
づ
く

ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
の
確
保

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
カ

レ
ッ

ジ
等

の
中

等
後

教
育

機
関

第
一
要
件

(基
礎
学
力
）

第
二
要
件

(コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
）

第
三
要
件

(
レ

デ
ィ
ネ

ス
）

20
単
位
以
上
の
取
得

州
統
一
テ
ス
ト
合
格

(代
数
Ⅰ
、
英
語
Ⅱ
)

2つ
以
上
の
卒
業
認
証

(d
ip
lo
ma
 s
ea
ls
)の

取
得

英
語

(
4
)
、

保
健

(
1
/
2
)
、

数
学

(
4
)
、

体
育

(
3
)
、

理
科

(
3
)
、

社
会

(
3
)
、

選
択
(
5
)

代
替
措
置
①
：
職
業
教
育
関
連
活
動
の
実
施

(2
つ

以
上
)

代
替
措
置
②
：
ア
メ
リ
カ
軍
へ
の
入
隊

代
替
措
置
③
：
カ
レ
ッ
ジ
単
位
の
取
得

•O
hi
oM
ea
ns
,J
ob
sレ

デ
ィ
ネ

ス
認
証
(州

)
•産

業
界
認
定
認
証
(州

)
•カ

レ
ッ
ジ
・
レ
デ
ィ
認
証
(州

)
•入

隊
認
証
(州

)
•シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
認
証
(州

)
•科

学
認
証
(州

)
•優

等
卒
業
資
格
認
証
(州

)
•二

言
語
以
上
習
得
認
証
(州

)
•技

術
認
証
(州

)
•コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
認
証
(学

区
)

•美
術
・
身
体
芸
術
認
証
(学

区
)

•生
徒
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
認
証
(学

区
)

図
3：

オ
ハ
イ
オ
州
に
お
け
る
進
学
と
就
職
の
双
方
に

備
え

る
(
c
o
l
l
e
g
e
 
a
n
d
 
c
ar
e
e
r
 
r
e
a
d
y
)
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
卒
業
要
件

(2
01
9年

度
入
学
生
以
降
)

進
学
と
就
職
の
双
方
に
備
え
る

(c
ol

le
ge

 a
nd

 ca
re

er
 re

ad
y)
の
前
提

本
報
告
で
は
、
こ
こ
に
乗
れ
な
い
若
者
に
対
す
る
支
援
を
取
り
上
げ
る
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フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ォ
ー
ワ
ー
ド
復
学
支
援
セ
ン
タ
ー

(F
FR

EC
)の

概
要

21

出
典

：
F
F復

学
支

援
セ

ン
タ

ー
・

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

コ
ー

チ
B
r
i
a
n
n
a
 R
e
y
n
o
l
d
s
と

K
r
i
s
t
i
n
 K
w
i
a
tに

対
す
る
z
o
o
m
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
(2

0
2
4
年
3
月
1
1


目

標 
HS

卒
業

/同
等
の
資
格
の
取
得


HS

等
へ
の
復
学
、

HS
卒
業
資
格
の
取
得
、

GE
D(

HS
卒
業
認
定

)の
取
得


キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援


支

援
の

3つ
の

柱

①
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
コ
ー
チ
ン
グ


支
援
対
象
者
の
現
状
を
把
握
し
、
希
望
を
聞
い
て

、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
向
け
た
支
援

を
提
供

②
若
者
の
復
学
等
を
阻
害
す
る
障
壁
を
取
り
除
く
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
の
提
供


地
域
に
あ
る
様
々
な
支
援
(交

通
手
段
の

確
保
、
住
宅
、
経
済
支
援
、
奨
学
金
、
通
訳
等
)と

若
者
を
つ
な
ぐ

③
ア
ド
ボ
カ
シ
ー


教
育
機
関
や
家
庭
・
地
域
社
会
に
RE
Cの

存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

FF
復
学
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

ES
Lの

若
者
に
対
す
る
支
援
の
枠
組
み

22

出
典
：

FF
復
学
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ー
チ
Br
ia
nn
a 
Re
yn
ol
ds
と
Kr
is
ti
n 
Kw
ia
t
に
対
す
る
zo
om
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
(2
02
4年

3月
11
日
)

•さ
ま

ざ
ま

な
機
関
と
連
携
し
て
ES
L生

徒
に
支
援
を
提
供

①
言
語
運
用
能
力
の
獲
得
、
就
業
等
の
支
援

•
As

pi
re

E
SO

L(
En

gl
is

h
fo

r
Sp

ea
ke

rs
of

Ot
he

r
La

ng
ua

ge
s)

：

•
M
i
a
m
i
V
a
l
l
e
y
C
a
r
e
e
r
Te
ch
no
lo
gy

Ce
nt
er
の
成
人
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ

•
ES
OL
レ
ベ
ル
6を

目
指
す
無
料
ク
ラ
ス

•
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
卒
業
認
定
(G
ED
)ク

ラ
ス
の
受
講
に
は
ES
OL
の
レ
ベ
ル
6が

必
要

•
O
m
e
g
a

C
D
C
(デ

イ
ト
ン
市
に
あ
る
オ
メ
ガ
・
バ
プ
テ
ス
ト
教

会
を
母
体
と
す
る
非
営
利
団
体
)：

•
生
徒
の
た
め
の
メ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
、
コ
ー
チ
ン
グ

•
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
チ
ン
グ
：
生
徒
の
家
庭
に
対
す
る
支
援

•
若

年
ホ

ー
ム

レ
ス

・
シ

ェ
ル

タ
ー

：

•
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
(ジ

ョ
ブ
コ
ー
チ
ン
グ
、
履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受
け
方
)

•
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
免
許
の
取
得

FF
R

EC
に

お
け

る
ES

Lの
若
者
に
対
す
る
支
援
の
枠
組
み

(2
)

23

出
典

：
F
F
復

学
支

援
セ
ン
タ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ー
チ

Br
ia

nn
a 

R
ey

no
ld

sと
Kr

is
tin

 K
w

ia
tに

対
す
る
z
o
o
m
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

(2
0
2
4
年
3
月
1
1
日

)

•
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携
し
て
E
SL

生
徒
に

支
援

を
提

供
(つ

づ
き

)

②
そ
の
他
の
障
壁
の
除
去
に
対
す
る
支
援
：

•食
糧

支
援

、
託

児
サ

ー
ビ

ス
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
等

•地
域
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
/
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

ス
ク

ー
ル

(6
校

)と
の

連
携

•
毎
週
訪
問
す
る
こ
と
を
心
が
け
る

•中
退
の
可
能
性
の
あ
る
生
徒
の
早
期
発
見
：

•
ジ

ョ
ブ

セ
ン

タ
ー

や
ハ

イ
ス

ク
ー

ル
の

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
カ

レ
ッ

ジ
と

の
連
携

•
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
評
価
、
中
退
リ
ス
ク
指
標
を
用
い
た
生
徒
の
状
況
把
握

ES
Lの

若
者

の
移

行
支

援
に

お
け

る
FF

復
学
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

24

•
中

途
退

学
/中

途
退

学
の

危
機

に
あ
る
英

語
学

習
者

の
移

行
を
支

援
す
る
ハ
ブ

•
移
行
を
阻
害
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
障
壁
の
除
去

•
障
壁
の
除
去
を
目
的
と
し
た
多
様
な
機
関
と
の
連
携

•
セ
ン
タ
ー
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
英

語
学

習
者

が
必

要
な
移

行
支

援
を
獲

得
→
セ
ン
タ
ー
の
役
割
の
特
徴
1
つ
の
機
関
で
全
て
の
支
援
を
提
供
す
る
の
で
は
な
い

→
セ
ン
タ
ー
が
支
援
対
象
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

•
職

員
の

専
門

性
：

教
育

関
係

の
専

門
職

•
Na

tio
na

l D
ro

po
ut

 P
re

ve
nt

io
n 

Sp
ec

ia
lis

t (
ND

PS
)の

取
得
：
全
米
中
退
防
止
セ
ン
タ
ー

(N
at
io
na
l 
Dr
op
ou
t 
Pr
ev
en
ti
on
 C
en
te
r)
の
資
格

•
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
教
育
学
関
連
の
修
士
号
を
保
有

•
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ー
チ
の
前
職
は
教
員

復
学

支
援

セ
ン

タ
ー

の
特

徴
(
後

藤
2
0
2
2
)
：

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

の
分

野
も

含
み

つ
つ

、
学

業
復

帰
と

キ
ャ

リ
ア

形
成

の
支

援
に

重
点

を
置

く

出
典
：
F
F
復
学
支
援
セ
ン
タ
ー
・ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ー
チ

Br
ia

nn
a 

R
ey

no
ld

sと
Kr

is
tin

 K
w

ia
tに

対
す
る
z
o
o
m
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
(2

0
2
4
年
3
月
1
1
日
)
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国
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と
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l D
ro

po
ut

 P
re

ve
nt

io
n 

Ce
nt

er
公

式
w

eb
サ

イ
ト

(h
ttp

s:/
/d

ro
po

ut
pr

ev
en

tio
n.
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カ
ナ

ダ
の

学
校

教
育

を
取

り
巻

く
現

状
C

O
V

ID
1
9
以

降
の

主
な

課
題


移

民
の

増
加


英

語
を

母
語

と
し

な
い

子
ど

も
・
若

者


学

力
差

（
移

民
の

中
で

の
格

差
）


社

会
経

済
的

ギ
ャ

ッ
プ

の
拡

大


社
会

経
済

的
格

差
→

学
力

差


貧

困
→

精
神

疾
患

や
メ

ン
タ

ル
不

調


発

達
障

害
を

抱
え

る
子

ど
も

・
若

者
の

増
加


個

別
対

応
の

必
要

性

多
文

化
主

義
M

u
lt
ic

u
lt
u
ra

lis
m

→
社

会
包

摂
S
o
c
ia

l 
In

c
lu

si
o
n
へ

S
ta

ti
st

ic
 C

an
ad

a 
(2

0
2
2
),
 p

.3

B
u
rk

in
sh

aw
, 
T
e
ra

jim
a,

 W
ilk

in
s 

(2
0
2
2
) 
p.

1
3

カ
ナ

ダ
調

査
の

対
象

と
な

る
V

u
ln

e
ra

bi
lit

y


外
国

に
ル

ー
ツ

を
持

つ
な

ど
に

よ
り

公
用

語
指

導
の

必
要

な
者

永
住

権
を

持
つ

移
民

・
難

民
が

市
民

権
を

獲
得

す
る

た
め

の
支

援

一
時

的
就

労
者

を
社

会
包

摂
す

る
た

め
の

支
援


性

的
少

数
者

（
L
G

B
T
Q

と
総

称
さ

れ
る

性
自

認
・
性

的
指

向
を

も
つ

者
）


歴

史
的

・
社

会
的

な
背

景
か

ら
出

自
・
居

住
地

・
人

種
・
民

族
等

を
理

由
に

い
じ

め
や

排
斥

等
の

対
象

と
な

る
傾

向
が

強
い

者

貧
困

、
先

住
民

を
ル

ー
ツ

に
も

つ
も

の
へ

の
支

援

発
達

障
害

、
情

緒
・
行

動
障

害
、

薬
物

・
ゲ

ー
ム

中
毒

な
ど

の
課

題
を

抱
え

る
若

者
へ

の
支

援

・
経

済
移

民
に

お
け

る
ポ

イ
ン

ト
制

な
ど

に
よ

る
連

邦
政

府
の

差
別

的
移

民
受

け
入

れ
政

策
お

よ
び

一
時

就
労

に
よ

る
外

国
籍

の
労

働
者

が
経

済
格

差
お

よ
び

貧
困

問
題

を
生

み
出

し
て

い
る

こ
と

・
貧

困
か

ら
精

神
疾

患
や

学
習

に
集

中
で

き
な

い
状

況
が

生
み

出
さ

れ
る

→
複

合
的

・
重

層
的

な
vu

ln
e
ra

bi
lit

yに
対

処
し

よ
う

と
す

る
＝

カ
ナ

ダ
の

取
り

組
み
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高
校

段
階

に
お

け
る

移
行

支
援

の
経

緯


グ
ロ

ー
バ

ル
経

済
に

お
け

る
国

際
競

争
力

・
知

識
経

済
社

会
へ

の
対

応
と

し
て

の
移

行
支

援
(1

9
9
0
年

代
ー

）
＝

S
c
h
o
o
l-

to
-
W

o
rk

 改
革

＊
職

業
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
オ

フ
キ

ャ
ン

パ
ス

教
育

の
推

進

(特
に

、
登

録
ア

プ
レ

ン
テ

ィ
ス

シ
ッ

プ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

(R
A

P
))


社

会
包

摂
・
社

会
正

義
と

い
う

側
面

か
ら

の
高

校
中

退
対

策
(2

0
0
0
年

代
ー

）
＝

学
習

の
個

別
化

、
弾

力
化

＋
包

括
的

な
支

援
＊

高
校

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
改

訂

＊
福

祉
・
医

療
・
就

労
な

ど
の

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

サ
ー

ビ
ス


段

階
的

就
学

支
援

（
2
0
2
0
年

ー
）

＝
個

々
の

生
徒

の
支

援
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

対
応

ア
ル

バ
ー

タ
州

の
高

校
教

育
シ

ス
テ

ム

高
校

修
了

(H
ig

h
 S

c
h
o
o
l 
C

o
m

pl
e
ti
o
n
)の

仕
組

み
修

了
(c

o
m

pl
e
ti
o
n
)≠

卒
業

(g
ra

du
at

io
n
)

（
卒

業
）

高
校

卒
業

資
格

：
D

ip
lo

m
a（

必
修

5
6
単

位
＋

選
択

4
4
単

位
 

合
計

1
0
0
単

位
）

（
修

了
）

卒
業

同
等

資
格

：
G

ra
du

at
e
 E

qu
iv

al
e
n
c
y 

D
ip

lo
m

a 
（
卒

業
試

験
合

格
）

高
校

修
了

：
H

ig
h
 S

c
h
o
o
l 
C

o
m

pl
e
ti
o
n
 （

中
等

後
教

育
機

関
に

進
学

し
た

場
合

）
高

校
到

達
資

格
：
C

e
rt

if
ic

at
e
 o

f 
A

c
h
ie

ve
m

e
n
t 

（
必

修
3
1
単

位
 

合
計

8
0
単

位
）

高
校

修
了

資
格

：
C

e
rt

if
ic

at
e
 o

f 
C

o
m

pl
e
ti
o
n
 （

顕
著

な
知

的
障

害
を

有
す

る
場

合
）

・
・
・

は
、

高
校

に
在

籍
し

単
位

の
修

得
も

し
く
は

授
業

に
出

席
す

る
こ

と
が

必
要

ア
ル

バ
ー

タ
州

の
高

校
に

お
け

る
就

学
支

援
の

事
例

地
域

校
(L

o
c
al

 H
ig

h
 S

c
h
o
o
l)

第
一

段
階

学
校

文
化 多
様

性
を

尊
重

し
帰

属
意

識
を

育
成

す
る

第
二

段
階

教
室

で
の

サ
ポ

ー
ト

（
欠

席
率

1
0
%
未

満
）

全
て

の
生

徒
が

継
続

的
に

出
席

す
る

よ
う

働
き

か
け

る
（
担

任
教

師
）

第
三

段
階

対
象

を
定

め
た

サ
ポ

ー
ト

（
欠

席
率

1
0
%
以

上
）

保
護

者
に

連
絡

、
S
C

が
関

与
す

る
、

必
要

に
応

じ
て

教
育

委
員

会
が

支
援

す
る

第
四

段
階

集
中

的
支

援
（
欠

席
率

2
0
%
以

上
）

教
育

委
員

会
担

当
者

が
、

副
教

育
長

へ
連

絡
、

必
要

に
応

じ
て

、
ア

テ
ン

ダ
ン

ス
・
ボ

ー
ド

へ

＊
知

的
障

害
＝

別
教

室
（
L
if
e
 S

ki
lls

)

事
例

１
学

校
内

で
の

段
階

的
支

援
（
エ

ル
ク

・
ア

イ
ラ

ン
ド

・
カ

ト
リ

ッ
ク

学
校

区
）

事
例

２
地

域
校

か
ら

他
校

へ
の

接
続

（
メ

デ
ィ

ス
ン

ハ
ッ

ト
学

校
区

）

地
域

校
(L

o
c
al

 H
ig

h
 S

c
h
o
o
l)

メ
デ

ィ
ス

ン
ハ

ッ
ト

高
校

課
題

を
抱

え
る

生
徒

（
自

閉
症

, 
L
D

, 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

障
害

、
A

D
H

D
,

ア
ル

コ
ー

ル
・
薬

物
・
ゲ

ー
ム

中
毒

）

→
学

習
ス

ト
ラ

テ
ジ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

教
師

・
理

学
療

法
士

・
作

業
療

法
士

・
言

語
聴

覚
士

・
心

理
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

支
援

＊
生

徒
の

障
害

の
内

容
に

応
じ

て
、

L
if
e
 S

ki
lls

 (
高

校
修

了
資

格
取

得
を

め
ざ

す
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
障

害
＋

学
力

が
高

い
生

徒

ク
ー

リ
ー

カ
レ

ッ
ジ

エ
イ

ト
校

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
カ

レ
ッ

ジ
内

に
設

置
さ

れ
た

チ
ャ

ー
タ

ー
・
ス

ク
ー

ル
→

自
学

自
習

方
式

で
学

習

問
題

行
動

等
を

有
す

る
生

徒

オ
ル

タ
ナ

テ
ィ

ブ
校

H
U

B ダ
ウ

ン
タ

ウ
ン

に
設

置
さ

れ
た

小
規

模
校

寄
り

添
い

方
の

支
援

を
受

け
な

が
ら

学
び

を
継

続

メ
デ

ィ
ス

ン
ハ

ッ
ト

高
校

の
カ

ー
ム

ダ
ウ

ン
・
ル

ー
ム
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学
校

名
⾏

政
（

教
育

分
野

）
⾏

政
（

医
療

・
保

健
）

司
法

NP
O

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

型
オ

ル
タ

ナ
テ

ィ
ブ

⾼
校

Di
sc

ov
er

in
g 

Ch
oi

ce
s

カ
ル

ガ
リ

ー
市

教
育

委
員

会

カ
ル

ガ
リ

ー
市

教
育

委
員

会
（

臨
床

⼼
理

⼠
・

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
）

Th
e 

AL
EX

 Y
ou

th
 H

ea
lth

 
Ce

nt
re

（
巡

回
医

療
バ

ス
）

Go
ys

 a
nd

 G
irl

s 
Cl

ub
(ホ

ー
ム

レ
ス

⽀
援

）
少

年
矯

正
施

設
（

閉
鎖

型
）

Ca
lg

ar
yY

ou
ng

Of
fe

nd
er

 C
en

tre
カ

ル
ガ

リ
ー

市
教

育
委

員
会

ア
ル

バ
ー

タ
司

法
省

Jo
hn

 H
ow

ar
d 

So
cie

ty
（

NP
O)

少
年

矯
正

施
設

（
開

放
型

）
Ex

Ce
lD

isc
ov

er
y

カ
ル

ガ
リ

ー
市

教
育

委
員

会
ア

ル
バ

ー
タ

司
法

省
En

vir
os

（
NP

O)
Jo

hn
 H

ow
ar

d 
So

cie
ty

(N
PO

)
少

年
矯

正
施

設
（

集
合

型
保

護
観

察
）

Ca
lg

ar
y Y

ou
th

 
At

te
nd

an
ce

 C
en

tre
カ

ル
ガ

リ
ー

市
教

育
委

員
会

ア
ル

バ
ー

タ
司

法
省

Jo
hn

 H
ow

ar
d 

So
cie

ty
(N

PO
)

若
年

者
妊

娠
・

⼦
育

て
⽀

援
Lo

ui
se

 D
ea

n 
Sc

ho
ol

カ
ル

ガ
リ

ー
市

教
育

委
員

会

ア
ル

バ
ー

タ
保

健
省

（
看

護
師

）
カ

ル
ガ

リ
ー

市
教

育
委

員
会

（
臨

床
⼼

理
⼠

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

）

KI
ND

RE
D（

保
育

施
設

/
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

）
HE

RA
（

性
的

搾
取

・
性

犯
罪

へ
の

対
応

）

学
校

内
で

の
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
（
教

育
・
福

祉
・
医

療
・
就

労
）

＋
学

校
、

行
政

と
N

P
O

の
連

携

事
例

３
オ

ル
タ

ナ
テ

ィ
ブ

校
で

の
支

援
（
カ

ル
ガ

リ
ー

公
立

学
校

区
）

カ
ナ

ダ
・
ア

ル
バ

ー
タ

州
の

事
例

に
共

通
す

る
こ

と


教

師
に

よ
る

介
入


生

徒
に

寄
り

添
う

学
校

文
化

の
中

で
、

不
登

校
の

問
題

が
発

生
し

た
場

合
は

、
教

員
が

積
極

的
に

介
入

す
る

（
エ

ル
ク

ア
イ

ラ
ン

ド
、

メ
デ

ィ
ス

ン
ハ

ッ
ト

）


段

階
的

な
支

援


学
校

内
に

お
け

る
段

階
的

支
援

（
エ

ル
ク

ア
イ

ラ
ン

ド
）
、

地
域

校
か

ら
近

隣
の

オ
ル

タ
ナ

テ
ィ

ブ
校

と
の

連
携

に
よ

る
段

階
的

支
援

（
メ

デ
ィ

ス
ン

ハ
ッ

ト
、

カ
ル

ガ
リ

ー
）


多

職
種

多
機

関
連

携


学
校

内
に

お
け

る
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッ

フ
、

学
校

外
の

N
P

O
・
行

政
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

支
援

の
提

供

今
後

の
課

題


学
齢

期
を

超
過

し
た

若
者

へ
の

移
行

支
援


高

校
教

育
が

無
償

で
保

障
さ

れ
る

の
は

１
9
歳

の
9
月

ま
で

で
あ

り
、

そ
の

年
齢

ま
で

に
高

校
を

修
了

で
き

な
か

っ
た

場
合

の
支

援
は

難
し

い
。

カ
ル

ガ
リ

ー
市

の
場

合
は

、
支

援
す

る
団

体
が

あ
る

が
、

州
内

の
他

地
域

で
同

様
の

支
援

が
あ

る
と

は
限

ら
な

い
。


就

学
支

援
か

ら
移

行
支

援
へ


学

校
内

に
お

け
る

就
学

支
援

の
体

制
は

、
こ

の
数

年
間

で
格

段
に

整
っ

て
き

て
い

る
。

課
題

は
、

高
校

卒
業

後
の

進
路

を
ど

の
よ

う
に

サ
ポ

ー
ト

す
る

か
で

あ
る

。
具

体
的

な
職

業
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
る

た
め

の
既

存
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

有
用

性
を

検
証

す
る

必
要

が
あ

る
。


都

市
部

と
地

方
と

の
格

差


カ
ル

ガ
リ

ー
な

ど
の

大
都

市
で

は
、

市
内

に
複

数
の

オ
ル

タ
ナ

テ
ィ

ブ
校

を
設

置
し

て
お

り
、

個
々

の
若

者
が

抱
え

る
課

題
に

応
じ

て
、

学
校

を
選

択
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

地
方

小
規

模
都

市
の

場
合

は
、

選
択

の
機

会
が

限
定

さ
れ

て
い

る

エ
ド

モ
ン

ト
ン

市
内

の
カ

レ
ッ

ジ
：
学

齢
を

超
過

し
た

若
者

が
高

校
の

卒
業

資
格

取
得

を
目

指
し

て
通

学
し

て
い

る
が

、
有

料
で

あ
る

。
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・
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第
2・

3次
支
援
と
し
て
の
介
入
：
キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
事
例
か
ら

検
討

の
前

提
と
し
て


バ

ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
子
ど
も
と
は
？
（
定
義
）


バ

ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
子
ど
も
た
ち
に
は
ど
の
よ
う
な
教
育
経
路
が
あ
る
か
？

→
ど
う
い
う
場
で
、
ど
の
よ
う
な
時
に
行
わ
れ
る
の
か

→
ど
う
い
う
立
場
の
人
間
が
、
誰
に
対
し
て
行
う
か


フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
で
の
支
援
（
学
校
・
教
育
機
関
内
）


SE

N生
徒


そ
の

他
の

脆
弱

性
を
持

つ
生

徒

前
提
①

バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
生
徒
と
は


学

校
や

社
会

に
排

除
され

る
リス

クの
⾼

い
⼦

ども
な

ど
→

イギ
リス

の
場

合
、特

別
な

教
育

的
ニー

ズ
（

Sp
ec

ia
l E

du
ca

tio
na

l
Ne

ed
s:

 S
EN

）
、無

料
給

⾷
（

FS
M

）
な

ど、
その

脆
弱

性
ゆ

え
に

地
⽅

当
局

や
学

校
か

ら公
的

な
⽀

援
を

受
け

る
⽣

徒
→

⾝
体

的
SE

Nは
除

き
、⾏

動
的

・感
情

的
・社

会
的

困
難

（
BE

SD
）

や
、い

わ
ゆ

る
問

題
⾏

動
の

多
い

（
ch

al
le

ng
in

g）
な

⽣
徒

や
社

会
的

養
護

（
Lo

ok
ed

 a
fte

r 
Ch

ild
re

n:
 L

AC
)な

ど、
地

⽅
当

局
の

⽀
援

を
受

け
る

「困
難

を
抱

え
る

（
Ch

ild
re

n 
in

 N
ee

d、
以

下
in

 N
ee

dの
⽣

徒
）

」児
童

⽣
徒

全
般


ここ

で
は

、特
に

義
務

教
育

段
階

で
、停

・退
学

の
リス

クの
⾼

い
層

を
取

り上
げ

る

前
提

②
バ

ル
ネ
ラ
ブ
ル

な
生

徒
の

教
育

経
路

：
中

等
前

期


メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
学
校

国
庫

補
助

学
校

/公
立
学
校

(m
ai

nt
ai

ne
d 

sc
ho

ol
/s

ta
te

 sc
ho

ol
)

Ac
ad

em
ie

s,
co

m
m

un
ity

 sc
ho

ol
s, 

fo
un

da
tio

n 
sc

ho
ol

s, 
vo

lu
nt

ar
y 

sc
ho

ol
s, 

ac
ad

em
ie

s a
nd

 fr
ee

 sc
ho

ol
s, 

gr
am

m
ar

 
sc

ho
ol

s,
Ci

ty
 te

ch
no

lo
gy

 co
lle

ge
s

独
立

学
校

（
in

de
pe

nd
en

t s
ch

oo
l/p

riv
at

e 
sc

ho
ol

)


ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ス
ク
ー
ル
（
≒

特
別
支
援
学
校

)

オオ
ルル

タタ
ナナ
テテ
ィィ
ブブ
学学

習習
機機

関関


ホ
ー
ム
・
ス
ク
ー
ル
等

→
ま
ず
は

学
校
・
教
育
機
関
内
で
、
機
関
内
外
か
ら
の
専
門
家
連
携
に
よ
る
支

援
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教
育
機
関
内
で
の
介
入
型
支
援
～
専
門
家
と
の
連
携


メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
学
校

(ロ
ン
ド
ン
・

Aア
カ
デ
ミ
ー

)で
の

SE
N生

徒
支

援
の

事
例

SE
Nコ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た
支

援

・
SE

Nサ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
（
教
室

で
の

支
援

）

・
言
語

サ
ポ
ー
ト
（
放
課
後
：
語
彙
力
強
化

、
発

音
、
ス
ピ
ー
チ
）

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
週

3回
）
～
家
族
と
一

緒

→
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
教
室
内
で
他
の
生

徒
と
一

緒
に
支

援
を
受

け
る


メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
学
校

(ロ
ン
ド
ン
・

Bス
ク
ー
ル

co
m

pr
eh

en
siv

e 
sc

ho
ol
)で

の
LA

C生
徒

支
援
の
事
例


SE

Nや
LA

C生
徒
の
た
め
の
方
針
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

→
生

徒
自
身
も
学
校
の
中
で
の
約
束
を
遵
守


担

当
者

(教
員

)が
支
援
に
責
任
を
持
ち
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
を
行
う

→
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
や
家
族
・
里
親
と
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
地
方
当
局
・
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
団
体
等
関
係
各
所
と
の
折
衝
、
教
科
教
師
と
の
連
携
、
キ
ャ
リ
ア
活
動
を
め
ぐ
る
外
部
と
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
業

務
、

LA
Cに

関
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
啓
蒙
や
研
修
な
ど


生

活
支
援
も
含
め
た
移
行
支
援


イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
週
一
、
複
数
機
関
に
よ
る
会
合
）

→
支
援
と
評
価
を
依
頼
す
る
第
三
者
機
関
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ケ
ア
、
子
ど
も
・
青
年
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
、
区
の
ユ
ー

ス
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
臨
床
心
理
士
、
教
育
福
祉
行
政
、
職
業
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
心
理
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
言
語
・
ス
ピ
ー
チ
セ
ラ
ピ
ス
ト

な
ど


ラ
ー
ニ
ン
グ
パ
ス
ポ
ー
ト
で
関
係
者
が
情
報
共
有
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
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
学
習
機
関
（
ロ
ン
ド
ン
・

A校
Pu

pi
l R

ef
er

ra
l U

ni
t）
の
⾏
動
的
・情
動

的
・社
会
的
困
難
（
BE
SD
）

の
生
徒

へ
の

事
例


教
員
以
外
の
キ
ー
ワ
ー
カ
ー

（
ke

y 
w

or
ke

r)

SE
Nや

ギ
ャ
ン
グ
、
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
に
特
化
し
、
警
察
や
病
院
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
外

部
機
関
と
連
携
し
て
生
徒
の
問
題
に
対
処
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
に
加
え
、
放
課
後

の
活
動
支
援
や
保
護
者
支
援


子
ど
も
に
あ
わ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
経
験


学
習
・
行
動
デ
ー
タ
の
共
有


コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

LE
AP

の
財

政

運
営
資
金
は
す
べ
て
地
方
当
局
か
ら
の
支
出
に
よ
り
賄
っ
て
い
る
。

Sc
ho

n氏
に
よ
る

と
他
の
学
校
か
ら
比
べ
る
と
資
金
は
非
常
に
潤
沢
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
ス
テ
ー
タ

ス
・

EH
Cプ

ラ
ン
の
生
徒
の
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、

SE
N一

人
当
た
り
に
割
り
当
て
ら
れ

る
SE

N交
付
金
（

Na
tio

na
l S

EN
 fu

nd
in

g）
お
よ
び
ト
ッ
プ
ア
ッ
プ
交
付
金
（

To
p 

up
 fe

e）
に
加
え
、

SE
N生

徒
の
た
め
の
学
校
交
付
金
（

bl
oc

k g
ra

nt
）
の
が
配
分
さ
れ
る
た
め

で
あ
る
。
こ
う
し
た
資
金
は
、
施
設
設
備
の
充
実
化
や
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
の
他
、

個
々
の
教
師
や
キ
ー
・
ワ
ー
カ
ー
に
も
配
分
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
裁
量
で
使
用
す
る

こ
と
が
出
来
る
。

支
援
の
構
図


基
準
・
水
準
の
設
定

国
レ
ベ
ル
ｰ
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
基
準

(キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス

)/
行
動
指
針
作
成

( C
od

e 
of

 P
ra

ct
ice

)
地
方
レ
ベ
ル
－
地
方
当
局
の
責
任

学
校
レ
ベ
ル

-学
校
規
則
と
方
針
（

sc
ho

ol
 ro

le
s/

po
lic

y）
個
人
レ
ベ
ル

-周
り
と
う
ま
く
や
る
た
め
の
決
ま
り
・
約
束
の
設
定


多
機
関
・
多
職
種
連
携

国
レ
ベ
ル
－
地
方
レ
ベ
ル
－
学
校
レ
ベ
ル
－
個
別
支
援
レ
ベ
ル


情
報
共
有

SE
Nの

場
合
、
地
方
当
局
・
学
校
を
核
に
関
係
情
報
を
集
約

入
退
学
・
転
学
の
場
合
、
協
定

(F
AP

)に
よ
る
関
係
者
情
報
共
有

個
人
レ
ベ
ル
で
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
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→
ど
う
い
う
場
で
、
ど
の
よ
う
な
時
に
行
わ
れ

る
の

か

主
に
学
校
内
で
、
放
課
後
を
中
心
に

→
ど
う
い
う
立
場
の
人
間
が
、
誰
に
対
し
て
行

う
か

担
当

教
員
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中

心
に
専

門
家

の
連

携

学
校

が
「
支
援
が
必
要
」
と
判
断
し
た
生

徒
に
対

し
て
、
ま
た
は

本
人

・
保

護
者
か
ら
の
希
望
に
よ
っ
て


「

On
e 

go
od

 re
la

tio
ns

hi
p 

ca
n 

ke
ep

 a
 ch

ild
 in

sc
ho

ol
」

（
Si

m
on

 D
ea

n:
 C

ra
nf

or
d

Co
m

m
un

ity
 C

ol
le

ge
)

問
題

の
所

在
と
本

報
告

の
目

的


本
報
告

の
目
的


フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
中

学
校

第
4学

年
（
最

終
学

年
）
に
導

入
さ
れ

て
い
る
「
職

業
準

備
学
級
」
（

CT
PM

:c
la

ss
e

de
tro

isi
èm

e
di

te
«

pr
ép

a-
m

ét
ie

rs
»）

を
対
象
に
、
バ
ル
ネ
ラ

ブ
ル

な
生

徒
に
対

す
る
学

校
か

ら
社

会
へ

の
移

行
支

援
と
い
う
観

点
か

ら
、
「
普

通
教

育
と
し
て
の
職
業
教
育
の
意
義
と
課
題
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。


広

義
の

職
業

教
育

：
産

業
部

門
別

・
専

門
科

学
別

の
職

業
基

礎
教

育
を
含

む
（
寺

田
,2

00
9）


困

難
層

対
象

：
進

路
指

導
の

一
環

と
し
て
の

職
業

学
習

（
一

次
的

支
援

）
と
は

異
な
る


先
行
研

究


20
00

年
代
ま
で
の
動
向
：
堀
内
（1

98
4,

19
88

）
、
夏
目
（

19
94

）
、
京
免
（

20
15

）


20

19
年

に
導

入
さ
れ

た
職

業
準

備
学

級
は

対
象

外


普

通
教

育
と
し
て
の

職
業

教
育

と
し
て
通

時
的

に
変

遷
を
捉

え
る
見

方
は

と
ら
れ

て
い
な
い
。

研
究

方
法


法

令
お
よ
び
日

仏
の

先
行

研
究

を
も
と
に
、
歴

史
に
つ
い
て
整

理
し
、
そ
の

変
化

を
通

時
的
に
解
釈
す
る


『
職

業
準

備
学

級
の

指
導

の
手

引
き
』
（

Va
de

-m
ec

um
la

cla
ss

e
de

tro
isi

èm
e

pr
ép

a-
m

ét
ie

rs
）
を
も
と
に
、
教
育
方
法
の
特
質
を
示
す


20

23
年

3月
17

日
に
職

業
準

備
学

級
で
実

施
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基

づ
き
、

方
法

の
独

自
性
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
の
か
分
析
す
る


X校

:生
徒

数
約

1,
10

0人
、
モ
ン
ペ
リ
エ
大

学
区

で
最

大
の

職
業

高
校

、
経

済
的

に
恵

ま
れ
て
い
な
い
地
域
に
設
置
、
職
業
準
備
学
級

2学
級
を
併
設

対対
象象

担担
当当

科科
目目

教教
職職

年年
数数

（（
職職

業業
準準

備備
学学

級級
担担

任任
））

イイ
ンン
タタ
ビビ
ュュ
ーー
時時

間間

1
A教

員
地

理
歴

史
・
国

語
20

年
（

3年
）

48
分

2
B教

員
（
＋

生
徒

15
名

）
数

学
・
物

理
13

年
（

2年
）

22
分
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結
果

（
1）

制
度

の
変

遷

職
業
準
備
学
級
の
前
史


19

71
年

第
3学

年
「就

職
前
学
級
」（

CP
PN

）、
第

4学
年
「見

習
訓
練
準
備
学
級
」（

CP
A）


前

期
中

等
教

育
の

単
線

化
以

降
も
例

外
と
し
て
維

持
、
約

4分
の

1の
生

徒
が

進
学

（
堀

内
,1

98
8）


19

86
年

第
3学

年
・第

4学
年
「テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
学
級
」


職

業
科

目
と
普

通
科

目
の

バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
、
そ
の

他
の

職
業

教
育

コ
ー
ス
の

縮
小

（
夏

目
,1

99
4）


20

01
年

第
4学

年
｢職

業
コ
ー
ス
準
備
学
級
｣（

PV
P）

⇒
20

05
年

「職
業
発
見
」（

DP
6）


廃

止
見

込
み

の
暫

定
的

措
置

が
進

路
指

導
と
結

合
し
、
確

固
た
る
位

置
づ
け
を
得

る


「事

前
進
路
指
導
」（

pr
é-

or
ie

nt
at

io
n）
に
よ
る
格
差
の
固
定
化
（京

免
,2

01
5）


20

11
年

「
職
業
教
育
準
備
学
級
」
（

CT
PF

M
）
の
設
置


複

線
化

で
は

な
く
「
学

び
の

道
筋

の
個

性
化

」
：
共

通
基

礎
の

習
得

が
目

的


進

路
の

可
逆

性
（

ré
ve

rs
ib

ili
té
）
の

保
障

：
普

通
・
技

術
教

育
コ
ー
ス
進

学
希

望
者

も
対

象

結
果

（
1）

制
度

の
変

遷

職
業
教
育
準
備
学
級
／
通
常
学
級
に
在
籍
す
る
生
徒
の
親
の
職
業

職
業
教
育
準
備
学
級
卒
業
後
の
進
路
選
択

職
業
教
育
準
備
学
級

通
常
学
級

農
業

経
営
者

教
員

中
間
管
理
職

従
業
員

労
働
者

退
職

無
業
者

上
級
管
理

職
・
大

学
等
教
員

職
人

・
商

業
・
企

業
主

職
業
バ
カ
ロ
レ
ア
コ
ー
ス

CA
Pコ

ー
ス

職
業
準
備
学
級
留
年

そ
の
他

（含
普
通
・技

術
高
校
）

離
学

離
学
防
止
機
関


職

業
教

育
準
備
学
級
（

CT
PF

M
）
の
状
況

（
DE

PP
,2

01
8）


1万

1,
30

0あ
る
中
等
教
育
の

12
67
校
に
設
置
、

3万
2,

30
0人

（約
4％

）の
生
徒
が
参
加


約

60
%
が
職
業
高
校
、
約

25
%
が
総
合
高
校
、
約

13
％
が
中
学
校
設
置
の
学
級
に
通
う


庶
民
階
層
が
多
く
（7
割
留
年
）、

卒
業
後
は
職
業
コ
ー
ス
進
学
（普

通
・技

術
高
校

2％
）


卒
業

3年
後
の
資
格
取
得
状
況
：約

40
%
が
無
資
格
、
う
ち
半
数
は
そ
の
ま
ま
離
学

結
果

（
1）

制
度

の
変

遷


職
業
準
備
学
級
へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル


20

18
年
「職

業
未
来
選
択
法
」


進

路
の

多
様

化
か

ら
、
見

習
訓

練
へ

の
誘

導
に
方

針
転

換
（
京

免
,2

02
4）


「2

01
9年

3月
7日

の
政
令
」


対

象
者

は
「
脆

弱
な
生

徒
」
（

20
11

年
）
で

は
な
く
、
職

業
高

校
・
見

習
訓

練
に
向

け
て

進
路

計
画

を
発

展
さ
せ

た
い
生

徒


職

業
発

見
に
対

す
普

通
科

目
の

ウ
ェ
イ
ト

増
加

（
基

礎
学

力
の

回
復

を
重

視
）


三

兎
を
追

う
政

策
：
職

業
的

教
養

に
よ
る
進

学
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持

、
前

期
中

等
教

育
目

標
（
共

通
基

礎
の

獲
得

）
の

達
成

、
地

元
就

職
者

の
増

加

20
11

年年
（（

CT
PF

M
））

20
19

年年
（（

CT
PM

））
通通

常常
学学

級級
（（

20
15

年年
））

フフ
ララ
ンン
スス
語語

4.
5時

間
5時時

間間
4時

間

数数
学学

4時
間

4.
5時時

間間
3.

5時
間

地地
理理

・・
歴歴

史史
／／

道道
徳徳

・・
公公

民民
教教

育育
3時

間
3時時

間間
3.

5時
間

第第
1外外

国国
語語

4時
間

5.
5時時

間間
3時

間

第第
2外外

国国
語語

2.
5時

間

生 生
命命

地地
球球

科科
学学

科
学
・
技
術

4時
間

科科
学学

・・
技技

術術
3時時

間間

1.
5時

間

物物
理理

・・
化化

学学
1.

5時
間

テ テ
クク
ノノ
ロロ
ジジ
ーー

1.
5時

間

体体
育育

3時
間

3時時
間間

3時
間

芸芸
術術

教教
育育

1.
5時

間
1時時

間間
2時

間

職 職
業業

発発
見見

6時
間

5時時
間間

授
業
時
間
外

そそ
のの

他他
個
別
伴
走
支

援
：

2時
間

強 強
化化

学学
習習

：：
フフ

ララ
ンン
スス
語語

・・
数数

学学
のの

各各
1時時

間間

補
習
授
業
：

上
記
の
う
ち

4時
間

合合
計計

32
時
間

30
時時

間間
26

時
間

中中
学学

校校
第第

44
学学

年年
のの

11
週週

間間
のの

授授
業業

時時
数数

のの
比比

較較
結

果
（
2）

教
育

方
法

の
革

新

場場
所所

中中
学学

校校
にに
設設

置置
職職

業業
・・
総総

合合
高高

校校
にに
設設

置置

強強 みみ

・
中

学
校

で
の

就
学

全
体

（
第

3・
4学

習
期

）
を
通

し
た
学

習
指

導
要

領
の

知
識

、
中

等
教

育
修

了
証

書
（

DN
B）

や
共

通
基

礎
で
期

待
さ
れ
る
知
識
の
獲
得

・
第

4期
に
お
け
る
統
一
学
習
記
録
簿
（

LS
U）

の
活
用
と
フ
ォ
ロ
ー

・
職

業
準

備
学

級
の

生
徒

と
通

常
学

級
の

生
徒

を
結

び
付

け
る
学

習
ア
プ
ロ
ー
チ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
科

学
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
教

科
横

断
学
習
）
が
可
能

・
「
適

応
普

通
・
職

業
教

育
部

門
」
（

SE
GP

A）
の
技
術
設
備
の
利
用

・
過
去
の
就
学
と
の
断
絶
、
高
校
へ
の
統
合
と
特
別
な
ケ
ア

・
経

済
・
職

業
世

界
と
の

関
係

づ
く
り
や

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、

実
習

の
機

会
、
職

業
高

校
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
専

門
職

業
高

校
（

LN
D）

や
職
業
・
資
格
キ
ャ
ン
パ
ス
（

CM
Q
）
と
の
接
触

・
職

業
発

見
の

た
め

に
利

用
で
き
る
技

術
設

備
（
ミ
ニ
実

習
、

体
験
、
観
察
）

・
見

習
訓

練
の

地
位

の
も
と
で
、
教

育
・
訓

練
の

方
法

や
組

織
を
現
場
で
発
見
で
き
る
可
能
性

注注 意意 点点

・
中

学
校

内
で
職

業
準

備
学

級
の

生
徒

が
ス
テ
ィ
グ
マ
を
押

さ
れ

る
危
険
性

・
高

校
あ
る
い
は

見
習

訓
練

セ
ン
タ
ー
の

職
業

的
環

境
や

技
術

設
備
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
経

済
・
職

業
世

界
の

教
養

が
ほ

と
ん
ど
あ
る
い
は

全
く
な
い
た
め

、
高
校
や
見
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
び
、
具
体

化
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

・
「
支
援
付
き
宿
題
」
措
置
へ
の
参
加

・
中
学
校
と
職
業
高
校
と
の
連
結

・
公
式
な
時
間
割
の
尊
重

・
第

2外
国
語
の
提
供
が
困
難

・
特

に
ホ
テ
ル

や
第

三
次

産
業

の
コ
ー
ス
の

高
校

で
は

、
学

校
に
設

置
さ
れ

て
い
な
い
科

目
（
音

楽
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
地

球
生

命
科

学
な
ど
）
や

、
学

級
の

学
習

計
画

の
構

想
・
実

施
の

た
め
の
補
完
措
置
（

CS
D/

CS
R）

の
実
現
が
困
難
で
あ
る
。


職職

業業
準準

備備
学学

級級
のの

設設
置置

場場
所所

にに
応応

じじ
たた
長長

所所
とと
短短

所所
（

M
EN

,2
02

0a
）
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
教教

育育
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
（（
pp
rroo
jjee
tt
pp
éé
dd
aagg
oo
ggii
qq
uu
ee
））
のの

計計
画画

とと
実実

施施
（
M
E
N
,
2
0
2
0
a,
b）

職
業

発
見

の
授

業

見
習
い
訓
練

個
別

伴
走

支
援

授
業

と
評

価

教
科
横
断
ﾌ
ﾟﾛ
ｼ
ﾞｪ
ｸ
ﾄ

学
び
の
道
筋
の
個
別
化

組
織

教
育

の
組

織
化

年
間
計
画
の
策
定

教
授

方
法

パ
ー
ト
ナ
ー

実
践

面
談

共
通
基
礎
の
習
得

DN
Bの

準
備

受
入
（
統
合
の
時
間
）

教
育
行
程

コ
ン
ク
ー
ル
の
準
備

教
師
に
よ
る
追
跡
支
援

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用

生
徒
の
個
別
計
画

家
庭
と
の
関
係
構
築

受
入
定
員

教
育
チ
ー
ム

授
業
の
割
り
当
て

研
修

観
察
期
間

入
門
研
修

統
合

ク
ラ
ス

体
験
の
時
間

総
括
の
時
間

共
同
介
入

ｺﾝ
ﾋﾟ
ﾃ
ﾝｼ

ｰ
に
応
じ
た
学
習

ﾌ
ﾟﾛ
ｼ
ﾞｪ
ｸ
ﾄ学

習

受
入
企
業

職
業
高
校
･見

習
訓
練
ｾ
ﾝﾀー

中
学
校

職
業

準
備

学
級

の
教

育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

結
果

（
2）

教
育

方
法

の
革

新

協

働
的

な
学
び
と
個
別
最
適
な
学
び
の
提
供

（
M
E
N
,
2
0
2
0
b）


「プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
」（

pé
da

go
gie

de
pr

oj
et
）


生

徒
を
知

識
の

構
築

過
程

に
能

動
的

に
参

加
さ
せ

こ
と
で
、
学

習
へ

の
動

機
付

け
を
行

う


責

任
感

・
自

発
性

・
批

判
的

思
考

力
、
自

尊
心

と
い
っ
た
横

断
的

な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
育

成
す
る


学
び
の
道
筋
の
個
性
化
：人

格
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
発
達


個

人
目

標
と
集

団
目

標
の

統
合

、
個

別
ニ
ー
ズ
を
考

慮
し
た
学

習
プ
ロ
セ
ス
の

選
択

、
そ
れ

に
合

致
し
た
授

業
の

内
容

、
方

法
、
成

果
物

、
組

織
の

カ
ス
タ
マ
イ
ズ

問
題

目
的

問
い

挑
戦

活
動

形
成
的

評
価

自
己
評
価

知
識
の
活
用

活
動

形
成
的

評
価

自
己
評
価

知
識
の
活
用

活
動

形
成
的

評
価

自
己
評
価

知
識
の
活
用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
点
検

最
終
成
果
・

製
作
物

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

総
括

各
生

徒
が

獲
得

し
た

教
科

お
よ
び
横

断
的

な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

の
総

括

ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
のの

スス
テテ
ッッ
ププ

結
果

（
2）

教
育

方
法

の
革

新

職
業
発
見
と
進
路
指
導

（
M
E
N
,
2
0
2
0
b）


「職

業
と
職
業
コ
ー
ス
の
発
見
」（
年
間

18
0時

間
）


2種

類
の

職
業

を
選

択
し
、
理

解
を
深

め
る


学

際
的

・
複

合
的

な
教

育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実

施

EX
.「
雨

水
の

回
収

と
配

分
に
関

す
る
技

術
設

備
」
（
生

命
地

球
科

学
＋

物
理

・
化

学
＋

職
業

発
見

）


企

業
訪

問
、
職

業
人

講
話

、
学

校
公

開
日

、
女

性
起

業
ウ
ィ
ー
ク
、
職

業
見

本
市

、
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
等


職
場
体
験
：2
週
間
（通

常
学
級
で
も
実
施
）＋

1～
4週

間


Ex
.産

業
用

金
属

加
工

の
企

業
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ


進
路
指
導
の
時
間
（年

36
時
間
）


ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
シ
ス
テ
ム

Fo
lio

sに
よ
る
活

動
の

記
録

と
振

り
返

り


職
業
理
解
か
ら
自
己
理
解
へ
：人

格
、
好
み
、
長
所
、
能
力
の
自
己
評
価


個
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
展
と
進
路
選
択
・決

定
←

国
民
教
育
相
談
員
の
伴
走
支
援

結
果

（
３
）

事
例

か
ら
み

た
移

行
支

援
機

能

職

業
準

備
学
級
の
生
徒
の
実
態


在
籍
す
る
生
徒
の
特
徴


生

徒
の

8割
は

、
型

に
は

ま
っ
た
学

校
シ
ス
テ
ム
に
馴

染
め
ず
、
中

学
校

で
孤

立


1組

24
名

（
定

員
上

限
）
の

う
ち

5名
が

発
達

障
害


職
業
準
備
学
級
に
進
む
経
緯


通

常
学

級
卒

業
が

難
し
い
生

徒
の

保
護

者
が

、
中

学
校

教
員

か
ら
勧

め
ら
れ

る
ケ
ー
ス
が

大
半


多

く
の

生
徒

は
、
将

来
何

が
や

り
た
い
か

わ
か

ら
な
い
状

態
、
対

人
ス
キ
ル

の
欠

如


中

学
校

教
員

の
無

理
解

：
手

に
負

え
な
か

っ
た
り
、
離

学
状

態
に
あ
る
生

徒
を
押

し
付

け
る
傾

向


希

望
す
る
職

種
が

明
確

で
あ
り
、
優

遇
措

置
を
理

由
に
入

っ
て
く
る
生

徒
も
い
る


実
態
へ
の
対
応


自
尊
感
情
の
回
復
を
優
先
：成

績
で
は
な
く
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
基
づ
く
肯
定
的
評
価


中
学
校
と
異
な
る
環
境
：管

理
が
緩
や
か
、
職

業
準

備
学

級
同

士
の

交
流


生
徒

C・
D・

Eと
も
に
、
今
の
生
活
は
通
常
学
級
よ
り
ず
っ
と
よ
い
と
回
答
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結
果

（
３
）

事
例

か
ら
み

た
移

行
支

援
機

能

職
業
準
備
学
級
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
授
業


自
由
に
ア
レ
ン
ジ
で
き
る
柔
軟
な
時
間
割


育

成
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は

通
常

学
級

と
同

一
、
学

習
内

容
は

削
減


短
期
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習


ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
再

ス
タ
ー
ト
を
切

り
、
生

徒
間

の
協

力
の

論
理

を
再

構
築

し
、
責

任
を
与

え
ら
れ

る


「職

業
と
職
業
コ
ー
ス
の
発
見
」


全

コ
ー
ス
の

作
業

場
を
め
ぐ
り
、
高

校
1年

生
と
自

動
車

整
備

や
電

気
工

事
の

実
習

に
参

加


6週

間
（

2週
間
×

3回
）
の
職
場
体
験


8人

ず
つ
体

験
を
交

互
に
行

う
方

式
を
採

用
し
、
体

験
の

負
担

軽
減

と
少

人
数

授
業

を
実

現


積
極
的
な

IC
Tの

活
用


個

人
PC

等
が

な
い
生

徒
⇒

授
業

の
中

で
IC

Tを
使

う
習

慣
を
身

に
付

け
さ
せ

る

結
果

（
３
）

事
例

か
ら
み

た
移

行
支

援
機

能

進

路
指

導
と
教
職
員
の
連
携


国
民
教
育
心
理
相
談
員
（

Ps
y-

EN
）
の
役
割


1人

あ
た
り

2～
4回

程
度

の
個

別
面

談
、
必

要
に
応

じ
て
保

護
者

も
同

席


複

雑
な
職

業
コ
ー
ス
を
把

握
し
て
い
る
相

談
員

な
ら
で
は

の
具

体
的

な
助

言


相

談
員

は
面

談
後

に
、
生

徒
の

相
談

内
容

に
つ
い
て
担

任
教

員
に
情

報
共

有


担
任
教
員
（職

業
高
校

＊
）の

役
割

＊
普
通
・技

術
高
校
と
異
な
る
教
員
免
許
状


「
仕

事
量

が
過

大
で
あ
り
、
責

任
が

あ
り
、
疲

れ
る
」
業

務
で
あ
り
、
「
進

路
指

導
や

修
了

試
験

を
準

備
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
生

徒
を
学

校
に
適

応
さ
せ

、
彼

ら
の

ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
の

た
め
に
家

庭
と
連

携
し
て
仕

事
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
な
い
」
た
め
、
と
に
か

く
「
多

く
の

時
間

を
と
ら
れ

る
」
（

A教
員

）


「
み

ん
な
元

気
で
騒

々
し
い
が

、
と
て
も
感

動
的

な
生

徒
た
ち
と
特

別
な
関

係
を
築

」
け
る
（

A教
員

）


卒
業
後
の
進
路
選
択


95

％
が

職
業

バ
カ
ロ
レ
ア
、
残

り
の

5％
が

CA
P、

そ
の

ま
ま

X校
に
進

学
す
る
ケ
ー
ス
は

少
な
い


2年

前
に
普

通
高

校
を
希

望
す
る
生

徒
が

い
た
が

、
学

力
不

足
で
実

現
せ

ず

結
果

（
３
）

事
例

か
ら
み

た
移

行
支

援
機

能

最
優
先

課
題
で
あ
る
「
早
期
離
学
の
防
止
」


学
校
に
つ
な
ぎ
と
め
る


担

任
は

CP
Eか

ら
送

ら
れ

て
く
る
欠

席
率

や
前

月
と
の

比
較

表
に
基

づ
き
、
保

護
者

・
生

徒
と
面

談


で
き
な
い
こ
と
で
は

な
く
、
で
き
る
こ
と
を
示

し
て
信

頼
と
自

信
を
回

復
す
る


肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
く
進
路
計
画
の
共
同
構
築


生

徒
の

自
分

自
身

、
家

族
、
学

校
に
対

す
る
見

方
を
変

え
る

生
徒

C：
「
美

容
師

に
な
っ
て
、
自

分
が

役
立

た
ず
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
父

に
み

せ
て
や

り
た
い
」

生
徒

D：
「
来

年
も
学

校
に
行

き
た
い
」

←
母

親
：
「
外

で
何

を
し
で
か

す
か

わ
か

ら
な
い
か

ら
、
学

校
に
行

か
せ

る
く
ら
い
な
ら
家

で
見

て
い
た
方

が
い
い
」


学
校
と
家
庭
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る


中

学
校

で
避

難
さ
れ

続
け
て
き
た
保

護
者

：
「
勉

強
せ

ず
、
物

を
散

ら
か

し
て
遊

ん
で
ば

か
り
い
る
」


1人

1人
に
通

信
簿

を
渡

す
際

に
、
生

徒
の

良
か

っ
た
と
こ
ろ
や

う
ま
く
い
っ
て
い
る
こ
と
を
話

す


生
徒
が
「こ

の
学
級
で
夢
に
向
か
っ
て
努
力
を
し
た
こ
と
は
無
駄
で
な
い
」と

思
え
る
こ
と
が
重
要

考
察

「普
通
教
育
と
し
て
の
職
業
教
育
」の

意
義
と
課
題


普

通
教

科
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
と
し
て
の
職
業
発
見


生
徒
が
自
分
に
合
っ
た
内
容
・方

法
を
選
択
し
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（共

通
基
礎
）を

習
得


生
徒
の
自
己
と
他
者
に
対
す
る
信
頼
を
回
復
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習


多
様
な
教
職
員
や
企
業
を
巻
き
込
ん
だ
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
の
デ
ザ
イ
ン


カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
革
新
以
上
に
重
要
な
、
教
師
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト


生
徒
を
評
価
す
る
視
点
・方

法
を
改
善
し
、
対
話
を
通
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
共
同
構
築
す
る


可
逆
性
の
保
障
や
ラ
ベ
リ
ン
グ
の
回
避
は
依
然
と
し
て
未
達
成


メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
デ
メ
リ
ッ
ト
の
多
い
、
「中

学
校
」設

置
の
職
業
準
備
学
級


早
期
離
学
の
防
止

≠
将
来
の
職
業
資
格
の
取
得
・就

業

職
業
準
備
学
級
を
卒
業
後
の
受
け
皿
・継

続
支
援
の
必
要
性
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原

田
種

雄
・
手

塚
武

彦
・
吉

田
正

晴
・
桑

原
敏

明
編

『
現

代
フ
ラ
ン
ス
の

教
育

』
早

稲
田

大
学

出
版

部
、

16
8-

18
0頁

。


京

免
徹

雄
（

20
15

）
『
フ
ラ
ン
ス
の

学
校

教
育

に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
の

成
立

と
展

開
』
風

間
書

房
。


京

免
徹

雄
（

20
24

）
「
フ
ラ
ン
ス
中

等
教

育
に
お
け
る
地

域
主

導
の

進
路

指
導

が
も
た
ら
す
ジ
レ
ン
マ

―
社

会
正

義
か

、
そ
れ

と
も
格

差
拡

大
か

？
―
」
『
筑

波
大

学
教

育
学

系
論

集
』4

9巻
2号

、
投

稿
中

。


Le

gr
an

d,
L.

(1
98

2)
Po

ur
un

co
llè

ge
dé

m
oc

ra
tiq

ue
：r

ap
po

rt
au

M
in

ist
re

de
l'é

du
ca

tio
n

na
tio

na
le
，

La
Do

cu
m

en
tio

n
fra

nç
ai

se
.


M

EN
(2

02
0a

)V
ad

e-
m

ec
um

la
cla

ss
e

de
tr

oi
siè

m
e

pr
ép

a-
m

ét
ie

rs
(fi

ch
es

1-
5)

.


M
EN

(2
02

0b
)V

ad
e-

m
ec

um
la

cla
ss

e
de

tr
oi

siè
m

e
pr

ép
a-

m
ét

ie
rs

(fi
ch

es
6-

19
).


夏

目
達

也
（

19
94

）
｢フ

ラ
ン
ス
の

前
期

中
等

教
育

段
階

に
お
け
る
技

術
教

育
を
め
ぐ
る
動

向
―

CA
P準

備
コ
ー

ス
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
学

級
―
｣『
技

術
教

育
研

究
』
第

44
号

、
50

-5
6頁

。


寺

田
盛

紀
（

20
09

）
『
日

本
の

職
業

教
育

―
比

較
と
移

行
の

視
点

に
基

づ
く
職

業
教

育
学

―
』
晃

洋
書

房

分
析

の
対

象


対

象
: バ

ー
デ
ン
＝

ヴ
ュ
ル

テ
ン
ベ
ル

ク
州

（
以

下
、

BW
州

）


総

人
口

：
約

1,
11

3万
人

(2
02

1)

外

国
人

人
口

: 約
18

2万
人

(2
02

1)

移

民
の

背
景

を
持

つ
者

: 約
37

0万
人

(2
02

1)
 

⇒
連

邦
内

で
5番

目
の

割
合

（
総

人
口

比
）

(K
uh

nk
e

20
21

)

☞
と
り
わ

け
、
エ エ
スス
リリ
ンン
ゲゲ
ンン
郡郡

に
お
け
る
報

告
。
人

口
密

度
も
高

く
、
裕

福
な
地

域
。

若若
者者

雇雇
用用

エエ
ーー
ジジ
ェェ
ンン
シシ
ーー
に
関

す
る
取

り
組

み
の

発発
展展

性性
。

⇒
国

内
で
も
就

業
支

援
の

観
点

か
ら
着

目
さ
れ

て
き
た
。
（
リ
ク
ル

ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研

究
所

20
18

, 2
02

4等
）

一
方
で
、
（（
特特

にに
移移

民民
のの

背背
景景

をを
もも
つつ
者者

へへ
のの

支支
援援

のの
））
実実

態態
やや

課課
題題

はは
不不

透透
明明

で
あ
る
。


方

法
：

関
連

資
料

を
用

い
た
文

献
調

査
に
加

え
、

20
23

年
6月

11
日

～
15

日
に

ド
イ
ツ

BW
 州

に
お
い
て
関

係
者

へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
含

む
現

地
調

査
を
実

施
し
た
。

BW
州

に
お
け
る
支

援
シ
ス
テ
ム

〖〖
一一

次次
的的

支支
援援

〗〗
〖〖

二二
次次

的的
支支

援援
〗〗

〖〖
三三

次次
的的

支支
援援

〗〗

・
「
多
様
性
の
教
育
」

・
教
育
計
画
に
お
け
る
主

要
な

6つ
の
観
点
の
１
つ

「
寛
容
さ
と
多
様
性
の

受
容
の
た
め
の
教
育
」

中中
等等

教教
育育

段段
階階

のの
学学

校校

通通
常常

クク
ララ
スス

（（
公公

用用
語語

にに
関関

すす
るる
））

準準
備備

クク
ララ
スス

(V
or

be
re

itu
ng

kl
as

se
n)

キ
ャ
リ
ア
教
育

(B
er

uf
s-

un
d 

St
ud

ie
no

rie
nt

ie
r

un
g(

BO
RS

 / 
   

BO
GY

))

高高
等等

教教
育育

（（
大大

学学
等等

））
（（
デデ
ュュ
アア
ルル

なな
））
職職

業業
訓訓

練練
シシ
スス
テテ
ムム

学学
校校

のの
質質

とと
教教

師師
教教

育育
セセ
ンン
タタ
ーー

(Z
en

tr
um

 fü
r S

ch
ul

qu
al

itä
t 

un
d 

Le
hr

er
bi

ld
un

g)

若若
者者

雇雇
用用

エエ
ーー
ジジ
ェェ
ンン
シシ
ーー

( Ju
ge

nd
be

ru
fs

ag
en

tu
r)

AV
du

al

Ko
oB

O-
Z

(K
oo

pe
ra

tiv
e

Be
ru

fs
or

ie
nt

ie
ru

ng
fü

r n
eu

 Z
ug

ew
an

de
rt

e)

当
該

機
関

は
、
雇

用
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
ジ
ョ

ブ
セ
ン
タ
ー
、
青

年
局

か
ら
構

成
さ
れ

る
。

地
域
諸
機
関
と
の
連
携

G
O
!E
S

（
エ
ス
リ
ン
ゲ
ン
郡
）
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ド
イ

ツ
に

お
け

る
早

期
離

学
と

修
学

不
履

行


早

期
離

学
の

特
質


「
分

岐
型

学
校

制
度

」
お

よ
び

「
デ

ュ
ア

ル
シ

ス
テ

ム
」
と

い
う

制
度

的
特

質
が

、
就

学
義

務
制

度
と

も
結

び
つ

い
た

ド
イ

ツ
的

特
質

。
（
辻

野
・
布

川
20

21
）


特

に
深

刻
で

あ
る

と
指

摘
さ

れ
る

の
が

、
一

般
教

育
学

校
の

就
学

義
務

を
終

え
て

い
な

い
「
無

資
格

早
期

離
学

者
（

Fr
üh

ze
iti

ge
Sc

hu
la

bb
re

ch
er

）
」
。

（
同

上
）


早

期
離

学
者

と
移

民
の

背
景

を
も

つ
若

者
の

関
係


K
M

K
（
2
0
0
7
）
に

よ
る

行
動

計
画

に
お

け
る

7
分

野
の

１
つ

と
し

て
「
移

民
を

背
景

と
す

る
若

者
」
の

設
定

。


「
修

了
資

格
未

取
得

」
：
ド

イ
ツ

人
生

徒
7
.2

％
、

移
民

の
背

景
を

も
つ

生
徒

1
7
.5

％
（
木

戸
2
0
0
9
）

ド
イ

ツ
に

お
け

る
早

期
離

学
と

修
学

不
履

行


不

登
校

と
修

学
不

履
行

の
構

造
（
辻

野
・
布

川
2
0
2
1
, 
p.

1
0
5
 図

6
-
7
を

参
照

。
）

⇒
就 就

学学
義義

務務
とと

いい
うう

点点
でで

日日
本本

とと
共共

通通
す

る
が

、
不

登
校

は
「
違

法
な

修
学

不
履

行
」
と

し
て

厳厳
格格

なな
対対

応応
。

違
法

な
修

学
不

履
行

（
ill

eg
tim

e
Sc

hu
lv

er
sä

um
ni

ss
e

）
合

法
な

修
学

不
履

行
（

le
gi

tim
e 

Sc
hu

lv
er

sä
um

ni
ss

e）
:

病
気

、
休

暇
、

免
除

グ
レ

ー
ゾ

ー
ン

の
現

象
（

Ph
än

om
en

e
im

Du
nk

ef
el

d）
：

虚
偽

弁
明

な
ど

不
登

校
（

Sc
hu

la
bs

en
tis

m
us

）

怠
学

回
避

行
動

登
校

拒
否

若
者

雇
用

エ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
の

特
徴


若

者
雇

用
エ

ー
ジ

ェ
ン

シ
ー

((JJ
uu
ggee

nn
dd
bb
ee
rruu

ffss
aagg

ee
nn
ttuu

rr：：
JJ
BB

AA
))


2
0
1
2
年

ハ
ン

ブ
ル

ク
を

発
端

と
し

、
各

州
に

設
置

さ
れ

る
関

係
機

関
間

の
包包

括括
的的

なな
調調

整整
シシ

スス
テテ

ムム
。


2
5
歳

以
下

の
、

と
り

わ
け

困
難

を
抱

え
る

若
者

に
対

す
る

学
校

か
ら

職
業

へ
の

移
行

支
援

を
行

う
。


雇

用
エ

ー
ジ

ェ
ン

シ
ー

(A
ge

n
tu

r 
fü

r 
A

rb
e
it
)、

ジ
ョ

ブ
セ

ン
タ

ー
(J

o
bc

e
n
te

r)
、

青
年

局
(J

u
ge

n
da

m
t)

を
中

核
と

し
て

構
成

さ
れ

る
。


連

邦
全

域
に

33
66
66
の

若
者

雇
用

エ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
が

存
在

す
る

。
（
2
0
2
4
年

5
月

現
在

）

⇒
若

者
雇

用
エ

ー
ジ

ェ
ン

シ
ー

と
い

う
用

語
に

一
般

的
な

定
義

は
な

い
。

必
ず

し
も

、
「
若

者
雇

用
エ

ー
ジ

ェ
ン

シ
ー

」
と

自
称

し
て

い
る

と
は

限
ら

な
い

。

（
木

下
2
0
1
9
, 
S
e
rv

ic
e
st

e
lle

 J
u
ge

n
db

e
ru

fs
ag

e
n
tu

re
n
 i
m

 B
u
n
de

si
n
st

it
u
t 

fü
r 

B
e
ru

fs
bi

ld
u
n
g 

2
0
2
2
）


“
O

n
e
-
S
to

p-
G

o
ve

rn
m

e
n
t”

と
表

現
さ

れ
る

よ
う

な
ワワ

ンン
スス

トト
ッッ

ププ
ササ

ーー
ビビ

スス
が

目
指

さ
れ

る
。

⇒
た

だ
し

、
地

域
性

を
考

慮
し

た
ババ

ーー
チチ

ャャ
ルル

なな
（（
vvii

rrtt
uu
ee
llllee

rr））
ワワ

ンン
スス

トト
ッッ

ププ
ササ

ーー
ビビ

スス
の

場
合

も
想

定
さ

れ
る

。

BW
州

に
お

け
る

設
置

実
態


BW

州
の

若
者

雇
用

エ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー


41
の

若
者

雇
用

エ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
が

設
置

。
（

20
24

年
5月

現
在

）


ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
と

し
て

の
機

能
は

5か
所

に
留

ま
る

。
（

20
23

年
調

査
当

時
）


エ

ス
リ

ン
ゲ

ン
郡


20

16
年

に
設

置
。


雇

用
エ

ー
ジ

ェ
ン

シ
ー

、
ジ

ョ
ブ

セ
ン

タ
ー

、
青

年
局

に
よ

る
運

営
。

⇒
さ

ら
に

は
、

学
校

、
地

域
諸

機
関

と
の

協
力

も
存

在
す

る
。
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エ
ス
リ
ン
ゲ
ン
郡

に
お
け
る

G
O

!E
S


20

17
年
の
ニ
ー
ズ
分
析
調
査
：

20
17

年
に
実
施
さ
れ
た
ニ
ー
ズ
分
析
に
よ
り
、
エ
ス
リ
ン
ゲ
ン
郡
に
は
学
校
か
ら
職
業
へ
の
幅

広
い
移
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
存
在
し
て
い
た
が
、
複
数
の
問
題
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。


既
存
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
エ
ス
リ
ン
ゲ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
大 大

きき
なな
都都

市市
にに
集集

中中
し
て
い
る
。

一
方
で
、
一一

部部
地地

域域
にに
はは

支支
援援

がが
行行

きき
届届

いい
てて
いい
なな
いい
。


不
利
な
立
場
に
あ
り
、
支
援
が
届
き
に
く
い
若
者
と
い
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
は
、
既
存

の
サ
ー
ビ
ス
で
は
十
分
に
対
応
で
き
て
い
な
い
。

⇒
既
存
の
事
務
所
は
、
主
に
被
支
援
者
が
「「
来来

るる
（（

„K
om

m
“））
」」

仕仕
組組

みみ
で
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。

（
Ar

be
its

bü
nd

ni
s J

ug
en

d 
un

d 
Be

ru
f i

m
 La

nd
kr

ei
s E

ss
lin

ge
n

20
18

)

エ
ス
リ
ン
ゲ
ン
郡

に
お
け
る

G
O

!E
S


GO

!E
S 
の

概
要

:

エ
ス
リ
ン
ゲ
ン
郡
及
び
当
該
郡
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
し
て
締
結
。


15

-2
4歳歳

まま
でで
のの

若若
者者

を
対
象
と
す
る
。

⇒
と
り
わ
け
、
早
期
離
学
者
。
あ
る
い
は
、
学
校
や
支
援
機
関
と
の
関
係
が
途
絶
え
て
い
る
者
。

経
済
的
・
社
会
的
困
難
を
抱
え
て
い
る
者
。

☞
本
研
究
が
対
象
と
す
る
の
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
若
者
の
三
類
型
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
言
及
は
な
い
が
、
と
り
わ
け
「「
①①

外外
国国

にに
ルル

ーー
ツツ
をを
もも
つつ
なな
どど
にに
よよ
りり
公公

用用
語語

指指
導導

等等
のの

必必
要要

なな
者者

」」
にに
つつ
いい
てて
はは

上上
記記

事事
態態

にに
陥陥

りり
やや

すす
いい
と
い
え
る
。


5か

所
の
事
務
所
（

Ju
ge

nd
bü

ro
s）
の
設
置
。

（
Es

sli
ng

en
, O

st
fil

de
rn

, L
ei

nf
el

de
n-

Ec
ht

er
di

ng
en

,N
ür

tin
ge

n,
Ki

rc
hh

ei
m
）

エ
ス
リ
ン
ゲ
ン
郡

に
お
け
る

G
O

!E
S


GO

!E
S 
の

3つ
の
機
能
：


事

務
所

に
お
け
る
個個

別別
カカ
ウウ
ンン
セセ
リリ
ンン
ググ
：

個
別
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
中
核
的
な
業
務
と
な
る
。
訓
練
先
の
探
索
や
そ
の
後
の
応
募
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
支
援
等
。


事
務
所
か
ら
の

アア
ウウ
トト
リリ
ーー
チチ
活活

動動
：

職
員
が
地
域
の
な
ど
で
支
援
や
援
助
を
提
供
す
る
。
若
者
の
ニ
ー
ズ
を
重
視
し
、
時
間
、
場
所
、
接
触
の
種
類
な
ど
に
関
し

て
柔
軟
に
対
応
す
る
。


W

or
Km

ob
ile
に
よ
る
支
援
：

W
：
仕
事
場
（

W
er

ks
ta

tt）
,

O：
創
造
性
（

Or
ig

in
al

itä
t）

,R
:地

域
性
（

Re
gi

on
al

itä
t）

,
K：

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

（
Ko

m
pe

te
nz

en
）

,
⇒

経
験
的
で
個
別
化
さ
れ
た
支
援
。

m
: 動

機
付
け
（

M
ot

iva
tio

n）
, o

：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（

Or
ie

nt
ie

ru
ng

）

内
容
を
コ
ー
ス
選
択
し
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
式
で
実
施
さ
れ
る
（

1～
5日

間
）
。
分
野
と
し
て
は
、
専
門
的
な
職
業
分
野
の
み
な
ら

ず
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
お
よ
び
書
類
作
成
の
支
援
や
、
ド
イ
ツ
語
・
数
学
な
ど
の
学
習
も
含
ま
れ
る
。

⇒
自
身
の
現
状
の
把
握
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
。

（
Ar

be
its

bü
nd

ni
s J

ug
en

d 
un

d 
Be

ru
f i

m
 La

nd
kr

ei
s E

ss
lin

ge
n

20
18

)

エ
ス
リ
ン
ゲ
ン
郡

に
お
け
る

G
O

!E
S


GO

!E
Sに

関
す
る
報

告
:


被

支
援

者
に
と
っ
て
ハ

ー
ド
ル

の
低

い
支

援
が

重
要

で
あ
る
。


中

心
的

な
特

徴
は

、
専

門
家

と
の

継
続

的
な
関

係
構

築
に
あ
る
。


若

者
雇

用
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の

事
務

所
に
お
け
る
支

援
の

不
完

全
な
点

を
、

W
or

Km
ob

ile
の

実
践

に
よ
っ

て
補

完
す
る
。


地

域
連

携
に
お
け
る
重

要
な
ポ
イ
ン
ト


ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の

た
め
の

就
労

時
間

を
確

保
す
る
。


サ

ー
ビ
ス
の

地
域

定
着

を
支

援
す
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
に
地

方
自

治
体

を
関

与
さ
せ

る
。


被

支
援

者
の

情
報

の
引

き
継

ぎ
を
的

確
に
行

う
。


担

当
者

を
固

定
し
、
職

業
学

校
の

担
当

者
を
把

握
し
、
協

力
に
つ
い
て
合

意
す
る
。

（
Ko

m
m

un
al

ve
rb

an
d 

fü
r J

ug
en

d 
un

d 
So

zia
le

s B
ad

en
-W

ür
tte

m
be

rg
  2

02
2)
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エ
ス
リ
ン
ゲ
ン
郡

に
お
け
る

G
O

!E
S

He
rz

lic
h 

w
ill

ko
m

m
en

 |
 Ju

ge
nd

be
ru

fs
ag

en
tu

r L
an

dk
re

is 
Es

sli
ng

en
 (j

ug
en

d-
go

es
.d

e)

就
学
継
続

職
業
訓
練

高
等
教
育
機
関

就
職

サ
ポ
ー
ト
全
般

ま
と
め

（
移
民
の
背
景
を
持
つ
若
者
に
対
す
る
課
題
）


三三

次次
的的

支支
援援

（（
離離

学学
者者

支支
援援

））
シシ
スス
テテ
ムム
とと
しし
てて
のの

若若
者者

雇雇
用用

エエ
ーー
ジジ
ェェ
ンン
シシ
ーー
のの

特特
徴徴


連

邦
全

域
に
お
い
て
、
離

学
者

の
若

者
に
対

す
る
ワワ
ンン
スス
トト
ッッ
ププ
ササ

ーー
ビビ
スス
の

提
供

を
実

現
し
て
い
る
。


一

方
で
、
若

者
雇

用
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
へ

の
被

支
援

者
の

来
訪

を
中

心
と
し
た
支

援
形

態
で
あ
っ
た
。

⇒
エ
ス
リ
ン
ゲ
ン
郡

に
お
け
る
G
O
!E
S
の

実
践

で
は

、
ア ア
ウウ
トト
リリ
ーー
チチ
とと
しし
てて
のの

特特
徴徴

を
持

つ
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の

層
に
対

す
る
支

援
が

可
能

と
な
っ
て
い
る
。


さ
ら
に
、
G
O
!E
S
の

一
部

で
あ
る
W
o
rK
m
o
bi
le
に
よ
っ
て
、
よ
り
詳

細
な
現

状
把

握
・
キ
ャ
リ
ア
形

成
支

援
へ

と
つ
な
が

っ
て
い
る
。


し
か

し
な
が

ら

状 状

況況
をを
把把

握握
困困

難難
でで
ササ

ーー
ビビ
スス
がが

及及
ばば

なな
いい
層層

がが
存存

在在
すす
るる
。。
（（
アア
ウウ
トト
リリ
ーー
チチ
支支

援援
のの

限限
界界

））

上

記
状

況
は

、
移

民
と
い
う
背

景
か

ら
生

じ
る
要

因
も
少

な
く
な
い
。

⇒
言 言

語語
的的

障障
壁壁

に
よ
り
情

報
を
得

ら
れ

て
い
な
い
、
支

援
す
る
存

在
と
し
て
の

保保
護護

者者
のの

不不
在在


学

校
と
の

連
携

の
重

要
性

は
示

さ
れ

る
も
の

、
辻

野
・
布

川
（
2
0
2
1
）
が

指
摘

す
る
よ
う
な
個

人
情

報
の

保
護

の
観

点
か

ら
み

え
る
「
不 不

登登
校校

のの
実実

態態
のの

把把
握握

のの
困困

難難
ささ
」
の

存
在

。
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ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
研
究
は
、
J
S
P
S
科
研
費

2
0
H
0
0
0
9
3
の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

藤
田
駿
介
（
流
通
経
済
大
学
）

sshh
ffuu
jjiitt
aa@@

rrkk
uu
..aa
cc
..jjpp

本
報

告
の

目
的

・
方

法
と
報

告
事

例
校


本

報
告

の
目

的
・
方

法


本
報
告
で
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
を
事
例
と
し
て
、
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
若
者
を
対
象
と
す

る
学
校
外
の
移
行
支
援
機
関
の
役
割
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
具
体
的
に
は
バ

ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
若
者
の
一
群
と
し
て
公
用
語
指
導
等
を
必
要
と
す
る
者
に
焦
点
化

し
、
国
民
学
校

(初
等
・
前
期
中
等
教
育
段
階

)か
ら
青
年
期
教
育
機
関
（
後
期
中

等
教
育
段
階
）
へ
の
移
行
に
際
し
多
様
な
セ
カ
ン
ド
チ
ャ
ン
ス
教
育
を
敷
く
当
該
国

に
お
い
て
、
特

に
①

「
若

者
学

校
（

Un
gd

om
ss

ko
le
）
」
、
②

「
FG

U(
Fo

rb
er

ed
en

de
gr

un
du

dd
an

ne
lse

, 予
備
的
基
礎
教
育
提
供
機
関

)」
に
よ
る
支
援
体
制
の
実
態

を
、

20
23

年
に
行
っ
た
実
地
調
査
の
内
容
の
分
析
・
検
討
に
よ
り
明
ら
か
に
す
る
。


報

告
事

例
校

1.
ヒ
ン
ゲ
ー
デ
若
者
学
校

（
Un

gd
om

ss
ko

le
n

iH
in

de
ga

de
、
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
市

）
」

2.
南
東
ユ
ラ
ン
島

FG
U 

（
FG

U 
Sy

dø
st

jy
lla

nd
、
ス
カ
ナ
ボ
ー
市

）

1

2

ヒ
ン
ゲ
ー
デ
若

者
学

校
（
U

ng
do

m
ss

ko
le

n
iH

in
de

ga
de

）


Be

ke
nd

tg
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el
se

 a
f l

ov
 o
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r


He
rv

ed
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en

dt
gø

re
s l
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m
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m
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r, 
jf.

 lo
vb
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en

dt
gø

re
lse

 n
r. 

43
8 

af
 8

. m
aj

 2
01

7,
 m

ed
 d

e 
æ

nd
rin

ge
r, 

de
r f

øl
ge

r a
f §

18
 i 

lo
v 

nr
. 7

45
 

af
 8

. j
un

i 2
01

8 
og

 §
5 

i l
ov

 n
r. 

20
9 

af
 5

. m
ar

ts
 2

01
9.


§

2.
 K

om
m

un
al

be
st

yr
el

se
n 

sk
al

 si
kr

e 
ko

m
m

un
en

s u
ng

e 
et

 a
lsi

di
gt

til
bu

d 
om

 u
ng

do
m

ss
ko

le
vi

rk
so

m
he

d.
 T

ilb
ud

de
t s

ka
l s

tå
 å

be
nt

 fo
r 

un
ge

 m
el

le
m

 1
4 

og
 1

8 
år

, d
er

 e
r t

ilm
el

dt
 ko

m
m

un
en

s f
ol

ke
re

gi
st

er
.


§

3.
 U

ng
do

m
ss

ko
le

til
bu

dd
et

 sk
al

 o
m

fa
tte

:
1)

 A
lm

en
 u

nd
er

vi
sn

in
g.

2)
 P

rø
ve

fo
rb

er
ed

en
de

 u
nd

er
vi

sn
in

g.
3)

 S
pe

cia
lu

nd
er

vi
sn

in
g.

4)
 U

nd
er

vi
sn

in
g 

sæ
rli

gt
 ti

lre
tte
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gt
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ng
e 
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dv

an
dr
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e 

i d
an

sk
 

sp
ro

g 
og
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an

sk
e 

sa
m

fu
nd

sfo
rh
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d.


§

5.
 K

om
m

un
en

 a
fh

ol
de

r a
lle

 u
dg

ift
er

 ve
d 

un
gd

om
ss

ko
le

vi
rk

so
m

he
de

n


若

者
学

校
法

の
公

布


若
者
学
校
法
を
、

20
17

年
5月

8日
の
法
律

第
43

8号
、

20
18

年
6月

8日
の
法

律
第

74
5号

第
18

条
お
よ
び

20
19

年
3月

5日
の

法
律
第

20
9号

第
5条

に
よ
る

改
正
に
基
づ
き
、
こ
こ
に
公

布
す
る
。


§

2.
 基

礎
自
治
体
（
市
町
村
）
委
員
会
は
、
当
該
自

治
体
に
居
住
す
る
青
少

年
が
若
者
学
校
が
提
供
す
る
多
様
な
教
育
を
受

け
る
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う

保
障

し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

ら
の

教
育

機
会

は
、
当
該

自
治
体
に
住
民

登
録
さ
れ
て
い
る

14
歳
か
ら

18
歳

ま
で
の
す
べ

て
の

青
少
年
に
保
障

さ
れ
る
。


§

3.
 若

者
学
校
が
提
供
す
る
教
育
活
動
に
は
次
の
各
号
に
示
す
内

容
を
含

む
も
の
と
す
る

:
1)

 一
般

教
育

2)
 全

国
統

一
試

験
準

備
教

育

3)
 特

別
支

援
教

育

4)
移

民
青

少
年

を
対

象
に
特

別
に
計

画
さ
れ

た
デ
ン
マ
ー
ク
語

お
よ
び
デ
ン
マ
ー

ク
の

社
会

関
係

に
関

す
る
教

育


§

5.
 基

礎
自
治
体
は
、
若
者
学
校
の
す
べ

て
の

費
用
を
負
担
す
る
。


若

者
学

校
（

Un
gd

om
ss

ko
le
）
と
は


国
民
学
校

（
1～

9学
年

、
就

学
任

意
の

10
学
年
級
併
設
も
多
い
）
の
中
退
者
を
受
け
入
れ
る
教
育
機
関
と
し
て
、
デ
ン

マ
ー
ク
各
地
で

19
30

～
40

年
代

に
成

立
（
例

：
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
に
お
け
る
創

設
は

19
42

年
）
。
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ヒ
ン
ゲ
ー
デ
若

者
学

校
（
U

ng
do

m
ss

ko
le

n
iH

in
de

ga
de

）
ヒ
ン
ゲ
ー
デ
若

者
学

校
（
U

ng
do

m
ss

ko
le

n
iH

in
de

ga
de

）


調
査
時
（

20
23

年
11

月
2日

）
現
在
の
在
籍
者
：

21
0名

（
そ
の

内
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難

民
85

名
）


「
基

礎
自

治
体

支
援

組
織

（
Ko

m
m

un
al

Un
ge

in
ds

at
s, 

KU
I）
＝

若
年

教
育

ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
（

UU
）
の

後
継

組

織
）
」
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
認

定
・
推

奨
を
前

提
と
し
た
在

籍


入

学
許

可
年

齢
16

歳
-1

8歳
。

21
歳

ま
で
在

籍
可

能
。


教
員

20
名
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

4名
（
共

に
非

常
勤

を
含

む
）


「

B0
レ
ベ
ル

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

言
語

共
通

参
照

枠
組

［
CF

ER
］
の

A1
に
相

当
す
る
レ

ベ
ル

＝
全

く
の

初
学

者
）」
が

8ク
ラ
ス


1ク

ラ
ス
の

平
均

生
徒

数
16

名
、
調

査
時

最
大

で
22

名


必

修
の

特
設

科
目

：
Ba

sis
（
週

20
コ
マ
・
後

述
）


任

意
選

択
科

目
：

Va
lg

fa
g（
週

12
コ
マ
）


全

国
統

一
試

験
対

象
科

目
（
英

語
、
数

学
、
物

理
、
化

学
、
ド
イ
ツ
語

、
フ
ラ
ン
ス
語
）
、
社
会
科
、
体
育


渡
丁
以
前
の
履
修
状
況
、
成
績
、
意
欲
に
基

づ
く
履

修

ヒ
ン
ゲ
ー
デ
若

者
学

校
（
U

ng
do

m
ss

ko
le

n
iH

in
de

ga
de

）


必
修
特

設
科

目
（

Ba
sis

)：
週

20
コ
マ


デ
ン
マ
ー
ク
語
：

12
コ
マ


数
学
用
語
解
説
：

6コ
マ


数

学
を
学

ぶ
上

で
必

須
の

用
語

・
概

念
に
関

す
る
デ
ン
マ
ー
ク
語

の
習

得
を
目

的
と
す
る


デ
ン
マ
ー
ク
の
文
化
と
社
会
：

2コ
マ


任
意

選
択

科
目

（
Va

lg
fa

g)
：
週

12
コ
マ


生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
レ
ベ
ル
設
定


例

：
英

語
は

6レ
ベ
ル

に
分

か
れ

る


渡
丁
前
の
公
用
語
学
習
、
外
国
語
学
習
履
歴

等
に
よ
る

ヒ
ン
ゲ
ー
デ
若

者
学

校
（
U

ng
do

m
ss

ko
le

n
iH

in
de

ga
de

）


全

国
統

一
試
験
の
壁


「
任
意
選
択
科
目
の
履
修

→
全
国
統
一
試
験
受
験

→
合
格

→
大
学
進
学
も
可
能
と
な

る
後
期
中
有
教
育
機
関
へ
の
進
学
」
の
ル
ー
ト
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
生
徒
は
少
数


地
域
の
民
間
支
援
団
体
と
の
協
働
に
よ
る
就
労
支
援
や
就
業
体
験
の
機
会
の
提
供


若
者
学
校
在
籍
後
の
有
力
進
学
先
と
し
て
の

FG
U


“S

om
e 

m
ov

e 
to

 F
KU

 b
ec

au
se

 th
ei

r e
xa

m
s a

re
 e

as
ie

r i
n 

a 
w

ay
.  

Th
ey

 a
re

 n
ot

 a
t s

o 
hi

gh
 

ac
ad

em
ic 

le
ve

l.”


“A
 lo

t o
f o

ur
 st

ud
en

ts
 st

ar
t a

t a
 lo

w
er

 le
ve

l b
ef

or
e 

th
ey

 ca
n 

co
nt

in
ue

 a
t F

GU
.  

So
m

e 
of

 o
ur

 
st

ud
en

ts
 a

re
 n

ot
 a

bl
e 

to
 fi

ni
sh

 w
ith

 F
ol

ke
sk

ol
e

ex
am

s.”


“A
lm

os
t h

al
f o

f o
ur

 st
ud

en
ts

, t
he

y 
go

 to
 F

GU
.”
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南
東

ユ
ラ
ン
島

FG
U
（
FG

U
 S

yd
øs

tjy
lla

nd
）


20

17
年
創
設
の
教
育
機
関


「
教

育
と
就

職
に
繋

が
る
進

路
保

障
に
関

す
る
政

党
間

合
意

（
Af

ta
le

 o
m

 
be

dr
e 

ve
je

 ti
l u

dd
an

ne
lse

 o
g 

jo
b）
」

20
17

年
10

月
13

日
に
基
づ
く


FG

U 
の
対
象
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
的
、
社
会
的
、
職
業
上
の
理
由

に
よ
っ
て
、
後

期
中

等
教

育
や

就
職

へ
の

通
常

の
移

行
を
達

成
で
き

な
か

っ
た

25
 歳

未
満
の
若
者
。


FG

Uは
、
一
般
基
礎
教
育
（

AG
U）

、
基

礎
生

産
教

育
（

PG
U）

、
基
礎
職

業
教
育
（

EG
U）

の
3コ

ー
ス
で
構
成
さ
れ
る
。


AG

U：
職

業
訓

練
ま
た
は

後
期

中
等

教
育

へ
の

移
行

を
希

望
す
る
者

を
対
象
と
す
る


PG

U：
職

業
訓

練
ま
た
は

非
熟

練
労

働
（

uf
ag

læ
rt

be
sk

æ
fti

ge
lse

）
へ

の
移

行
を
希

望
す
る
若

者
を
対

象
と
す
る


EG

U：
企

業
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
中

核
に
お
き
、
就

職
や

職
業

訓
練

の
準

備
と
な
る
具

体
的

な
経

験
と
ス
キ
ル

を
獲

得
し
た
い
若

者
を
対

象
と
す

る
。


FG

U（
Fo

rb
er

ed
en

de
gr

un
du

dd
an

ne
lse

, 予
備
的
基
礎
教
育
提
供
機
関
）
と
は

ht
tp

s:/
/fg

u.
dk

/u
dd

an
ne

lse
n/

hv
ad

-e
r-f

gu
/

南
東

ユ
ラ
ン
島

FG
U
（
FG

U
 S

yd
øs

tjy
lla

nd
）


FG

Uの
在

籍
者
の
特
質

（
20

21
年

11
月
発
表
の
「

FG
U中

間
報
告
書
」
よ
り
）


20

20
年

9月
30

日
ま
で
の

1年
間
に

FG
Uに

入
学
し
た
の
は

16
,0

25
人
で
あ
っ
た


20

19
年

8月
31

日
時
点
で
「
教
育
機
関
に
在
籍
し
て
お
ら
ず
、
仕
事
に
も
就
い
て
い
な
か
っ

た
16

～
24

歳
の
若
者
」
全
体
の
う
ち
、

16
%
が

FG
Uに

入
学
し
た
。


調
査
時
点
で
の

FG
U在

籍
者
の
特
質


教
育
を
受
け
る
準
備
が
で
き
て
い
な
い
（

ik
ke

-u
dd

an
ne

lse
sp

ar
at

e）
と
評

価
さ
れ

た
者

：
81

%

国

民
学

校
統

一
試

験
に
お
い
て
デ
ン
マ
ー
ク
語

の
合

格
水

準
に
達

し
な
か

っ
た
、
あ
る
い
は

デ
ン
マ
ー

ク
語

の
試

験
を
受

け
て
い
な
い
者

：
18

%

デ
ン
マ
ー
ク
で
の

居
住

期
間

が
5年

未
満

の
者

：
11

%

精

神
科

医
に
よ
る
治

療
を
受

け
て
い
る
、
あ
る
い
は

受
け
た
こ
と
が

あ
る
者

：
34

%

安

定
し
た
居

住
先

の
な
い
者

：
14

%

起

訴
さ
れ

た
こ
と
の

あ
る
者

：
10

%
ht

tp
s:/

/w
w

w
.u

vm
.d

k/
-/

m
ed

ia
/f

ile
r/

uv
m

/a
kt

ue
lt/

pd
f2

1/
no

v/
21

11
22

-ra
pp

or
t-o

m
-m

aa
lg

ru
pp

en
-fo

r-f
gu

.p
df
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※
「
第
二
言
語
と
し
て
の
デ
ン
マ
ー
ク
語
（

Da
ns

k s
om

an
de

ts
pr

og
）
」
を
含
む
一
般
教
科
の
学
習
機
会
も
、
実
践
を
基
調
と
し
た
授
業
の
中
で
提
供
さ
れ
る

バ
ル

ネ
ラ
ブ
ル

な
生

徒
の

移
行

を
支

援
す
る
多

様
な
教

育
機

会
を
つ
な
ぐ
し
く
み


基

礎
自

治
体
支
援
組
織
（

Ko
m

m
un

al
Un

ge
in

ds
at

s, 
KU

I）
＝

若
年

教
育

ガ
イ
ダ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
（

UU
）
の

後
継

組
織

）
」
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー


基

礎
自

治
体

の
63

パ
ー
セ
ン
ト
は

、
KU

Iと
FG

Uの
連

携
が

円
滑

に
な
さ
れ

て
い
る
と
評

価
し
た
。


「

FG
U全

国
年
次
大
会
実
行
委
員
長
の
ハ
ン
ネ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
氏
は
、

『
KU

Iと
FG

Uの
今
日
の
良
好
な
連
携
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
報
告

書
で
も
そ
の
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
日
常
的

に
経
験
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
治
体
ご
と
に
大
き

な
違
い
が
あ
る
こ
と
は
心
配
で
す
。

FG
Uで

学
ぶ
べ
き
若
者
を
選
び

出
す
際
の
評
価
は
、
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

［
引

用
者

］
）
個

人
の

認
識
に
左
右
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
若
者
の
ニ
ー
ズ
に
関
す

る
客
観
的
評
価
に
基
づ
く
こ
と
が
重
要
で
す
』
と
語
っ
た
。
」

ht
tp

s:/
/w

w
w

.u
vm

.d
k/

-/
m

ed
ia

/f
ile

r/
uv

m
/a

kt
ue

lt/
pd

f2
1/

no
v/

21
11

22
-ra

pp
or

t-o
m

-m
aa

lg
ru

pp
en

-fo
r-f

gu
.p

df
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こ
れ

ま
で
の

研
究

経
緯

１
．
文

献
研
究


学
校
外
青
少
年
や
学
業
中
断
危
機
児
童
生
徒


代
案
教
育


進
路
進
学
相
談
教
師

２
．
施

設
等
訪
問
（
２
回
）


ソ
ウ
ル
特
別
市
（

20
23

年
）


釜
山
広
域
市
（

20
24

年
9月

1日
か
ら

4日
）


ま
た
、
上
記
の
施
設
等
訪
問
と
は
別
に
日
韓
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
（
日
本
キ
ャ
リ
ア
教

育
学
会
国
際
交
流
委
員
会
主
催
）
に
合
わ
せ
て
、
韓
国
の
学
校
教
員
や
研
究
者
等

と
意
見
交
換
を
実
施
。

94

こ
れ

ま
で
の

研
究

経
緯

（
主

な
訪

問
先

）


ソ
ウ
ル
特
別
市
（

20
23

年
5月

2日
～

5日
）


韓
国
青
少
年
政
策
研
究
院


ソ
ウ
ル
市
学
校
外
青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー


オ
デ
ッ
セ
イ
学
校


代
案
学
校

等


釜
山

広
域
市
（

20
24

年
9月

1日
～

4日
）


ジ
ャ
ン
デ
ナ
ン
中
学
校
・
高
等
学
校


ガ
ラ
ム
中

学
校


釜
山
大
学
校

※
進
路
進
学
相
談
教
師
等
と
の
意
見
交
換
会


ア
ジ
ア
共
同
体
学
校

95

韓
国

の
学

校
外

青
少

年


「
学学

校校
外外

のの
青青

少少
年年

のの
支支

援援
にに
関関

すす
るる
法法

律律
」
（

20
14

年
5月

28
日

公
布

、
20

15
年

5月
29

日
施

行
）
に
よ
る
学

校
外

青
少

年
の

定
義

第
２
条
（
定
義
）

１
．
「
青
少
年
」
と
は
「
青
少
年
基
本
法
」
第

3条
第

1号
本
文
に
該
当
す
る
者
を
言
う
。

２
．
「
学
校
外
青
少
年
」
と
は
、
次
の
各
目
の
う
ち
い
ず
れ
か

1つ
に
該
当
す
る
青
少
年
を
言
う
。

ア
．
「
初
・
中
等
教
育
法
」
第

2条
の
初
等
学
校
・
中
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
一
の
課
程
を

教
育
す
る
学
校
に
入
学
し
た
後

3か
月
以
上
欠
席
し
た
り
、
同
法
第

14
条
第

1項
に
よ
り

就
学
義
務
を
猶
予
さ
れ
た
青
少
年
。

イ
．
「
初
・
中
等
教
育
法
」
第

2条
の
高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
一
の
課
程
を
教
育
す
る

学
校
で
同
法
第

18
条
に
よ
る
除
籍
・
退
学
処
分
を
受
け
た
り
自
主
退
学
し
た
青
少
年
。

ウ
．
「
初
・
中
等
教
育
法
」
第

2条
の
高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
一
の
課
程
を
教
育
す

る
学
校
に
進
学
し
な
い
青
少
年

96
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学
校

外
青

少
年

の
現

況


学
校
外
青
少
年
数
は
、
約約

17
万万

人人
（

20
22

年
）
と
推

定
さ
れ

て
お
り
、
学

校
外
青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者

数
は

、
年

間
約

4万
人

。


20

15
年
か
ら
学
校
外
青
少
年
法
に
よ
り
、
全

般
的

な
実

態
を
把

握
し
、
学

校
外
青
少
年
支
援
政
策
の
策
定
の
た
め
の

基
礎

資
料

と
し
て
活

用
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
「
学学

校校
外外

青青
少少

年年
実実

態態
調調

査査
」
が

開
始

さ
れ

て
い
る
。
調

査
周
期
は
２
年
。
だ
が
、
対
象
が
限
定
さ
れ

て
お
り
、
全

体
を
把

握
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。

97

学
業

中
断

危
機

児
童

生
徒


「
学学

業業
中中

断断
危危

機機
児児

童童
生生

徒徒
」
と
は
、
学
業
中
断
の
兆
候
が
発
見
さ
れ
た
り
、

学
業

中
断
の
意
思
を
表
明
す
る
な
ど
、
学
業
中
断
の
危
機
に
あ
る
児
童
・

生
徒

（
初
・
中
等
教
育
法
第

28
条
）
を
意
味
す
る
。


例

え
ば

、
自
主
退
学
、
猶
予
等
の
意
思
を
表
明
し
た
生
徒
、
担
任
や
相
談

教
師

な
ど
が
学
業
中
断
の
兆
候
を
発
見
し
た
児
童
生
徒
、
未
認
定
欠
席
が

連
続

7日
、
累
積

30
日
以
上
の
児
童
生
徒
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

98

学
業
中
断

－
学
校
外
青
少
年
政
策
の
対
象
－

99

公
教
育

内
進

路
支

援

危
機
兆

候
発

見
（

担
任
・

進
路

）

学
業
中

断
意

思
表

明
（

児
童
・

生
徒

）

学
業
中

断
熟

慮
制

参
加

学
業
中

断

学
業
復

帰
（
代
案
教
育
含
）

学
業
中

断

学
業
中
断
危
機
児
童
生
徒

学
校
外

青
少
年

支
援

未
認
定

留
学
等

不
適
応

中
断
者

学
校
復

帰
／

代
案

学
校

検
定
試

験
学

力
認

定
生

涯
学

習
施

設

代
案
教

育
機

関

社
会
適

応
支

援

社
会
的

保
護

が
必

要
な

青
少

年

学
業
中
断
児
童
生
徒

保
護

少
年

保
護
処

分
（

授
業
日

認
定

等
）

少
年
院

学
校

（
中

学
・

高
校

）

出
典

：
教

育
部

（
20

23
）
『
学
業
中
断
危
機
学
生
及
び
学
校
外
青
少
年
支
援
計
画
』

3頁
を
基
に
田
中
作
成
。

学
業

中
断

危
機

児
童

生
徒

の
現

況

年年
全全

体体
初初

中中
高高

校校

20
20

32
,0

27
（

0.
6%

）
11

,6
12

（
0.

5％
）

5,
97

6
（

0.
5％

）
14

,4
39

（
1.

1％
）

20
21

42
,7

55
（

0.
8%

）
15

,3
89

（
0.

6％
）

7,
23

5
（

0.
5％

）
20

,1
31

（
1.

5％
）

20
22

52
,9

81
（

1.
0％

）
19

,4
15

（
0.

7％
）

9,
58

5
（

0.
7％

）
23

,9
81

（
1.

9％
）

10
0

•
新
型
コ
ロ
ナ
以
降
、
学
業
中
断
者
数
と
比
率
（
全
児
童
生
徒
数
比
）
は
、
全
て
増
加
傾
向
に

あ
り
、
学
校
不
適
応
中
断
者
の
規
模
も
増
加
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
学
業
中
断
児
童
生
徒

と
は
、
そ
の
理
由
が
疾
病
、
海
外
出
国
以
外
で
あ
る
児
童
生
徒
の
こ
と
で
あ
る
。

出
典
：
教
育
部
（

20
23

）
『
学
業
中
断
危
機
学
生
及
び
学
校
外
青
少
年
支
援
計
画
』

i頁
。
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
学
校
中
断
以
降
の
経
験
は
、
学
業
持
続

（
卒

業
検

定
考

査
、
進

学
準

備
、
復

帰
等
）
、
就
職
・
進
路
設
計
（
職
業
訓
練

）
な
ど
多

様
で
、
特

に
社

会
的

な
支

持
基
盤
が
不
足
し
た
学
業
中
断
危
機
青
少

年
の

場
合

、
孤

立
等

の
リ
ス
ク
が

高
い
と
さ
れ
て
い
る
。


卒
業
検
定
考
査
準
備

78
.9
％
、
進
路
相

談
39

.7
％

、
代

案
学

校
32

.5
％

、
心

理
相
談

27
.2
％
、
職
業
技
術
訓
練

23
.2
％

、
正

規
学

校
へ

の
復

帰
3.

0％
等

（
学
校

外
青
少
年
実
態
調
査

20
21

年
）
。

多
様

な
予

後

10
1

学
校

外
青

少
年

法
の

特
色

（
田

中
, 2

02
2）


学

校
外

青
少

年
法

の
特

色
①
高
校
未
進
学
者
の
支
援
対
象
へ
の
追
加

②
実
態
調
査
の
実
施
及
び
公
表

③
具
体
的
で
包
括
的
な
支
援

④
関
係
機
関
連
携
の
強
化
と
そ
れ
に
伴
う
個
人
情
報
の
収
集

等


小

中
学

校
に
お
け
る
長

期
欠

席
の

児
童

生
徒

や
高

校
中

退
者

等
を
「
学

校
外

青
少

年
」
と
し
て
位

置
付

け
、
各

種
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

対
象

と
し
た
（8

～
24

歳
が
対

象
年

齢
）
。


同

法
の

制
定

に
よ
り
、
学

校
長

に
対

し
、
在

籍
児

童
生

徒
が

学
校

外
青

少
年

と
な
っ
た
場

合
に
、
当

該
児

童
生

徒
に
学

校
外

青
少

年
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
案

内
し
、

学
校

外
青

少
年

と
な
っ
た
後

も
支

援
を
受

け
ら
れ

る
よ
う
、
国

及
び
地

方
公

共
団

体
が

指
定

す
る
学

校
外

青
少

年
支

援
セ
ン
タ
ー
に
引

き
継

ぐ
こ
と
が

義
務

付
け
ら

れ
た
。

10
2

学
校

外
青

少
年

へ
の

多
様

な
支

援
（
峯

等
, 2

02
3）

【
支

援
制
度
の
例
】


W

ee
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト


学
業
中
断
熟
慮
制


委
託
型
代
案
学
校


学
校
外
青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー

10
3

韓
国

に
お
け
る
進

路
進

学
相

談
教

師


韓

国
で
は
進
路
教
育
の
進
展
と
と
も
に
、

20
11

年
か
ら
「
進
路
進
学
相
談
教

師
」
が
制
度
化
さ
れ
、

20
15

年
の

進
路

教
育

法
に
明

記
さ
れ

た
。


進

路
教

育
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
専
門
職
と
し
て
の
「
進
路
進
学
相
談
教
師
」

が
生

徒
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
を
担
う
。
例
え
ば
、
「
進
路
と

職
業

」
と
い
う
科
目
を
担
当
し
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
担
う
。
ま
た
週
平
均

8
時

間
以
上
、
他
科
目
の
授
業
時
間
に
進
路
相
談
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。


中

学
校

と
高
校
で
は
、

1校
に
最
低

1名
の
進
路
進
学
相
談
教
師
を
配
置
。

20
16

年
に
は
小
学
校
、

20
19

年
に
は
特
別
支
援
学
校
に
も
進
路
進
学
相
談

教
師

が
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

※
20

23
年
現
在
、
全
国
約

1万
1,

00
0人

、
全
学
校
配
置
率

98
.7
％

10
4



－ 94 －

進
路

進
学

相
談

教
師

の
主

な
職

務

1.
学

校
の
進
路
教
育
を
総
括
。

2.
「
進
路
と
職
業
」
の
教
科
を
担
当
。

3.
「
創
意
的
体
験
活
動
」
に
お
け
る
進

路
活

動
の

指
導

。

4.
生

徒
お
よ
び
保
護
者
へ
の
進
路
相
談

。

5.
進

路
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
運

営
。

6.
学

校
外
で
の
進
路
に
関
す
る
体
験
活

動
の

企
画

と
実

施
。

10
5

研
修

と
養

成


資

格
研
修
（
副
専
攻
資
格
研
修
）
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

57
0時

間
に

及
ぶ

研
修
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。


主

な
研
修
内
容
に
は
、
進
路
教
育
、
職
業
世
界
の
理
解
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
技
法
、
進
路
体
験
活
動
の
企
画
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。


ま
た
、

20
17

年
か
ら
教
育
大
学
院
に
進
路
進
学
相
談
専
攻
が
新
設
さ
れ
、

13
の

大
学
で
進
路
進
学
相
談
教
師
を
副
専
攻
と
し
て
養
成
し
て
い
る

（
20

23
年
現
在
）
。

10
6

主
な
参
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Title of the symposium: 

International Study on School-to-Work Transition Support for Vulnerable 
Students: Focusing on Students Requiring Language Support 

Details of symposium presenter/s 

Yuko Ryan1, Chizuru Ishimine2, Shinji Tateishi3, Tetsuo Kyomen3, 
Yuzuka Ashizawa4 

1 Shizuoka University, Japan,  2Aichi University of Education, Japan, 
3University of Tsukuba, Japan,  4Tokiwa University, Japan 

Details of symposium discussant/s 

Åsa Sundelin 

Stockholm University, Sweden 

Symposium abstract: 

In recent years, Japan's domestic population, especially the working-age population, has 
declined sharply, leading to a severe labor shortage. Against this backdrop, the government 
introduced a new policy in 2019 to increase the number of foreign residents working in Japan. 
In this social context, it is an important task for Japanese schools to support those with 
limited Japanese language skills in their transition to work, and integration into society while 
ensuring their opportunities to learn and well-being. This symposium aims to explore effective 
approaches to support those vulnerable students in secondary education (ISCED levels 2 and 
3) and school dropouts, with a special focus on immigrant and migrant youth requiring
guidance and support in learning the official language.The presenters will achieve this goal
through an international comparative analysis of four countries: Japan, France, England, and
the USA. This study is a part of a research project funded by the Japan Society for the
Promotion of Science as a Grant-in-Aid for Scientific Research (Kakenhi A: Research number
20H00093; Project Leader: Fujita Teruyuki, Professor at University of Tsukuba).
Key practices Japan could consider to address current challenges include strategies for
integrating newly arrived immigrant students into mainstream education, as well as providing
specialised support and connecting these students with relevant institutions.

Presentation abstract: 
1. JAPAN:

As of 2021, 16,018 foreign students in public secondary schools required Japanese
instruction, up 13% from 2018. The progression rate was 51.8% in high school, with a
dropout rate of 6.7% and a non-regular employment rate of 39.0% (MEXT 2022). MEXT
guidelines task principals with special curricula, language teachers, and individual plans.
While challenges persist, including a lack of compulsory education for foreign students,
personnel and budget shortages, and limited support from external agencies, especially
for high-risk students.

Symposium 5.2, Wednesday, 13 November 2024
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2. FRANCE:
In FY2020, France received 64,564 newcomer students, with 70% enrolled in the
pedagogical unit for newcomer students (UPE2A). UPE2A collaborates with career
guidance centres (CIO) to address students’ diverse needs. Additionally, the Vocational
Preparation Class supports struggling students, including immigrants, in their final year of
lower secondary school. It offers 180 hours of vocational discovery and 36 hours of
career guidance annually, with 85% of these students entering vocational or
comprehensive upper secondary schools.

3. ENGLAND:
In 2022, 20.2% of pupils aged 5-16 in England were English as an Additional Language
(EAL) learners. EAL teachers, coordinators, and assistants provide support both inside and
outside classrooms, but the level of assistance varies across schools. EAL students face
challenges in GCSEs and post-16 choices, often worsened by factors such as Special
Educational Needs (SEN) and socio-economic deprivation. In Alternative Provision (AP),
EAL students are at a higher risk of poor academic outcomes and becoming NEETs.

4. THE UNITED STATES (OHIO):
Teachers in Ohio work to ensure flexible career options for students, addressing barriers
to equal access for vulnerable groups. In the Southwestern City School District (SWCSD),
the Southwestern Career Academy provides special support for English as a Second
Language (ESL) students, including specialised reading classes to help them understand
technical materials in vocational courses. Since their families have a strong influence on
the students' career choices, SWCSD develops a support network for ESL students and
their families.

Symposium keywords: 

vulnerable youth, limited language skills, migrant students, international 
comparison 
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土

お申し込みは３月10日までにお願いします

東京メトロ  丸ノ内線
茗荷谷駅「出口１」より徒歩３分程度

13:00-16:30
3.15

2025

プログラム
13:00-13:10
13:10-14:10

14:10-14:20
14:20-15:20

15:20-15:30
15:30-16:30

趣旨説明

各国担当班による報告(前半)

(４カ国×15分)

休憩

各国担当班による報告(後半)

(４カ国×15分)

休憩

質疑応答・全体討論

本シンポジウムは、2020〜2024年度JSPS科研費20H00093を受けて行った調査研究
(基盤研究(A)「バルネラブルな生徒・中途退学者等に対する学校から社会への移行支援に関する国際比較」)の成果に基づくものです。

　学校現場には、外国にルーツをもつ生徒、性的少数
者、出自や居住地などを理由に差別やいじめを受けや
すい生徒など、多様な背景により社会的移行に困難を
抱える生徒がいます。こうした生徒たちが自己肯定感
を損なうことなく学校生活を送り、円滑に社会へと移
行するためには、どのような支援が求められるのでし
ょうか。
　本研究では、日本・韓国・アメリカ・カナダ・イギ
リス・ドイツ・フランス・デンマークの８か国を対象
に、学校や移行支援機関等において、「誰によって
(Who)、どのような場面で (When)、どこで (Where)、ど
のような方法で (How)、どのような内容で (What)」支援
が提供されているのかを調査し、各国の特徴や課題を
比較しました。
　このシンポジウムでは、第１部として、上記８か国
における移行支援の特質と課題をお伝えします。第２
部では、第１部の報告に対するご質問等をいただきな
がら、ご参加の皆様とともに多様な背景をもつ生徒に
対する移行支援の在り方を考えていきます。
　本研究の成果が、教育現場での支援のヒントとな
り、すべての生徒が安心して学び、社会へとつながる
ための手がかりとなることを願っています。
　多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。

本シンポジウムの趣旨と概要

公開シンポジウム

会場
筑波大学東京キャンパス文京校舎
120講義室（東京都文京区大塚3-29-1）

※対面でご参加の方には、
最終報告書と当日の発表資料をお配りします。

研究代表者：藤田晃之（筑波大学）

多様な背景多様な背景

12:30受付開始

参加方法
対面・オンライン（ハイブリッド形式）

お申し込み

https://forms.gle/RGPPaTyaHVfrwVYb7

対面・オンライン、どちらのご参加でも
事前のお申込みが必要です。下記URLまた
は右記QRコードからお申込みください。

（対面参加）

参加費
無料
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シ
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様
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背
景
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持
つ
生
徒
の
社
会
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移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

研
究

の
目

的


科
学

研
究

費
助

成
事

業
基

盤
研

究
（

A）
（
一

般
）
「
バ

ル
ネ
ラ
ブ
ル

な
生

徒
・
中

途
退

学
者

等
に
対

す
る
学

校
か

ら
社

会
へ

の
移

行
支

援

に
関

す
る
国

際
比

較
」
（
課

題
番

号
20

H0
00

93
）


本
研
究
は
、
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
な
が
ら
、
日
本
の
特
別
支
援
教
育
の
枠
組
み
で
は
十
分
な
指
導
支
援
が
提
供
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

生
徒
及
び
中
途
退
学
者
等
を
対
象
と
し
た
学
校
教
育
か
ら
社
会
へ
の
移
行
支
援

の
在
り
方
を
探
る
た
め
の
国
際
比
較
研
究
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。


本
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
用
い
ら
れ
て
き
た
「
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
た
者
」
「
社
会
的
弱
者
」
等
に
替
え
て
、
「
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
状
況
に
置
か
れ
た

者
」
等
「
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
（

vu
ln

er
ab

le
）
」
と
い
う
用
語
・
概
念
を
使
用
す
る
。
バ

ル
ネ
ラ
ブ
ル
と
は
、
そ
の
語
義
で
あ
る
「
攻
撃
さ
れ
や
す
い
、
傷
つ
き
や
す

い
等
」
を
も
と
に
英
語
圏
の
社
会
科
学
の
各
分
野
で
広
く
用
い
ら
れ
る
概
念
で
あ
り
、
社
会
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
層
を
「
利
」あ

る
い
は
「
強
」
と
し
て
捉
え

る
こ
と
を
避
け
つ
つ
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
か
ら
疎
外
・
排
斥
さ
れ
た
（
あ
る
い
は

そ
れ
ら
の
可
能
性
が
高
い
）
当
事
者
の
「生

き
づ
ら
さ
」
や
「
心
理
的
な
苦

痛
」
に
焦
点
を
当
て
る
。


研
究
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
本
研
究
で
は
、
日
本
の
学
校
教
育
の
改
善
に
資
す
る
こ
と
を
重
要
な
役
割
と
し
て
捉
え
、

①
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
な
ど
に
よ
り
公
用
語
指
導
等
の
必
要
な
者

②
性
的
少
数
者
（

LG
BT

Q
と
総
称
さ
れ
る
性
自
認
・
性
的
指
向
を
も
つ
者
）

③
歴
史
的
・
社
会
的
な
背
景
か
ら
出
自
・
居
住
地
・
人
種
・
民
族
等
を
理
由
に
い
じ
め
や
排
斥
等
の
対
象
と
な
る
傾
向
が
強
い
者

を
中
核
対
象
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
生
徒
及
び
中
途
退
学
者
等
が
、
自
己
肯
定
感
を
損
な
わ
ず
に
学
校
生
活
を
送
り
、
学
校
教
育
か
ら
社
会
へ
円
滑
に
移

行
し
社
会
参
画
を
す
る
た
め
の
指
導
支
援
等
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
ま
た
、
そ
の

よ
う
な
支
援
指
導
等
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
提
供
す
る
た
め
の
仕
組
み
は
ど

の
よ
う
に
整
え
ら
れ
る
べ
き
か
。
本
研
究
は
、
日
本
・
韓
国
・
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
デ
ン
マ
ー
ク
を
対
象
と
し
た
国
際
比
較
研

究
を
通
し
て
こ
れ
ら
を
追
究
す
る
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

研
究

の
目

的


科
学

研
究

費
助

成
事

業
基

盤
研

究
（

A）
（
一

般
）
「
バ

ル
ネ
ラ
ブ
ル

な
生

徒
・
中

途
退

学
者

等
に
対

す
る
学

校
か

ら
社

会
へ

の
移

行
支

援

に
関

す
る
国

際
比

較
」
（
課

題
番

号
20

H0
00

93
）

※
AI

 画
像

生
成

よ
る
：

Fr
ee

pi
k

Co
m

pa
ny

 S
.L

. (
ht

tp
s:/

/w
w

w
.fr

ee
pi

k.
co

m
/p

ik
as

o/
ai

-im
ag

e-
ge

ne
ra

to
r)

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

研
究

チ
ー
ム

研
究

の
総

括

藤
田

晃
之

（
筑
波
大
学

人
間
系
）

各
国

調
査

担
当

日
本
調
査
班

立
石

慎
治

（
筑
波
大
学

図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
系
）

才
鴈

武
也

（
筑
波
大
学

大
学
院
人
間
総
合
科
学
学
術
院

/ 
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

韓
国
調
査
班

三
村

隆
男

（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

宮
古

紀
宏

（
国
立
教
育
政
策
研
究
所

生
徒
指
導
・
進
路
指

導
研
究
セ
ン
タ
ー
）

田
中

光
晴

（
文
部
科
学
省

総
合
教
育
政
策
局
）

峯
啓
太
朗

（
筑
波
大
学

大
学
院
人
間
総
合
科
学
学
術
院
）

ア
メ
リ
カ
調

査
班

石
嶺

ち
づ
る

（
愛
知
教
育
大
学

教
育
科
学
系
）

芦
沢

柚
香

（
常
磐
大
学

人
間
科
学
部
）

カ
ナ
ダ
調
査
班

岡
部

敦
（
清
泉
女
学
院
大
学

人
間
学
部
）

安
里

ゆ
か
し

（
筑
波
大
学

大
学
院
人
間
総
合
科
学
学
術
院

/ 
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

イ
ギ
リ
ス
調
査
班

白
幡

真
紀

（
仙
台
大
学

体
育
学
部
）

ラ
イ
ア
ン

優
子

（
静
岡
大
学

国
際
連
携
推
進
機
構
）

フ
ラ
ン
ス
調
査
班

京
免

徹
雄

（
筑
波
大
学

人
間
系
）

高
橋

洋
行

（
立
正
大
学

社
会
福
祉
学
部
）

ド
イ
ツ
調
査
班

坂
野

慎
二

（
玉
川
大
学

教
育
学
部
）

藤
田

駿
介

（
流
通
経
済
大
学

経
済
学
部
）

デ
ン
マ
ー
ク
調
査
班

藤
田

晃
之

（
筑
波
大
学

人
間
系
）

吉
川

実
希

（
筑
波
大
学

大
学
院
人
間
総
合
科
学
学
術
院
）
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

研
究

の
枠

組
総
括
的
な
枠
組

支
援
の
機
能
に
着
目
し
た
枠
組

一
次
的
支
援

二
次
的
支
援

三
次
的
支
援

す
べ
て
の
生
徒
を
対
象
と
し
て
実

施
さ
れ
る
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル

な
状
況

に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
尊

重
を

深
化
さ
せ
る
た
め
の
支
援

バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
状
況
に
置
か
れ

た
生
徒
を
対
象
と
し
て
系

統
的
・

体
系
的
に
実
施
さ
れ
る
学
校
か
ら

社
会
へ
の
移
行
支
援

バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
状
況
に
起
因
し

て
中
退
の
可
能
性
が
高
い
生
徒

、
既
に
中
退
し
た
者
に
対
し
て
個
別

的
に
な
さ
れ
る
危
機
介
入
的
支
援

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

今
回

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

焦
点


本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（

A）
を
受
け
て
実
施
し
た
国
際
比
較
研
究
の
成
果
を
基

に
、
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
状
況
に
置
か
れ
た
生
徒
を
対
象
と
し
た
学
校
か
ら
社
会
へ
の
移
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方

を
探
る
。

一
次
的
支
援

二
次
的
支
援

三
次
的
支
援

す
べ

て
の

生
徒

を
対

象
と
し
て

実
施

さ
れ

る
バ

ル
ネ
ラ
ブ
ル

な
状

況
に
関

す
る
正

し
い
理

解
と

尊
重

を
深

化
さ
せ

る
た
め
の

支
援

バ
ル

ネ
ラ
ブ
ル

な
状

況
に
置

か
れ

た
生

徒
を
対

象
と
し
て
系

統
的

・
体

系
的

に
実

施
さ
れ

る
学

校
か

ら
社

会
へ

の
移

行
支

援

バ
ル

ネ
ラ
ブ
ル

な
状

況
に
起

因
し
て
中

退
の

可
能

性
が

高
い

生
徒

、
既

に
中

退
し
た
者

に
対

し
て
個

別
的

に
な
さ
れ

る
危

機
介

入
的

支
援

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

今
回

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

進
め
方


今

回
は

、
特

定
の

「
ヴ
ァ
ル

ネ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
」
に
焦

点
を
当

て
て
発

表
す
る
国

々
を
前

半
に
、
「
ヴ
ァ
ル

ネ
ラ
ビ
リ

テ
ィ
」
を
包

括
的

に
捉

え
て
発

表
す
る
国

々
を
後

半
に
お
い
て
進

行
す
る
。

東
ア
ジ
ア

北
ア
メ
リ
カ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

日
本

韓
国

カ
ナ
ダ

(ア
ル
バ
ー
タ
州
)

ア
メ
リ
カ

デ
ン
マ
ー
ク

フ
ラ
ン
ス

ド
イ
ツ

イ
ギ
リ
ス

(イ
ン
グ
ラ
ン
ド
)

外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
な

ど
に
よ
り
公
用
語
指
導
等

の
必
要
な
者

✓
✓

✓
✓

✓
✓

✓
✓

性
的
少
数
者

✓
✓

✓
✓

✓
✓

歴
史
的
・
社
会
的
背
景
と

し
て
出
自
・
居
住
地
・
人

種
・
民
族
等
を
理
由
に
い

じ
め
や
排
斥
等
の
対
象
と

な
る
傾
向
が
強
い
者

✓
✓

✓
✓

1
8

7
2

6
5

3
4

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

日
本

日
本
語
指
導
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
対
す
る

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
シ
ス
テ
ム
の
課
題

立
石

慎
治

（
筑
波
大
学

図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
系
）

才
鴈

武
也

（
筑
波
大
学

大
学
院
人
間
総
合
科
学
学
術
院
/
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

課
題

の
設

定


報
告
の
目
的
：


日
本
に
お
い
て
，
中
途
退
学
等
の
リ
ス
ク
と
い
う
点
で
「
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
状
況

に
置
か
れ
た
生
徒
」
へ
の
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
シ
ス
テ
ム
の
観
点
か
ら

考
察


特
に
着
目
す
る
の
は
「
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
な
ど
に
よ
り

公
用
語
指
導
等
の
必

要
な
者
」


現
時
点
の
到
達
点
と
今
後
に
向
け
て
の
論
点
提
示

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

前前
提提

状状
況況

：：
移移

民民
等等

のの
増増

加加
にに
伴伴

うう
言言

語語
支支

援援
ニニ
ーー
ズズ

Ai
ch

i
To

ky
o

Ai
ch

i
To

ky
o

サ
ポ

ー
ト

が
必

要
な

バ
ル

ネ
ラ

ブ
ル

な
状

況
に

直
面

す
る

生
徒

の
増

加
外

国
に

ル
ー

ツ
を

も
つ

な
ど

に
よ

り
公

用
語

指
導

等
の

必
要

な
者

：
5
7
,7

1
8
人
（2

0
2
3
年
度
，
文
部
科
学
省
2
0
2
4
）．

2
0
0
8
年

度
と
比

べ
て
お

よ
そ
1
.7

倍
増

加
．

た
だ

し
，
地

理
的

，
言

語
的

に
一

様
で

は
な

い
．

⇒
 構

造
的

課
題

を
生

む

出
典

：文
部

科
学

省
, 
2

0
2

4
,「

日
本

語
指

導
が

必
要

な
児

童
生

徒
の

受
入

状
況

等
に

関
す

る
調

査
（令

和
5

年
度

）」
出

典
：出

入
国

在
留

管
理

庁
, 

2
0

2
4

,「
令

和
６

年
６

月
末

現
在

に
お

け
る

在
留

外
国

人
数

に
つ

い
て

」

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

増増
加加

すす
るる
日日

本本
語語

指指
導導

ニニ
ーー
ズズ


20

23
年

現
在

の
デ
ー
タ
か

ら
:


日日

本本
語語

指指
導導

をを
必必

要要
とと
すす
るる
外外

国国
人人

児児
童童

生生
徒徒

数数
はは

計計
でで

57
,7

18
 人人

.


学
校
段
階
別
で
は
，
小
学
校
に
在
籍
す
る
外
国
籍
児
童

の
44

.3
%
，
中
学
校
に
在
籍
す
る
外
国
籍
生
徒
の

41
.2

%
，

高
等
学
校
に
在
籍
す
る
外
国
籍
生
徒
の

29
.2

%


進

路
か

ら
み

た
留

意
点

:


義
務
教
育
段
階
で
は
，

40
%
強
で
あ
っ
た
「
日
本
語
指
導
を

必
要
と
す
る
者
」
の
割
合
が
，
高
等
学
校
段
階
に
な
る
と

30
%
弱
ま
で
低
下
す
る
．


進
学
で
き
て
い
な
い
，
私
立
高
等
学
校
に
進
学
し
た
，
進

学
で
き
て
い
る
け
れ
ど
も
日
本
語
指
導
が
必
要
と
認
識
さ

れ
て
い
な
い
，
進
学
で
き
て
い
る
し
日
本
語
指
導
が
必
要
で

な
く
な
っ
た
，
そ
の
他

…

児
童

生
徒

数
外

国
籍

児
童

生

徒
数

(A
)

う
ち

日
本

語
指

導
を

必
要

と
す

る
者

の
数

(B
)

(%
: 

B
/A

)

小
学

校
6

,0
4

9
,6

8 5
8

6
,0

1
7

3
8
,1
4
1

4
4
.3

%

中
学

校
3

,1
7

7
,5

0 8
3

2
,4

4
9

1
3
,3

6
9

4
1
.2

%

義
務

教
育

学
校

7
6

,0
4

5
1
,0

7
0

5
2
7

4
9

.3
%

高
等

学
校

2
,9

1
8

,5
0

1
1
7

,1
0

5
4
,9

9
1

2
9
.2

%

中
等

教
育

学
校

前
期

課
程

1
8

,0
0

5
1
4

4

7
5

2
4

.7
%

後
期

課
程

1
5

,8
1
2

1
6

0

特
別

支
援

学
校

1
0

7
,3

5
0

1
,6

4
9

6
1
5

3
7

.3
%

出
典

：文
部

科
学

省
, 
2

0
2

4
,「

日
本

語
指

導
が

必
要

な
児

童
生

徒
の

受
入

状
況

等
に

関
す

る
調

査
（令

和
5

年
度

）」

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

日
本
語
指
導
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
数
の
量
的
推
移


一
部
の
言
語
を
除
き
，
日
本
語
指
導
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
数
は
増
加
基
調
に
あ
る
．
変
化
率

で
見
た
と
き
は
特
に
「
そ
の
他
」
が
多
い
．


こ
の
統
計
で
は
独
立
し
た
カ
テ
ゴ
リ
に
な
ら
な
い
数
の
各
言
語
話
者
が
日
本
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
の
傍
証

0

2
0

0
0

4
0

0
0

6
0

0
0

8
0

0
0

1
0

0
0

0

1
2

0
0

0

1
4

0
0

0

日
本

語
英

語
韓

国
・
朝

鮮
語

ス
ペ

イ
ン

語
中

国
語

フ
ィ

リ
ピ

ノ
語

ベ
ト

ナ
ム

語
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
そ

の
他

日
本

語
指

導
を

必
要

と
す

る
児

童
・生

徒
数

（母
語

別
）

2
0

1
4

年
度

2
0

1
6

年
度

2
0

1
8

年
度

2
0

2
1
年

度
2

0
2

3
年

度

出
典

：
文

部
科

学
省

, 
「
日

本
語

指
導

が
必

要
な

児
童

生
徒

の
受

入
状

況
等

に
関

す
る

調
査

」
各

年
度

版
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

「「
言言

語語
」」
とと
「「
地地

理理
」」
のの

交交
互互

作作
用用


日
本
語
指
導
を
必
要
と
す
る
と
一

口
に
言

っ
て
も
，
ど
の
言
語
話
者

な
の
か
で
支
援
体
制
の
手
配
の

難
易
は
変
化
す
る
．


東
京
と
大
阪
で
は
，
中
国
語
を
話
す

外
国
籍
児
童
生
徒
が
多
く
，
愛
知
で

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
多
い


そ
れ
以
外
の
自
治
体
の
な
か
に
は

最
多
が
「
そ
の
他
」
で
あ
る
と
こ
ろ
も

あ
る

（
＝

さ
ま
ざ
ま
な
言

語
話

者
が

そ
の

土
地

で
生

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
）
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w
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M
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i
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ish
Ch
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e
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o
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m
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e
Po
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ug

ue
se

Ot
he

rs

出
典

：文
部

科
学

省
, 
2

0
2

4
,「

日
本

語
指

導
が

必
要

な
児

童
生

徒
の

受
入

状
況

等
に

関
す

る
調

査
（令

和
5

年
度

）」

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

日日
本本

語語
指指

導導
がが

必必
要要

なな
高高

校校
生生

等等
とと
全全

高高
校校

生生
のの

間間
のの

進進
路路

のの
違違

いい


デ
ー
タ
で
確
認
で
き
る
期

間
に
限

っ
て
も
，
日
本
語

指
導

を
必

要
と
す
る
高
校

生
と
全

高
校
生
の
間
に

は
，
中

退
率
，
進
学
率
，

非
正

規
就

職
率
，
進
学
も

就
職

も
し
て
い
な
い
者
の

率
に
安

定
的
な
差
が
あ

る
． 
唯
一
，
進
学
も
就
職
も
し

て
い
な
い
者
の
率
だ
け
が

改
善
傾
向
に
あ
る

9
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%
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1
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2
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2
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進
学

率

日
本

語
指

導
が

必
要

な
高

校
生

等
全

高
校

生
等

4
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非
正

規
就
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率

日
本
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が
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等
全

高
校

生
等
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0
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1
年
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0

2
3

年

進
学

も
就

職
も

し
て

い
な

い
者

の
率

日
本

語
指

導
が

必
要

な
高

校
生

等
全

高
校

生
等

出
典

：文
部

科
学

省
, 
2

0
2

4
,「

日
本

語
指

導
が

必
要

な
児

童
生

徒
の

受
入

状
況

等
に

関
す

る
調

査
（令

和
5

年
度

）」

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

日
本

語
支

援
の

全
体

構
造

（文
部

科
学

省
,2

0
1
9

,『
手

引
き

』）


管

理
職

の
役

割
：


①

温
か

い
面

接
を

工
夫

す
る

，
②

担
任

を
支

え
、
保

護
者

と
の

信
頼

関
係

を
築

く
，
③

日
本

語
指

導
の

環
境

を
整

え
、
習

得
や

適
応

の
状

況
を

把
握

す
る

，
④

児
童

生
徒

の
成

長
を

担
任

と
見

守
る

，
⑤

全
教

職
員

で
取

り
組

む
体

制
を

つ
く

る
，
⑥

地
域

連
携

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

す
る


日

本
語

指
導

担
当

教
師

：


①
児

童
生

徒
へ

の
教

育
活

動
，
②

校
内

連
携

・共
通

理
解

，
③

家
庭

と
の

連
携

・共
通

理
解

，
④

外
部

機
関

・
地

域
と

の
連

携


在

籍
学

級
担

任
の

役
割

：


①
在

籍
学

級
で

の
外

国
人

生
徒

等
の

受
入

れ
，
②

外
国

人
児

童
生

徒
等

の
受

入
れ

体
制

づ
く

り
と

必
要

な
指

導
，
③

共
生

の
教

育
と

学
級

の
国

際
化

，
④

保
護

者
へ

の
対

応
と

進
路

指
導


都
道
府
県
教
育
委
員
会
の
役
割
：


①
施
策
の
推
進
方
針
の
策
定
，
②
推
進
体
制
の
整
備
，
③
人
材
確
保
と
育
成


市
町
村
教
育
委
員
会
の
役
割
：


①
教
育
委
員
会
が
直
接
行
う
支
援
・指

導
，
②
連
絡
協
議
会
等
を
通
じ
て
行
う
支
援
・指

導

出
典

：文
部

科
学

省
, 
2

0
1
9

, 
『
外

国
人

児
童

生
徒

受
入

れ
の

手
引

き
』

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

特
別

の
教

育
課

程


２

つ
の

支
援

モ
デ

ル
: 

入
り

込
み

指
導

／
取

り
出

し
指

導


取

り
出

し
指

導
の

ひ
と

つ
と

し
て

の
「特

別
の

教
育

課
程

」（
2

0
1
4

年
度

～
）


学

校
長

の
責

任
の

も
と

，
日

本
語

指
導

担
当

教
員

を
始

め
と

す
る

複
数

人
に

よ
っ

て
，
児

童
生

徒
の

実
態

を
多

面
的

に
把

握
・測

定
し

た
結

果
を

参
考

と
し

た
う

え
で

実
施

．


日

本
語

指
導

担
当

教
員

は
，
教

員
免

許
を

有
す

る
教

員
で

，
児

童
生

徒
の

実
態

の
把

握
，
指

導
計

画
の

作
成

，
日

本
語

指
導

及
び

学
習

評
価

を
行

う
．


指

導
補

助
者

は
，
「必

要
に

応
じ

て
配

置
し

，
日

本
語

指
導

担
当

教
員

が
作

成
し

た
計

画
に

も
と

づ
き

，
日

本
語

指
導

や
教

科
指

導
当

の
補

助
や

児
童

生
徒

の
母

語
に

よ
る

支
援

を
行

う
」
．


個

々
の

児
童

生
徒

の
日

本
語

の
能

力
や

学
校

生
活

へ
の

適
応

状
況

を
含

め
た

生
活

・学
習

の
状

況
，
学

習
へ

の
姿

勢
・態

度
等

の
多

面
的

な
把

握
に

基
づ

き
，
指

導
の

目
標

及
び

指
導

内
容

を
明

確
に

し
た

指
導

計
画

を
作

成
し

，
学

習
評

価
を

行
う

．

特
別

の
教

育
課

程
実

施
校

数

出
典

：文
部

科
学

省
, 
2

0
2

4
,「

日
本

語
指

導
が

必
要

な
児

童
生

徒
の

受
入

状
況

等
に

関
す

る
調

査
（令

和
5

年
度

）」
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

「特
別

の
教

育
課

程
」へ

の
限
ら
れ
た
ア
ク
セ
ス


学

校
段

階
を

問
わ

ず
, 
7

0
–9

0
%

の
日

本
語

指
導

を
必

要
と

す
る

外
国

籍
児

童
生

徒
は

支
援

を
受

け
て

い
る


し

か
し

，
特

別
の

教
育

課
程

に
よ

る
支

援
を

受
け

て
い

る
も

の
の

割
合

は
学

校
段

階
に

よ
っ

て
差

異
が

あ
る


小

学
校

7
3

.8
%

, 
中

学
校

6
7

.3
%

, 
高

等
学

校
5
.5

%

小
学

校
中

学
校

高
等

学
校

義
務

教
育

学
校

中
等

教
育

学
校

A
:
日

本
語

指
導

を
必

要
と

す
る

外
国

籍
児

童
生

徒
数

3
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1
1
3

,3
6

9
4

,9
9
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2
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7
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B
:
う

ち
，
支

援
を

受
け

て
い

る
も

の
3

5
,4

1
4

1
2

,1
4

1
3

,8
0

8
4

0
1

4
0

(B
/
A

)
9

2
.9

%
9

0
.8

%
7

6
.3

%
7

6
.1

%
5

3
.3

%
C

:
う

ち
，
特

別
の

教
育

課
程

を
受

け
て

い
る

者
2

8
,1

3
5

9
,0

0
1

2
0

9
3

1
4

2
5

(C
/
B

)

(C
/A

)

7
9

.4
%

7
3

.8
%

7
4

.1
%

6
7

.3
%

5
.5

%

4
.2

%

7
8

.3
%

6
2

.5
%

日
本

語
指

導
を

必
要

と
す

る
児

童
生

徒
数

と
特

別
の

教
育

課
程

を
受

け
て

い
る

者

出
典

：文
部

科
学

省
, 
2

0
2

4
,「

日
本

語
指

導
が

必
要

な
児

童
生

徒
の

受
入

状
況

等
に

関
す

る
調

査
（令

和
5

年
度

）」

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

３
次
的
支
援
，
離
学
状
況
の
若
者
支
援
事
例
と
し
て
の

「
若
者
・
外
国
人
未
来
応
援
事
業
」

(愛
知
県
教
育
委
員
会
)


若
者
・
外
国
人
未
来
塾
（
20
17
～
）


無
料
の
学
習
支
援
及
び
相
談
・
助
言


高
校
中
退

者
等
を
対
象

と
し
た
高
等

学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験

（
高
卒
認
定

試
験
）
合
格

に
向
け
た
学

習
支
援


県
内
９
地
域
（
名
古
屋
，
豊
橋
，
豊
田
，
半
田
，
春
日
井
，
一
宮
，
蒲
郡
，
愛
西
，
知

立
）


中
学
卒
業
後
の
進
路
未
定
者
，
高
校
中
退
者
，
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
人
及
び
外
国
人
等
，

社
会
的
困
難
を
抱
え
る
若
者
が
対
象


日
本
語
習
得
の
不
十
分
な
外
国
人
の
た
め
，
学
習
言
語
と
し
て
の
日
本
語
学
習
支
援

も
実
施
（
た
だ
し
，
名
古
屋
，
豊
橋
，
豊
田
，
春
日
井
，
蒲
郡
，
知
立
の
６
会
場
の
み
）


た
だ
し
，
利
用
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
（
20
23
年
度
『
成
果
報
告
書
』
）


学
習
支
援
，
日
本
語
学
習
支
援
に
参
加
し
た
者
の
う
ち
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
者
の
数

は
令
和
5年

度
実
績
で
そ
れ
ぞ
れ
45
人
，
61
人
．


課
題
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
難
し
さ

（
ど
こ
に
も
所

属
し
て
い
な

い
こ
と
と
就

学
義
務
が
な

い
こ

と
ゆ

え
の

(
行

政
か

ら
の

)
関

与
の

難
し

さ
）
，
人
的
資
源
の
限
界
や
予
算
制
約
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
．

h
t
t
ps

:
//

w
ww
.
p
r
ef

.
ai

c
hi
.
j
p
/s

i
te

/
so
c
i
a
l-

e
du

c
at
i
o
n
/m

i
ra

i
-

o
u
e
n
.
h
t
m
l
（
最

終
閲

覧
日

:
2
0
2
4
年

7
月

2
3
日

）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

考
察 

G
re

e
n

(2
0

1
4

)の
提

示
し

た
枠

組
み

に
照

ら
し

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

，
日

本
の

外
国

籍
児

童
生

徒
に

対
す

る
教

育
政

策
の

特
質


「
地

方
自

治
体

へ
の

依
存

と
教

育
行

政
の

保
守

的
な

性
質

」


前
提

と
な

る
日

本
の

教
育

制
度

：小
・
中

学
校

は
自

治
体

が
所

管


外
国

人
児

童
生

徒
へ

の
対

応
も

地
方

自
治

体
に

委
ね

ら
れ

て
い

る


文
部

科
学

省
に

よ
る

積
極

的
介

入
に

は
至

ら
ず

，
自

治
体

間
の

差
異

を
温

存
し

て
き

た


外

国
人

児
童

生
徒

に
関

す
る

施
策

は
「多

文
化

共
生

」の
観

点
か

ら
徐

々
に

進
め

ら
れ

て
い

る
も

の
の

，
抜

本
的

な
改

革
に

は
消

極
的

⇒
地

方
自

治
体

が
先

行
し

て
外

国
人

児
童

生
徒

へ
の

教
育

支
援

策
を

進
め

る
な

か
で

，
国
は
後
追
い
す
る
構
造


国

レ
ベ
ル

で
の

支
援

の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

不
在

が
も
た
ら
す
も
の

：
支

援
の

差
，
進

路
の

差


地
域
差
が
構
造
的
に
不
可
避
と
な
る


散
在
地
域
で
は
支
援
す
る
子
ど
も
が
い
な
く
な
る
と
，
教
育
支
援
の
取
組
が
中
断
さ
れ
，
経
験
と
知
識
の
蓄
積
が
な
さ
れ
に
く
い
（中

川
20

15
, 土

屋
ほ
か

20
14

, 一
瀬

20
22

）


母
語
支
援
員
の
対
応
言
語
数
が
１
つ
又
は
２
つ
に
限
ら
れ
て
い
る
地
方
公
共
団
体
は
全
体
の

47
.7

%
（

20
23

年
現
在
，
文
部
科
学
省

20
24

）


相
対
的
に
中
国
語
や
英
語
を
話
せ
る
母
語
支
援
員
は
確
保
し
や
す
く
，
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
，
フ
ィ
リ
ピ
ノ
語
，
ス
ペ
イ
ン
語
，
ベ
ト
ナ
ム
語
等
を
話

せ
る
母
語
支
援
員
は
確
保
し
に
く
い
．


結
果
と
し
て
の
進
学
率
の
格
差
が
温
存
さ
れ
る


中
国
語
話
者
の
多
い
東
京
，
大
阪
，
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
ス
ペ
イ
ン
語
話
者
の
多
い
愛
知
，
静
岡
の
間
に
生
じ
る
進
学
率
の
差

(矢
部

20
18

)

公
開
シ
ン
ポ
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ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
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行
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を
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く
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た
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に
－
世
界
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支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

自
治
体
支
援
に
集
中
す
る
各
種
施
策


帰
国
・
外
国
人
児
童
生
徒
教
育
等
に
関
す
る
国
の
施
策


全
国
一
律
に
影
響
す
る
の
は
，
指
導
体
制
の
整
備
（
日
本
語
指
導
の
た
め
の
教
員
定
数
を
基
礎
定
数
化
，
～
20
26
）
．


自
治
体
に
よ
っ
て
違
い
が
生
じ
う
る
の
は
，
「
帰
国
・
外
国
人
児
童
生
徒
教
育
担
当
指
導
主
事
等
連
絡
協
議
会
」
，

「
外
国
人
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
日
本
語
指
導
者
養
成
研
修
」
(N
IT
S)
，
「
帰
国
・
外
国
人
児
童
生
徒
等
教
育
に
対
す

る
き
め
細
や
か
な
支
援
事
業
」
，


調
査
研
究
事
業
,「

学
校
教
育
に
お
け
る
JS
Lカ

リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
開
発
等


h
t
t
ps

:
//

w
ww
.
m
e
xt

.
go

.
jp
/
a
_
me

n
u/

s
ho
t
o
u
/c
l
ar
i
ne
t
/
0
03
/
00
1
.h
t
m


「
帰
国
・
外
国
人
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
き
め
細
か
な
支
援
事
業
」
（
補
助
事
業
）
平
成
25
年
～


令
和
６
年
度
実
績
で
，
33
都
道
府
県
，
19
指
定
都
市
，
26
中
核
市
，
11
9市

区
町
村
に
補
助
が
行
わ
れ
て
い
る


各
自
治
体
で
は
，
下
記
支
援
項
目
の
組
合
せ
が
行
わ
れ
て
お
り
，
同
じ
内
容
に
は
な
ら
な
い

①
【
必
須
実

施
項
目
】
地

域
の
外
国
人

児
童
生
徒
等

指
導
体
制
の

推
進
に
係
る

運
営
協
議
会

・
連
絡
協
議

会
の
設
置
・

運
営
，
学
校

に
お
け
る
指

導
体

制
の
構
築

，
「
特
別
の

教
育
課
程
」

に
よ
る
日
本

語
指
導
の
実

施
，
成
果
の

普
及

②
【
重
点
実

施
項
目
】
学

力
保
障
・
進

路
指
導
，
小

学
校
入
学
前

の
幼
児
や
保

護
者
を
対
象

と
し
た
プ
レ

ス
ク
ー
ル
，
I
C
T
を
活
用
し

た
教
育
・
支

援
，

高
校
生
等

に
対
す
る
包

括
的
な
教
育

・
支
援
，

③
日
本
語
能

力
測
定
方
法

等
を
活
用
し

た
実
践
・
検

証
，
日
本
語

指
導
が
で
き

る
、
又
は
児

童
生
徒
等
の

母
語
が
分
か

る
支
援
員
の

派
遣
，
共
生

社
会

に
お
け
る

共
に
学
び
成

長
す
る
授
業

等
の
在
り
方

に
関
す
る
調

査
研
究
の
実

施
，
親
子
日

本
語
教
室
の

実
施
，
そ
の

他
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ま
と
め


法
整
備
の
重
要
性


法

令
上

義
務

で
は

な
い

こ
と

の
問

題
点

（
教

育
基

本
法

第
5
条

が
及

ぶ
範

囲
は

国
民

）


国

際
人

権
規

約
等

も
踏

ま
え

，
日

本
人

児
童

生
徒

と
同

様
に

無
償

で
受

け
入

れ
ら

れ
る

が
，

「
公

立
の

義
務

教
育

諸
学

校
へ

就
学

を
希

望
す

る
場

合
」
と

い
う

こ
と

が
持

つ
限

界


自
治
体
を
支
援
す
る
枠
組
み
が
温
存
す
る
逆
説
的
な
構
造


各

自
治

体
の

創
意

工
夫

の
も

と
で

実
践

を
支

援
す

る
仕

組
み

に
は

一
定

の
合

理
性

が
あ

る
．

そ
の

自
治

体
な

ら
で

は
の

問
題

構
造

が
あ

り
，

そ
れ

を
踏

ま
え

た
解

決
策

が
求

め
ら

れ
る

．


し

か
し

な
が

ら
，

自
治

体
の

創
意

工
夫

を
求

め
る

か
ら

こ
そ

，
自

治
体

間
の

差
は

助
長

さ
れ

る


教

育
行

政
の

基
本

的
な

枠
組

み
と

並
存

す
る

か
た

ち
で

，
必

要
な

支
援

が
必

要
な

者
に

届
く

国
レ

ベ
ル

の
枠

組
み

は
存

在
し

う
る

か
．


教
員
定
数
化
を
超
え
て
，
『
き
め
細
か
な
支
援
事
業
』
の
必
須
実
施
項
目
の
義
務
化
な
ど
は
あ
り
う
る

の
か
．
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シ
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を
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－
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制
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ら
学
ぶ
ヒ
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ト
－

主
要

参
考

文
献


矢

部
東

志
（

20
18

）
「
都

道
府

県
別

に
み

た
外

国
籍

生
徒

の
高

校
進

学
率

と
母

語
の

関
係

性
: 「

日
本

語
指

導
が

必
要

な
児

童
生

徒
の

受
入

状
況

等
に

関
す

る
調

査
」
の

結
果

を
用

い
て

」
『
教

育
・
社

会
・
文

化
: 研

究
紀

要
』
（

19
）
、

1–
14


中

川
祐

治
・
足

立
祐

子
・
内

海
由

美
子

・
土

屋
千

尋
・
松

岡
洋

子
（

20
15

）
「
外

国
人

散
在

地
域

に
お

け
る

「
特

別
の

教
育

課
程

」
に

よ
る

日
本

語
指

導
」
『
福

島
大

学
地

域
創

造
』

26
（

2）
、

49
–6

1


土
屋

千
尋

・
内

海
由

美
子

・
中

川
祐

治
・
関

裕
子

（
20

14
）
「
外

国
人

散
在

地
域

に
お

け
る

外
国

に
つ

な
が

る
子

ど
も

の
教

育
支

援
の

連
携

・
協

働
─山

形
・
福

島
を

事
例

と
し

て
─」

『
帝

京
大

学
教

育
学

部
紀

要
』

2、
14

7–
15

5


市
瀬

智
紀

（
20

22
）
「
外

国
人

児
童

生
徒

の
散

在
地

域
に

お
け

る
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

達
成

状
況

に
関

す
る

一
考

察
」
『
宮

城
教

育
大

学
紀

要
』

56
、

25
3–

26
1


文

部
科

学
省

, 「
日

本
語

指
導

が
必

要
な

児
童

生
徒

の
受

入
状

況
等

に
関

す
る

調
査

」
各

年
度

版


Gr

ee
n 

Da
vi

d（
20

14
）
「

Ed
uc

at
io

n 
of

 F
or

ei
gn

 C
hi

ld
re

n 
in

 Ja
pa

n:
 Lo

ca
l V

er
su

s N
at

io
na

l 
In

iti
at

iv
es

」
『

Jo
ur

na
l o

f i
nt

er
na

tio
na

l m
ig

ra
tio

n 
an

d 
in

te
gr

at
io

n』
15

（
3）

、
38

7–
41

0

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

ア
メ
リ
カ

オ
ハ
イ
オ
州
に
お
け
る
英
語
学
習
者
の
移
行
支
援

-
テ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
中
心
に
-

芦
沢

柚
香

（
常

磐
大

学
人

間
科

学
部

）

石
嶺

ち
づ

る
（
愛

知
教

育
大

学
教

育
学

部
）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

連
携

1-
1米

国
に

お
け

る
バ

ル
ネ

ラ
ブ

ル
な

状
況

に
置

か
れ

た
若

者
・
中

途
退

学
者

に
対

す
る

支
援

の
全

体
像

総
合
制
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

テ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
(A
re
a 
Te
c
hn
ic
al
 C
en
te
r)

(
総
合
制
ハ
イ

ス
ク
ー
ル

外
の
教
育
機

関
)

対
象

全
て

の
生

徒
(第

一
次

)
特

定
の

生
徒

(
第

二
次
)

課
題

を
抱

え
る

生
徒

(
第

三
次
)

特
定

の
生

徒
(
第

二
次
)

課
題

を
抱

え
る
生

徒
(
第

三
次
)

支
援

生
徒

達
の

現
在
籍

校

総
合
制
ハ

イ
ス
ク
ー
ル

オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
・

ス
ク
ー
ル

復
学
支
援

セ
ン
タ
ー

C
T
E
科

目
(キ

ャ
リ

ア
・
ア

カ
デ

ミ
ー

/
 

テ
ッ

ク
・
プ

レ
ッ

プ
)

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

教
員

に
よ

る
支

援

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

の
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

支
援

テ
ッ

ク
・
セ

ン
タ

ー
教

員
(l
ab

-
in

st
ru

c
to

rs
)に

よ
る

支
援

テ
ッ

ク
・
セ

ン
タ

ー
の

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

に
よ

る
支

援

C
T
E
科

目

総
合

制
ハ

イ
ス

ク
ー

ル
の

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

オ
ル

タ
ナ

テ
ィ

ブ
・

ス
ク

ー
ル

の
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー

復
学

支
援

セ
ン

タ
ー

の
ス

タ
ッ

フ

公
民

科

ア
メ

リ
カ

史

オ
ル

タ
ナ

テ
ィ

ブ
・

ス
ク

ー
ル

キ
ャ

リ
ア

・
パ

ス
ポ

ー
ト

(そ
れ

ぞ
れ

の
機

関
を

つ
な

ぐ
ツ

ー
ル

)

出
典

：
発

表
者

作
成
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ヒ
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1
-
2
オ

ハ
イ

オ
州

に
お

け
る

移
行

支
援

の
枠

組
み

：
中

等
教

育
か

ら
生

涯
学

習
へ

(概
念

図
)

州
教

育
省

（
O

h
io

 D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 

E
du

c
at

io
n
 a

n
d 

W
o
rk

fo
rc

e
）

C
T
P

D
: 
単

独
学

区

学
区

教
育

委
員

会

C
T
P

D
: 
J
V

S
D

（
J
o
in

t 
V

o
c
at

io
n
al

 S
c
h
o
o
l 
D

is
tr

ic
t）

学
区

教
育

委
員

会
学

区
教

育
委

員
会

学
区

教
育

委
員

会

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

H
S

H
S

テ
ッ

ク
・
セ

ン
タ

ー
（
A

T
C

） H
S

M
S

M
S

A
T
C

A
T
C

資
金

の
提

供
・
質

保
証

資
金

の
提

供
・
質

保
証

資
金

の
提

供

教
育

参
加

へ
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト

学
区

・
学

校
の

実
態

に
応

じ
た

C
E
T
の

充
実

A
T
C

を
中

核
と

し
た

J
V

S
D

全
体

と
し

て
の

C
T
E
の

機
会

確
保

の
整

備

生
徒

の
受

入
・
C

E
T
教

員
の

派
遣

・
C

T
E
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
支

援

契 約 ・ サ ー ビ ス の 提 供

契 約 ・ サ ー ビ ス の 提 供

H
S

M
S

ビ
ジ

ネ
ス

・
パ

ー
ト

ナ
ー

M
S

W
B

L
・
職

業
資

格
の

質
保

証

キ
ャ

リ
ア

・
パ

ス
ウ

ェ
イ

に
基

づ
く

ア
ラ

イ
ン

メ
ン

ト
の

確
保

キ
ャ

リ
ア

・
パ

ス
ウ

ェ
イ

に
基

づ
く

ア
ラ

イ
ン

メ
ン

ト
の

確
保

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
カ

レ
ッ

ジ
等

の
中

等
後

教
育

機
関

出
典

：
発

表
者

作
成

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

1-
3テ

ッ
ク

・
セ

ン
タ

ー
と

は
？


職

業
教

育
に

特
化

し
た

教
育

機
関

で
、

学
区

全
域

ま
た

は
複

数
の

学
区

の
中

等
教

育
の

生
徒

が
、

高
度

な
内

容
の

職
業

教
育

を
履

修
す

る
た

め
に

通
学

す
る

学
校 

成
人

向
け

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
講

す
る

セ
ン

タ
ー

も
あ

る


職

業
教

育
提

供
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
中

心
的

か
つ

重
要

な
役

割
を

担
う


学

校
と

社
会

を
つ

な
ぐ

：


就
学

前
教

育
か

ら
中

等
教

育
、

労
働

市
場

を
つ

な
ぐ

◆
多
様
な
学
習
者
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
：

●
対

象
と

な
る

生
徒

：
中

等
教

育
の

生
徒

、
成

人
、

あ
る

い
は

そ
の

両
方

●
対

象
者

に
応

じ
て

様
々

な
形

態
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

：
2年

、
1年

、
数

ヶ
月

等

◆
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
：

●
学

習
者

が
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
ら

れ
る

よ
う

サ
ポ

ー
ト

出
典

: A
dv

an
ce

d 
CT

E(
20

21
)

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

2-
1サ

ウ
ス

ウ
ェ

ス
タ

ン
学

区
教

育
委

員
会

に
お

け
る

英
語

学
習

者
の

状
況


英

語
学

習
者

数
が

州
で

2番
目

に
多

い


学

区
の

生
徒

の
約

25
％

は
、

英
語

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

参
加


学

区
内

で
は

78
の

言
語

と
方

言
が

使
わ

れ
て

い
る


ス

ペ
イ

ン
語

-7
0％

、
ソ

マ
リ

ア
語

／
ア

ラ
ビ

ア
語

-2
0

％
、

ウ
ク

ラ
イ

ナ
語

-6
％

、
ハ

カ
チ

ン
-3

%


教

委
の

中
に

担
当

部
局

が
あ

る


20

00
年

代
か

ら
実

施

出
典
：
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
学
区
教
委
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－


学

区
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
：


す

べ
て

の
生

徒
に

実
社

会
で

役
に

立
つ

教
育

を
提

供
す

る


英

語
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
目

標


英

語
学

習
者

が
英

語
能

力
を

獲
得

で
き

る
よ

う
に

す
る


言

語
と

教
科

の
学

習
内

容
を

統
合

し
、

英
語

学
習

者
に

高
い

レ
ベ

ル
の

学
力

を
身

に
つ

け
さ

せ

る


英

語
学

習
者

が
、

他
の

生
徒

と
同

様
に

、
難

易
度

の
高

い
学

習
内

容
に

取
り

組
み

、
学

業
達

成

基
準

を
満

た
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る

2
-
2
サ

ウ
ス

ウ
ェ

ス
タ

ン
学

区
教

委
に

よ
る

英
語

学
習

者
へ

の
支

援
①

出
典
：
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
学
区
教
委
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－


英

語
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

内
容


日
常
生

活
に
必
要
な
英
語
力
の
集
中
的

な
習

得
(B

IC
S)


英
語
に
よ
る
教
科
学
習
の
サ
ポ
ー
ト

(C
AL

P)

教
科
内
容
の
同
時
習
得
と
英
語
力
の
向
上

【
補

足
】


BI

CS
 (B

as
ic 

In
te

rp
er

so
na

l C
om

m
un

ica
tio

n 
Sk

ill
s )
→

1
～

3
年

か
け
て
習

得


CA

LP
(C

og
ni

tiv
e 

Ac
ad

em
ic 

La
ng

ua
ge

 P
ro

fic
ie

nc
y)
→
5
～

7
年

か
け

て
習

得

2
-
3
サ

ウ
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
学

区
教

委
に
よ
る
英

語
学

習
者

へ
の

支
援

②

出
典
：
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
学
区
教
委
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

3-
1サ

ウ
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
キ
ャ
リ
ア
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
実
践
①


言

語
の

壁


障

壁
：


現
在
籍
校
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
認
識
：
英
語
学
習
者
は

"十
分
な
英
語
力

”
が
な
い


英
語
学
習
者
の
実
態
：
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
教
科
書
を
読
ん
で
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
い

◆
障

壁
の

解
決

策

●
ET

SO
L(
他
言
語
話
者
の
た
め
の
英
語
：

En
gl

ish
 To

 S
pe

ak
er

s O
f O

th
er

 La
ng

ua
ge

s)
教

師
の

配
置

●
SI

OP
 (S

he
lte

re
d 

In
st

ru
ct

io
n 

Ob
se

rv
at

io
n 

Pr
ot

oc
ol

) 授
業

の
実

施

●
英
語
学
習
ク
ラ
ス
を
開
講
：
特
に
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
専
門
の
教
員
の
配
置
が
重
要

出
典
：
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
学
区
教
委

/E
SL
部
門
責
任
者
エ
ド
・
ケ
ネ
デ
ィ
氏
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（

20
24

年
3月

5日
）

校
内
の
多
様
性
の
確
保
は
重
要
な
課
題

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－


英
語
話
者
の
社
会
的
背
景
に
関
す
る
障

壁


障
壁
：
不

法
移
民
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
履
修
の

制
限


州
の
判
断
に
よ
り
社
会
保
障
番
号
の
な
い
学
生
（
≒
不
法
移
民
）
は
薬
品
を
扱
う
授
業
を
履
修

で
き
な
い


ス
ペ
イ
ン
語
話
者
の
生
徒
は
、
メ
キ
シ
コ
・
中
米
か
ら
の
不
法
移
民
が
多
い


ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
女
子
生
徒
は
、
美
容
師
な
ど
を
目
指
す
傾
向
が
強
い

◆障
壁

の
解

決
策

：
居

住
地

域
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
て

進
路

選
択

の
幅

を
広

げ
る

●
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
住
民
の
多
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
：
ス
ペ
イ
ン
語
の
医
療
通
訳
が
不
足

●
学
区
教
委
の
対
応
：

●
ス
ペ
イ
ン
語
医
療
通
訳
者
を
養
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
、
オ
ハ
イ
オ
ヘ
ル

ス
(病

院
)と

協
働
し
て
開
発

3
-
2
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
キ
ャ
リ
ア
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
実
践
②

出
典
：
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
学
区
教
委

/E
SL
部
門
責
任
者
エ
ド
・
ケ
ネ
デ
ィ
氏
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（

20
24

年
3月

5日
）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

4日
本
へ
の
示
唆

1.
す
べ

て
の
生
徒
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
移
行
支
援
の
内
容
の
明
確
化


オ
ハ
イ
オ
州
：
テ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
で

CT
Eを

受
講
す
る


政

策
理

念
：
す
べ

て
の

生
徒

に
CT

Eプ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
保

障
す
る


テ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
：
ハ

イ
ス
ク
ー
ル

に
お
け
る

CT
Eプ

ロ
グ
ラ
ム
の

中
核

的
提

供
施

設

2.
移

行
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

(C
TE

)へ
の
ア
ク
セ
ス
を
阻
害
す
る
障
壁
の
除
去


英
語
学
習
者
の
言
語
能
力
の
正
確
な
把
握
と
支
援
の
提
供
：


漠

然
と
「
英

語
の

能
力

が
低

い
」
と
捉

え
る
の

で
は

な
く
、
「

CT
Eの

教
科

書
を
理

解
で
き
る
だ
け
の

英
語

運
用

能
力

が
獲

得
で
き
て
い
な
い
」
と
い
う
認

識
へ

の
転

換


多
様
な
進
路
に
関
す
る
情
報
提
供
：
地
元
へ
の
貢
献
と
そ
れ
を
越
え
た
キ
ャ
リ
ア
展
望
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

主
要
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

【
参

考
①

】
オ

ハ
イ

オ
州

の
基

礎
デ

ー
タ

（
2
0
2
4
年

5
月

現
在

）


ア

メ
リ

カ
中

西
部

に
位

置


州

都
：
コ

ロ
ン

バ
ス


人

口
：
約

1
,1

7
8
万

人
(2

0
2
3
年

、
全

米
７

位
)


Ｇ

Ｄ
Ｐ

：
8
,7

2
7
憶

ド
ル

(2
0
2
3
年

)


主

要
産

業
：


農

業
：
穀

類
(大

豆
、

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

)、
工

業
：
製

造
業

（
自

動
車

、
航

空
機

、
産

業
機

械
）


3
C

(中
部

の
コ

ロ
ン

バ
ス

、
東

北
部

の
ク

リ
ー

ブ
ラ

ン
ド

、
南

西
部

の
シ

ン
シ

ナ
テ

ィ
)周

辺
に

経
済

の
中

心
地

が

集
中

出
典

：
在

デ
ト

ロ
イ

ト
日

本
国

総
領

事
館

「
オ

ハ
イ

オ
州

概
要

」
（
h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.d
e
tr

o
it
.u

s.
e
m

b-
ja

pa
n
.g

o
.jp

/
fi
le

s/
1
0
0
6
7
2
4
8
8
.p

df
、

2
0
2
5
.0

3
.0

9
）

34

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

ド
イ
ツ

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
基
づ
く
学
校
内
外
で
の
支
援
方
策

－
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
移
民
の
背
景
を
持
つ
若
者
を
中
心
に
－

坂
野

慎
二

（
玉

川
大

学
教

育
学

部
）

藤
田

駿
介

（
流

通
経

済
大

学
教

育
学

習
支

援
セ

ン
タ

ー
）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

ド
イ
ツ

前
半
：
学
校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

は
じ
め
に

連
邦
制
ド
イ
ツ
の
教
育
権
限


ド
イ
ツ
基
本
法
（
憲
法
に
相
当
）
に
よ
り
、
教

育
は

州
の

権
限


連
邦
政
府
は
教
育
に
つ
い
て
限
定
的
な
権
限
の
み


大

学
を
中

心
と
し
た
学

術
研

究
の

促
進

（
91

b条
1）


国

際
学

力
調

査
の

実
施

と
報

告
書

の
作

成
（

91
b条

2）


常
設
各

州
文
部
大
臣
会
議
（

KM
K）

に
よ
る
共

通
の

枠
組

み

首
相
会
議
に
よ
る
州
間
協
定
（
例
：

19
64

年
ハ
ン
ブ
ル
ク
協
定
）
－
基
本
枠
組
み


Ｋ
Ｍ
Ｋ
に
よ
る
決
議
（
大
綱
協
定
、
協
定
、
勧
告
等
）
－
あ
る
程
度
詳
細
な
内
容
を
取
り

決
め

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

は
じ
め
に

連
邦
制
ド
イ
ツ
の
教
育
権
限


キ
ャ
リ
ア
教

育
に
つ
い
て
は
各
州
で
独
自
に
実
施


性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
の
み
が
多
様
な
文
書
を
掲
示


ハ

ン
ブ
ル

ク
市
の
事
例
を
中
心
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
概
要
と
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
政

策
に
つ
い
て
考
察
す
る
。


ハ

ン
ブ
ル
ク
市
の
中
等
教
育
段
階
は
、
大
学
進
学
を
中
心
と
す
る
ギ
ム
ナ
ジ

ウ
ム
と
、
そ
れ
以
外
の

ST
S（

St
ad

tte
ils

ch
ul

e）
の

2種
類
の
学
校
に
整
理
さ
れ

て
い
る
。
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
そ
れ
以
外
の
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
相

違
に
つ
い
て
も
説
明
で
き
る
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

1
キ
ャ
リ
ア
教

育
の

導
入
―

19
70

年
代

以
降
―


19

69
年
、

KM
K「

ハ
ウ
プ
ト
シ
ュ
ー
レ
に
関

す
る
勧

告
」
（

KM
K1

96
9）


旧

東
ド
イ
ツ
で

19
50

年
代

後
半

に
導

入
さ
れ

た
「
総

合
技

術
教

育
」
の

影
響


キ
ャ
リ
ア
教

育
の

主
な
対

象
と
し
て
考

え
ら
れ

た
の

は
中

等
教

育
段

階
Ⅰ

（
ハ

ウ
プ
ト
シ
ュ
ー
レ
の

み
）


ハ

ウ
プ
ト
シ
ュ
ー
レ
第

7-
9学

年
を
対

象
に
「
労

働
科

(A
rb

ei
ts

le
hr

e)
」
と
い
う
科

目
の

導
入

を
提

唱


中

等
教

育
段

階
Ⅱ

で
、
企

業
内

の
職

業
訓

練
と
職

業
学

校
の

二
元

的
な
職

業
教

育
訓

練
制

度
（
デ
ュ
ア
ル

シ
ス
テ
ム
）
へ

の
準

備


19

71
年
「
学
校
と
職
業
相
談
の
協
働
に
関

す
る
大

綱
協

定
」
（

KM
K1

97
1）


職

業
選

択
、
職

業
決

定
へ

の
準

備


学

校
は

経
済

会
、
労

働
界

へ
の

基
本

的
知

識
を
伝

達
す
る


個

別
の

職
業

相
談

や
職

業
訓

練
の

斡
旋

は
学

校
の

任
務

で
は

な
く
、
職

業
局

の
任

務
で
あ
る
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

1
キ
ャ
リ
ア
教

育
の

導
入
―

19
70

年
代

以
降
―


19

72
年

、
KM

K「
中
等
教
育
段
階
Ⅱ

に
お
け
る
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
上
級
段
階
に

関
す
る
協

定
」
（

KM
K1

97
2）


ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
上

級
段

階
＝

大
学

進
学

準
備

へ
の

経
路

＋
職

業
訓

練
・
職

業
活

動
準

備
の

た
め
の

経
路


19

73
年

「
学
校
お
よ
び
大
学
に
お
け
る
相
談
」
（

KM
K1

97
3）


学

校
に
お
け
る
教

育
相

談
（
相

談
教

員
Be

ra
tu

ng
sle

hr
er
、
日

本
の

生
徒

指
導

主
事

に
類

似
）


大

学
進

学
、
大

学
で
の

履
修

相
談

主
に
大

学
の

部
署

→
実

際
に
は

大
学

進
学

準
備

機
関

と
し
て
の

性
質

が
強

い
ま
ま
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

2
キ
ャ
リ
ア
教

育
の

拡
大
―

19
90

年
代

以
降
―


19

90
年
、
東
西
ド
イ
ツ
統
一


旧

西
ド
イ
ツ

11
州

＋
旧

東
ド
イ
ツ

5州
、
人

口
約

80
00

万
人


学

校
制

度
の

多
様

性


旧

西
ド
イ
ツ
：

3分
岐

型
学

校
制

度
、
大

学
入

学
ま
で

13
年


旧

東
ド
イ
ツ
：
統

一
的

学
校

制
度

、
大

学
入

学
ま
で

12
年

→
学

校
制

度
の

共
通

性
を
模

索

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

2
キ
ャ
リ
ア
教

育
の

拡
大
―

19
90

年
代

以
降
―


19

93
年

KM
K「

中
等

教
育

段
階

Ⅰ
に
お
け
る
学
校
種
と
教
育
課
程
に
関
す
る

協
定

」
（

KM
K1

99
3）


3分

岐
型

学
校

制
度

と
、
多

課
程

制
学

校
と
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
等

の
多

様
な
学

校
制

度
を
容

認


中中

等等
教教

育育
段段

階階
ⅠⅠ

すす
べべ

てて
のの

教教
育育

課課
程程

に
お
い
て
「
職

業
界

お
よ
び
労

働
界

へ
の

導
き
」
を
行

う
べ

き


キ
ャ
リ
ア
教

育
は

、
「
労

働
科

ま
た
は

そ
の

他
の

諸
科

目
の

内
容

と
し
て
」
実

施
さ
れ

る
べ

き

→
特特

定定
のの

教教
科科

とと
すす
るる
かか

どど
うう
かか

をを
含含

めめ
、、
各各

州州
のの

裁裁
量量


19

93
年

当
時
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
態
（

KM
K1

99
5）


(1

)ハ
ウ
プ
ト
シ
ュ
ー
レ
修

了
証

26
.8
％


(2

)実
科

学
校

修
了

証
39

.8
％


(3

)専
攻

制
大

学
入

学
資

格
お
よ
び
一

般
大

学
入

学
資

格
24

.0
％

→
キ キ
ャャ
リリ
アア
教教

育育
がが

普普
及及

しし
てて
いい
るる
とと
はは

言言
いい
がが

たた
いい
状

況
で
あ
る
こ
と
が

確
認

さ
れ

た

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

2
キ
ャ
リ
ア
教

育
の

拡
大
―

19
90

年
代

以
降
―


19

90
年
代
後
半
か
ら

20
00

年
代
に
か
け
て
、
東

西
ド
イ
ツ
統

一
後

の
経

済
状

況
の
悪
化


SP

D（
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
）
お
よ
び
緑
の
党

の
連

立
に
よ
る
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政

権
（

19
98

-2
00

5年
）


「
ハ

ル
ツ
改

革
」
と
呼

ば
れ

る
労

働
者

へ
の

福
祉

政
策

の
改

革
を
実

施


教

育
界

で
は

20
01

年
の

「
PI

SA
シ
ョ
ッ
ク
」
以

降
、
連

邦
と
諸

州
に
お
け
る
教

育
改

革
の

主
導

権
争

い

→
連

邦
で
は

な
く
、
Ｋ
Ｍ
Ｋ
中

心
に
教

育
改

革


20

04
年

連
邦

政
府

と
経

済
会

ト
ッ
プ
は

「
職

業
訓

練
お
よ
び
未

来
の

専
門

職
の

た
め
の

国
家

合
意

（
Na

tio
na

le
r P

ak
t f

ür
 A

us
bi

ld
un

gs
-u

nd
 Fa

ch
kr

äf
te

na
ch

w
uc

hs
 (A

us
bi

ld
un

gs
pa

kt
)）
」

→
青

少
年

・
若

者
の

失
業

対
策

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

3
キ
ャ
リ
ア
教

育
の

展
開

－
20

05
年

以
降

－


第

1次
メ
ル

ケ
ル

大
連

立
政

権
（

20
05

-2
00

9年
）


「
教

育
に
よ
る
上

昇
（

Au
fs

tie
g

du
rc

h
Bi

ld
un

g）
」
政
策
（

20
08

年
）


連
邦
お
よ
び
各
州
首
相
と
の
行
政
協
定
（
「
ド
レ
ス
デ
ン
声
明
」
）


学
校
か
ら
労
働
市
場
へ
の
移
動
を
含
め
、
そ
の
後
の
教
育
政
策
の
方
向
性
を
定
め
た


(1

)教
育

に
よ
る
上

昇
、

(2
)最

初
か

ら
よ
り
良

い
教

育
を
、

(3
)教

育
の

た
め
の

鍵
と
な
る
言

葉
、

(4
)M

IN
T科

目
（
数

学
、
工

学
、
理

科
、
技

術
）
の

強
化

、
(5

)生
徒

た
ち
に
よ
り
多

く
の

訓
練

機
会

を
、

(6
)職

業
教

育
と
資

格
能

力
の

強
化

、
(7

)ド
イ
ツ
の

技
術

革
新

の
た
め
の

学
術

的
教

育
の

教
科

、
(8

)
生

涯
学

習
、

(9
) 専

門
職

の
訓

練
お
よ
び
継

続
資

格
能

力
の

た
め
の

企
業

の
責

任
、

(1
0)
連

邦
国

家
体

制
に
お
け
る
教

育
、
訓

練
お
よ
び
資

格
能

力
。

→
「
ド
レ
ス
デ
ン
声
明
」
は
、
ド
イ
ツ
の
経
済
力
を
高
め
る
た
め
に
、
教
育
、
職
業
教
育
、
そ
し
て
学
術
的
教

育
へ
の
投
資
を
進
め
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。


メ
ル

ケ
ル

政
権

の
継

続
性

第
1次

（
CD

U/
CS

Uお
よ
び

SP
D、

20
05

-2
00

9年
）
、
第

2次
（

CD
U/

 C
SU

お
よ
び

FD
P（

自
由

民
主

党
）
の

連
立

、
20

09
-2

01
3年

）
、
第

3次
お
よ
び
第

4次
（

CD
U/

CS
Uお

よ
び

SP
Dの

連
立

、
20

13
-2

02
1年

）
と

20
21

年
ま
で
継

続
す
る
。
こ
の

た
め
、
連

邦
政

府
お
よ
び
諸

州
が

共
同

で
教

育
改

革
を
実

施
し
て
い
く

こ
と
が

可
能

と
な
っ
た
。
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

3
キ
ャ
リ
ア
教

育
の

展
開

－
20

05
年

以
降

－


20

04
年

連
邦
雇
用
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
お
よ
び
Ｋ
Ｍ
Ｋ
「
学

校
と
職

業
相

談
の

協
働
に
関
す
る
大
綱
協
定
」
（

KM
K2

00
4）


19

71
年

の
大

綱
協

定
の

改
訂

版


学

校
と
職

業
相

談
に
お
け
る

(1
)男 男

女女
同同

権権
、、

(2
)障障

害害
のの

ああ
るる
青青

少少
年年

、、
(3

)移移
民民

のの
背背

景景
をを
持持

つつ
若若

者者
をを
新新

たた
なな
重重

点点
的的

対対
象象

にに
（（
←
キキ
ャャ
リリ
アア
教教

育育
にに
おお
けけ
るる
主主

たた
るる
ママ
イイ
ノノ
リリ
テテ
ィィ
））


学

校
、
職

業
相

談
の

み
な
ら
ず
、
経経

済済
おお
よよ
びび
地地

域域
のの

関関
係係

者者
もも
責責

任任
をを
負負

うう
べべ

きき


職

業
選

択
準

備
に
学

校
お
よ
び
職

業
相

談
は

共
同

の
義

務
を
負

う

→
学 学

校校
側側

のの
責責

任任
をを
よよ
りり
重重

視視


中中

等等
教教

育育
段段

階階
ⅠⅠ

おお
よよ
びび
ⅡⅡ

の
学

校
に
お
い
て
、
職職

業業
選選

択択
おお
よよ
びび
学学

修修
のの

たた
めめ
のの

教教
育育

はは
、、
学学

校校
のの

教教
育育

活活
動動

のの
不不

可可
欠欠

なな
要要

素素
で
あ
る
。

→
職 職

業業
教教

育育
・・
訓訓

練練
とと
大大

学学
教教

育育
をを
合合

わわ
せせ

たた
進進

路路
選選

択択
とと
いい
うう
考考

ええ
方方

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

4
連

邦
レ
ベ
ル

の
キ
ャ
リ
ア
教

育
政

策


20

17
年

連
邦
雇
用
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
お
よ
び
Ｋ
Ｍ
Ｋ
「
学
校
と
職
業
相
談
の

協
働

に
関

す
る
大
綱
協
定
」
（
改
訂
版
）
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
目
標

（
KM

K2
01

7a
）


キ
ャ
リ
ア
教

育
の

中
核

目
標

は
、
生

徒
個

々
人

の
学

校
か

ら
職

業
、
学

校
や

二
元

制
度

で
の

職
業

訓
練

、
あ
る
い
は

大
学

へ
の

移
行

実
現

の
た
め
の

個
人

的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
促

進
す
る
こ
と


(1

)学
校

に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
は

で
き
る
だ
け
早

期
に
始

め
ら
れ

、
教

育
課

程
に
位

置
づ
け
ら
れ

る
こ
と


(2

)実
り
あ
る
学

校
修

了
証

お
よ
び
職

業
訓

練
あ
る
い
は

大
学

で
の

学
修

を
受

け
、
成

果
を
も
っ
て
終

了
す
る
能

力
が

基
本

的
な
目

標
で
あ
る
こ
と


(3

)キ
ャ
リ
ア
教

育
が

若
者

の
自

律
的

で
責

任
あ
る
職

業
選

択
決

定
を
支

援
す
る
こ
と


(4

)キ
ャ
リ
ア
教

育
が

若
者

の
生

涯
学

習
の

必
要

性
を
準

備
す
る
こ
と

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

4
連

邦
レ
ベ
ル

の
キ
ャ
リ
ア
教

育
政

策


20

17
年

Ｋ
Ｍ
Ｋ
「
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
関

す
る
勧

告
」

（
KM

K2
01

7b
）


(1

)普
通

教
育

学
校

と
職

業
教

育
学

校
と
の

協
働


(2

)事
前

準
備

や
事

後
の

振
り
返

り
を
含

む
統

合
さ
れ

た
実

習
段

階
（
企

業
訪

問
や

企
業

実
習

等
）


(3

)教
員

の
養

成
、
研

修
等

に
キ
ャ
リ
ア
教

育
の

内
容

を
盛

り
込

む
こ
と


(4

)親
お
よ
び
親

権
者

と
の

協
働


(5

)青
少

年
へ

の
柔

軟
で
個

人
的

な
ガ
イ
ダ
ン
ス
提

供


(6

)連
邦

雇
用

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
大

学
、
学

校
以

外
の

パ
ー
ト
ナ
ー
（
企

業
、
会

議
所

、
福

祉
関

係
者

等
）
と
の

連
携


(7

)コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
明

確
に
す
る
た
め
に
診

断
的

方
法

の
導

入
と
活

用


(8

)学
校

の
方

針
の

質
的

開
発

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－


ハ

ン
ブ
ル

ク
市
の
概
要


SH

と
NI
に
接

す
る
都

市
州

で
、
エ
ル

ベ
川

に
沿

っ
て
発

展
し
て
き
た
都

市


人

口
は

約
19

6万
人

（
St

at
ist

isc
he

sA
m

t f
ür

 H
am

bu
rg

 u
nd

 S
ch

le
sw

ig
-H

ol
st

ei
n,

20
24

）


政

治
的

に
は

SP
D（

ド
イ
ツ
社

会
民

主
党

）
の

政
権

が
続

い
て
い
る
革

新
系

都
市


移

民
の

背
景

を
持

つ
者

の
割

合
は

39
.3
％


学

校
制

度
は

、
20

10
/1

1年
度

か
ら
基

礎
学

校
4年

の
上

に
、

8年
制

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と

6-
9年

制
の

ST
S（

St
ad

tte
ils

ch
ul

e）
の

2分
岐

型
学

校
制

度
（

HH
 2

02
4）


5年

に
進

学
す
る
際

、
8年

制
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
進

学
し
た
生

徒
は

、
基

礎
学

校
の

4年
を
通

算
し
て

12
年

で
大

学
入

学
資

格
を
取

得
す
る
こ
と
が

で
き
る
。


ST

Sに
進

学
し
た
生

徒
は

、
大

学
入

学
資

格
を
取

得
す
る
た
め
に
は

通
算

13
年

を
必

要
と
す
る
。


ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
進

学
す
る
者

の
割

合
が

55
％

、
ST

Sに
進

学
す
る
者

の
割

合
は

45
％

と
、
半

数
以

上
が

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
進

学
し
て
い
る
（

Bi
ld

un
gs

be
ric

ht
20

24
, 1

36
）

5
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
（
H

H
）
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
政
策
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

5
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
（
H

H
）
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
政
策


（
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
の
）
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
政

策


19
95

年
：
ハ

ン
ブ
ル

ク
市

で
公

文
書

上
で
の

男
女

同
権

性
を
定

め
た
法

律
（
同

権
法

）


20

03
年

：
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
関

す
る
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
確

認
で
き
る
最

も
古

い
文

書
「
平

等
な
性

的
関

係
」
（

HH
20

03
）


20

14
年

：
教

員
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
「
性

教
育

」


20

17
年

6月
：
連

邦
雇

用
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、

M
IN

T（
理

系
）
職

に
女

性
の

割
合

を
高

め
る
勧

告


20

17
年

10
月

10
日

：
連

邦
憲

法
裁

判
所

同
性

婚
認

め
る
判

決


20

18
年

12
月

22
日

：
戸

籍
の

性
別

が
(1

)男
性

、
(2

)女
性

、
(3

)申
告

な
し
、
の

3種
類

に

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

5
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
（
H

H
）
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
政
策


ハ

ン
ブ
ル

ク
市
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
教
育


ハ

ン
ブ
ル

ク
市

で
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
関

す
る
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
確

認
で
き
る
最

も
古

い
文

書
は

、
20

03
年

「
平

等
な
性

的
関

係
」
で
あ
る
（H

H2
00

3）

「
平

等
な
性

的
関

係
」
は

、
第

9,
10

学
年

お
よ
び
中

等
教

育
段

階
Ⅱ

の
生

徒
を
対

象
と
し
て
、
授

業
に

お
け
る
性

教
育

の
扱

い
方

の
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
で
、

79
頁

の
冊

子
で
あ
る
。


目

次
の

概
要

は
以

下
の

通
り
で
あ
る
。


1．

背
景

と
な
る
情

報
(1

)「
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル

」
と
「
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル

的
」
の

概
念

、
(2

)1
9世

紀
末

以
降

の
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル

の
理

解
、

(3
)ホ

モ
セ
ク
シ
ャ
ル

の
発

展
と
「
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
」
、
（

4）
ホ
モ
セ
ク

シ
ャ
ル

な
女

性
お
よ
び
惰

性
の

社
会

的
状

況
、

(5
)ホ

モ
セ
ク
シ
ャ
ル

と
宗

教


2．
授

業
実

践
の

た
め
に

(1
)学

習
目

標
、

(2
)方

法
、

(3
)練

習
へ

の
注

意
、

(4
)材

料
へ

の
注

意


3．
練

習
と
材

料
(1

)練
習

と
材

料
に
つ
い
て
、

(2
)練

習
と
材

料
へ

の
主

要
な
質

問
、

(3
)練

習
と
材

料


4．
文

献
(1

)文
献

へ
の

注
意

、
(2

)教
員

の
た
め
の

そ
の

他
の

情
報

リ
ス
ト
、

(3
)親

へ
の

助
言

、
(4

)
生

徒
へ

の
リ
ス
ト

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

5
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
（
H

H
）
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
政
策


ハ
ン
ブ
ル
ク
市
の
性
教
育
と
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ


ハ

ン
ブ
ル

ク
市

教
師

教
育

お
よ
び
学

校
開

発
研

究
所

「
性

教
育

」
（

20
14

年
）


第

1部


（
1）

準
備

と
し
て

（2
）
背

景
と
な
る
知

識


第

2部


（
1）

性
教

育
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
2）

グ
ル

ー
プ
の

多
様

性
（

3）
愛

、
関

係
、
性


（

4）
悩 悩

まま
しし
いい
同同

性性
愛愛

（
Le

sb
isc

h 
–

sc
hw

ul
e 

Le
be

ns
w

ei
se

n）
（
考

え
る
べ

き
こ
と
、
基

本
ク
イ

ズ
、
途

上
の

研
究

チ
ー
ム
、
基

本
権

1－
3と

性
的

同
一

性
、

LG
BT

I
人人

権権
、
学

校
に
お
け
る
カ
ミ
ン

グ
ア
ウ
ト
、
フ
ィ
ル
ム
を
み
て
み
よ
う
）

LG
BT

Iの
解

説
：
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
ゲ
イ
、
バ

イ
セ
ク
シ
ャ
ル

、
ト
ラ
ン
ス
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
を
意

味
し
、
国

際
的

、
学

術
的

、
法

的
、
政

治
的

議
論

に
あ
る
略

号
で
あ
る
。
（

13
頁

）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

6
ハ

ン
ブ
ル

ク
市

（
H

H
）
の

キ
ャ
リ
ア
教

育


ハ

ン
ブ
ル

ク
市
の
学
校
教
育
（

ST
S、

３
課
程
の
総
合
制
学
校
）
概
要


授

業
時

数
は

、
45

分
授

業
ま
た
は

60
分

授
業

の
合

計
時

数
、
ま
た
は

総
授

業
時

間
数

（
分

）
で
示

さ
れ
て
い
る
（

HH
20

24
）


ST

S第
5-

10
学

年
の

6年
間

の
総

授
業

時
数

は
、

45
分

授
業

で
18

9時
間

と
な
っ
て
い
る
。

1学
年

平
均
で
週

31
.5
時

間
の

授
業

を
行

う
計

算
に
な
る
。


そ
の
う
ち
、
最

低
授

業
時

数
は

17
4時

間
で
、
こ
れ

と
は

別
に
学

校
裁

量
時

間
が

計
15

時
間

分
確

保
さ
れ

て
い
る
。


必

修
授

業
の

中
に
、

45
分

授
業

で
6週

分
（
つ
ま
り
平

均
1年

で
週

1時
間

）
の

「
学

習
領

域
：
労

働
と

職
業

（
Le

rn
be

re
ich

 A
rb

ei
t u

nd
 B

er
uf
）
」
が

規
定

さ
れ

て
い
る
。
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

6
ハ

ン
ブ
ル

ク
市

（
H

H
）
の

キ
ャ
リ
ア
教

育


ハ
ン
ブ
ル
ク
市

ST
Sの

キ
ャ
リ
ア
教
育


学

習
指

導
要

領
「
学

習
領

域
：
労

働
と
職

業
」
（

20
11

年
版

、
第

5-
11

学
年

）
3．

2内
容


（

1）
技

術
と
経

済
（
・
作

業
、
作

業
場

、
そ
の

構
成

、
技

術
の

取
り
扱

い
、
・
技

術
シ
ス
テ
ム
と
プ
ロ
セ
ス

の
統

制
、
・
独

自
の

授
業

お
よ
び
外

部
の

授
業

に
対

す
る
材

の
生

産
、
・
生

産
コ
ス
ト
）


（

2）
家

計
と
経

済
（
・
家

計
の

生
活

と
労

働
、
・
栄

養
と
健

康
、
・
家

計
お
よ
び
家

事
の

領
域

、
・
生

産
と

プ
ロ
セ
ス
の

活
用

と
評

価
、
・
家

計
維

持
の

デ
ィ
レ
ン
マ
領

域
、
・
消

費
の

決
定

と
消

費
行

動
）


（ （

3））
キキ
ャャ
リリ
アア
教教

育育
（（
・・
アア
イイ
デデ
ンン
テテ
ィィ
テテ
ィィ
とと
職職

業業
的的

なな
自自

己己
概概

念念
、、
・・
職職

業業
のの

使使
命命

とと
職職

業業
、、
・・
職職

業業
選選

択択
、、
・・
変変

革革
にに
おお
けけ
るる
労労

働働
とと
職職

業業
、、
・・
職職

業業
おお
よよ
びび
中中

等等
教教

育育
段段

階階
ⅡⅡ

へへ
のの

移移
行行

形形
成成

））

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

6
ハ

ン
ブ
ル

ク
市

（
H

H
）
の

キ
ャ
リ
ア
教

育


ハ

ン
ブ
ル

ク
市

ST
Sの

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー


学

習
指

導
要

領
「
学

習
領

域
：
労

働
と
職

業
」
（

20
11

年
版

、
第

5-
11

学
年

）
2.

4教
授

上
の

原
則


伝

統
的

な
性

的
社

会
化

に
立

ち
向

か
い
、
新

た
な
経

験
を
職

業
選

択
の

視
点

か
ら
可

能
に
す
る
た

め
に
、
意

図
的

な
労

働
配

分
が

配
慮

さ
れ

る
。
こ
の

こ
と
は

、
多

様
な
工

場
、
キ
ッ
チ
ン
、
そ
の

他
に

お
け
る
技

術
的

装
置

、
並

び
に
学

習
領

域
：
労

働
と
職

業
の

要
求

水
寸

お
よ
び
内

容
に
よ
る
生

産
物

の
生

成
、
待

機
、
修

繕
に
も
当

て
は

ま
る
。

→
男 男

女女
同同

権権
へへ

のの
言言

及及
はは

ああ
るる
もも
のの

のの
、、
性性

的的
ママ
イイ
ノノ
リリ
テテ
ィィ
にに
つつ
いい
てて
のの

言言
及及

はは
なな
いい

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

6
ハ

ン
ブ
ル

ク
市

（
H

H
）
の

キ
ャ
リ
ア
教

育


ハ
ン
ブ
ル
ク
市
の
学
校
教
育
（
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
）
概

要

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
中

等
教

育
段

階
Ⅰ

の
授

業
時

数
（
同

別
表

6）
は

、
第

5-
10

学
年

の
6年

間
の

総
授

業
時

数
は

、
45

分
授

業
で

19
7時

間
と
な
っ
て
い
る
。


1学

年
平

均
で
週

33
時

間
弱

の
授

業
を
行

う
計

算
に
な
る
。


そ
の
う
ち
、
最

低
授

業
時

数
は

17
4時

間
で
、
こ
れ

と
は

別
に
学

校
裁

量
時

間
が

計
23

時
間

分
確

保
さ
れ

て
い
る
。


ST

Sの
よ
う
に
「
学

習
領

域
：
労

働
と
職

業
」
は

設
定

さ
れ

て
い
な
い
。


た
だ
し
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
上

級
段

階
の

説
明

書
に
は

、
上 上

級級
段段

階階
でで
最最

低低
34

時時
間間

のの
「「
課課

題題
領領

域域
：：

キキ
ャャ
リリ
アア
教教

育育
」」
をを
実実

施施
すす
るる
よよ
うう
求求

めめ
てて
いい
るる
（

HH
20

22
,7
）
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

6
ハ

ン
ブ
ル

ク
市

（
H

H
）
の

キ
ャ
リ
ア
教

育


ハ

ン
ブ
ル

ク
市

ST
Sの

キ
ャ
リ
ア
教
育


具

体
例

ST
S 

W
al

dd
oe

rfe
r

（
ht

tp
s:/

/w
w

w.
st

ad
tte

ils
ch

ul
e-

w
al

dd
oe

rfe
r.d

e/
ja

hr
ga

en
ge

/m
itt

el
st

uf
e-

7-
10

/b
er

uf
s-

un
d-

st
ud

ie
no

rie
nt

ie
ru

ng
/）


第

8学
年

：
実

習
へ

の
準

備
・
履

歴
書

、
志

願
書

の
書

き
方

・
個

人
の

強
み

と
能

力
を
伝

え
る
た
め
に
、
外

部
者

に
よ
る
能

力
分

析
・
多

様
な
分

野
の

職
業

照
会

・
学

年
末

で
の

3週
間

の
第

一
職

業
実

習

第

9学
年

：
キ
ャ
リ
ア
教

育
・
多

様
な
職

業
を
知

る
・
第

二
の

3週
間

の
学

校
実

習
・
実

習
経

験
の

振
り
返

り
と
記

録
・
「
実

習
市

場
」
の

実
施

。
第

8学
年

の
経

験
と
記

事
を
ま
と
め
る


第

10
学

年
：
進

路
の

展
望

・
職

業
的

経
路

お
よ
び
進

学
を
明

示
す
る

・
職

業
選

択
お
よ
び
職

業
準

備
に
お
け
る
支

援
・
特

別
な
支

援
を
必

要
と
す
る
生

徒
の

て
こ
入

れ
・
応

募
書

類
の

作
成

、
想

定
面

接
や

試
験

の
準

備
、

・
第

Ⅱ
学

期
に
実

習
コ
ー
ス
を
変

更
す
る
可

能
性

が
あ
る
場

合
、
訓

練
席

探
し
に
焦

点
化

し
、
多

様
な

実
習

の
中

か
ら
職

業
体

験
を
集

め
る
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

6
ハ

ン
ブ
ル

ク
市

（
H

H
）
の

キ
ャ
リ
ア
教

育


ハ
ン
ブ
ル
ク
市
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
キ
ャ
リ
ア
教

育

具

体
例

W
ilh

em
-G

ym
na

siu
m

（
ht

tp
s:/

/w
w

w.
w

ilh
el

m
-g

ym
na

siu
m

.d
e/

un
te

rr
ich

t/
be

ru
fs

or
ie

nt
ie

ru
ng

/）


第

8学
年

：
・

9月
企

業
実

習
の

た
め
の

履
歴

書
練

習
（
ド
イ
ツ
語

）


第

9学
年

：
・
第

8学
年

で
の

応
募

手
続

き
で
の

経
験

を
記

録
す
る
。
・

1月
：

3週
間

の
企

業
実

習
ま
た

は
福

祉
実

習
・
実

習
報

告
書

の
作

成


第

10
学

年
：
・
第

9学
年

で
の

企
業

実
習

記
録

を
報

告
す
る
。


第

11
学

年
：
・

10
月

：
講

義
「
ア
ビ
ト
ゥ
ア
の

後
は

？
」
（
第

1モ
ジ
ュ
ー
ル

）
・

1月
：
自

己
評

価
・
他

者
評

価
、
専

門
家

デ
ー
（
第

2、
第

3モ
ジ
ュ
ー
ル

）
、
・

2月
：
大

学
訪

問
、
・

5月
：
職

業
メ
ッ
セ


第

12
学

年
：
・

2月
：
大

学
訪

問
、
・

3月
：
チ
ュ
ー
タ
ー
と
の

面
談

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

6
ハ

ン
ブ
ル

ク
市

（
H

H
）
の

キ
ャ
リ
ア
教

育


ハ

ン
ブ
ル

ク
市
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
キ
ャ
リ
ア
教
育


具

体
例

W
ilh

em
-G

ym
na

siu
m

（
ht

tp
s:/

/w
w

w.
w

ilh
el

m
-g

ym
na

siu
m

.d
e/

un
te

rr
ich

t/
be

ru
fs

or
ie

nt
ie

ru
ng

/）


5つ

の
モ
ジ
ュ
ー
ル

（
必

修
）


第

1モ
ジ
ュ
ー
ル

：
自

身
を
知

る


第

2モ
ジ
ュ
ー
ル

：
専

門
家

デ
ー
（
専

門
家

の
自

己
紹

介
、
簡

単
な
面

談
、
質

疑
、
ま
と
め
）


第

3モ
ジ
ュ
ー
ル

：
大

学
訪

問
－

学
修

（
作

業
ノ
ー
ト
、
大

学
の

講
義

案
内

）


第

4モ
ジ
ュ
ー
ル

：
職

業
メ
ッ
セ
（
情

報
資

料
と
メ
ッ
セ
の

名
称

、
作

業
ノ
ー
ト
）


第

5モ
ジ
ュ
ー
ル

：
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
志

願
手

続
き
の

分
析

と
試

行
、
志

願
書

類
の

作
成

、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
の

試
行

、
異

な
る
志

願
手

続
き
の

分
析

）


す
べ

て
の

生
徒

は
、
第

5-
12

学
年

で
キ
ャ
リ
ア
教

育
ノ
ー
ト
一

式
を
持

つ


個

別
の

相
談

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
あ
る
い
は

労
働

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
と
行

う

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

6
ハ

ン
ブ
ル

ク
市

（
H

H
）
の

キ
ャ
リ
ア
教

育


小
結

HH
の
キ
ャ
リ
ア
教
育


教

育
省

の
学

習
指

導
要

領
等

に
よ
り
、
す
べ

て
の

中
等

教
育

段
階

に
お
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
受

け
る
。


ST

Sは
企

業
実

習
（

3週
間

程
度

）
を

2回
行
う
。


ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は

企
業

実
習

（
3週

間
程

度
）
を

1回
行
う
。


キ
ャ
リ
ア
教

育
ノ
ー
ト
を
継

続
的

に
使

用
す
る
。


教

員
以

外
の

相
談

員
（
労

働
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
等

）
が

面
談

を
実

施
す
る
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

7
キ
ャ
リ
ア
教

育
と
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
ま
と
め
）


キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
け
る
不
平
等
の
問
題

と
し
て
、
（

1）
男
女
の
選
択
の
偏
り
、

(2
)障

害
の

あ
る
青
少
年
、

(3
)移

民
の
背
景
を
持
つ
若
者

、
が
重
点
的
対
象
で

あ
る
。


男

女
の

選
択
の
偏
り
に
つ
い
て
は
、
教
師
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
で
既
成
の
価
値

観
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
注
意
が
促
さ
れ
て
い
る
。


性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、

LG
BT

Iの
保
護
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。


キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
け
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
男
女
の
選

択
の

偏
り
の
中
で
扱
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

ド
イ
ツ

後
半
：
公
用
語
指
導
が
必
要
な
若
者
へ
の
学
校
内
外
支
援

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

1
三
次
的
支
援
と
し
て
の
若
者
雇
用
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー


若
者
雇
用
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

((JJ
uu
ggee
nn
dd
bb
ee
rruu
ffss
aagg
ee
nn
ttuu
rr：：
JJ
BB
AA
))


2
0
1
2
年

ハハ
ンン
ブブ
ルル

クク
市市

をを
発発

端端
と
し
、
各
州
に
設
置
さ
れ
る
関
係
機
関
間
の

包包
括括

的的
調調

整整
シシ
スス
テテ
ムム
。


2
5
歳
以
下
の
、
と
り
わ
け
困
難
を
抱
え
る
若
者
に
対
す
る
学
校
か
ら
職
業
へ
の
移
行
支
援
を
行
う
。


雇
用
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
、
青
年
局
を
中
核
と
し
て
構
成
さ
れ
る
。


連

邦
全

域
に
33
66
66
の
若
者
雇
用
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
が
存
在
す
る
。
（
2
0
2
5
年
1
月
現
在
）


“
O
n
e
-
S
to
p-
G
o
ve
rn
m
e
n
t”
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
ワワ
ンン
スス
トト
ッッ
ププ
ササ

ーー
ビビ
スス
が

目
指

さ
れ

る
。

⇒
た
だ
し
、
地
域
性
を
考
慮
し
た
ババ

ーー
チチ
ャャ
ルル

なな
（（
vvii
rrtt
uu
ee
llllee
rr））
ワワ
ンン
スス
トト
ッッ
ププ
ササ

ーー
ビビ
スス
の

場
合

も
想

定
。


学
校
と
の
連
携
の
重
要
性
は
示
さ
れ
る
も
の
、
辻
野
・
布
川
（
2
0
2
1
）
が
指
摘
す
る
よ
う
な
個
人
情
報
の

保
護
の
観
点
か
ら
み
え
る
「
不不

登登
校校

のの
実実

態態
のの

把把
握握

のの
困困

難難
ささ
」
の

存
在

。

⇒
[目

的
]と

り
わ
け
そ
の
対
象
と
な
る
可
能
性
の
高
い
「
移
民
の
背
景
を
持
つ
若
者
」
へ
の
学
校
外

で
の
支
援
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
、
日
本
の
現
状
に
照
ら
し
示
唆
を
得
る
こ
と
を
試
み
る
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

2
ド
イ
ツ
の
移
民
状
況


ド
イ
ツ
の

移
民

年
間

受
入

数
は

世
界

最
多

で
あ
り
、

20
21

年
に
は

10
0万

人
を
超
え

て
い
る
。

(O
EC

D)

従
来
：
い
わ
ゆ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
労
働
移
民
」


近
年
：
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
移
民


こ
れ
ら
の
国
々
で
は
、
平
均
教
育
水
準
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
よ
り
も
有
意
に
低
い
。

(B
ac

h 
et

 a
l. 

20
17

)

多
く
は
、
戦
争
や
迫
害
等
の
理
由
に
よ
っ
て
、
教
育
の
享
受
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
（D

ie
hl

 e
t a

l. 
20

17
）


移

民
の

背
景

を
持

つ
者

（
Pe

rs
on

en
m

it
M

ig
ra

tio
ns

hi
nt

er
gr

un
d）

も
存

在

ド
イ
ツ
の

総
人

口
約

8,
39

0 
万

人
の

う
ち

約
2,

49
0 
万
人
が
移
民
背
景
を
持
つ
（
総
人
口
の

29
.7

%
）
。


約

2,
49

0万
人
の
う
ち
、
約

1,
24

0万
人
が
ド
イ
ツ
国
籍
／
約

1,
25

0万
人
が
外
国
籍
。

（
St

at
ist

isc
he

sB
un

de
sa

m
t: 

M
ik

ro
ze

ns
us

–
Be

vö
lke

ru
ng

na
ch

M
ig

ra
tio

ns
hi

nt
er

gr
un

d,
 E

rs
te

rg
eb

ni
ss

e
20

23
）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

[概
要

]B
W
州

に
お
け
る
移

民
の

背
景

を
持

つ
若

者
へ

の
三

段
階

の
キ
ャ
リ
ア
形

成
支

援

〖〖
一一

次次
的的

支支
援援

〗〗
〖〖

二二
次次

的的
支支

援援
〗〗

〖〖
三三

次次
的的

支支
援援

〗〗

・
「
多
様
性
の
教
育
」

・
教
育
計
画
に
お
け
る
主

要
な

6つ
の
観
点
の
１
つ

「
寛
容
さ
と
多
様
性
の

受
容
の
た
め
の
教
育
」

中中
等等

教教
育育

段段
階階

のの
学学

校校

通通
常常

クク
ララ
スス

（（
公公

用用
語語

にに
関関

すす
るる
））

準準
備備

クク
ララ
スス

(V
or

be
re

itu
ng

kl
as

se
n)

キ
ャ
リ
ア
教
育

(B
er

uf
s-

un
d 

St
ud

ie
no

rie
nt

ie
r

un
g(

BO
RS

 / 
   

BO
GY

))

高高
等等

教教
育育

（（
大大

学学
等等

））
（（
デデ
ュュ
アア
ルル

なな
））
職職

業業
訓訓

練練
シシ
スス
テテ
ムム

学学
校校

のの
質質

とと
教教

師師
教教

育育
セセ
ンン
タタ
ーー

(Z
en

tr
um

 fü
r S

ch
ul

qu
al

itä
t 

un
d 

Le
hr

er
bi

ld
un

g)

若若
者者

雇雇
用用

エエ
ーー
ジジ
ェェ
ンン
シシ
ーー

( Ju
ge

nd
be

ru
fs

ag
en

tu
r)

AV
du

al

Ko
oB

O-
Z

(K
oo

pe
ra

tiv
e

Be
ru

fs
or

ie
nt

ie
ru

ng
fü

r n
eu

 Z
ug

ew
an

de
rt

e)

当
該

機
関

は
、
雇

用
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
ジ
ョ

ブ
セ
ン
タ
ー
、
青

年
局

か
ら
構

成
さ
れ

る
。

地
域
諸
機
関
と
の
連
携
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－
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体
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学
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ヒ
ン
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3 
公
用
語
支
援
を
必
要
と
す
る
者
へ
の
二
次
的
支
援


バ

ー
デ
ン
＝

ヴ
ュ
ル

テ
ン
ベ
ル

ク
州

の
準準

備備
クク
ララ
スス

（
Vo

rb
er

ei
tu

ng
sk

la
ss

e）
の

種
類


VK

L（
Vo

rb
er

ei
tu

ng
sk

la
ss

en
）：
中
等
教
育
段
階

Ⅰ
ま
で
の
若
者


VA

BO
（

Vo
rq

ua
lif

izi
er

un
gs

ja
hr

es
Ar

be
it/

Be
ru

fm
it

Sc
hw

er
pu

nk
tE

rw
er

b
vo

n
De

ut
sc

hk
en

nt
ni

ss
en

）
：
職
業
訓
練
へ
の
移
行
を
主
た
る
目
的
と
し
た
、
中
等
教
育
段
階
Ⅱ
に
相
当
す
る
若
者


在

学
期

間
は

1年
が
基
本
。
修
了
後
は
通
常
ク
ラ
ス
へ
移
行
す
る
か
、
デ
ュ
ア
ル
な
職
業
訓
練

シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す
る
こ
と
と
な
る
。
通
常
ク
ラ
ス
移
行
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
種
に
応
じ
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
（

BO
RS
／

BO
GY

等
）
を
受
け
る
。


準

備
ク
ラ
ス
に
お
け
る
学

習
内

容

公
用
語
等
の
指
導
を
必
要
と
す
る
若
者
は
、
学
校
に
設
置
さ
れ
る
準
備
ク
ラ
ス
に
所
属
す
る
。


当
該
ク
ラ
ス
内
で
は
、
「
ド
イ
ツ
語
」
「
英
語
」
「
数
学
」
を
は
じ
め
と
し
た
基
礎
的
な
教
科
学
習
が

中
心

。

基
本
的
に
は
、
そ
の
中
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
焦
点
化
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
み
ら
れ
な
い
。

※
言
語
準
備
ク
ラ
ス
は
学
校
内
に
設
置
さ
れ
、
通
常
ク
ラ
ス
の
在
籍
者
と
一
部
の
授
業
で
の

交
流
を
実
施
す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

3 
公
用
語
支
援
を
必
要
と
す
る
者
へ
の
二
次
的
支
援


キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
と
し
て
の
言
語
習
得


通
常
ク
ラ
ス
の
教
科
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
は
準
備
ク
ラ
ス
で
は
教
授
さ
れ
な

い
。


A校

教
諭
：
ドド
イイ
ツツ
語語

をを
習習

得得
すす
るる
ここ
とと
ここ
そそ
がが

、、
公公

用用
語語

等等
のの

支支
援援

をを
必必

要要
とと
すす
るる
移移

民民
ああ
るる
いい
はは

移移
民民

のの
背背

景景
をを
有有

すす
るる
若若

者者
にに
とと
っっ
てて
良良

いい
キキ
ャャ
リリ
アア
をを
獲獲

得得
すす
るる
たた
めめ

にに
必必

要要
なな
要要

素素
でで
ああ
るる
、
と
の
考
え
方
。

⇒
「
第
二
言
語
と
し
て
の
ド
イ
ツ
語
」
に
関
す
る
議
論
を
発
端
と
す
る
連
邦
レ
ベ
ル
の
方

針
に
鑑
み
て
も
、
第 第

一一
にに
対対

応応
すす
るる
べべ

きき
はは

言言
語語

習習
得得

で
あ
る
と
い
う
方
向
性
は
通

底
。

☞ ☞
公公

用用
語語

習習
得得

ここ
そそ
彼彼

らら
にに
とと
っっ
てて
のの

第第
一一

のの
キキ
ャャ
リリ
アア
形形

成成
支支

援援
（
藤

田
20

24
）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

4 
二
次
的
支
援
と
し
て
の

Ko
oB

O
-Z
の
実
践


「
新
移
民
の
た
め
の
コ
ー
オ
プ
職
業
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
：

Ko
oB

O-
Z （

Ko
op

er
at

iv
e

Be
ru

fs
or

ie
nt

ie
ru

ng
fü

r n
eu

 Z
ug

ew
an

de
rt

e）
」


準
備
ク
ラ
ス
を
対
象
と
し
た
、
企
業
や
地
域
諸
機
関
と
の
連
携
に
基
づ
く
、
実
践
的
な
作

業
を
通
じ
た
職
業
に
関
連
す
る
体
験
学
習
。


連
邦
教
育
研
究
省
（

BM
BF
）
の
資
金
助
成
、
学
校
の
質
と
教
師
教
育
セ
ン
タ
ー
（

ZS
L）

に
よ
る
管
轄
。


通 通

常常
クク
ララ
スス
のの

生生
徒徒

をを
対対

象象
とと
しし
たた

Ko
oB

Oのの
実実

施施
ププ
ロロ
セセ
スス
に
基
づ
き
、
対
象
拡
大
。


移
民
の
若
者
へ
の
支
援
ツ
ー
ル
（
２

P:
Po

te
nz

ia
l &

 P
er

sp
ek

tiv
e）
の
分
析
に
連
動
さ

せ
た
、

Ko
oB

O-
Zで

の
実
践
の
活
用
の
想
定
。

（
IB

BW
[h

ttp
s:/

/2
p.

ku
ltu

s-
bw

.d
e/

,L
de

/S
ta

rt
se

ite
/2

P-
Ve

rfa
hr

en
sb

es
ta

nd
te

ile
/2

P-
Be

ru
fli

ch
e+

Or
ie

nt
ie

ru
ng

]）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

4 
二
次
的
支
援
と
し
て
の

Ko
oB

O
-Z
の
実
践


W

er
ks

ta
tts

ch
ul

eの
実
践
に
お
け
る
特
徴
課
題
（
実
地
調
査
か
ら
）

[キキ
ャャ
リリ
アア
形形

成成
支支

援援
のの

側側
面面

]

中
核
と
な
る
目
的
は
、
職
業
へ
の
移
行
で
あ
る
が
、
対
象
と
な
る
年
齢
層
つ
ま
り
は

VK
L／

VA
BO

と
い
う
言
語
準

備
ク
ラ
ス
の
差
異
に
よ
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
要
素
が
異
な
る
。


VK

L：
職
業
に
関
す
る
汎
用
的
な
知
識
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
習
得
、
職
業
へ
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン


VA

BO
：
現
実
的
な
職
業
に
関
す
る
ス
キ
ル
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
。
職
業
へ
の
現
実
的
な
移
行
。

[公 公
用用

語語
習習

得得
支支

援援
のの

側側
面面

]

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
等
の
協
働
を
必
要
と
す
る
作
業
の
過
程
が
ドド
イイ
ツツ
語語

習習
得得

へへ
のの

一一
助助

と
な
り
得
る
。


出
自
が
異
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
参
加
者
同
士
が
、
職
業
に
関
す
る
一
作
業
を
媒
介
項
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
手
段
に
な
る
こ
と
、
あ
る
い
は
作
業
を
完
了
す
る
と
い
う
成
功
体
験
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
（異

国
で
の
生
活
に
お
い
て
自
身
へ
の
誇
り
を
失
っ
た
／
失
い
か
け
て
い
る
生
徒
が
）自

信
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
藤

田
20

24
）

☜
Te

rh
ar

t&
 D

ew
itz
（

20
18

）
が

指
摘

す
る
よ
う
な
、
ド
イ
ツ
語

習
得

を
目

的
と
し
た
準

備
ク
ラ
ス
に
よ
る

移
民

の
「
母

語
」
の

疎
外

と
い
う
状

況
も
背

景
と
し
つ
つ
、
異

国
で
の

生
活

に
お
い
て
自

身
へ

の
誇

り
を

失
っ
た
、
あ
る
い
は

失
い
か

け
て
い
る
若

者
。
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制
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ン
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－

5 
 ド
イ
ツ
の
実
践
か
ら
み
え
た
日
本
へ
の
示
唆


キ
ャ
リ
ア
教

育
の

主
た
る
担

い
手

は
雇

用
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
中

心
と
し
た
ハ

ロ
ー

ワ
ー
ク
系

職
員

で
あ
っ
た
。


近
年
で
は
、
学
校
に
お
け
る
役
割
が
増
大
す
る
と
と
も
に
、
外
部
人
材
も
「
学
校
内
」
へ
入
っ
て

の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

☞
学
校
の
担
う
役
割
の
大
き
さ
。


若
者
雇
用
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
構
成
機
関
で
も
あ
る
よ
う
に
、
既
存
支
援
機
関
の
役
割
の
発
展
。


Ko

oB
O-

Zを
通

じ
て
は

、
キ
ャ
リ
ア
形

成
・
公

用
語

習
得

に
対

す
る
支

援
が

実
現

。

職
場
体
験
活
動
等
の
充
実
と
積
極
的
な
参
加
促
進
は
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
と
し
て
日
本
の
就

業
に
関
す
る
理
解
を
促
す
と
と
も
に
、
社
会
に
出
た
後
の
生
活
に
必
要
な
、
あ
る
い
は

学学
校校

生生
活活

でで
のの

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
にに
もも
役役

立立
つつ
日日

本本
語語

習習
得得

のの
機機

会会
と
も
な
り
得

る
。


支

援
ツ
ー
ル

（
2P

）
と
の

連
動

に
よ
っ
て
、
職

業
観

の
育

成
を
図

っ
て
い
る
。


20

20
年
よ
り
導
入
さ
れ
て
い
る
「
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
」の

構
成
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
活
動

の
位
置
付
け
方
を
再
考
す
る
知
見
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

☞☞
既既

存存
のの

実実
践践

のの
活活

用用
へへ

のの
示示

唆唆
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つ
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徒
の
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会
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移
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の
壁
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な
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た
め
に
－
世
界
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支
援

体
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か
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学
ぶ
ヒ
ン
ト
－
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さ
れ

る
役

割
分

担
の

あ
り
方

―
』
晃

洋
書

房


藤

田
駿

介
（

20
24

）
「
ド
イ
ツ
の

公
用

語
指

導
を
必

要
と
す
る
若

者
へ

の
キ
ャ
リ
ア
形

成
支

援
方

策
と

意
義

―
準

備
ク
ラ
ス
期

間
に
お
け
る

Ko
oB

O-
Z 
の

実
践

に
着

目
し
て
―
」
日

本
キ
ャ
リ
ア
教

育
学

会
第

46
回

研
究

大
会

個
人

研
究

発
表


坂

野
慎

二
（

20
17

）
『
統

一
ド
イ
ツ
教

育
の

多
様

性
と
質

保
証

』
東

信
堂


坂

野
慎

二
/吉

留
久

晴
（

20
10

）
「
ド
イ
ツ
の

前
期

中
等

教
育

段
階

に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
の

特
徴

」
国

立
教

育
政

策
研

究
所

平
成

21
年

度
調

査
研

究
等

特
別

推
進

経
費

研
究

報
告

書
『
学

校
に
お
け

る
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
関

す
る
総

合
的

研
究

諸
外

国
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
』
（
研

究
代

表
者

：
名

取
一

好
）

pp
.6

3-
75


寺

田
盛

紀
（

20
00

）
『
ド
イ
ツ
の

職
業

教
育

・
労

働
教

育
』
大

学
教

育
出

版


辻

野
け
ん
ま
・
布

川
あ
ゆ
み

（
20

21
）
「
第

2部
各

国
編

第
6章

ド
イ
ツ
の

早
期

離
学

問
題

就
学

義
務

の
正

当
性

と
射

程
」
園

山
大

祐
編

『
学

校
を
離

れ
る
若

者
た
ち
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
教

育
政

策
に
み

る
早

期
理

学
と
進

路
保

障
―
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出

版
, p

p.
93

-1
11


吉

留
久

晴
（

20
02

）
「
ド
イ

ツ
前

期
中

等
教

育
に
お
け
る
職

業
選

択
学

習
の

内
容

構
成

－
最

新
の

労
働

科
教

科
書

の
内

容
を
中

心
に
－

」
『
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研

究
』
第

11
号

,4
5-

57
.


渡

邉
泰

彦
（

20
18

）
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
同

性
婚

導
入

」
『
京

都
産

業
大

学
総

合
学

術
研

究
所

所
報

』
第

13
号

, p
p.

1-
30

. （
ht

tp
s:/

/k
su

.re
po

.n
ii.

ac
.jp

/r
ec

or
ds

/1
01

77
）

[2
02

5/
02

/2
8最

終
確

認
]

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

デ
ン
マ
ー
ク

性
的
少
数
者
の
生
徒
に
対
す
る
移
行
支
援

－
性
的
少
数
者
へ
の
権
利
保
障
・
寛
容
度
の
高
さ
を
背
景
と
し
た
特
質
と
仮
題
－

藤
田
晃
之

（
筑
波
大
学

人
間
系

教
授
）

𠮷𠮷
𠮷𠮷

𠮷

（
筑
波
大
学

大
学
院
人
間
総
合
科
学
学
術
院
）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－


学
校
体
系


基
礎
教
育
（
国
民
学
校
、

0~
9,

 1
0学

年
）


青

年
期

教
育

（
ギ

ム
ナ

ジ
ウ

ム
／

職
業

教
育

訓
練

校
）


高

等
教

育
（

総
合

大
学

学
士

／
カ

レ
ッ

ジ
／

商
業

ア
カ

デ
ミ

ー
、

修
士

、
博

士
）


キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
担
う
専
門
機
関


KU

I(D
en

 K
om

m
un

al
e

Un
ge

in
ds

at
s, 
基
礎
自
治
体
若
者
支
援
機

構
)：

基
礎
教
育

→
青
年
期
教
育
の
移
行
支
援


St

ud
ie

va
lg

(地
域
学
習
選
択
セ
ン
タ
ー

)：
青
年
期
教
育

→
高

等
教

育
の

移
行

支
援


多
様
な
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
教
育


若
者
学
校

(u
ng

do
m

ss
ko

le
)


10

学
年
学
級
・
学
校

(1
0.

kl
as

se
)


エ
フ
タ
ス
コ
ー
レ

(e
fte

rs
ko

le
)


FG

U(
Fo

re
be

re
de

nd
e

Gr
un

du
dd

an
ne

lse
)

基
礎
教
育

⻘
年
期
教
育

⾼
等
教
育

エ
フ
タ

ス
コ
ー
レ

10
年
⽣
学
級
・
学
校

若
者
学
校

FG
U

引
⽤

︓
Bø

rn
e-

og
 U

nd
er

vi
sn

in
gs

m
is

te
rie

t. 
“D

en
 o

rd
in

æ
re

 
ud

da
nn

el
se

ss
ys

te
m

(⼀
般

的
な

教
育

制
度

)”
20

24
年

7⽉
5⽇

, (
20

25
年

3⽉
8⽇

閲
覧

).
＜

ht
tp

s:
//

w
w

w
.u

vm
.d

k/
ud

da
nn

el
se

ss
ys

te
m

et
/o

ve
rb

lik
-o

ve
r-

de
t-

da
ns

ke
-u

dd
an

ne
ls

es
sy

st
em

/d
et

-o
rd

in
ae

re
-u

dd
an

ne
lse

ss
ys

te
m

 ＞

デ
ン
マ
ー
ク
の

教
育

制
度

と
特

徴
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

性
的
少
数
者
支
援
の
先
進
事
例
と
し
て
の
デ
ン
マ
ー
ク


性
的
少
数
者
へ
の
権
利
保
障
・
寛
容
度
の
高
さ


ILG

A
Eu

ro
pe

Ra
in

bo
w
ラ
ン
キ
ン
グ

2位
（

20
22

）


首

都
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
が

「
世

界
一

ゲ
イ
フ
レ
ン
ド

リ
ー
な
都

市
」
と
し
て
評

価
（

20
18

）


20

18
年
「

LG
BT

Iの
人
々
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、

幸
福
、
機
会
均
等
の
促
進
に
向
け
た
行
動
計

画
」
の
策
定


性

的
少

数
者

の
権

利
保

障
に
向

け
た
古

く
か

ら
の

取
組

み
と
学

校
に
お
け
る
支

援
体

制
整

備


多

様
な
民

間
支

援
団

体
の

発
展

引
⽤

︓
IL

GA
 E

ur
op

e.
 ”

Ra
in

bo
w

 M
ap

 2
02

2”
, 2

02
2年

12
⽉

5⽇
, (

20
25

年
3⽉

8⽇
閲

覧
).

＜
ht

tp
s:

//
w

w
w

.il
ga

-e
ur

op
e.

or
g/

re
po

rt
/r

ai
nb

ow
-e

ur
op

e-
20

22
/＞

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

性
的
少
数
者
支
援
の
先
進
事
例
と
し
て
の
デ
ン
マ
ー
ク

年
デ

ン
マ

ー
ク

に
お

け
る

LG
BT

＋
の

⼈
々

の
権

利
保

障
の

過
程

19
33

同
性

愛
が

合
法

化
さ

れ
る

。
19

76
異

性
間

と
同

様
に

、
同

性
間

の
性

交
渉

の
同

意
年

齢
が

15
歳

へ
引

き
下

げ
ら

れ
る

。
19

81
同

性
愛

の
精

神
疾

患
と

し
て

の
取

り
扱

い
が

廃
⽌

さ
れ

る
。

19
86

同
性

居
住

者
へ

の
相

続
税

の
き

て
い

を
異

性
間

配
偶

者
へ

の
規

定
と

同
等

と
す

る
法

律
が

制
定

さ
れ

る
。

19
87

差
別

禁
⽌

法
で

性
的

指
向

を
理

由
と

す
る

差
別

が
違

法
と

定
め

ら
れ

る
。

19
89

登
録

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

法
が

採
択

さ
れ

る
。

19
96

労
働

市
場

に
お

い
て

性
的

指
向

を
理

由
と

す
る

直
接

的
・

間
接

的
差

別
を

禁
⽌

に
す

る
法

律
が

制
定

さ
れ

る
。

19
99

同
性

同
⼠

の
親

が
法

律
上

の
親

と
し

て
認

定
さ

れ
、

登
録

パ
ー

ト
ナ

ー
に

継
親

養
⼦

縁
組

の
権

利
が

与
え

ら
え

る
。

20
06

⼥
性

同
性

愛
者

に
公

⽴
病

院
で

⼈
⼯

授
精

⼿
術

を
受

け
る

権
利

が
与

え
ら

れ
る

。
20

09
⼦

の
出

⽣
と

同
時

に
⺟

親
の

登
録

パ
ー

ト
ナ

ー
に

継
親

養
⼦

縁
組

の
権

利
が

与
え

ら
れ

る
。

20
10

同
性

愛
者

の
要

⽀
援

組
の

申
請

が
可

能
に

な
る

。
20

12
同

性
愛

者
が

教
会

で
結

婚
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

20
13

法
律

上
の

親
と

な
る

際
に

養
⼦

縁
組

が
不

要
と

な
る

。
男

⼥
間

に
で

き
た

⼦
の

親
権

に
つ

い
て

男
性

、
⼥

性
の

パ
ー

ト
ナ

ー
間

で
合

意
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

20
14

パ
ス

ポ
ー

ト
等

に
記

載
さ

れ
る

公
的

な
性

別
の

変
更

が
認

め
ら

れ
る

。
20

16
性

的
指

向
や

性
⾃

認
を

理
由

と
す

る
暴

⼒
や

い
じ

め
に

対
す

る
UN

ES
CO

の
⾏

動
指

針
へ

の
⽀

持
が

表
明

さ
れ

る
。

20
17

ト
ラ

ン
ス

ジ
ェ

ン
ダ

ー
の

精
神

疾
患

と
し

て
の

取
り

扱
い

が
廃

⽌
さ

れ
る

。
フ

ォ
ラ

ス
(2

01
7)

, R
eg

ar
in

ge
n

(2
01

8)
を

参
照

し
、

𠮷𠮷
𠮷

𠮷
𠮷

𠮷

19
48

︓
⺠

間
⽀

援
団

体
の

発
⾜

（
後

の
LG

BT
+

 D
AN

M
AR

K）

19
81

︓
基

礎
学

校
の

性
教

育
で

同
性

愛
が

扱
わ

れ
始

め
る

。

20
09

︓
学

校
へ

の
雑

誌
“s

hO
U

T”
の

配
布

。

参
照

︓
LG

BT
+

 D
an

m
ar

k,
 “

Ti
ds

lin
je

ov
er

 L
GB

T+
 D

AN
M

AR
Ks

 
Ud

vi
kl

in
g

(L
GB

T+
 D

AN
M

AR
Kの

発
展

に
関

す
る

年
表

)”,
 n

.d
., 

(2
02

5年
3⽉

8⽇
閲

覧
)

＜
ht

tp
s:

//
lg

bt
.d

k/
lg

bt
-h

ist
or
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

調
査
の
概
要
（
調
査
対
象
②
：
性
的
少
数
者
）

調
査

⽇
程

と
調

査
者

調
査

機
関

20
22

年
12

⽉
16

⽇
〜

22
⽇

藤
⽥

晃
之

・
𠮷𠮷

𠮷
𠮷

𠮷
＜

コ
ペ

ン
ハ

ー
ゲ

ン
市

＞
・

コ
ペ

ン
ハ

ー
ゲ

ン
市

平
等

部
⾨

・
LG

BT
+

 D
AN

M
AR

K(
⺠

間
⽀

援
団

体
)

＜
オ

ー
フ

ス
市

＞
・

オ
ー

フ
ス

市
多

様
性

・
平

等
委

員
・

LG
BT

+
 H

US
ET

(⺠
間

⽀
援

団
体

)
20

23
年

3⽉
6⽇

〜
3⽉

9⽇
藤

⽥
晃

之
・

𠮷𠮷
𠮷

𠮷
𠮷

＜
コ

ペ
ン

ハ
ー

ゲ
ン

市
＞

・
コ

ペ
ン

ハ
ー

ゲ
ン

市
若

者
教

育
ガ

イ
ダ

ン
ス

セ
ン

タ
ー

20
23

年
10

⽉
31

⽇
〜

11
⽉

4⽇
藤

⽥
晃

之
・

𠮷𠮷
𠮷

𠮷
𠮷

＜
コ

ペ
ン

ハ
ー

ゲ
ン

市
＞

・
Se

x 
＆

Sa
m

fu
nd

(⺠
間

⽀
援

団
体

)
・

Sa
ba

ah
(⺠

間
⽀

援
団

体
)

調
査

内
容

︓
半

構
造

化
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
＜

⾃
治

体
の

性
的

少
数

者
⽀

援
担

当
部

局
＞


性

的
少

数
者

の
⼦

ど
も

・
若

者
の

現
状

と
課

題


性
的

少
数

者
の

⼦
ど

も
・

若
者

を
⽀

援
す

る
学

校
内

以
外

の
ア

ク
タ

ー


⾃
治

体
の

⽀
援

施
策

の
内

容


⾃
治

体
の

ア
ク

タ
ー

と
⺠

間
⽀

援
団

体
と

の
関

係


⽀
援

施
策

に
関

す
る

課
題

＜
⺠

間
⽀

援
機

関
＞


性

的
少

数
者

の
⼦

ど
も

・
若

者
の

現
状

と
課

題


⺠
間

⽀
援

団
体

の
⽀

援
活

動
の

内
容


国

家
／

市
担

当
部

局
／

他
の

⽀
援

機
会

と
の

関
係


⺠

間
団

体
の

⽀
援

活
動

に
関

す
る

課
題

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

性
的

少
数

者
に
対

す
る
学

校
内

外
の

支
援
体

制
（
全

体
像

）

（学校内）

⼀
時

的
⽀

援

必
修

テ
ー

マ
「

健
康

・
性

教
育

・
家

庭
教

育
」

を
通

し
た

共
通

理
解

(O
bl

ig
at

ris
k 

em
ne

, “
Su

nd
he

ds
-

og
 

se
ks

ua
lu

nd
er

vi
sn

in
g 

og
 

fa
m

ili
ek

un
ds

ka
b”

)

・
ク

ラ
ス

担
任

・
Se

x 
&

 S
am

fu
nd

（学校内）

⼆
次

的
⽀

援

既
存

の
公

的
な

相
談

⽀
援

体
制

に
よ

る
個

別
⽀

援

-教
育

・
⼼

理
相

談
体

制
-学

校
・

社
会

部
局

・
警

察
官

連
携

体
制

-U
U

／
KU

I

（学校外）

三
次

的
⽀

援

⺠
間

⽀
援

団
体

に
よ

る
個

別
相

談
・

居
場

所
の

提
供

-L
G

BT
+

 D
AN

M
AR

K
-L

G
BT

+
 H

U
SE

T
-S

ab
aa

h
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

性
的

少
数

者
支

援
に
関

す
る
国

家
の

枠
組

み


「

LG
BT

Iの
人
々
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
幸
福
、
機
会
均
等
の
促
進
に
向
け
た
行
動
計
画
」

(H
an

dl
in

gs
pl

an
til

fre
m

m
e

af
 tr

yg
he

d,
 tr

iv
se

lo
g

lig
e

m
ul

ig
he

de
rf

or
 LG

BT
I-p

er
so

ne
r)

(2
01

8年
-2

02
1年

)

目
標
：
社
会
的
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
集
団
（

LG
BT

Iの
人
々
）
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や
配
偶
者
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
、
ま
た
自

己
が
有
す
る
／
有
し
た
い
と
願
う
身
体
表
現
や
性
的
指
向
と
共
に
、
自
身
の
望
む
よ
う
に
生
き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
す
る
。


「
若
者
の
偏
見
に
対
処
し
教
育
の
開
放
性
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
」
：


若
者
の
偏
見
に
対
処
す
る
た
め
の
資
金
配
分


義
務
テ
ー
マ
「
健
康
・
性
教
育
・
家
庭
教
育
」
（s

un
dh

ed
s-

og
se

ks
ua

lu
nd

er
vi

sn
in

g
og

fa
m

ili
ek

un
ds

ka
b）

の
評

価


基
礎
学
校
及
び
青
年
期
教
育
に
対
す
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
教
材
の
作
成


高
等
教
育
機
関
に
お
け
る

LG
BT

I領
域
の
議
論


教
員
養
成
に
お
け
る
性
教
育
の
強
化


民
間
支
援
団
体
に
よ
る
支
援
相
談
体
制
の
充
実
と
学
校
と
の
連
携
：


Ca

fé
 A

UR
A

(L
GB

T+
 D

AN
M

AR
K)


Sa

ba
ah


No

rm
st

or
m

ar
ne

…

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

一
次
的
支
援
：
必
修
テ
ー
マ
「
健
康
・
性
教
育
・
家
庭
教
育
」


目

標
：

生
徒

は
、
健

康
・
性

教
育

・
家

庭
教

育
に
お
い
て
、
健

康
と
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
を
促

進
す
る
能

力
を
身

に
つ
け
る
。
生

徒
は

、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
生

活
環

境
が

健
康

と
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
に
与

え
る
影

響
や

、
健

康
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
家

庭
生

活
の

相
互
関
係
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。


第

2項
こ
の

テ
ー
マ
は

、
生

徒
が
自

分
自

身
や

他
者

の
経

験
や
疑

問
に
取

り
組

み
、
献

身
、
自

信
、
人

生
の

楽
し
み

の
育
成

に
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
他

者
と
の

相
互

作
用
の

中
で
自

己
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確

立
す
る
よ
う
支

援
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
テ
ー
マ
は

ま
た
、
生
徒

が
自
分

自
身

の
境

界
と
権

利
を
認
識

し
、
他

者
の
権

利
を
理

解
す
る
よ
う
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。


第

3項
健

康
・
性

教
育

及
び
家

庭
科

に
お
い
て
、
生

徒
は
、
他

者
と
協

働
し
な
が

ら
、
あ
る
い
は
自

分
自
身

で
、
自

分
自
身

と
他
者

の
健
康

の
促

進
に
む
け
て
、
批

判
的

に
思
考

し
行

動
す
る
た

め
の
前
提
条
件
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

引
用

：
国

民
学

校
に
お
け
る
教

科
・
テ
ー
マ
の

目
標

、
資

質
・
能

力
目

標
、
並
び
に
留

意
事
項

に
関
す
る
命

令
（b

ek
en

dg
ør

el
se

 o
m

 fo
rm

ål
l, 

ko
m

pe
te

nc
em

ål
 o

g 
op

m
æ

rk
so

m
he

ds
pu

nk
te

r 
fo

r f
ol

ke
sk

ol
en

s f
ag

 o
g 

em
ne

r (
Fæ

lle
s M

ål
)）

, 第
22

条


資

質
・
能

力
目

標
と
ス
キ
ル

・
知

識
の

範
囲

（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
身

体
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
領

域
）
：

引
用

：
Bø

rn
e-

og
 U

nd
er

vi
sn

in
gs

m
in

ist
er

ie
t（

20
21

）
, p

.2
5

学
年
段
階

低
学
年
（
0-
3年

）
中
学
年
（
4-
6年

）
⾼
学
年
（
7-
9年

）

資
質
・
能
⼒
⽬
標

⽣
徒
は
、
⾝
体
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す

る
多
様
性
に
つ
い
て
、
⾃
分
⾃
⾝
の
⽣

活
に
基
づ
き
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⽣
徒
は
、
⾝
体
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
多
様
性
に
つ
い
て
分

析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⽣
徒
は
、
⾝
体
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
す
る
規
範
と
権
利

を
社
会
的
な
観
点
か
ら
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

ス
キ
ル
・
知
識


規
範
と
理
想


⾝
体


家
庭
⽣
活


⽣
殖


規
範
と
理
想


思
春
期


セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ


規
範
と
理
想


セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
権
利


年
間
実
施
計
画
の
作
成


コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
教
員
の
任
命


学
級
担
任
が
主
な
実
施
責
任
を
担
う


学
校
保
健
師
や
地
域
と
の
協
働

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

一
次
的
支
援
：
必
修
テ
ー
マ
「
健
康
・
性
教
育
及
び
家
庭
教
育
」


民
間
支

援
団
体
の
積
極
的
な
関
与


「
性
教
育
週
間
（

Ug
e

Se
x）
」
の

組
織

（
20

08
年
～
）


学

校
行

事
型

の
実

践
。
年

頭
か

ら
第

6週
目

に
お
け
る
集

中
的

な
実

施
。

20
25

年
の

テ
ー
マ
は

「
身

体
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

(K
ro

ps
ko

nt
ro

l)」


性
教
育
に
関
す
る
教
材
開
発

ht
tp

s:/
/s

ex
og

sa
m

fu
nd

.d
k/

un
de

rv
isn

in
g/

gr
un

ds
ko

le
/m

at
er

ia
le

sa
m

lin
g/

ud
sk

ol
in

g
ht

tp
s:/

/s
ex

og
sa

m
fu

nd
.d

k/
un

de
rv

isn
in

g/
gr

un
ds

ko
le

/m
at

er
ia

le
sa

m
lin

g/
ud

sk
ol

in
g/

ug
e-

se
x-

20
25

引
⽤
︓

ht
tp
s:
//
se
xo
gs
am
fu
nd
.d
k/

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

一
次
的
支
援
：
必
修
テ
ー
マ
「
健
康
・
性
教
育
及
び
家
庭
教
育
」

Se
x&

 S
am

fu
nd

「
高
学
年
向
け
の
全
て
の
教
育
コ
ー
ス
」

引
用

：
ht

tp
s:/

/s
ex

og
sa

m
fu

nd
.d

k/
un

de
rv

isn
in

g/
gr

un
ds

ko
le

/m
at

er
ia

le
sa

m
lin

g/
ud

sk
ol

in
g

（
20

25
年

3月
8日

閲
覧

）

Se
x &

 S
am

fu
nd

Ug
e

se
x 2

02
5 
高
学
年
向

け
コ
ー
ス
：

「
身
体
に
関
す
る
ジ
レ
ン
マ
」

引
用

：
ht

tp
s:/

/s
ex

og
sa

m
fu

nd
.d

k/
un

de
rv

isn
in

g/
gr

un
d

sk
ol

e/
m

at
er

ia
le

sa
m

lin
g/

ud
sk

ol
in

g/
ug

e-
se

x-
20

25
/d

ile
m

m
ae

r-o
m

-k
ro

p
（

20
25

年
3月

8日
閲

覧
確

認
）
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

二
次
的
支
援

（
学
校
と
専
門
機
関
・
専
門
職
を
つ
な
ぐ
一
般
的
な
枠
組
み
）


KU

I（
De

n 
Ko

m
m

un
al

Un
ge

in
ds

at
s, 
基
礎
自
治
体
若
者
支
援
機
構

旧
：

UU
）


25

歳
未
満
の
若
者
を
対
象
と
し
た
、
基
礎
教
育

→
青
年
期
教
育
へ
の
移
行
支
援


早
期
離
学
者
に
対
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ


専
門
職
間
の
連
携
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
教
師
・
校
長
、
雇
用
部
局
職
員
、
社
会
福
祉
部
局
職
員
）


コ
ン
タ
ク
ト
パ
ー
ソ
ン

→
進
路
選
択
上
で
悩
み
を
抱
え
た
場
合


「
教
育
心
理
相
談
体
制
」
（

Pæ
da

go
gi

sk
 P

sy
ko

lo
gi

sk
 R

åd
gi

vn
in

g：
PP

R）


0-
18

歳
の
子
ど
も
の
発
達
や
精
神
衛
生
上
の
問
題
へ
の
対
応

→
心
理
的
な
問
題
を
抱
え
た
場
合


「
学

校
-社

会
部

局
-警

察
間
協
働
体
制
」（

Sa
m

ar
be

jd
e

m
el

le
m

sk
ol

e,
 S

oc
ia

lm
yn

di
gh

ed
er

og
Po

lit
i: 

PP
R）


18

歳
ま
で
の
子
ど
も
・
若
者
（
自
治
体
に
よ
っ
て
は

25
歳
ま
で
）の

非
行
・犯

罪
へ
の
予
防
的
な
支
援

→
暴
力
・
非
行
等
の
問
題
を
抱
え
た
場
合

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

三
次
的
支
援
（
学
校
外
民
間
支
援
団
体
の
活
動
）

LG
BT

+ 
D

AN
M

AR
K,

 L
G

BT
+ 

H
U

SE
T


学

校
に
対

す
る
ア
プ
ロ
ー
チ


「
健
康
・
性
教
育
・
家
庭
教
育
」
へ
の
関
与
（
訪
問
授
業
や
イ
ベ
ン
ト
等
）


性
教
育
に
関
す
る
教
材
開
発


教
員
や
教
育
関
係
者
を
対
象
と
し
た
研
修
機
会
の
提
供


学

校
外

の
支

援
機

会
の

提
供


カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
支
援

無
償
で
提
供
、
研
修
を
受
け
た
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
支
援
を
行
う
。


メ
ン
タ
ー
制

度
性
的
少
数
者
の
若
者
に
当
事
者
の
メ
ン
タ
ー
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
若
者
が
自
身
に
適
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
見
つ
け
る
こ
と
を
支
援
す
る
。


居

場
所

の
提

供
Ex

.A
UR

A：
18

歳
以
下
の
性
的
少
数
者
の
若
者
を
対
象
と
し
た
居
場
所
支
援
。
全
国

12
か
所
で
開
催
。

Kr
ea

ku
lb

be
n：

性
的
少
数
者
が
集
ま
り
創
作
活
動
（
編
み
物
や
絵
画
等
）
を
行
う
。① ②

引
用

：
①
ht
tp
s:
//
lg
bt
.d
k/

②
ht
tp
s:
//
lg
bt
hu
sa
ar
hu
s.
dk
/

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

三
次
的
支
援
（
学
校
外
民
間
支
援
団
体
の
活
動
）

Sa
ba

ah
（
サ
バ
ー
）


デ
ン
マ
ー
ク
に
い
る
移
民
（
難
民
）
の
性
的
少
数
者
に
対
す
る
支
援
を
目
的
と
し
た
支
援
団
体


“
二

重
の

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

(d
ou

bl
e 

m
in

or
iti

ze
d)
”
：
人

種
・
民

族
・
宗

教
×

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ


“
半

匿
名

性
(h

al
f a

no
ny

m
ou

s)
”


“
ク
ラ
イ
シ
ス
セ
ン
タ
ー

(c
ris

is
ce

nt
er

)”
と
し
て
の

機
能


カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ


ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動


学
校
等
に
対
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動


国

民
学

校
7-

10
年

、
青

年
期

教
育

機
関

、
社

会
・
保

健
衛

生
領

域
従

事
者


目

標
：
「

1．
人

種
差

別
、
ホ
モ
フ
ォ
ビ
ア
、
バ

イ
フ
ォ
ビ
ア
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ビ
ア
に
起

因
す
る
差

別
を
認

識
し
、
そ

れ
に
立

ち
向

か
う
た
め
の

ツ
ー
ル

を
子

ど
も
・
若

者
、
大

人
に
提

供
す
る
こ
と
。

2．
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

LG
BT

+の
人

々
に
関

す
る
知

識
を
提

供
し
、
特

定
の

集
団

を
取

り
巻

く
神

話
を
覆

す
こ
と
。
例

え
ば

『
西

洋
以

外
に
は

LG
BT

+の
者

は
い
な
い
』
『
イ
ス
ラ
ム
教

徒
で
あ
る
こ
と
と

LG
BT

＋
で
あ
る
こ
と
は

両
立

し
な
い
』
と
い
っ
た
神

話
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の

神
話

は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の

民
族

集
団

の
双

方
に
存

在
し
て
い
る
。
」

（
引

用
：

Sa
ba

ah
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
つ
い
て

(A
bo

ut
 O

ut
re

ac
h)
」
＜

ht
tp

s:/
/s

ab
aa

h.
dk

/w
el

co
m

e-
to

-s
ab

aa
h/
＞
（

20
25

年
3月

8日
閲
覧
確
認
）

公
開
シ
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ポ
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ウ
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多
様

な
背
景
を
持
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生
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の
壁
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な
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た
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－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

考
察 

性
的

少
数

者
へ

の
権

利
保

障
・
寛

容
度

の
高

さ
が

も
た
ら
す
も
の


性
的
少
数
者
に
焦
点
を
当
て
た
一
次
的
支
援
・
二
次
的
支
援
の
不
在
＝
異
端
視
さ
れ
な
い

（
は

ず
）
の

存
在

と
し
て
の

LG
BT

Q

後
期
中
等
教
育
段
階
ま
で
の
在
学
・
進
学
に
何
ら
か
の
支
障
が
生
じ
た
場
合
・
生
じ
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
そ
の
理
由
に
よ
ら
ず
個
別
の
支
援
を
行
う
二
次
的
支
援
：

UU
/K

UI

そ
の
一
方
で
、
性
的
少
数
者
を
対
象
と
し
た
三
次
的
支
援
へ
の
ニ
ー
ズ
は
高
い


と
り
わ
け
「
人
種
・
民
族
・
宗
教
×
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
い
う
二
重
の
ヴ
ァ

ル
ネ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
の
問
題


日

本
へ

の
示

唆

進

路
保

障
の

視
座

か
ら

LG
BT

Q
を
と
ら
え
直
す
必
要
性


不
可
避
な
外
国
人
労
働
者
へ
の
依
存


イ
ス
ラ
ム
圏
出
身
の
生
徒
×

LG
BT

Q
と
い
う
二
重
の
ヴ
ァ
ル
ネ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
は
す
ぐ
に
顕
在
化
し
得
る



－138－

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

引
用

・
参

考
文

献


Bø
rn

e-
og

 U
nd

er
vi

sn
in

gs
m

ist
er

ie
t. 

“D
en

 o
rd

in
æ

re
 u

dd
an

ne
ls

es
sy

st
em

(⼀
般

的
な

教
育

制
度

)”
20

24
年

7⽉
5⽇

, (
20

25
年

3⽉
8⽇

閲
覧

).
＜

ht
tp

s:
//

w
w

w
.u

vm
.d

k/
ud

da
nn

el
se

ss
ys

te
m

et
/o

ve
rb

lik
-o

ve
r-

de
t-

da
ns

ke
-u

dd
an

ne
ls

es
sy

st
em

/d
et

-o
rd

in
ae

re
-u

dd
an

ne
lse

ss
ys

te
m

＞


IL

GA
 E

ur
op

e.
 ”

Ra
in

bo
w

 M
ap

 2
02

2”
, 2

02
2年

12
⽉

5⽇
, (

20
25

年
3⽉

8⽇
閲

覧
).

＜
ht

tp
s:

//
w

w
w

.il
ga

-e
ur

op
e.

or
g/

re
po

rt
/r

ai
nb

ow
-e

ur
op

e-
20

22
/＞


LG

BT
+

 D
an

m
ar

k.
 “

Ti
ds

lin
je

ov
er

 L
GB

T+
 D

AN
M

AR
Ks

 U
dv

ik
lin

g
(L

GB
T+

 D
AN

M
AR

Kの
発

展
に

関
す

る
年

表
)”

, n
.d

., 
(2

02
5年

3⽉
8⽇

閲
覧

)＜
ht

tp
s:

//
lg

bt
.d

k/
lg

bt
-h

is
to

rie
/＞


Se

x
&

Sa
m

fu
nd

. “
Ud

sk
ol

in
g:

 S
e 

un
de

rv
is

ni
ng

sf
or

lø
b 

ud
vi

kl
et

 ti
l e

le
ve

r i
 7

., 
8.

 o
g 

9.
kl

as
se

”,
 n

.d
., 

(2
02

5年
3⽉

8⽇
閲

覧
).

＜
ht

tp
s:

//
se

xo
gs

am
fu

nd
.d

k/
un

de
rv

is
ni

ng
/g

ru
nd

sk
ol

e/
m

at
er

ia
le

sa
m

lin
g/

ud
sk

ol
in

g＞


Se

x 
＆

Sa
m

fu
nd

. “
Di

le
m

m
er

om
 k

ro
p”

, n
.d

., 
(2

02
5年

3⽉
8⽇

閲
覧

).
＜

ht
tp

s:
//

se
xo

gs
am

fu
nd

.d
k/

un
de

rv
is

ni
ng

/g
ru

nd
sk

ol
e/

m
at

er
ia

le
sa

m
lin

g/
ud

sk
ol

in
g/

ug
e-

se
x-

20
25

/d
ile

m
m

ae
r-

om
-k

ro
p＞


オ

ノ
・

ラ
ス

ム
ス

・
セ

ヴ
ェ

リ
ン

・
フ

ォ
ラ

ス
“デ

ン
マ

ー
ク

に
お

け
る

LG
BT

の
就

労
を

め
ぐ

る
状

況
”,

独
⽴

⾏
政

法
⼈

労
働

政
策

研
究

・
研

修
機

構
, 2

01
7年

11
⽉

, (
20

25
年

3⽉
8⽇

閲
覧

).
＜

ht
tp

s:
//

w
w

w
.ji

l.g
o.

jp
/f

or
ei

gn
/la

bo
r_

sy
st

em
/2

01
7/

11
/d

en
m

ar
k.

ht
m

l ＞


Re

ge
rin

ge
n.

 2
01

8 
Ac

tio
n 

Pl
an

 to
 p

ro
m

ot
e 

se
cu

rit
y,

 w
el

l-b
ei

ng
 a

nd
 e

qu
al

 o
pp

or
tu

ni
tie

s 
fo

r L
GB

TI
 p

eo
pl

e:
 M

in
ist

ry
 o

f F
or

ei
gn

 A
ffa

irs
 o

f D
an

m
ar

k 
20

18
-2

02
1.

＜
ht

tp
s:

//
bm

.d
k/

m
ed

ia
/1

71
43

/1
53

84
2_

lg
bt

i_
ha

nd
lin

gs
pl

an
_u

k.
pd

f ＞
（

20
25

年
3⽉

8⽇
閲

覧
確

認
）


Sa

ba
ah

. “
w

el
co

m
e 

to
 s

ab
aa

h
| 

Ab
ou

t S
ab

aa
h”

 n
.d

., 
(2

02
5年

3⽉
8⽇

)＜
ht

tp
s:

//
sa

ba
ah

.d
k/

w
el

co
m

e-
to

-s
ab

aa
h/

＞


UV

M
. 2

01
9 

”S
un

dh
ed

s-
og

 s
ek

su
al

un
de

rv
is

ni
ng

 o
g 

fa
m

ili
e 

ku
nd

sk
ab

 U
nd

er
vi

sn
in

gs
ve

jle
dn

in
g”

 E
M

U,
da

nm
ar

ks
læ

rin
gs

po
rt

al
.

＜
ht

tp
s:

//
em

u.
dk

/s
ite

s/
de

fa
ul

t/
fil

es
/2

02
1-

06
/g

sk
_v

ej
le

dn
in

g_
ss

f.p
df

＞
(2

02
5年

3⽉
8⽇

閲
覧

確
認

)
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

謝
辞

︓
本

研
究

は
科

学
研

究
費

基
盤

研
究

（
A）

（
課

題
番

号
20

H0
00

93
）

の
助

成
を

受
け

た
も

の
で

す
。

ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
藤

⽥
晃

之
（

tfu
jit

a@
hu

m
an

.ts
uk

ub
a.

ac
.jp

）
𠮷𠮷

𠮷
𠮷

𠮷
𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷






















公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
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フ
ラ
ン
ス

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
生
徒
に
対
す
る

マ
ル
チ
レ
ベ
ル
の
移
行
支
援

高
橋

洋
行

（
立

正
大

学
社

会
福

祉
学

部
）

京
免

徹
雄

（
筑

波
大

学
人

間
系

）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

フ
ラ

ン
ス

の
学

校
制

度


人

口
：
約

6,
83

7万
人


中

央
集

権
的

な
教

育
シ

ス
テ

ム


義

務
教

育
：

3～
16

歳
（

13
年

間
）


未

就
職

の
場

合
、

18
歳

ま
で

教
育

・
訓

練

出
典

：
京

免
・
藤

井
（
2
0
2
3
）


小

学
校

か
ら

留
年

が
あ

る


高

校
受

験
が

な
い

（
合

議
で

振
り

分
け

）


大

学
進

学
に

は
バ

カ
ロ

レ
ア

が
必

要


分

業
制

＝
多

様
な

支
援

ス
タ

ッ
フ


教

科
書

の
使

用
義

務
が

な
い


教

師
に

対
す

る
「
教

授
の

自
由

」
の

保
障

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

バ
ル

ネ
ラ

ブ
ル

な
生

徒
の

定
義

と
政

策
の

基
本

方
針


定

義
：
傷

つ
け

ら
れ

た
り

、
被

害
を

受
け

た
り

、
悪

影
響

を
受

け
た

り
す

る

可
能

性
の

あ
る

生
徒

（
M

ar
so

lli
e
r,
 2

0
2
3
）

メ
イ

ン
ス

ト
リ

ー
ム

の
生

徒
集

団
か

ら
違

和
感

・
疎

外
感

等
を

感
じ

、
学

校
適

応
上

の
困

難
を

抱
え

、
い

じ
め

や
排

斥
の

対
象

と
な

り
や

す
い

生
徒

の
保

護
・
支

援
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世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

適
切

な
教

育
が

受
け

ら
れ

な
い

生
徒

に
対

す
る

権
利

の
保

障


対

象
： 社

会
的

規
範

の
習

得
と

い
う

点
で

、
ま

た
心

理
的

・
感

情
的

レ
ベ

ル
に

お
い

て
、

自
己

抑
制

の
教

育
を

施
さ

れ
て

来
な

か
っ

た
家

庭
環

境
に

い
る

児
童

・
生

徒
の

場
合

、
よ

り
顕

著
な

形
で

児
童

・
生

徒
の

社
会

的
脆

弱
性

（
バ

ル
ネ

ラ
ブ

ル
に

陥
り

や
す

い
状

況
）
が

増
す

傾
向

が
あ

る
。

（
M

ar
so

lli
e
r,
 2

0
2
3
）

家
庭

環
境

（
経

済
的

・
地

域
的

・
教

育
的

環
境

）
が

好
ま

し
く
な

い
状

況
に

い
る

生
徒


傾

向
：

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

外
国

語
を

母
語

と
す

る
生

徒
お

よ
び

旅
行

者
の

子
ど

も
た

め
の

大
学

区
セ

ン
タ

ー
（

CA
SN

AV
）

組
織

連
携

に
よ

る
包

括
的

支
援

シ
ス

テ
ム

中
等

教
育

機
関

情
報

・
進

路
指

導
セ

ン
タ

ー

通
常

学
級

UP
E2

A
（ニ

ュ
ー

カ
マ

ー
の

支
援

ユ
ニ

ッ
ト
）

教
員

、
生

徒

指
導

専
門

員
な

ど

早
期

離
学

対
策

窓
口

（
M

LD
S）

サ
ポ

ス
テ

（M
L）

一一
次次

的的
支支

援援

二二
次次

的的
支支

援援

三三
次次

的的
支支

援援

国
民

教
育

心
理

相
談

員

診
断

振
り

分
け

ガ
イ

ダ
ン

ス
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

リ
ソ

ー
ス

と
研

修
の

提
供

包
括

的
健

康
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
校

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

対
策

シ
テ

ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ

教
育

UL
IS

（
特

別
支

援
教

育
ユ

ニ
ッ

ト
）

職
業

準
備

学
級

（p
ré

pa
-m

ét
ier

s）
普

通
・職

業
適

応
教

育
（S

EG
PA

）
セ

カ
ン

ド
チ

ャ
ン

ス
・ス

ク
ー

ル
ミ

ク
ロ

・
リ

セ
（

m
irc

o
lyc

ée
s）
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シ
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－
世
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制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
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一
次

的
支

援
（
1）

：
包

括
的

健
康

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム


フ

ラ
ン

ス
は

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
概

念
を

学
校

教
育

だ
け

に
限

定
せ

ず
、

地
域

全
体

を
含

め
た

包
括

的
な

健
康

促
進

支
援

を
実

施
。


生

徒
の

日
々

の
生

活
に

は
心

身
共

に
健

康
で

あ
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
暴

力
な

ど
の

素
行

問
題

に
関

し
て

も
個

々
の

生
徒

の
健

康
促

進
に

関
連

し
て

支
援

す
る

包
括

的
健

康
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
が

学
校

教
育

、
地

域
教

育
で

横
断

的
に

展
開

し
て

い
る

。

（
吉

田
ほ

か
,2

0
1
6
）


生

徒
の

健
康

面
で

の
教

育
支

援
的

ア
プ

ロ
ー

チ

出
典

：
M

E
N

-
D

G
E
S
C

O
（
2
0
1
7
）
, 
p.

5
.
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世
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－

一
次

的
支

援
（
2）

：
学

校
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策


学

校
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
①

生
徒

が
適

切
な

教
育

を
受

け
る

権
利

を
阻

害
さ

れ
る

こ
と

に
よ

っ
て

生
じ

る

②
教

師
に

よ
る

生
徒

へ
の

接
し

方
や

関
係

性
の

構
築

に
よ

っ
て

生
じ

る


対

策
「
あ

ら
ゆ

る
形

態
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

と
の

闘
い

が
す

べ
て

の
学

校
の

優
先

事
項

で
り

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

と
対

策
は

、
教

育
共

同
体

の
す

べ
て

の
構

成
員

に
課

せ
ら

れ
た

義
務

で
あ

る
」
（
2
0
1
3
年

8
月

2
3
日

付
国

民
青

年
教

育
省

通
達

）

③
規

律
や

評
価

等
を

課
す

学
校

文
化

の
構

造
的

な
問

題
に

よ
っ

て
生

じ
る


学

校
や

施
設

に
お

け
る

行
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

に
よ

る
予

防
の

改
善


ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
状

況
を

よ
り

効
果

的
に

特
定

し
、

対
処

す
る

た
め

に
職

員
研

修
の

改
善


ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

予
防

と
対

策
に

、
生

徒
と

保
護

者
を

よ
り

密
接

に
関

与
さ

せ
る

等
の

施
策
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－


８

つ
の

柱
①

学
校

環
境

の
調

査
、

②
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
現

象
の

予
防

、
③

生
徒

を
保

護
す

る
専

門
家

と
ス

タ
ッ

フ
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

形
成

、
④

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
状

況
に

効
果

的
に

介
入

す
る

、
⑤

保
護

者
や

パ
ー

ト
ナ

ー
と

連
携

し
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
意

思
疎

通
を

図
る

、
⑥

学
校

の
民

主
化

に
関

す
る

権
限

を
有

す
る

機
関

「
中

等
学

校
生

活
評

議
会

」
（
C

V
C

/
C

V
L
：
C

o
n
se

il 
de

 V
ie

 C
o
llé

gi
e
n
n
e
/
L
yc

é
e
n
n
e
）
と

健
康

・
シ

テ
ィ

ズ
ン

シ
ッ

プ
教

育
委

員
会

の
招

集
、

⑦
上

記
の

諸
活

動
に

つ
い

て
注

視
し

て
い

く
こ

と
、

⑧
こ

れ
ら

を
基

本
方

針
と

し
て

実
行

に
移

す


学

校
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
策

定

（
Ph

ar
e:

 u
n 

pr
og

ra
m

m
e

de
 lu

tte
co

nt
re

le
 h

ar
cè

le
m

en
t à

 l'
éc

ol
e）


「
学

校
に

お
け

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
を

防
止

す
る

た
め

の
法

律
」
（
2
0
2
2
年

）

(L
O

I 
n
°

2
0
2
2
-
2
9
9
 d

u
 2

 m
ar

s 
2
0
2
2
 v

is
an

t
à 

c
o
m

ba
tt

re
le

 h
ar

c
è
le

m
e
n
t

sc
o
la

ir
e
)

一
次

的
支

援
（
2）

：
学

校
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

一
次

的
支

援
（
3）

：
シ

テ
ィ

ズ
ン

シ
ッ

プ
教

育


「
道

徳
・
公

民
科

」
（
E
M

C
）
お

よ
び

学
校

全
体

で
取

り
組

む
シ

テ
ィ

ズ
ン

シ
ッ

プ
教

育
が

刷
新

さ
れ

る
(2

0
2
4
年

−
2
0
2
5
年

)


「
第

4
学

学
習

期
（
中

学
校

最
終

学
年

）
に

お
け

る
シ

テ
ィ

ズ
ン

シ
ッ

プ
に

向
け

て
教

育
す

る
−

シ
テ

ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ

、
メ

デ
ィ

ア
、

情
報

教
育

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

生
徒

の
参

加
・
参

画
を

支
援

す
る

た
め

の
手

引
き

書
−

」
(国

民
教

育
省

,
2
0
2
4
年

7
月

)

Ph
ar

eプ
ロ

グ
ラ

ム
と

共
通

し
た

取
り

組
み

の
実

施
が

求
め

ら
れ

る


社

会
心

理
学

的
ス

キ
ル

の
育

成
→

対
人

関
係

に
お

い
て

適
切

な
言

動
・
思

考
を

可
能

に
す

る
能

力


ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
行

事
参

加
＆

啓
発

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

企
画

・
運

営
の

支
援

（
生

徒
代

表
）

社
会

心
理

的
ス

キ
ル

の
醸

成
と

様
々

な
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
参

加
す

る
こ

と
で

生
徒

が
自

主
的

に
予

防
で

き
る

機
会

の
提

供

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－


20

22
年

度
に

89
,5

00
人

の
ニ

ュ
カ

マ
ー

生
徒

が
就

学


18

%
の

生
徒

は
来

仏
前

に
就

学
経

験
な

し


就

学
は

国
内

に
居

住
す

る
全

て
の

子
ど

も
の

権
利

で
あ

り
義

務
（
教

育
法

典
）


約

3％
は

待
機

・
外

部
支

援
機

関


就

学
者

の
88

%
が

何
ら

か
の

言
語

支
援

を
受

け
て

お
り

、
66

%
が

「
外

国
語

を
母

語
と

す
る

ニ
ュ

ー
カ

マ
ー

生
徒

の
た

め
の

教
育

ユ
ニ

ッ
ト

」
（

UP
E2

A）
に

所
属

ニ
ュ

ー
カ

マ
ー

の
生

徒
の

就
学

先
（

DE
PP

, 2
02

4）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

二
次

的
支

援
：
公

用
語

指
導

が
必

要
な

生
徒

の
就

学

国
民

教
育

心
理

相
談

員
：

学
習

履
歴

に
関

す
る

面
談

相
談

員
＋

教
師

：
配

置
テ

ス
ト

（
フ

ラ
ン

ス
語

、
数

学
、

15
言

語
対

応
ブ

リ
ッ

ジ
テ

ス
ト

）

フ
ラ

ン
ス

語
圏

非
フ

ラ
ン

ス
語

圏

就
学

経
験

な
し

就
学

経
験

あ
り

就
学

経
験

な
し

就
学

経
験

あ
り

UP
E2

A-
NS

A／
早

期
離

学
対

策
窓

口
通

常
学

級
あ

る
い

は
UP

E2
A

UP
E2

A-
NS

A／
早

期
離

学
対

策
窓

口
UP

E2
A

国
民

教
育

心
理

相
談

員
：
通

常
学

級
へ

の
移

行
（
コ

ー
ス

選
択

）
に

向
け

た
面

談

通
常

学
級

振
り

分
け

委
員

会

振
り

分
け

委
員

会


情情

報報
・・
進進

路路
指指

導導
セセ

ンン
タタ

ーー
でで

のの
アア

セセ
スス

メメ
ンン

トト
（
京

免
, 2

02
5b

）
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－


UP

E2
Aにに

おお
けけ
るる
「「
第第

二二
言言

語語
とと
しし
てて
のの

フフ
ララ
ンン
スス
語語

」」
指指

導導
のの

特特
徴徴

（
京

免
, 2

02
5ｃ

）


身
体
的
活
動
を
取
り
入
れ
た
フ
ラ
ン
ス
語
習
得
：

作
る
・
歩
く
こ
と
・
触
れ
る
・
真
似
す
る


劇

場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
母

語
を
話

す
機

会
の

確
保

二
次

的
支

援
：
公

用
語

指
導

が
必

要
な
生

徒
の

就
学

①
昨

日
、
私

は
食

べ
ま
し
た
。
こ
れ

は
複

合
過

去
形

で
す

②
昨

日
、
私

は
食

べ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は

半
過

去
形

で
す

③
今

日
、
私

は
食

べ
ま
す
。
こ
れ

は
現

在
形

で
す
。

④
明

日
、
私

は
食

べ
る
つ
も
り
で
す
。
こ

れ
は

未
来

形
で
す
。


言
語
指
導
の
困
難
：教

室
に
お
け
る
大
き
な
異
質
性


教
育
戦
略
と
し
て
の
「コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
断
」


生

徒
が

「
学

習
者

と
し
て
の

ペ
ル

ソ
ナ

」
を
外

し
、
学

校
外

の
「
社

会
的

ペ
ル

ソ
ナ
」
を
教

室
で
被

る
（

Es
co

ffi
er

,2
02

1）

生

徒
と
教

員
（
「
私

」
―
「
あ
な
た
」
）
が

教
育

的
虚

構
の

領
域

を
立

ち
去

っ
て
真

正
な
領

域
に
入

る


生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
し
て
の
言
語
指
導
を
共
同
構
築

あ
る
中

学
校

に
お
け
る
劇

場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

【
成
果
】


UP

E2
Aの

教
員
と
相
談
員
の
連
携
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
指
導
と
進
路
指
導

の
両

輪
が

駆
動


「
最

初
の

対
話
者
」
に
よ
る
、
文
化
的
・
社
会
的
な
障
壁
を
除
去
し
よ
う
と
す
る

承
認

的
正
義
の
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ


最

も
支

援
を
必
要
と
す
る
人
に
必
要
な
支
援
を
届
け
る
、
正
確
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト


CA

SN
AV

に
よ
る
間
接
支
援
が
、
直
接
支
援
の
質
を
保
証
す
る

【
課
題
】


UP

E2
Aの

設
置
が
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
増
加
に
追
い
つ
い
て
い
な
い


障

害
者

、
年
長
の
就
学
未
経
験
者
に
対
す
る
支
援
の
不
足


フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
価
値
追
求
と
多
言
語
・
多
文
化
主
義
と
の
対
立

二
次

的
支

援
：
公

用
語

指
導

が
必

要
な
生

徒
の

就
学

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

三
次

的
支

援
：
早

期
離

学
対

策


フ
ラ
ン
ス
が

長
年

構
築

し
て
き
た
学

校
体

系
と
資

格
至

上
主

義
の

双
方

が
早

期
に
離

学
す
る
生
徒
を
生
み
出
し
て
い
る
現
状
に
対
し
て
教
育
支
援
を
行
う

→
訓

練
期

間
の

設
置

：
公

立
個

別
学

校
や

自
治

体
と
共

催
し
た
セ
カ
ン
ド
チ
ャ
ン
ス
・

ス
ク
ー
ル

創
設

な
ど
（
園

山
,
2
0
2
2
）


中
等
教
育

（
中
学
校
・
高
等
学
校
）
段
階
に
お
け
る
早

期
離

学
予

防
の

制
度

化


同
一
年
齢
：
８
.０
％
（
2
0
1
9
年
度
）
、
1
9
6
0
年
年
代
初
等
の
3
5
％
に
比
べ
て
大
き
く
減
少


財

政
分

配
状

況
等

に
つ
い
て
の

検
討

、
及

び
フ
ラ
ン
ス
国

内
に
お
け
る
進

路
保

障
に
関

す
る
制
度
設
計
の
見
直
し
（
島
埜
内
,
2
0
2
1
）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

三
次

的
支

援
：
普

通
教

育
と
し
て
の

職
業

教
育


職職

業業
準準

備備
学学

級級
のの

概概
要要

（
京

免
・
高

橋
,2

02
4）


通

常
学

級
修

了
が

難
し
い
中

学
校

4年
生

が
、
職

業
教
育
を
中
心
と
す
る
特
別
の
教
育
課
程
を
履
修


進
学
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
、
前
期
中
等
教
育
目
標

の
達
成
、
地
元
就
職
者
の
増
加
が
ね
ら
い


1万

1,
30

0あ
る
中

等
教

育
の

1,
26

7校
に
設

置
、

3万
2,

30
0人

（約
4％

）の
生
徒
が
参
加
（

DE
PP

,2
01

8）

約

60
%
が
職
業
高
校
、
約

25
%
が
総
合
高
校
、
約

13
％

が
中
学
校
設
置
の
学
級
に
通
う


庶
民
階
層
が
多
く
（

7割
留
年
）、

卒
業
後
は
職
業
コ
ー

ス
進
学
（普

通
・技

術
高
校

2％
）


卒
業

3年
後
に
約

60
%
が
資
格
取
得
、
約

40
%
は
無
資

格
で
う
ち
半
数
は
そ
の
ま
ま
離
学

職職
業業

準準
備備

学学
級級

通
常
学
級

フ
ラ
ン
ス
語

5時時
間間

4時
間

数
学

4.
5時 時

間間
3.

5時
間

地
理

・
歴

史
／

道
徳
・
公
民
教
育

3時時
間間

3.
5時

間

第
1外

国
語

5.
5時時

間間
3時

間

第
2外

国
語

2.
5時

間

生
命
地
球
科
学

科科
学学

・・
技技

術術
3時時

間間

1.
5時

間

物
理
・
化
学

1.
5時

間

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

1.
5時

間

体
育

3時 時
間間

3時
間

芸
術
教
育

1時時
間間

2時
間

職
業
発
見

5時時
間間

授
業
時
間
外

そ
の
他

強 強
化化

学学
習習

：：
フフ

ララ
ンン
スス
語語

・・
数数

学学
のの

各各
1時時

間間

補
習
授
業
：

上
記
の
う
ち

4時
間

合
計

30
時時

間間
26

時
間
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
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多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
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壁
を
な
く
す
た
め
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世
界
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支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

三
次

的
支

援
：
普

通
教

育
と
し
て
の

職
業

教
育

問
題

目
的

問
い

挑
戦

活
動

形
成
的

評
価

自
己
評
価

知
識
の
活
用

活
動

形
成
的

評
価

自
己
評
価

知
識
の
活
用

活
動

形
成
的

評
価

自
己
評
価

知
識
の
活
用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
点
検

最
終
成
果
・

製
作
物

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

総
括

各
生

徒
が

獲
得

し
た

教
科

お
よ
び
横

断
的

な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

の
総

括

ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
のの

スス
テテ
ッッ
ププ


カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
授
業
の
特
徴

（
M
E
N
,
2
0
2
0
）


「職

業
と
職
業
コ
ー
ス
の
発
見
」：

2種
類
の
職
業
を
選
択


学

際
的

・
複

合
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学

習
（

pé
da

go
gi

e
de

pr
oj

et
）

EX
.「
雨

水
の

回
収

と
配

分
に
関

す
る
技

術
設

備
」
（
生

命
地

球
科

学
＋

物
理

・
化

学
＋

職
業

発
見

）


企

業
訪

問
、
職

業
人

講
話

、
学

校
公

開
日

、
女

性
起

業
ウ
ィ
ー
ク
、
職

業
見

本
市

、
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
等


職
場
体
験
：2
週
間
（通

常
学
級
で
も
実
施
）＋

1～
4週

間


進
路
指
導
の
時
間
（年

36
時
間
）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

三
次

的
支

援
：
普

通
教

育
と
し
て
の

職
業

教
育


事事

例例
かか

らら
みみ

たた
成成

果果
とと
課課

題題
―
生生

徒徒
のの

実実
態態

とと
対対

策策
―


生
徒
の

8割
が
中
学
校
で
孤
立
、

24
名
学
級
の
う
ち

5名
が
発
達
障
害


将
来
何
が
や
り
た
い
か
わ
か
ら
な
い
状
態
、
対
人
ス
キ
ル
の
欠
如


自
尊
感
情
の
回
復
を
優
先
：成

績
で
は
な
く
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
基
づ
く
肯
定
的
評
価


自
由
に
ア
レ
ン
ジ
で
き
る
柔
軟
な
時
間
割


育

成
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は

通
常

学
級

と
同

一
、
学

習
内

容
は

削
減


全

コ
ー
ス
の

作
業

場
を
め
ぐ
り
、
高

校
1年

生
と
自

動
車

整
備

や
電

気
工

事
の

実
習

に
参

加


2週

間
×

3回
＝

6週
間
（

8人
ず
つ
交
互
）
の
職
場
体
験


積
極
的
な

IC
Tの

活
用


個

人
PC

等
が

な
い
生

徒
⇒

授
業

の
中

で
IC

Tを
使

う
習

慣
を
身

に
付

け
さ
せ

る

（
京

免
・
高

橋
20

24
）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

三
次

的
支

援
：
普

通
教

育
と
し
て
の

職
業

教
育


事事

例例
かか

らら
みみ

たた
成成

果果
とと
課課

題題
―
連連

携携
にに
よよ
るる
早早

期期
離離

学学
のの

防防
止止

―


相
談
員
（

Ps
y-

EN
）
の
役
割
：1
人
あ
た
り

2～
4回

程
度
の
個
別
面
談


担
任
教
員
（職

業
高
校

＊
）の

役
割

＊
普
通
・技

術
高
校
と
異
な
る
教
員
免
許
状


学

校
に
つ
な
ぎ
と
め
る
：
欠

席
率

や
前

月
と
の

比
較

に
基

づ
き
、
保

護
者

・
生

徒
と
面

談


「
仕

事
量

が
過

大
で
あ
り
、
責

任
が

あ
り
、
疲

れ
る
」
業

務
で
あ
る
が

、
「
み

ん
な
元

気
で
騒

々
し
い
が

、
と
て
も
感

動
的

な
生

徒
た
ち
と
特

別
な
関

係
を
築

け
る
」


肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
く
進
路
計
画
の
共
同
構
築


生

徒
の

自
分

自
身

、
家

族
、
学

校
に
対

す
る
見

方
を
変

え
る


学
校
と
家
庭
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る


通

信
簿

を
渡

す
際

に
、
生

徒
の

良
か

っ
た
と
こ
ろ
や

う
ま
く
い
っ
て
い
る
こ
と
を
話

す


卒
業
後
は
、

95
％
が
職
業
バ
カ
ロ
レ
ア
、
残
り
の

5％
が
職
業
適
性
証
書
の
コ
ー
ス
に
進
学

（
京

免
・
高

橋
20

24
）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

日
本
に
対
す
る
示
唆


機

関
連

携
に
よ
っ
て
、
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
境
遇
に
陥
る
生
徒
を
組
織
的
に
保
護


学

校
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
法
制
化


教

科
学

習
（
道
徳
・
公
民
科
）
と
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
連
携


共

生
の

た
め
に
、
外
国
籍
の
生
徒
の
就
学
を
「
権
利
」
と
「
義
務
」
に
す
る


就

学
の

際
に
学
習
履
歴
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
グ
が
必
要


「
特

別
の

教
育

課
程

」
を
単

な
る
言

語
に
と
ど
め

ず
、
学

び
の

継
続

を
保

障
す

る
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
機
能
さ
せ
る


普

通
教

科
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
と
し
て
の
職
業
発
見


生
徒
の
自
己
と
他
者
に
対
す
る
信
頼
を
回
復
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習


カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
革
新
以
上
に
、
教
師
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
が
重
要
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参
考
文
献
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DE

PP
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8)
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Pa

rc
ou

rs
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s
él

èv
es
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èm

e
pr

ép
ar

at
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re
à

l’e
ns
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gn
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en

tp
ro

fe
ss

io
nn

el
≫

,
No

te
d’

in
fo

rm
at

io
n

,N
o

18
.2

4
–

Se
pt

em
br

e
20

18
.


DE

PP
(2

02
4)

.N
ot

e
d'

in
fo

rm
at

io
n,

No
24

.4
0,

DE
PP

.


Es
co

ffi
er

,S
.（

20
21

）
«

En
se

ig
ne

m
en

t-a
pp

re
nt

iss
ag

e
du

FL
S

en
di

sp
os

iti
fs

UP
E2

A
»,

Re
ch

er
ch

es
en

di
da

ct
iq

ue
de

sl
an

gu
es

et
de

sc
ul

tu
re

s,
18

-3
.


京

免
徹

雄
（

20
25

a）
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地

域
圏

主
導

の
進

路
指

導
が

も
た
ら
す
ジ
レ
ン
マ
―
「
職

業
に
関

す
る
未

来
を
選

択
す
る
自

由
」
法

の
影

響
に
着

目
し
て
―
」
『
筑

波
大

学
教

育
学

系
論

集
』4

9巻
2号

、
印

刷
中

。


京

免
徹

雄
（

20
25

b）
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外

国
語

を
母

語
と
す
る
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
生

徒
の

就
学

支
援

―
情

報
・

進
路

指
導

セ
ン
タ
ー
の

役
割

に
着

目
し
て
―
」
『
日

仏
教

育
学

会
年

報
』
第

31
号

、
印

刷
中

。


京

免
徹

雄
（

20
25

c）
「
【
フ
ラ
ン
ス
教

育
事

情
】
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
生

徒
に
対

す
る
言

語
指

導
と

キ
ャ
リ
ア
支

援
―
「
外

国
語

を
母

語
と
す
る
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
生

徒
の

た
め
の

教
育

単
位

」
（

UP
E2

A）
の

授
業

観
察

―
」
『
日

仏
教

育
学

会
年

報
』
第

31
号

、
印

刷
中

。


京

免
徹

雄
・
藤

井
佐

知
子

（
20

23
）
「
フ
ラ
ン
ス
の

学
校

：
大

衆
化

の
パ

ラ
ド
ッ
ク
ス
と
民

主
化

へ
の

挑
戦

」
二

宮
皓

編
著

『
世

界
の

学
校

』
学

事
出

版
、

22
-3

1頁
。


京

免
徹

雄
・
高

橋
洋

行
（

20
24

）
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
普

通
教

育
と
し
て
の

職
業

教
育

」
の

移
行

支
援

機
能

―
前

期
中

等
教

育
『
職

業
準

備
学

級
』
に
着

目
し
て
―
」
日

本
キ
ャ
リ
ア
教

育
学

会
第

46
回

研
究

大
会

。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

参
考
文
献


M

ar
so

lli
er

,C
.(

20
23

),
L’a

tt
en

tio
n

au
x

vu
ln

ér
ab

ili
té

sd
es

él
èv

es
,B

er
ge

r-L
ev

ra
ul

t.


M
EN

(2
02

0)
Va

de
-m

ec
um

la
cla

ss
e

de
tr

oi
siè

m
e

pr
ép

a-
m

ét
ie

rs
.


M

EN
-D

GE
SC

O（
20

17
）

,M
ise

en
œ

uv
re

du
pa

rc
ou

rs
éd

uc
at

if
de

sa
nt

é:
Gu

id
e

d’
ac

co
m

pa
gn

em
en

td
es

éq
ui

pe
sp

éd
ag

og
iq

ue
se

té
du

ca
tiv

es
.


島

埜
内

恵
（

20
21

）
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
早

期
離

学
対

策
の

多
様

性
と
そ
の

課
題

」
園

山
大

祐
編

『
学

校
を
離

れ
る
若

者
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出

版
、

70
-8

7頁
。


園

山
大

祐
（
2
0
2
2
）
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
早

期
離

学
の

現
状

か
ら
み

た
教

育
制

度
の

構
造

的
課

題
」
横

井
俊

郎
編

著
『
教

育
機

会
保

障
の

国
際

比
較

』
勁

草
書

房
、
2
3
₋4
3
頁

。


高

橋
洋

行
（
2
0
2
3
）
「
フ
ラ
ン
ス
の

前
期

中
等

教
育

に
お
け
る
社

会
的

脆
弱

性
を
持

つ
生

徒
に
対

す
る
取

り
組

み
に
つ
い
て
−
在

校
生

の
学

ぶ
権

利
を
守

る
対

策
を
中

心
と
し
て
−
」
日

仏
教

育
学

会
2
0
2
3
年

度
研

究
大

会


高

橋
洋

行
（
2
0
2
4
）
「
フ
ラ
ン
ス
の

学
校

教
育

に
お
け
る
社

会
的

脆
弱

性
を
持

つ
生

徒
の

支
援

と
そ
の

取
り
組

み
に
つ
い
て
−
学

校
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
対

す
る
予

防
措

置
を
中

心
に
−
」
日

仏
教

育
学

会
2
0
2
4
年

度
研

究
大

会


吉

田
成

章
・
赤

星
ま
ゆ
み

・
山

本
ベ
バ

リ
ー
ア
ン
・
高

橋
洋

行
(2
0
1
7
)「
E
U
諸

国
等

に
お
け
る
学

校
基

盤
の

包
括

的
健

康
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

動
向

」
『
広

島
大

学
教

育
学

研
究

科
紀

要
第

三
部

（
教

育
人

間
科

学
関

連
領

域
）
』
第

6
6
号

、
3
1
₋4
0
頁

。

公
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な
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た
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に
－
世
界

の
支
援

体
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か
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学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

イ
ン
グ
ラ
ン
ド

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る

バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
生
徒
へ
の

移
行
支
援

白
幡
真
紀

（
仙
台
大
学
）

ラ
イ
ア
ン
優
子

（
静
岡
大
学
）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

イギ
リス

（
イン

グ
ラン

ド）
の

バ
ル

ネ
ラブ

ル
な

⽣
徒

とは

学
校
や
社
会
に
排
除
さ
れ
る
リス
ク
の
⾼
い
⼦
ども

な
ど

→
イギ

リス
の

場
合

、特
別

な
教

育
的

ニー
ズ

（
Sp

ec
ia

l E
du

ca
tio

na
l N

ee
ds

: 
SE

N）
、

無
料

給
⾷

（
FS

M
）

な
ど、

その
脆

弱
性

ゆ
え

に
地
⽅
当
局
や
学
校
か
ら公

的
な
⽀
援
を
受
け

る
⽣
徒

→
⾝

体
的

SE
Nは

除
き

、⾏
動

的
・感

情
的

・社
会

的
困

難
（

BE
SD

）
や

、い
わ

ゆ
る

問
題

⾏
動

の
多

い
（

ch
al

le
ng

in
g）

な
⽣

徒
や

社
会

的
養

護
（

Lo
ok

ed
 a

fte
r C

hi
ld

re
n:

LA
C)

な
ど、

地
⽅

当
局

の
⽀

援
を

受
け

る
「困

難
を

抱
え

る
（

Ch
ild

re
n 

in
 N

ee
d、

以
下

in
Ne

ed
の

⽣
徒

）
」児

童
⽣

徒
全

般


ここ
で

は
、特

に
義

務
教

育
段

階
で

、停
・退

学
の

リス
クの

⾼
い

層
を

取
り上

げ
た
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体
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か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
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バ
ル

ネ
ラブ

ル
な

⽣
徒

の
教

育
経

路
と移

⾏
⽀

援
︓

中
等

前
期

●
義
務
教
育
段
階
ま
で
は


メイ

ンス
トリ

ー
ム

の
学

校
国

庫
補

助
学

校
/公

⽴
学

校
(m

ai
nt

ai
ne

d 
sc

ho
ol

/s
ta

te
 s

ch
oo

l)
Ac

ad
em

ie
s,

co
m

m
un

ity
 s

ch
oo

ls,
 fo

un
da

tio
n 

sc
ho

ol
s,

 v
ol

un
ta

ry
 s

ch
oo

ls
, a

ca
de

m
ie

s 
an

d 
fre

e 
sc

ho
ol

s,
 g

ra
m

m
ar

 
sc

ho
ol

s,
Ci

ty
 te

ch
no

lo
gy

 c
ol

le
ge

s

独
⽴

学
校

（
in

de
pe

nd
en

t s
ch

oo
l/

pr
iv

at
e 

sc
ho

ol
)


ス

ペ
シ

ャル
・ス

クー
ル

（
≒

特
別

⽀
援

学
校

)

オ
ル
タ
ナ
テ
ィブ
学
習
機
関


ホ

ー
ム

・ス
クー

ル
等

→
進

学
だ

け
で

は
な

く、
様

々
な

学
校

種
を

渡
る

転
⼊

学
／

停
学

・退
学

／
再

⼊
学

等
の

移
⾏

⽀
援

も
視

野
に

⼊
る

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

イギ
リス

移
⾏

⽀
援

の
特

徴
①

学
校

・教
育

機
関

内
で

、学
校
外
との
連
携

に
よ

る
キ
ャリ
ア
・ガ
イ
ダ
ン
ス
が
個
別
⽀
援
も
移

⾏
⽀
援
も
担
って
い
る

②
⼀

般
⽣

徒
へ

の
キ

ャリ
ア

・ガ
イダ

ンス
とバ

ル
ネ

ラブ
ル

な
⽣

徒
へ

の
キ

ャリ
ア

・ガ
イダ

ンス
は
複
線

化
して
い
る

→
⼀

般
⽣

徒
へ

の
キ

ャリ
ア

・ガ
イダ

ンス
は

市
場

ベ
ー

ス
、⽀

援
の

必
要

な
⽣

徒
へ

の
⽀

援
は

地
⽅

当
局

が
責

任
を

持
つ

③
実

施
に

関
して

は
、学

校
の

裁
量

が
⾮

常
に

⼤
き

く、
学

校
や

地
域

ご
との

差
が

⼤
き

い
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

⼀
般
⽣
徒
に
対
す
る
キ
ャリ

ア
・ガ
イ
ダ
ン
ス

SE
N
⽣
徒
に
対
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リン
グ

提
供

主
体

学
校

地
⽅

当
局

と学
校

との
連

携
学

校
対

象
⼀

般
⽣

徒
SE

N⽣
徒

、学
校

が
⽀

援
が

必
要

と認
め

た
⽣

徒
カウ

ンセ
リン

グ
の

必
要

が
あ

る
と認

め
ら

れ
た

⽣
徒

費
⽤

学
校

負
担

国
に

よ
る

⽀
援

や
リソ

ー
ス

の
提

供
あ

り

地
⽅

当
局

国
に

よ
る

⽀
援

や
リソ

ー
ス

の
提

供
あ

り

学
校

の
完

全
な

⾃
費

負
担

内
容

1対
1⽀

援
に

限
らず

幅
広

い
移

⾏
に

関
連

す
る

活
動

遠
隔

・情
報

提
供

も
含

む

⽣
活

⽀
援

、移
⾏

⽀
援

、
セ

ラピ
ー

な
ど他

機
関

連
携

に
よ

る
幅

広
い

活
動

1対
1カ

ウン
セ

リン
グ

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク

問
題

点
学

校
に

よ
って

取
り組

み
の

違
い

が
⼤

き
い

学
校

で
認

定
され

な
い

困
難

を
持

つ
⽣

徒
は

取
りこ

ぼ
しが

あ
る

可
能

性
が

⼤
き

い

学
⼒

に
問

題
の

な
い

⽣
徒

は
SE

N
認

定
され

に
くい

リス
クの

⾼
い

⽣
徒

か
ら優

先
的

に

す
べ

て
の

学
校

で
⾏

わ
れ

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
契

約
に

よ
って

⾏
わ

れ
る

た
め

、気
軽

に
話

を
聞

い
て

も
らう

な
どの

対
応

は
で

き
に

くい

社
会

移
⾏

⽀
援

を
含

む
個

別
⽀

援
の

提
供

枠
組

み

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

バ
ル

ネ
ラブ

ル
な

⼦
ども

た
ち

に
対

す
る

ガ
イダ

ンス


キ
ャリ

ア
・ガ

イダ
ンス

は
、地

⽅
当

局
が

責
任

を
負

い
つ

つ
、ケ

ア
・ワ

ー
カー

や
病

院
、福

祉
関

係
者

な
ど福

祉
的

な
⾊

合
い

が
強

くな
る

。学
校

で
は

ガ
イダ

ンス
を

キ
ャリ

ア
・コ

ー
デ

ィネ
ー

ター
で

は
な

く、
SE

Nコ
ー

デ
ィネ

ー
ター

が
担

当
す

る
とこ

ろ
も

あ
る

。


特
に

SE
N⽣

徒
の

キ
ャリ

ア
⽀

援
は

⽣
活

全
般

へ
の

⽀
援

の
⾊

合
い

が
強

く、
関

係
各

所
の

強
い

連
携

の
下

で
⾏

わ
れ

る
。


こう

した
連

携
に

関
して

は
キ

ャリ
ア

・ア
ンド

・エ
ンタ

ー
プ

ライ
ズ

カン
パ

ニー
(C

EC
)、

地
域

の
経

済
団

体
な

どさ
ま

ざ
ま

な
機

関
が

⽀
援

す
る

。


1対
1も

しく
は

⼩
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

キ
ャリ

ア
や

進
路

選
択

に
対

す
る

相
談


雇

⽤
・進

学
・訓

練
等

の
進

路
に

対
す

る
ア

クシ
ョン

プ
ラン

の
作

成
⽀

援
や

、キ
ャリ

ア
・選

択
肢

・
⽀

援
組

織
に

関
す

る
情

報
収

集
⽀

援


履
歴

書
作

成
や

⾯
接

テ
クニ

ック
、求

⼈
情

報
収

集
に

関
す

る
具

体
的

ア
ドバ

イス
の

提
供

、保
護

者
との

相
談

、カ
レ

ッジ
や

雇
⽤

先
へ

の
連

絡
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世
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援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
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学
校

種
別

⽀
援

の
事

例
ア

カ
デ

ミー
(メ

イン
ス

トリ
ー

ム
）

コン
プ

レ
ヘ

ン
シ

ブ
ス

ク
ー

ル
オ

ル
タ

ナ
テ

ィブ
学

習
機

関
ス

ペ
シ

ャル
・ス

ク
ー

ル

主
導

的
役

割
SE

Nコ
ー

デ
ィネ

ー
ター

教
師

教
師

・専
⾨

ス
タッ

フ(
Ke

y
W

or
ke

r)
教

師

場
所

学
内

/学
校

に
併

設
した

AP
学

内
学

内
お

よ
び

学
外

学
内

主
な

内
容

や
特

徴
⾔

語
サ

ポ
ー

ト（
放

課
後

︓
語

彙
⼒

強
化

、発
⾳

、ス
ピー

チ
）

・カ
ウン

セ
リン

グ
（

週
3回

）
〜

家
族

と⼀
緒

・イ
ンク

ル
ー

ジ
ョン

ミー
テ

ィン
グ

（
週

⼀
、複

数
機

関
に

よ
る

会
合

）
・ラ

ー
ニン

グ
パ

ス
ポ

ー
トに

よ
る

情
報

共
有

・⼦
ども

に
あ

わ
せ

た
カリ

キ
ュラ

ム
・経

験
や

学
習

・⾏
動

デ
ー

タの
共

有
・コ

ミュ
ニケ

ー
シ

ョン
の

重
要

性

・ポ
ー

トフ
ォリ

オ
に

よ
る

情
報

共
有

・障
害

別
⽀

援
・学

習
進

度
の

マ
ネ

ジ
メ

ント ・テ
イラ

ー
メイ

ド型
授

業

公
開
シ
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ポ
ジ
ウ
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多
様
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背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

⽀
援

の
必

要
な

⽣
徒

に
対

す
る

移
⾏

⽀
援

の
構

図


基
準

・⽔
準

の
設

定
国

レ
ベ

ル
ｰギ

ャツ
ビー

基
準

(キ
ャリ

ア
・ガ

イダ
ンス

)/
⾏

動
指

針
作

成
( C

od
e 

of
 P

ra
ct

ic
e)

地
⽅

レ
ベ

ル
－

地
⽅

当
局

の
責

任
学

校
レ

ベ
ル

-学
校

規
則

と⽅
針

（
sc

ho
ol

 ro
le

s/
po

lic
y）

個
⼈

レ
ベ

ル
-周

りと
うま

くや
る

た
め

の
決

ま
り・

約
束

の
設

定


多

機
関

・多
職

種
連

携
国

レ
ベ

ル
－

地
⽅

レ
ベ

ル
－

学
校

レ
ベ

ル
－

個
別

⽀
援

レ
ベ

ル


情

報
共

有
SE

Nの
場

合
、地

⽅
当

局
・学

校
を

核
に

関
係

情
報

を
集

約
⼊

退
学

・転
学

の
場

合
、協

定
(F

AP
)に

よ
る

関
係

者
情

報
共

有
個

⼈
レ

ベ
ル

で
の

ポ
ー

トフ
ォリ

オ
、ラ

ー
ニン

グ
パ

ス
ポ

ー
トな

ど
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シ
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に
－
世
界

の
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援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
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中
等

教
育

学
校

•
外

部
機

関
・サ

ー
ビス

の
調

達
•

マ
ル

チ
トラ

ス
トア

カデ
ミー

（
M

TA
ｓ

）
の

場
合

、所
属

す
る

学
校

グ
ル

ー
プ

の
提

供
す

る
サ

ー
ビス

を
利

⽤

ND
PB

 ⾮
政

府
公

的
組

織
Ca

re
er

s 
an

d 
En

te
rp

ri
se

Co
m

pa
ny

 (
CE

C)
〇

キ
ャリ

ア
ハ

ブ
運

営
〇

企
業

ア
ドバ

イザ
ー

派
遣

〇
キ

ャリ
ア

ガ
イダ

ンス
関

係
団

体
・会

社
の

デ
ー

タベ
ー

ス
〇

オ
ンラ

イン
教

材
開

発
・提

供
〇

キ
ャリ

ア
リー

ダー
研

修
・活

動
⽀

援
〇

先
進

的
な

取
組

・プ
ロジ

ェク
ト助

成
/実

施

チ
ャリ

テ
ィ・

社
会

的
企

業
○

研
修

、教
材

、企
業

、進
路

先
との

接
点

Te
ac

h 
Fi

rs
t 

/ 
Ca

re
er

 C
on

ne
ct

/
Yo

ut
h 

Em
pl

oy
m

en
t U

K/
In

sp
ir

in
g

th
e 

Fu
tu

re
 /

 E
du

ca
tio

n
D

ev
el

op
m

en
t T

ru
st

/S
ki

lls
Bu

ild
er

/M
or

ri
sb

y
○

イン
ター

ンシ
ップ

・企
業

交
流

•
G

ro
fa

r
ア

プ
リ

○
進

学
先

選
択

⽀
援

•
U

ni
fr

og
/S

pr
in

gp
od

ア
プ

リ
•

U
ni

se
lc

t/
 U

ni
G

ui
de

サ
イト

質
保

証
機

関
Q

ua
lit

y 
in

 C
ar

ee
rs

 S
ta

nd
ar

d
So

ut
hw

es
tキ

ャリ
ア

等
10

団
体

学
校

を
取

り巻
くキ

ャリ
ア

ガ
イ

ダ
ン

ス
関

連
の

外
部

組
織

の
例

地
⽅

⾃
治

体
LA

s
•

⻘
少

年
⽀

援
部

署
〇

若
者

の
雇

⽤
対

策
/N

EE
T予

防
・対

策
〇

キ
ャリ

ア
ハ

ブ
運

営
・C

EC
との

連
携

（
進

学
先

）
⾼

等
教

育
機

関
（

職
業

系
・ア

カデ
ミッ

ク系
）

産
・⾮

営
利

官
学

キ
ャリ

ア
カ

ン
パ

ニ
ー

/ア
ドバ

イ
ザ

ー
各

地
域

の
キ

ャリ
ア

専
⾨

家
の

⾃
営

含
む

ア
プ

レ
ン

テ
ィス

シ
ップ

⽇
本

キ
ャリ

ア
教

育
学

会
第

45
回

研
究

⼤
会

発
表

資
料

(R
ya

n,
 2

02
4)

学
校

の
キ

ャリ
ア

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

⽀
援

す
る

全
国

組
織
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事
例

︓
ロ

ン
ドン

・ラ
ン

ベ
ス

区
ネ

ット
ワ

ー
キ

ン
グ

会

主
催

会
場

︓
El

m
 c

ou
rt

 s
ch

oo
l ︓

特
別

⽀
援

教
育

中
等

教
育

学
校

La
m

be
th

 C
ar

ee
rs

 C
lu

st
er

•
ロン

ドン
に

１
２

あ
る

クラ
ス

ター
の

⼀
つ

•
メン

バ
ー

︓
特

別
⽀

援
学

校
3、

Pu
pi

l R
ef

er
ra

l U
ni

t(
PR

U)
1、

中
等

教
育

学
校

17
•

⽣
徒

の
職

場
実

習
の

確
保

、学
校

と2
4の

雇
⽤

主
ベ

ー
ス

の
プ

ロジ
ェク

トを
試

験
的

に
実

施

⽇
本

キ
ャリ

ア
教

育
学

会
第

45
回

研
究

⼤
会

発
表

資
料

(R
ya

n,
 2

02
4)
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中
等
教
育
機
関

El
m

co
ur

ts
ch

oo
l

La
 R

et
ra

ite
Li

lli
an

 B
ay

lis

南
ロ
ン
ドン

キ
ャリ
ア
ハ
ブ

( 
エ

ンタ
ー

プ
ライ

ズ
コー

デ
ィネ

ー
ター

, C
EC

) 

⾼
等
教
育
機
関

So
ut

h 
Ba

nk
 C

ol
le

ge
職

業
系

コー
ス

等

ラ
ン
ベ
ス
区
の

各
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
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
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
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⾊
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⽀
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＆
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⽀
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⽤
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⽀
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携
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⼀
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⽤
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⽤
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︓
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︓
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⽴
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⾏
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績
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／
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ニー
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（
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⾃
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⼼
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⽀
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⽀
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⽀
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︔
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⽀
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⼈
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⼈
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⽀
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テ
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⾨
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⽅
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⽀
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⾯
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⾯
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⽀
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・イ
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⽀
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⽅
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⼼
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テ
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⾨
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⽅
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⾦
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⽴
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⽩
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⼤
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⼦
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⽀
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⼤
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⽣
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⽀
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⽐
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⼤
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⼦
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⽇
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⼤
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⽩
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⽀
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⽀
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⽐
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⽩
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⼦
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⽀
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⼤

会
会

員
企

画
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「バ

ル
ネ

ラブ
ル

な
⽣
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か
し
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学
大
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合
科
学
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群
/
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
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な
く
す
た
め
に
－
世
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の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

カ
ナ
ダ
の

学
校

教
育

を
取

り
巻

く
現

状

移

民
の
増
加
（
2
0
2
3
年
時
点
で
人
口
に
対
す
る
移
民
の
割
合
が
2
3
.0
%
）


英
語
を
母
国
語
と
し
な
い
子
ど
も
・
若
者


学
力
差
（
移
民
の
中
で
の
格
差
）


母
国
で
の
厳
し
い
経
験
か
ら
の
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
の
薬
物
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
中
毒
な
ど


先

住
民
(F
N
M
I)
の
複
数
世
代
に
わ
た
る
ト
ラ
ウ
マ


脆
弱
な
家
族
関
係
と
貧
困


学
習
に
対
す
る
意
欲
の
喪
失


深
刻
な
課
題
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
薬
物
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
中
毒
な
ど


社
会
経
済
的
ギ
ャ
ッ
プ
の
拡
大


社
会
経
済
的
格
差
→
学
力
差


貧
困
→
精
神
疾
患
や
メ
ン
タ
ル
不
調
、
薬
物
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
中
毒
な
ど


L
G
B
T
Q
お
よ
び
発
達
障
害
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若
者
の
増
加


個
別
対
応
の
必
要
性
（
保
守
政
権
に
よ
る
排
他
的
な
政
策
と
教
育
現
場
の
葛
藤
）
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研

究
の

調
査

対
象

と
カ
ナ
ダ
調

査
の

関
係

性

外
国

に
ル

ー
ツ
を
持

つ
な

ど
に
よ
り
公

用
語

指
導

の
必

要
な

者
／

増
加

す
る

移
民

（
難

民
も
含

む
）

性
的

少
数

者
（
L
G
B
T
Q
と
総

称
さ

れ
る
性

自
認

・
性

的
指

向
を
も
つ
者

）

歴
史

的
・
社

会
的

な
背

景
か

ら
出

自
・
居

住
地

・
人

種
・
民

族
等

を
理

由
に
い
じ
め

や
排

斥
等

の
対

象
と
な
る
傾

向
が

強
い
者

グ
ル
ー
プ
１

グ
ル
ー
プ
２

グ
ル
ー
プ
３

バ ル ネ ラ ブ ル な 若 者

早早
期期

離離
学学

のの
可可

能能
性性
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第
３
階
層

特
定
の
学
校
へ
の
支
援

第
１
階
層

学
校
文
化

第
２
階
層

教
室
内
で
の
サ
ポ
ー
ト

欠
席
率

>2
0%

第
３
階
層

特
定
の
学
校
へ
の
支
援

第
４
階
層

集
中
的
支
援

欠
席
率

>1
0%

欠
席
率

<1
0%

・
欠
席
率
が

20
％
以
上

・
集
中
的
で
包
括
的
な
介

入
お
よ
び
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
少
数
の
生
徒

・
欠
席
率
が

10
％
以
上
で

特
定
の
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
限
ら
れ
た
生
徒

・
91

%
の
出
席
率
（

16
3日

以
上
）

・
全
て
の
生
徒
に
継
続
的
な
出
席
を
促
す

・
教
員
に
よ
っ
て
生
徒
の
出
席
状
況
を
管
理

す
る ・
学
校
は
生
徒
の
多
様
性
を
踏
ま
え
て
、

寄
り
添
い
型
で
、
安
心
な
学
習
環
境
を

提
供
し
生
徒
の
帰
属
意
識
を
高
め
る

段
階

的
支

援
の

イ
メ
ー
ジ

オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ

ス
ク
ー
ル

な
ど

対
応

で
き
な
い
場

合
→
学
校
教
育
以
外
の

支
援
団
体

１
次
支
援

２
次
支
援

３
次
支
援

ロ
ー
カ
ル

ス
ク
ー
ル

内
で
の

対
応

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

１
次
支
援
の
事
例

教
員

と
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の

役
割

分
担

に
よ
る
支

援
・
介

入

役役
職職

職職
務務

内内
容容

副
校
長

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
動
き
を
掌
握
し
、
連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
図
る

サ
ク
セ
ス
・
コ
ー
チ

学
習
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

•
学
力
不
足
の
生
徒

•
教
室
巡
回
（
学
習
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

コ
ー
チ
ン
グ
、
不
合
格
科
目
の
チ
ェ
ッ
ク
）

学
習
支
援

（
介
入
的
な
支
援
）

•
第
３
段
階
、
第
４
段
階
の
生
徒
へ
の
支
援

•
教
師
へ
の
支
援

時
間
割
の
調
整
（
履
修
科
目
の
変
更
な
ど
の
支
援
）

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
・

コ
ー
チ

•
教
師
と
の
連
携
と
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
イ
ス
ド
な
実
践
の
共
有

•
教
師
が
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
生
徒
と
全
員
の
生
徒
の
両
方
に

効
果
的
な
支
援
を
提
供
す
る
ス
キ
ル
を
高
め
る
た
め
の
支
援
を
行
う

•
管
理
職
と
の
連
携
を
図
り
、
個
別
の
生
徒
に
必
要
な
支
援
を
提
供
す
る

（
個
別
支
援
計
画

IP
P、

BS
Pプ

ラ
ン
、
医
療
的
支
援
プ
ラ
ン
な
ど
）

W
et

as
ki

iw
in

Co
m

po
sit

e 
Hi

gh
 S

ch
oo

l の
校
内
資
料
か
ら

20
24

.2
  

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

役役
職職

職職
務務

内内
容容

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

•
個
別
、
社
会
的
、
感
情
的
介
入

•
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
お
よ
び
周
辺
化
さ
れ
た
生
徒
お
よ
び
保
護
者
に
対
す
る
支
援

•
危
機
的
状
況
へ
の
対
処
：
希
死
念
慮
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

RC
M

P（
警
察
）
と
の
連
携

•
問
題
解
決
に
向
け
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

•
生
徒
お
よ
び
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、
学
校
外
の
支
援
者
へ
つ
な
ぐ

先
住
民
サ
ポ
ー
ト

•
生
徒
と
保
護
者
と
の
適
切
な
関
係
の
維
持

•
生
徒
の
卒
業
又
は
進
路
実
現

(s
uc

ce
ss

)に
向
け
て
他
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と

連
携

•
生
徒
の
背
景
に
あ
る
文
化
・
習
慣
を
理
解
し
、
生
徒
の
学
校
に
対
す
る
帰
属
意

識
と
、
つ
な
が
り
を
維
持
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

W
et

as
ki

iw
in

Co
m

po
sit

e 
Hi

gh
 S

ch
oo

l の
校
内
資
料
か
ら

20
24

.2
  

１
次

支
援

の
事
例

教
員

と
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の

役
割

分
担

に
よ
る
支

援
・
介

入
（
続

き
）



－150－

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

１
次

支
援

＋
２

次
支

援
の

事
例

１

＊
生

徒
の

障
害

の
内

容
に

応
じ

て
、

L
if
e
 S

ki
lls

 (
高

校
修

了
資

格
取

得
を

め
ざ

す
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
障

害
＋

学
力

が
高

い
生

徒 ク
ー

リ
ー

カ
レ

ッ
ジ

エ
イ

ト
校

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
カ

レ
ッ

ジ
内

に
設

置
さ

れ
た

高
校

→
自

学
自

習
方

式
で

学
習

＊
C

o
lle

gi
at

e
に

つ
い

て
は

後
述

問
題

行
動

等
を

有
す

る
生

徒
オ

ル
タ

ナ
テ

ィ
ブ

校
H

U
B

•
ダ

ウ
ン

タ
ウ

ン
に

設
置

さ
れ

た
小

規
模

校
•

寄
り

添
い

方
の

支
援

を
受

け
な

が
ら

学
び

を
継

続

地
域

校
（
L
o
c
al

H
ig

h
S
c
h
o
o
l）

メ
デ

ィ
ス

ン
ハ

ッ
ト

高
校

課
題

を
抱

え
る

生
徒

（
自

閉
症

,
L
D

,
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

障
害

,
A

D
H

D
,
ア

ル
コ

ー
ル

・
薬

物
・
ゲ

ー
ム

中
毒

）

学
習

ス
ト

ラ
テ

ジ
ー

プ
ロ

グ
ラ

ム
教

師
・
理

学
療

法
士

・
作

業
療

法
士

・
言

語
聴

覚
士

・
心

理
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

支
援

カー
ムダ

ウン
・ル
ーム

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

１
次

支
援

＋
２

次
支

援
の

事
例

２

ht
tp

s:/
/a

lte
d.

pw
ps

d.
ca

ht
tp

s:/
/a

lte
d.

pw
ps

d.
ca


第

３
、

４
段

階
の

生
徒


課

題
を

抱
え

る
生

徒
（
自

閉
症

, 
L
D

, 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

障
害

、
A

D
H

D
,ア

ル
コ

ー
ル

・
薬

物
・

ゲ
ー

ム
中

毒
）


低

学
力

の
生

徒


生

徒
指

導
上

の
課

題
を

抱
え

る
生

徒
（
暴

力
な

ど
）

地
域

校
(グ

ラ
ン

ド
プ

レ
ー

リ
ー

周
辺

の
学

校
区

内
の

学
校

）
に

適
応

で
き

ず
退

学
勧

告
・
自

主
退

学
・
転

校

ピ
ー

ス
・
ワ

ピ
チ

・
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
校

で
の

対
応

エ
ン

タ
ー

プ
ラ

イ
ズ

・
セ

ン
タ

ー
オ

フ
キ

ャ
ン

パ
ス

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

履
修

を
義

務
化

→
卒

業
所

要
単

位
取

得
＋

卒
業

後
の

社
会

的
自

立
支

援

バ
ー

チ
ャ

ル
教

育
校

リ
ア

ル
タ

イ
ム

・
オ

ン
デ

マ
ン

ド
オ

ン
ラ

イ
ン

教
育

ホ
ー

ム
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

対
応

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

２
次

支
援

の
事

例
そ

の
他

の
オ

ル
タ

ナ
テ

ィ
ブ

校

学
校

名
⾏

政
（

教
育

分
野

）
⾏

政
（

医
療

・
保

健
）

司
法

NP
O

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

型
オ

ル
タ

ナ
テ

ィ
ブ

⾼
校

Di
sc

ov
er

in
g 

Ch
oi

ce
s

カ
ル

ガ
リ

ー
市

教
育

委
員

会

カ
ル

ガ
リ

ー
市

教
育

委
員

会
（

臨
床

⼼
理

⼠
・

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
）

Th
e 

AL
EX

 Y
ou

th
 H

ea
lth

 
Ce

nt
re

（
巡

回
医

療
バ

ス
）

Go
ys

 a
nd

 G
irl

s 
Cl

ub
(ホ

ー
ム

レ
ス

⽀
援

）
少

年
矯

正
施

設
（

閉
鎖

型
）

Ca
lg

ar
yY

ou
ng

Of
fe

nd
er

 C
en

tre
カ

ル
ガ

リ
ー

市
教

育
委

員
会

ア
ル

バ
ー

タ
司

法
省

Jo
hn

 H
ow

ar
d 

So
cie

ty
（

NP
O)

少
年

矯
正

施
設

（
開

放
型

）
Ex

Ce
lD

isc
ov

er
y

カ
ル

ガ
リ

ー
市

教
育

委
員

会
ア

ル
バ

ー
タ

司
法

省
En

vir
os

（
NP

O)
Jo

hn
 H

ow
ar

d 
So

cie
ty

(N
PO

)
少

年
矯

正
施

設
（

集
合

型
保

護
観

察
）

Ca
lg

ar
y Y

ou
th

 
At

te
nd

an
ce

 C
en

tre
カ

ル
ガ

リ
ー

市
教

育
委

員
会

ア
ル

バ
ー

タ
司

法
省

Jo
hn

 H
ow

ar
d 

So
cie

ty
(N

PO
)

若
年

者
妊

娠
・

⼦
育

て
⽀

援
Lo

ui
se

 D
ea

n 
Sc

ho
ol

カ
ル

ガ
リ

ー
市

教
育

委
員

会

ア
ル

バ
ー

タ
保

健
省

（
看

護
師

）
カ

ル
ガ

リ
ー

市
教

育
委

員
会

（
臨

床
⼼

理
⼠

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

）

KI
ND

RE
D（

保
育

施
設

/
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

）
HE

RA
（

性
的

搾
取

・
性

犯
罪

へ
の

対
応

）

学
校

内
で

の
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
（
教

育
・
福

祉
・
医

療
・
就

労
）

＋
学

校
・
行

政
・
N

P
O

の
連

携
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

韓
国

韓
国
に
お
け
る
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
児
童
生
徒
に
対
す
る

移
行
支
援
体
制
の
特
質
と
課
題

〇
峯

啓
太

朗
（
筑

波
大

学
大

学
院

人
間

総
合

科
学

学
術

院
）

〇
三

村
隆

男
（
早

稲
田

大
学

教
育

・
総

合
科

学
学

術
院

）

宮
古

紀
宏

（
国

立
教

育
政

策
研

究
所

生
徒

指
導

・
進

路
指

導
研

究
セ

ン
タ

ー
）

田
中

光
晴

（
文

部
科

学
省

総
合

教
育

政
策

局
）
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

韓
国

の
バ

ル
ネ
ラ
ブ
ル

な
児

童
生

徒
の

状
況

例

①
多

文
化

児
童

生
徒

：
約

19
.3
万

人
（
教

育
部

20
24

a）
→
増

加
傾

向

②
中

高
生

の
性

的
少

数
者

：
9.

4%
（
キ
ム
ギ
ョ
ン
ジ
ュ
ン

20
06

）

→
性

的
少

数
者

で
あ
る
こ
と
を
考

慮
し
た
支

援
は

極
め
て
不

足
（
ゴ
ン
ウ
ン
ソ
ン
他

20
22

）

③
学

校
暴

力
（
い
じ
め
）
を
受

け
た
児

童
生

徒
：
約

6.
8万

人
（
教

育
部

20
24

b）
→
増

加
傾

向

上
記

児
童

生
徒

に
つ
い
て
、

1次
的

支
援

・
2次

的
支

援
（
多

文
化

教
育

の
推

進
・
韓

国
語

学
級

の
設

置
・
情

緒
的

支
援

・
情

操
教

育
の

強
化

な
ど
）
は

見
受

け
ら
れ

る
も
の

の
、

3次
的

支
援

に
関

し
て
は

個
別

の
背

景
に
か

か
わ

ら
ず
、
一

律
に
学

業
を
中

断
す
る
可

能
性

が
あ
る

か
否

か
を
判

断
基

準
と
し
た
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い
る

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

学
業

中
断

危
機

児
童

生
徒

・
学

校
外

青
少

年


学

業
中

断
危

機
児

童
生

徒
の

定
義

（
初

・
中

等
教

育
法

第
28

条
第

1項
第

3号
）

学
業
中
断
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
り
、
学
業
中
断
の
意
思
を
明
ら
か
に
し
た
り
す
る
な
ど
、
学

業
中
断
の
危
機
に
あ
る
児
童
・
生
徒


学

校
外

青
少

年
の

定
義

（
学

校
外

青
少

年
法

第
2条

第
2項

）

ア
．
「
初
・
中
等
教
育
法
」
第

2条
の
初
等
学
校
・
中
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
一
の
課
程
を
教

育
す
る
学
校
に
入
学
し
た
後

3か
月
以
上
欠
席
し
た
り
、
同
法
第

14
条
第

1項
に
よ
り
就
学

義
務
を
猶
予
さ
れ
た
青
少
年

イ
．
「
初
・
中
等
教
育
法
」
第

2条
の
高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
一
の
課
程
を
教
育
す
る

学
校
で
同
法
第

18
条
に
よ
る
除
籍
・
退
学
処
分
を
受
け
た
り
自
主
退
学
し
た
青
少
年

ウ
．
「
初
・
中
等
教
育
法
」
第

2条
の
高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
一
の
課
程
を
教
育
す
る

学
校
に
進
学
し
な
い
青
少
年

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

学
業

中
断

・
学

校
外

青
少

年
政

策
の

対
象

14
3

公
教
育

内
進

路
支

援

危
機
兆

候
発

見
（

担
任
・

進
路

）

学
業
中

断
意

思
表

明
（

児
童
・

生
徒

）

学
業
中

断
熟

慮
制

参
加

学
業
中

断

学
業
復

帰
（
代
案
教
育
含
）

学
業
中

断

学
業
中
断
危
機
児
童
生
徒

学
校
外

青
少
年

支
援

未
認
定

留
学
等

不
適
応

中
断
者

学
校
復

帰
／

代
案

学
校

検
定
試

験
学

力
認

定
生

涯
学

習
施

設

代
案
教

育
機

関

社
会
適

応
支

援

社
会
的

保
護

が
必

要
な

青
少

年

学
業
中
断
児
童
生
徒

保
護

少
年

保
護
処

分
（

授
業
日

認
定

等
）

少
年
院

学
校

（
中

学
・

高
校

）

出
典

：
教

育
部

（
20

23
）
『
学
業
中
断
危
機
学
生
及
び
学
校
外
青
少
年
支
援
計
画
』

3頁
を
基
に
田
中
作
成

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

韓
国

の
青

少
年

支
援

体
制

出
典

：
教

育
部

・
女

性
家

族
部

（
20

13
）
『
学
業
中
断
予
防
お
よ
び
学
校
外
青
少
年
支
援
方
案
』

5頁
を
基
に
田
中
作
成
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

学
校

が
主

体
と
な
る
支

援
【
W

ee
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】


生

徒
へ

の
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
治

療
」
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト


ソ
ウ
ル
市
で
の
実
践
例
：

W
ee
ク
ラ
ス
・

W
ee
セ
ン
タ
ー
・

W
ee
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク


W

ee
ク
ラ
ス
：
各

学
校

に
設

置
さ
れ

て
い
る
相

談
室


W

ee
セ
ン
タ
ー
：
ソ
ウ
ル

市
内

に
26

か
所

設
置

。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
教

育
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
治

療
を
行

う


W
ee
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
：

49
の

医
療

機
関

、
16

9の
相

談
機

関
、

38
人

の
諮

問
医

師
を
委

嘱
し
、
支

援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形

成
他

に
学

校
外

青
少

年
支

援
セ
ン
タ
ー
、
青

少
年

相
談

福
祉

セ
ン
タ
ー
、
代

案
教

育
委

託
教

育
機

関
な
ど
と
連

携


主
な
対
象
：
学
校
不
適
応
の
リ
ス
ク
が
あ
る
児
童
・
生
徒
（
危
機
学
生
）


個

人
の

危
機

（
軽

犯
罪

・
非

行
、
家

出
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
暴

力
な
ど
）


家

族
の

危
機

（
貧

困
、
両

親
の

離
婚

、
多

文
化

家
族

な
ど
）


教

育
の

危
機

（
成

績
不

振
、
学

校
中

退
な
ど
）

→
利

用
す
る
子

ど
も
の

背
景

は
、
交

友
関

係
の

悩
み

や
、
憂

う
つ
感

が
多

い
交

友
関

係
に
は

い
じ
め
の

他
、
友

達
と
ど
う
つ
き
あ
っ
た
ら
い
い
か

わ
か

ら
な
い
な
ど
の

軽
い
内

容
も
含

ま
れ

る

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

学
校

が
案

内
し
外

部
機

関
が

主
体

と
な
る
支

援
【
学

業
中

断
熟

慮
制

】

学

業
中

断
の
兆
候
ま
た
は
意
思
を
明
ら
か
に
し
た
小

·中
·高

校
生
お
よ
び
保
護
者

に
対

し
て
、
一
定
期
間
（
１
～
７
週
間
程
度
）
学
業
中
断
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
勧

め
る
制

度

学
校
長
は
学
業
中
断
の
恐
れ
が
あ
る
生
徒
に
対
し
て
制
度
を
案
内
す
る
義
務
が
あ
り
、
生

徒
は
制
度
を
利
用
す
る
か
ど
う
か
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る


熟
慮
制
の
利
用
を
選
択
し
た
場
合
は
、

W
ee
セ
ン
タ
ー
や
青
少
年
相
談
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
外
部
専
門
機
関
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通
し
、
学
業
中
断
に
つ
い
て
検
討
す
る


熟

慮
制

を
利
用
せ
ず
退
学
す
る
学
生
に
対
す
る
支
援
の
あ
り
方
が
課
題


20

15
-1

6年
の
対
象
者
の
う
ち
、
制
度
を
利
用
し
た
の
は
約

20
%
に
と
ど
ま
る
（
ジ
ョ
ン
ウ
ン

ジ
ョ
ン

20
21

）

熟
慮
制
を
利
用
す
れ
ば
、
効
果
が
一
定
程
度
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
ホ
ミ
ン
ス
ク

20
21

）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

学
校

外
の

機
関

が
主

体
と
な
る
支

援
①

【
委

託
型

代
案

学
校

】

学
業
中
断
の
危
機
に
瀕
し
た
生
徒
の
中

途
脱

落
予

防
の

た
め
、
一

般
学

校
と

は
異
な
る
教
育
課
程
（
代
案
教
育
）
を
実
施

す
る
委

託
教

育
機

関


公
教
育
の
外
で
展
開
さ
れ
た
代
案
教
育
を
公

教
育

の
中

に
吸

収
す
る
形

で
発

展
し
て
き
た


対
象
者
：
初
等
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学

校
の

在
学

生
の

う
ち
、
学

校
生

活
が

難
し
い
学
生
及
び
学
業
中
断
危
機
学
生

（
学

籍
の

あ
る
学

生
の

み
）


出
欠
及
び
成
績
処
理
は
委
託
機
関
で
取

得
し
た
も
の

を
原

籍
校

で
そ
の

ま
ま

認
定
す
る

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

学
校

外
の

機
関

が
主

体
と
な
る
支

援
②

【
学

校
外

青
少

年
支

援
セ
ン
タ
ー
】


教

育
支

援

小
学
校
お
よ
び
中
学
校
教
師
を
派
遣
教
師
と
し
て
配
置
し
、
授
業
を
実
施


い
つ
で
も
一

般
の

学
校

に
戻

れ
る
よ
う
に
一

般
の

授
業

（
必

修
科

目
）
を
提

供
で
き
る
体

制
を
構

築
し
て
い
る


プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
者
（
満

9～
18

歳
）
に
は
「
教
育
参
与
手
当
」
を
現
金
支
給


ね
ら
い
と
意
義


ひ
き
こ
も
り
な
ど
を
は

じ
め
と
す
る
学

校
外

青
少

年
を
家

か
ら
出

さ
せ

る


生
徒

・
学

生
と
い
う
身

分
を
失

う
と
学

割
な
ど
の

社
会

的
恩

恵
を
受

け
ら
れ

な
い
た
め
、
少

し
で
も
生

活
の

足
し
に
し
て
も
ら
う


社

会
と
の

つ
な
が

り
を
経

験
さ
せ

、
自

分
の

お
金

を
自

分
で
管

理
す
る
経

験
を
さ
せ

る


心

理
相

談

青
少
年
だ
け
で
な
く
保
護
者
も
対
象


自

分
の

子
が

学
校

外
青

少
年

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
に
対

す
る
ケ
ア


進

路
啓

発
に
お
け
る
家

庭
の

役
割

を
果

た
し
て
も
ら
う


大
学
生
が
参
加
す
る

1対
1の

メ
ン
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施


学

業
の

サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
大

学
生

と
い
う
ロ
ー
ル

モ
デ
ル

を
見

せ
る
こ
と
で
少

し
で
も
将

来
像

を
描

い
て
も
ら
う


進

路
支

援

体
験
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施


例

え
ば

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
参

加
し
公

演
を
行

う
こ
と
で
、
青

少
年

の
自

尊
感

情
を
高

め
る
と
と
も
に
社

会
の

学
校

外
青

少
年

に
対

す
る

イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
取
組
な
ど
を
し
て
い
る
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

情
報

連
携

の
方

法


学
校
外
青
少
年
法

第
15

条

学
校
長
は
所
属
学
校
の
生
徒
が
学
校
外
青

少
年

に
な
る
場

合
に
は

該
当

青
少
年
に
学
校
外
青
少
年
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
案

内
し
支

援
セ
ン
タ
ー
に
連

携
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


以
下
の
個
人
情
報
が
自
動
連
携
さ
れ
る

氏
名
・
生

年
月
日
・
性
別
・
住
所
・
連
絡
先
・
法

定
代

理
人

の
連

絡
先


た
だ
し
、

6カ
月
以
内
に
同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
破
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

児
童

生
徒

に
対

応
す
る
の

は
誰

か


W

ee
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

、
学

級
担

任
教

師
や

教
科

担
任

教
師

の
観

察
に
よ
り
必

要
性

を
判

断
し
、
そ
の

後
W

ee
 ク

ラ
ス
な
ど
で
専

門
相

談
教

師
が

相
談

を
行

っ
た
う
え
で
、

継
続

的
な
支

援
が

必
要

か
ど
う
か

判
断

す
る
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）


学

業
中

断
熟

慮
制

で
は

、
担

任
教

師
、
専

門
相

談
教

師
、
進

路
進

学
相

談
教

師
な

ど
が

協
議

し
て
学

業
中

断
の

兆
候

が
あ
る
と
判

断
し
た
児

童
生

徒
を
熟

慮
制

に
案

内
す
る

→
担

任
教

師
以

外
に
「
相

談
教

師
」
の

存
在

専
門

相
談

教
師

－
学

校
に
お
け
る
相

談
機

能
を
中

心
的

に
担

う
存

在
（
張

20
21

）
、

し
か

し
各

学
校

に
配

置
さ
れ

て
い
る
わ

け
で
は

な
い
（
中

学
55

.5
%
、

高
校

63
.1

%
（
教

育
部

ほ
か

20
23

）
）

進
路

進
学

相
談

教
師

－
進

路
相

談
を
始

め
学

校
の

キ
ャ
リ
ア
教

育
全

般
を
担

う
教

師
、
全

学
校

配
置

率
97

.0
%
（
教

育
部

ほ
か

20
24

）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

相
談
教
師
の
生
徒
指
導
及
び
進
路
指
導
面
の
役
割
の
変
遷

相相
談談

教教
師師

生
徒
指
導

進
路
指
導

19
50

年年
代代

教
導
教
師
（
生
徒
指
導
、
進
路
教
育
に
お
い
て
、
教
科
教

育
を
並
行
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
課
程
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、

相
談
業
務
を
担
当
）

19
90

年年
代代

進
路
相
談
教
師

→
専
門
相
談
教
師

20
04

年年
（（
初初

・・
中中

等等
教教

育育
法法

））
専
門
相
談
教
師

20
11

年年
（（
教教

育育
科科

学学
技技

術術
部部

））
専
門
相
談
教
師
（
継
続
）

（
資
格
取
得
後
、
任
用
試
験
を

受
験
し
学
校
に
配
置
さ
れ
る
。

新
ポ
ス
ト
必
要
）

進
路
進
学
相
談
教
師

20
15

年 年
（（
進進

路路
教教

育育
法法

））
進
路
専
担
教
師

（
資
格
取
得
後
、
異
動
に

よ
り
相
談
業
務
に
従
事
。

教
員
資
格
必
須
）

注
）

20
15

年
の
進
路
教
育
法
制
定
以

降
、
進
路

進
学
相

談
教
師

は
進
路

専
担
教

師
に
名
称
を
変
更

し
た
が

、
本

報
告

で
は
便

宜
上

こ
れ
ら
を
「
進
路
進

学
相
談

教
師
」
と
表
記
す
る

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

進
路

進
学

相
談

教
師

に
つ
い
て

■
進

路
進

学
相
談
教
師
の
現
状
（

20
24

年
4月

現
在

）

・
進

路
進

学
相
談
教
師
数
：

11
,0

97
人
、

11
,4

89
校

に
配

置
。

・
学

校
種

別
配
置
率
：

97
.0
％
（
初
等
学
校

99
.9
％
、
中
学
校

93
.1
％
、
高
校

95
.2
％

）

・
配

置
率

の
推
移
：

20
20

年
95

.7
％

→
 2

02
2年

97
.5
％

→
 2

02
4年

97
.0
％

■
進

路
進
学
相
談
教
師
の
業
務
別
重
要
性
に
関
す
る
認
識
（
教
育
部
ほ
か

20
24

）

・
進

路
進

学
相
談
教
師
が
重
要
だ
と
思
う
業
務
は
、
中
学
校
・
高
校
で
は
「
進
路
と
職

業
」
科

目
の

運
営
、
進
路
・
進
学
関
連
の
生
徒
相
談
、
進
路
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設

計
に
関

す
る
業
務
。
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

進
路

教
育

に
お
け
る

PD
C

Aサ
イ
ク
ル

年年
事事

項項
P
D
C

A
20

07
生
涯
進
路
開
発
活
性
化
５
年
計
画
（

20
07

～
20

11
）

〇
20

08
教
科
「
進
路
と
職
業
」
が
高
校
で
始

ま
っ
た
。

〇
20

09
教
科
「
進
路
と
職
業
」
が
中
学
校
で
始

ま
っ
た
。

教
育
課
程
に
「
創
意
的
体
験
活
動
」
が

明
記

。
〇 〇

①
教
育
施
策

（
P）

②
実

践
に
お
け
る

人
材
の
活
用
（

D）

③
評
価
（

C）

④
改
善
・
見
直
し

（
A）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

年年
事事

項項
P
D
C

A
20

10
第

1次
「
進
路
教
育
総
合
計
画

(2
01

0～
20

13
)」

〇
〇

20
11

進
路

進
学
相
談
教
師
が
中
・
高
で
配
置
開
始

〇

「
創

意
的
体
験
活
動
」
が
小
・
中
・
高
で
導
入
開
始

〇

20
15

教
育

部
「
進
路
教
育
の
目
標
と
達
成
基
準
」
（
改
訂
案
）
を
示
す

〇

進
路

教
育
法
（

6月
）

〇
〇

20
16

第
2次

「
進
路
教
育

5カ
年
基
本
計
画

(2
01

6～
20

20
)」

〇

進
路

進
学
相
談
教
師
が
小
学
校
で
配
置
開
始

〇

中
学

校
「
自
由
学
期
制
」
全
校
導
入

〇

20
19

進
路

進
学
相
談
教
師
が
特
別
支
援
学
校
で
配
置
開
始

〇

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

年年
事事

項項
P
D
C

A
20

21
報
告
書
「
進
路
専
担
教
師
の
進
路
教
育

力
強

化
方

策
の

研
究

-進
路
専
担
教
師
の
職
務
分
析
結

果
を
中

心
と
し
て
」

(韓
国
職
業
能
力
研
究
院

)

〇

20
22

改
訂
教
育
課
程
に
①
教
科
連
携
進
路

教
育

、
➁

20
25

年
の

高
校
単
位
制
の
明
記

〇
〇

第
3次

「
進
路
教
育

5ヶ
年
基
本
計
画

(2
02

3～
20

27
)」
樹

立

の
た
め
の
政
策
研
究
（
教
育
部
）

〇

20
23

第
3次

「
進
路
教
育

5カ
年
基
本
計
画

(2
02

3～
20

27
)」

〇
〇

20
24

教
育
部
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
内
実
化
支

援
計

画
（
案

）
〇

〇

ユ
ン
・
オ
ク
ハ
ン
、
論
文
「
第

3次
進
路

教
育

5カ
年

基
本

計
画

(2
02

3～
20

27
)意

味
分

析
」

〇

20
25

～～
教
科
連
携
進
路
教
育
、
高
校
単
位
制

の
実

施
、

〇

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

児
童

生
徒

に
対

応
す
る
人

材
か

ら
何

を
学

ぶ
か


「
児

童
の

権
利

に
関

す
る
条

約
」
第

28
条

１
－

（
ｄ
）
に
「
す
べ

て
の

児
童

に
対

し
、
教

育
及

び
職

業
に
関

す
る
情

報
及

び
指

導
が

利
用

可
能

で
あ
り
、
か

つ
、
こ
れ

ら
を
利

用
す
る
機

会
が

与
え
ら
れ

る
も
の

と
す
る
」


バ

ル
ネ
ラ
ブ
ル

な
児

童
生

徒
に
必

要
な
も
の

は
「
教

育
及

び
職

業
に
関

す
る
情

報
及

び
指

導
が

利
用

可
能

で
あ
り
、
か

つ
、
こ
れ

ら
を
利

用
す
る
機

会
」


教

育
施

策
、
実

践
に
お
け
る
人

材
の

活
用

、
評

価
、
改

善
・
見

直
し
の

PD
CA

サ
イ
ク

ル
を
繰

り
返

し
、
進

路
教

育
を
展

開
す
る
進

路
進

学
相

談
教

師
制

度
は

、
専

門
性

を
吟

味
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

働
い
て
い
る
。


一

方
、
職

場
体

験
、
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

、
キ
ャ
リ
ア
・
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
の

キ
ャ
リ

ア
教

育
施

策
を
専

門
性

の
高

い
人

材
が

必
ず
し
も
存

在
し
な
い
学

校
（
あ
る
い
は

教
師

集
団

）
に
委

ね
て
い
る
我

が
国

の
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
考

え
る
う
え
で
、
韓

国
の

児
童

生
徒

に
対

応
す
る
人

材
の

在
り
方

か
ら
受

け
る
示

唆
は

大
き
い
。
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

ま
と
め
：
特

質
と
課

題

【
特

質
】


バ

ル
ネ
ラ
ブ
ル

に
な
り
う
る
事

象
に
対

す
る
支

援
施

策
を
次

々
打

ち
出

し
て
き
た


学
校
暴
力
予
防
法
：

20
04

年
制

定
、
多

文
化

家
族

法
：

20
08

年
制
定
、

W
ee
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：

20
08

年
開

始
、
学

業
中

断
熟

慮
制

：
20

12
年
開
始
、
学
校
外
青
少
年
法
：

20
15

年
制
定


同

時
に
、
対

応
す
る
専

門
人

材
と
し
て
、

20
04

年
よ
り
専

門
相

談
教

師
を
導

入
し
、
さ
ら
に

20
11

年
以

降
、
進

路
進

学
相

談
教

師
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
急

速
に
配

置
し
た
結

果
、
教

師
と
し
て
の

専
門

性
と
学

校
相

談
の

専
門

性
を
併

せ
持

つ
人

材
が

各
学

校
に
一

人
以

上
存

在
す
る
こ
と
に
な
っ
た

【
課

題
】


複

合
的

な
問

題
を
抱

え
た
児

童
生

徒
へ

の
支

援
の

難
し
さ
（
フ
ァ
ン
ソ
ン
ウ
ォ
ン
他

20
23

）


個
々

の
事

業
を
総

括
・
連

携
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

タ
ワ
ー
の

不
在

、
一

部
児

童
生

徒
へ

の
過

度
な
重

複
支

援


児
童
生
徒
に
関
す
る
事
業
間
、
学
校
段
階
間
の
情
報

連
携

に
関

す
る
法

的
根

拠
が

な
い


各
機
関
間
の
協
議
体
が
形
式
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
、
担
当
者
変
更
に
よ
る
連
携
の
弱
ま
り


各
個
別
施
策
に
よ
る
現
場
へ
の
負
担
増
加

→
「
児
童
・
生
徒
に
合
わ
せ
た
総
合
支
援
法
」

20
25

年
1月

制
定


専

門
人

材
に
つ
い
て
は

、
学

校
相

談
の

業
務

範
囲

が
明

確
で
な
い
な
ど
役

割
や

職
務

範
囲

の
認

識
に
葛

藤
（
チ
ェ

ジ
ョ
ン
ア
他

20
18

）
→
進

路
進

学
相

談
教

師
を
中

心
に
専

門
性

を
吟

味
し
続

け
て
い
る

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

主
要

参
考

文
献

張
信
愛
（

20
19

）
「
韓
国
の
中
学
校
に
お
け
る
教
育
相

談
機
能

の
組
織

化
に
関
す
る
研

究
－
「
相
談

教
師
」
の
位

置
と
役
割

実
態
の

分
析
か
ら
－
」
『
学
校

経
営
研

究
』
第

46
巻

,p
p.

38
-5

1
教
育
部
（

20
23

）
『
学

業
中

断
危

機
学

生
お
よ
び
学

校
外

青
少

年
支

援
方

案
』
（
교
육
부
（

20
23

）
『
학
업
중
단
위
기
학
생
및
학
교
밖
청
소
년
지
원
방
안
』
）

教
育
部
（

20
24

a）
『

20
24

年
教
育
基

本
統
計

主
要
内

容
』
（
교
육
부
（

20
24

a）
『

20
24
년
교
육
기
본
통
계
주
요
내
용
』
）

教
育
部
（

20
24

b）
『

20
24

年
第

1次
(全

数
調
査

)及
び

20
23

年
第

2次
(標

本
調
査

)学
校
暴
力

実
態
調

査
結
果

発
表
』
（
교
육
부
（

20
24

b）
『

20
24
년

1차
(전
수
조
사

) 및
20

23
년

2차
(표
본
조
사

) 
학
교
폭
력
실
태
조
사
결
과
발
표
』
）

教
育
部
・
韓
国
職
業
能
力
研
究
部
（

20
24

）
『
初

・
中

等
進

路
教

育
現

状
調

査
20

24
』
（
교
육
부

,한
국
직
업
능
력
연
구
원
（

20
24

）
『

20
24
년
초

·중
등
진
로
교
육
현
황
조
사
』
）

教
育
部
・
女
性
家
族
部
（

20
13

）
『
学

業
中

断
予

防
お
よ
び
学

校
外

青
少

年
支

援
方

案
』
（교

육
부

, 여
성
가
족
부
（

20
13

）
『
학
업
중
단
예
방
및
학
교
밖
청
소
년
지
원
방
안
』
）

教
育
部
・
女
性
家
族
部
（

20
23

）
『
教

育
統

計
分

析
資

料
集

幼
・
初

・
中

等
教

育
統

計
編

』
（교

육
부

, 한
국
교
육
개
발
원
（

20
23

）
『
교
육
통
계
분
석
자
료
집

-유
초
중
등
교
육
통
계
편
』
）

キ
ム
・
ギ
ョ
ン
ジ
ュ
ン
（

20
06

）
『
青
少
年
類
型
別

福
祉
欲

求
の
実

態
と
支

援
方
案
』
韓

国
青
少

年
政
策

研
究
院
（
김
경
준
（

20
06

）
『
청
소
년
유
형
별
복
지
욕
구
실
태
와
지
원
방
안
』

한
국
청
소
년
정
책
연
구
원
）

ゴ
ン
・
ウ
ン
ソ
ン

, チ
ェ
・
ナ
ヨ
ン
（

20
22

）
「
青
少
年
指
導
者
の
青
少
年
性
少
数
者

支
援
事

業
経
験
」
『
韓
国

青
少
年

研
究
』

vo
l.3

3,
 n

o.
4,

 p
p.

11
5-

13
9（
공
은
선

, 최
나
연
（

20
22

）
「
청
소
년
지
도
자
의

청
소
년
성
소
수
자
지
원
사
업
경
험
」
『
한
국
청
소
년
연
구
』

vo
l.3

3,
 n

o.
4,

 p
p.

11
5-

13
9）

ジ
ョ
ン
・
ウ
ン
ジ
ョ
ン
（

20
21

）
『
青
少
年
の
学
業
中
断
熟
慮
制
の
改

善
策
に
関
す
る
研
究
』
東
亜

大
学
国

際
専
門

大
学
院

博
士
学

位
論
文
（
정
은
정
（

20
21

）
『
청
소
년
학
업
중
단
숙
려
제
개
선
방
안

연
구
』
동
아
대
학
교
국
제
전
문
대
학
원
박
사
학
위
논
문
）

チ
ェ
・
ジ
ョ
ン
ア

, イ
・
ヘ
ウ
ン
（

20
18

）
「
国
内
学
校
相
談
教
師
研
究
の

動
向

と
課

題
-専

門
相
談
教
師
と
進
路
専
担
教
師
の
研
究
比

較
-」

『
Th

e 
SN

U 
Jo

ur
na

l o
f E

du
ca

tio
n 

Re
se

ar
ch
』

Vo
l.2

7 
No

.1
, 

pp
.7

1-
10

7 
（
최
정
아

, 이
혜
은

（
20

18
）
「
국
내
학
교
상
담
교
사
연
구
의
동
향
과
과
제

－
전
문
상
담
교
사
와
진
로
전
담
교
사
연
구
비
교
－

」
『

Th
e 

SN
U 

Jo
ur

na
l o

f E
du

ca
tio

n 
Re

se
ar

ch
』

Vo
l.2

7 
No

.1
, p

p.
71

-1
07

）

ホ
・
ミ
ン
ス
ク
（

20
21

）
「
学

業
中

断
熟

慮
制

の
立

法
影

響
と
改

善
課

題
」
『
教

育
文

化
研

究
』

27
(1

), 
pp

.5
-2

1 
（
허
민
숙
（

20
21

）
「
학
업
중
단
숙
려
제
의
입
법
영
향
과
개
선
과
제
」
『
교
육
문
화
연
구
』

27
(1

), 
pp

.5
-2

1）
フ
ァ
ン
・
ソ
ン
ウ
ォ
ン
他

（
20

23
）
『
児

童
生

徒
に
合

わ
せ

た
統

合
支

援
体

系
構

築
法

案
研

究
』
韓

国
教

育
開

発
院

（
황
성
원
외
（

20
23

）
『
학
생
맞
춤
통
합
지
원
체
계
구
축
방
안
연
구

－
학
생
맞
춤

통
합
지
원
으
로
전
환
－
』
한
국
교
육
개
발
원

）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

オ
ン
コ
ー
（
En

co
re
）
（
カ
ル
ガ
リ
ー
市
）

高
校
中
退
者
に
対
す
る
介
入
的
な
支
援

地
域
校
か
ら
中
退
者
の
情
報
提
供

→
電
話
等
で
接
触

→
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
校
の
紹
介

３
次
支
援
の
事
例

（
学
校
以
外
の
支
援
組
織
）

Tr
el

lis
 S

oc
ie

ty
 （

N
PO

)
若
年
ホ
ー
ム
レ
ス
・
ホ
ー
ム
レ
ス
防
止
支
援

若
年
者
向
け
シ
ェ
ル
タ
ー

家
族
と
の
関
係
構
築

若
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

就
労
・
生
活
・
就
学
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

先
住
民
の
若
者
の
社
会
包
摂
プ
ロ
グ
ラ
ム

H
ER

A 
性
的
搾
取
の
被
害
者
に
対
す
る
教
育
保
障

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

そ
の

他
の

支
援

（
社
会
的
・
職
業
的
自
立
を
促
す
）


Yo

ut
h 

Pr
og

ra
m

(工
科
専
門
学
校

SA
IT

)

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト


ア
ル
バ
ー
タ
州
内
の
中
退
リ
ス
ク
の
あ
る
高
校
生
を
対
象
と
す
る


中
等
後
教
育
機
関
で
あ
る

SA
IT
が
提
供
す
る
コ
ー
ス
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
体
験
的
に

履
修
す
る


プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
で
の
活
動
を
通
し
て
、
奨
学
金
受
給
の
可
能
性

→
ア
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
シ
ッ
プ
へ
の
接
続

→
職
業
的
自
立
に
つ
な
げ
る

＊
4年

間
の
学
士

(B
ac

he
lo

r)プ
ロ
グ
ラ
ム
も
選
択
可
能


カ
レ
ッ
ジ
エ
イ
ト

(C
ol

le
ge

at
e)


州
教
育
省
に
よ
る
新
た
な
学
校


ア
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
シ
ッ
プ
（
職
業
）
、
中
等
後
教
育
機
関
、
大
学
等
へ
の
接
続
（
Pa

th
w

ay
）

を
強
化
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
デ
ュ
ア
ル
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
）
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
心
に
置
く

学
校
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

社
会

的
自

立
を

阻
害

す
る

要
因

と
は

・
・
・

高
校

を
修

了
せ

ず
に

離
学

職
業

社
会

に
対

す
る

理
解

が
な

い
ま

ま
離

学

•
脆

弱
な

家
族

関
係

•
貧

困
•

移
民

•
先

住
民

ル
ー

ツ

•
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

不
足

•
経

済
的

に
就

学
が

困
難

•
学

習
へ

の
準

備
の

不
足

•
学

習
へ

の
意

欲
の

不
足

高
校

修
了

に
向

け
た

支
援

職
業

社
会

へ
の

理
解

（
体

験
的

な
学

び
）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

高
校

修
了

に
向

け
た

支
援

と
は

・
・
・

卒
業

証
書

（
Di

pl
om

a)
≠ 

 修
了

（
Co

m
pl

et
io

n)

高
校

の
卒

業
証

書
の

取
得

＜
社

会
的

自
立

を
実

現
で

き
る

ス
キ

ル
の

獲
得

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
改

善
（

Hi
gh

 S
ch

oo
l R

ed
es

ig
n)

・
職

場
を

基
盤

と
し

た
学

び
の

機
会

の
拡

大
・
学

習
者

主
体

の
学

び
（
履

修
＝

習
得

か
ら

の
脱

却
→

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
ベ

イ
ス

ド
）

・
・
・

高
校

卒
業

（
D

ip
lo

m
a)

(>
1
0
0
 c

re
di

ts
)

高
校

課
程

達
成

(a
c
h
ie

ve
m

e
n
t)

証
明

(>
8
0
 c

re
di

ts
)

高
校

修
了

(c
o
m

pl
e
ti
o
n
)証

明
(L

if
e
 S

ki
lls

)

中
等

後
教

育
機

関
へ

の
移

行
（
ad

m
is

si
o
n
)

ア
プ

レ
テ

ィ
ス

シ
ッ

プ
へ

の
移

行
学

校
の

役
割

高
校

修
了

の
概

念
の

転
換

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

カ
ナ

ダ
・
ア

ル
バ

ー
タ

州
に

お
け

る
社

会
自

立
を

促
す

取
り

組
み


高

校
修

了
（
あ

る
い

は
社

会
的

自
立

）
に

導
く
取

り
組

み


生
徒

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

支
援

（
教

師
に

よ
る

多
様

性
へ

の
理

解
を

基
盤

と
し

た
寄

り
添

い
型

支
援

）


積

極
的

な
介

入


多

様
な

学
び

の
機

会
の

確
保

＝
オ

ル
タ

ナ
テ

ィ
ブ

校
（
ゴ

ー
ル

を
明

確
に

し
た

支
援

）


多

職
種

多
機

関
連

携


カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

弾
力

化


学
校

内
で

の
学

び
＋

職
場

を
基

盤
と

し
た

学
び

の
拡

大

→
職

場
体

験
、

ア
プ

レ
ン

テ
ィ

ス
シ

ッ
プ


生

徒
主

体
の

学
び

（
一

斉
授

業
→

オ
ン

ラ
イ

ン
と

の
併

修
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
学

習
）


中

等
後

教
育

、
高

等
教

育
、

ア
プ

レ
ン

テ
ィ

ス
シ

ッ
プ

と
の

接
続

→
デ

ュ
ア

ル
・
ク

レ
ジ

ッ
ト

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

日
本

へ
の

示
唆


日

本
に

お
け

る
バ

ル
ネ

ラ
ブ

ル
な

若
者

へ
の

支
援


高

校
教

育
保

障


定

時
制

高
校

・
通

信
制

高
校

＝
卒

業
が

目
標


居

場
所

確
保


外

部
支

援
機

関
へ

の
つ

な
が

り
、

教
員

で
は

な
い

大
人

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
→

通
学

を
継

続
す

る
動

機
づ

け
に


学

び
直

し


一

斉
指

導
か

ら
個

別
支

援
へ


課

題


職

業
社

会
へ

の
移

行
支

援
の

脆
弱

性


専

門
学

科
の

縮
小

→
社

会
的

自
立

を
実

現
す

る
ス

キ
ル

育
成

の
機

会
の

喪
失

（
汎

用
的

ス
キ

ル
で

十
分

か
？

）
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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
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移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

今
後
の
研
究
上
の
課
題


就

学
支

援
か

ら
移

行
支

援
へ


学
校
内
に
お
け
る
就
学
支
援
の
体
制
は
、
こ
の
数
年
間
で
格
段
に
整
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
ア
プ
レ
ン

テ
ィ
ス
シ
ッ
プ
や
就
業
体
験
な
ど
の
職
場
を
基
盤
と
し
た
学
び
の
機
会
も
拡
大
し
て
い
る
。
し
か
し
、
学
校

教
育
が
担
っ
て
き
た
役
割
が
企
業
や
民
間
に
移
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
の
課
題
は
な
い
だ
ろ
う
か


保

守
政

権
に
よ
る
大

幅
な
教

育
支

出
の

削
減


教
員
や
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
削
減
と
そ
の
一
方
で
、
カ
レ
ッ
ジ
エ
イ
ト
校
や
チ
ャ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
選

抜
さ
れ
た
学
校
へ
の
予
算
の
集
中
的
な
配
分
は
先
進
的
な
取
り
組
み
を
促
す
一
方
で
、
公
教
育
の
公
共

性
を
阻
害
す
る
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か

エ
ド
モ
ン
ト
ン
市
内
の
カ
レ
ッ
ジ
：
学
齢
を
超

過
し
た
若
者
が
高
校
の
卒
業
資
格
取
得
を

目
指
し
て
通
学
す
る
。
（
有
料
）


学

齢
期

を
超

過
し
た
若

者
へ

の
移

行
支

援


高

校
教

育
が

無
償

で
保

障
さ
れ

る
の

は
１
9
歳

の
9
月

ま
で
で
あ
り
、

そ
の

年
齢

ま
で
に
高

校
を
修

了
で
き
な
か

っ
た
場

合
の

支
援

は
難

し
い
。
カ
ル

ガ
リ
ー
市

の
場

合
は

、
支

援
す
る
団

体
が

あ
る
が

、
州

内
の
他
地
域
で
同
様
の
支
援
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
社
会
的

移
行

の
壁
を
な
く
す
た
め
に
－
世
界

の
支
援

体
制

か
ら
学
ぶ
ヒ
ン
ト
－

引
用

参
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第 一 次 調 査

2
0
2
3
年

2
月

1
4
日

〜
3
月

2
日

（
担

当
：
岡

部
・
安

里
）

主
な
実
地
調
査
機
関

ル
イ
ー
ズ
・
デ
ィ
ー
ン
高
校
（
カ
ル
ガ
リ
ー
）
／
ハ
リ
ー
・
ア
イ
ン
レ
ー
高
校
（
エ
ド

モ
ン
ト
ン
）
／
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
教
育
学
部
／
南
ア
ル
バ
ー
タ
工
科
専
門
学
校

（
S
A
IT
)

第 二 次 調 査

2
0
2
4
年

2
月

3
日

〜
2
月

1
8
日

（
担

当
：
岡

部
）

主
な
実

地
調

査
機

関
エ
ル

ク
ア
イ
ラ
ン
ド
・
カ
ト
リ
ッ
ク
学

校
区

／
ア
ル

バ
ー
タ
大

学
／

カ
ル

ガ
リ
ー
・
カ

ト
リ
ッ
ク
学
校
区
／
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
／
メ
デ
ィ
ス
ン
ハ
ッ
ト
学
校
区

第 三 次 調 査

2
0
2
5
年

3
月

2
日

〜
3
月

1
2
日

（
担

当
：
岡

部
）

主
な
実
地
調
査
機
関

ピ
ー

ス
・
ワ
ピ
チ
学

校
区

（
グ
ラ
ン
ド
・
プ
レ
ー

リ
ー

）
／

ホ
ー

ル
デ

ン
・
ル

ー
ラ

ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
／
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
エ
イ
ト
（
カ
ル
ガ
リ
ー
）
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2025 年 3 月 10 日（月）現在 

お名前 御所属機関等の種別（本部・本社等所在地）

1 あ 青・・・・ 高等学校(宮城県)

2 秋・・・・ 大学(東京都)

3 浅・・・・ NPO(東京都)

4 安・・・・ 大学(東京都)

5 阿・・・・ 大学(東京都)

6 阿・・・・ 大学(愛知県)

7 天・・・・ 大学(千葉県)

8 い 飯・・・・ 大学(東京都)

9 李・・・・ 大学(栃木県)

10 池・・・・ 大学(愛知県)

11 伊・・・・ 大学(福岡県)

12 稲・・・・ 高等学校(静岡県)

13 殷・・・・ 大学(山口県)

14 う 内・・・・ 大学(岡山県)

15 胡・・・・ 大学(滋賀県)

16 お 王・・・・ 大学(徳島県)

17 大・・・・ 大学(東京都)

18 か 梶・・・・ 不明(不明)

19 加・・・・ NPO(愛知県)

20 上・・・・ 小学校(大阪府)

21 川・・・・ 大学(東京都)

22 川・・・・ 大学(和歌山県)

23 き 岸・・・・ 大学(石川県)

24 金・・・・ 大学(熊本県)

25 く 熊・・・・ 大学(石川県)

26 黒・・・・ 大学(東京都)

27 こ 小・・・・ 大学(徳島県)

28 小・・・・ 地方公共団体(東京都)

29 小・・・・ 特別支援学校(東京都)

30 是・・・・ 大学(高知県)

31 権・・・・ 大学(東京都)

32 さ 酒・・・・ 大学(大阪府)

33 し 史・・・・ 大学(岡山県)

34 申・・・・ 短期大学(東京都)

35 す 鈴・・・・ 高等学校(静岡県)

36 た 髙・・・・ 独立行政法人(東京都)

37 髙・・・・ 不明(宮城県)

38 長・・・・ NPO(愛知県)

39 田・・・・ NGO(東京都)

40 田・・・・ 大学(北海道)

41 つ 土・・・・ 不明(東京都)

42 と 董・・・・ 大学(東京都)

43 土・・・・ 大学(茨城県)

44 ド・・・・ 大学(愛知県)

45 な 中・・・・ 大学(大阪府)

46 中・・・・ 専門学校(宮崎県)

47 中・・・・ 大学(大阪府)

48 は H・・・・ 大学(東京都)

49 馬・・・・ 大学(大阪府)

50 早・・・・ 公益財団法人(大阪府)

51 孕・・・・ 不明(不明)

52 ひ 東・・・・ NPO(愛知県)

53 日・・・・ 大学(東京都)

54 ふ 藤・・・・ NPO(愛知県)

55 古・・・・ NPO(愛知県)

56 古・・・・ 大学(東京都)

57 ま 松・・・・ 大学(群馬県)

58 丸・・・・ 不明(不明)

59 む 村・・・・ 小学校(不明)

60 も 森・・・・ 大学(東京都)

61 森・・・・ 短期大学(愛知県)

62 や 安・・・・ 大学(北海道)

63 安・・・・ 大学(東京都)

64 山・・・・ 大学(大阪府)

65 山・・・・ 大学(東京都)

66 ゆ Y・・・・ 大学(東京都)

67 り 李・・・・ 大学(愛知県)

68 わ 我・・・・ 地方公共団体(神奈川県)

69 渡・・・・ 中学校(東京都)



バルネラブルな生徒・中途退学者等に対する学校から社会への移行支援に関する国際比較報告書 

課題番号 20H00093 

令和 2 年度～令和 5 年度 科学研究費助成事業 基盤研究（A）（一般） 

研究助成成果報告書

令和 7（2025）年 3 月 15 日 発行 

発行者：藤田晃之（研究代表者／筑波大学 人間系 教授）

〒305-8572 茨城県つくば市天王台 1-1-1 筑波大大学 人間系 教育学域 

印 刷：いなもと印刷

〒300-0007 茨城県土浦市板谷 6-28-8 




